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巻頭図版 1

裾野市大畑の第二東名関連遺跡群

(奥から悌ケ尾遺跡(第二東名No.147地点)、下ノ大窪遺跡(同No.146地点)、老平遺跡(同No.145地点))



巻頭図版 2

-

縄文時代集落全景

打越式土器



序

第二東名高速道路建設に伴う埋蔵文化財発掘調査は裾野市域では20地点で行われた。裾野市域には多

くの遺跡が分布しており、特に愛鷹山南東麓における旧石器時代および縄文時代の埋蔵文化財包蔵地の

発掘はその成果に期待が寄せられている。

{弗ヶ尾遺跡(第二東名No.147地点)は旧石器時代から縄文時代早期にかけて遺物、遺構が検出された。

その中でも白眉は縄文時代早期末葉の集落跡である。 当該期の集落は静岡県東部地域において確認され

ているものはあるが、 関東系の土器形式である打越式土器を主体とするものは全国でも稀であり、関東

系および東海系の土器分布を考察する上でも非常に有益であると考える。打越式土器は関東地方を中心

に多くの遺跡で散見されるが、本遺跡のごとく 遺物の多くの割合を占める ものが打越式土器である とい

う様相をしめすことは稀である。さらにそれが静岡県東部で検出されたということにどのような意義が

あるのであろう か。 本報告書を活用していただき、研究者間で活発な議論がなされることを大いに期待

するところである。

{弗ヶ尾遺跡と谷をはさんで南側にある下ノ大窪遺跡(第二東名NO.146地点)もまた、打越式土器を主体

とした集落跡である。両者には若干の時期的な差が存在すると考えられ、隣接した尾根に形成される集

落の様子から縄文時代の人々がどのよう な考えのドに居住場所を決定していたのかを考えるよい資料と

もなるであろう。

本遺跡では縄文時代草創期に該当する石器が検出されている。さらに遡れば後期旧石器時代の遺物、

遺構も確認されている。これらの時代の造物、遺構の有り様は縄文時代早期末葉と大きく異なる。 同じ

場所に集まった人々ではあるが、時代によりその土地の活用の仕方や地域に期待するものが異なること

をあらわすのであろう。周辺の気候を合めた環境をも考慮にいれて検討すれば、その時代ごとのマクロ

な視点からの生活パターン復元への参考になるかも しれない。

現地調査および資料整理、本書の作成にあたり、中日本高速道路株式会社横浜支社 (旧日本道路公団

静岡建設局)・静岡県教育委員会をはじめとする多くの関係諸機関各位に多大なるご援助、ご理解を得て

いる。 この場をかりて深く感謝申し上げる次第である。また調査にご、理解をいただいた地元の皆様、現

地での発掘作業、 地道な整理作業にあたられた方々に、この機会に厚くお礼申し上げたい。

平成19年3月

財団法人静岡県埋蔵文化財調査研究所

所長 斎藤 忠



1. 本書は、 静岡県裾野市大畑字悌ヶ尾に所在する併ヶ尾(第二東名No.l47地点)遺跡の発掘調査報告書

である。 第二東名建設事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書の作成は、地区(市町村)単位にて実施

している。裾野地区では本書が1冊目であり、よって「第二東名建設事業に伴う埋蔵文化財発掘調査

報告書裾野市-1J とした。

2.調査は第二東名建設事業に伴う埋蔵文化財発掘調査として、日本道路公団静岡建設局の委託を受け

て、静岡県教育委員会文化課の指導のもと、裾野市教育委員会の協力を得て、財団法人静岡県埋蔵文

化財調査研究所が実施した。

3.梯ヶ尾遺跡の確認調査・本調査および資料整理の期間は以下のとおりである。

確認調査 平成15年4月"-'5月

本調査 I期平成15年 6月"-'16年3月

本調査E期 平成16年 4月"-'7月

資料整理・本報告書作成 平成17年4月~平成19年 3月

4.本遺跡調査担当者は下記のとおりである。

平成15年度(確認調査)

所長 :斎藤忠副所長:飯田英夫常務理事:粂田徳幸

総務課長.鎌田英巳 総務課員 :鈴木秋博

調査研究部長:山本昇平 調査研究部次長:栗野克己

主任調査研究員:前嶋秀張

平成15年度 (本調査 I期)

所長 :斎藤忠副所長:飯田英夫常務理事:粂田徳幸

総務課長:鎌田英巳 総務課員:鈴木秋博

調査研究部長 :山本昇平調査研究部次長:栗野克己

主任調査研究員:前嶋秀張 調査研究員 :野田正人

平成16年度 (本調査E期)

所長:斎藤忠 副所長 :飯田英夫常務理事 :平松公夫

総務課長:鎌田英巳 総務課員:中鉢京子

調査研究部長:山本昇平 調査研究部次長:栗野克己

主任調査研究員 :前嶋秀張調査研究員:野田正人

平成17年度(資料整理)

所長:斎藤 忠常務理事:平松公夫

総務課長:鈴木大二郎 総務課員:中鉢京子

調査研究部長 :石川素久調査研究部次長:栗野克己

主任調査研究員:笹原芳郎 調査研究員:野田正人

平成18年度(資料整理)

所長 :斎藤忠常務理事 :平松公夫

総務課長 :鈴木大二郎 総務課員:中鉢京子

調査研究部長:石川素久 調査研究部次長:佐野五十三

調査課係長:前11鳴秀張 中鉢賢治 調査研究員:成田修一

例

佐野五十三

佐野五十三

佐野五十三

佐野五十三

稲葉保幸

中嶋郁夫(兼調査一課長)

中嶋郁夫(兼調査一課長)

中嶋郁夫(兼調査一課長)

成田修一

長課査調兼司

島

川

矢

及

中嶋郁夫 (兼調査一課長)



5.執筆は野田正人、成田修一、及川 司、 西尾太加三が行った。なお、執筆分担は下記のとおりであ

るが、執筆者が複数名にわたる箇所は文末に執筆者名を記した。

野 田正人:第 1章、第2章、 第4章第5章、第6輩、第7意

成 田 修 一 :第2章 2節、第3章、 第 5章第2節 1、第7章

及川 司:第 1章 1節

西尾太加二:自然化学分析(樹種同定)

6.黒曜石の原産地分析は、独立行政法人沼津工業高等専門学校教授 望月明彦氏に、放射性炭素年代

測定は株式会社加速器研究所に依頼した。また石器実測は前嶋秀張が作業員を指揮して行ったが、作

業の迅速化を図るため一部を株式会社アルカに委託した。出土炭化物の樹種同定は、当研究所保存処

理室長 西尾太加二が行った。

7.調査で実施した委託事項および委託先は下記のとおりである。

掘削作業委託

確認調査 大岡建設工業株式会社

本調査 I期 .II期 株式会社川村組

測量・遺構実測業務および写真撮影業務委託

確認調査 本調査 I期 'II期 大成エンジニアリング株式会社

8.遺物写真は当研究所沼津現地事務所にて調査研究員 矢島 ーが撮影した。

9.本書の編集は、財ー団法人静岡県埋蔵文化財調査研究所が行った。

10.発掘調査の資料は、すべて静岡県教育委員会が保管する。

凡 例

本書の記載については、以下の基準に従い統ーを図った。

1.調査区の方眼設定は、国家座標(平面直角座標V1Il系)を基準に、国家座標 (--90200.00，35580.00)== 

(A， 0)と設定した。

2.出土造物は各層ごとに 5桁の通し番号を付して取り上げ、土器P、石器S、操R、炭化物Cの略号

を付した。本文中の 5桁の造物番号は、現場での取り上げ番号をそのまま使用した。

3.石器の実測は原則として第三角投影図法に拠った。

4.出土遺物の縮尺は原則として、土器は1/3、石器は小型石器を4/5、中型石器を1/3、大型石器を1/5

とし、 それぞれスケーノレを付しである。

5.挿図の縮尺は各図に示す通りである。

6.出土遺物の写真図版は、石器は実測図と同縮尺、土器は任意縮尺で掲載した。

7 . 本文中もしくは観察表に用いる色彩に関する用語・記号は、新版『標準土色帳~ (農林水産省技術会

議事務局監修 1992)を使用した。

8.本文中の遺構・遺物に関する表記は以下の通りである。

RG 礁群 BL 石器ブロック SB 住居跡 TA 竪穴状遺構 SF 土坑

SY 集石遺構 FP 焼土跡 PS 土器集中

9.石器の石材分類は備)石器石材研究所の柴田 徹氏と山本 意氏による石材標準資料を用いて、 当研

究所技術員 森I[鳴富士夫が実施した。

10.黒曜石の産地判別群は独立行政法人沼津工業高等専門学校 望月 明彦氏の分類によるものである。

判別群の略号は次表の通りである。



黒曜石原産地判別群略号

和田鷹山群

和田小深沢群

和田芙蓉ライト群

諏訪星ヶ台群

1入TDTY

WDKB 

WDHY 

SWHD 

箱根畑宿群

箱根鍛冶屋群

天城柏峠群

神津島恩馳島群

11.本文中・挿図中の石材 ・層名の略号は以下のとおりである。

番号 和 名 英 名 標準資料略号番号 和 名 英 名

1 アプフイト Aplite Ap 18 多孔質玄武岩 Vesicular Basalt I 
2 ガラス質黒色安山岩 Glassyblack Andesite GAn 19 流紋岩 Rhyolite 

3 黒曜石 Obsidian Ob 20 関緑岩 Diorite 
4 石英 Quartz Qt 21 細粒斑レイ岩 Fine Gabbro 
5 水晶 Rock Crystal RC 22 粘板岩 Slate 

6 チャート Chert Ch 23 珪質粘板岩 Silicious Slate 

7 チャー ト(赤色) Chert (Red) Ch(Re) 24 凝灰宕 Tuff 

8 デイサイト Dacite Da 25 緑色凝灰岩 Green Tuff 

9 ホルンフェルス Hornfels Hor 26 細粒凝灰岩 Fine Tuff 

10 多孔質安山岩 Vesicular Andesite VAn 27 火山礁凝灰岩 Lapilli Tuff 

11 角閃石安山岩 Homblend Andesite I An(Ho) 28 硬質細粒凝灰岩 Hard Fine Tuff 

12 輝石安山岩 Pyroxene Andesite An(py) 29 細粒砂岩 Fine Sandstone 

13 細粒安山岩 Fine Andesi te FAn 30 中粒砂岩 Medium Sandstone 
14 頁岩 Shale Sh 31 粗粒砂桔 Course Sandstone 
15 珪質頁岩 Silicious Shale SSh 32 軟質細粒凝灰岩 Soft Fine Tuff 

16 赤色頁岩 Red Shale RSh 33 タルク溶岩(滑石) Talc 

17 玄武岩 Basalt Ba 

12.礁の観察にあたり、 受熱・赤化の状態は次表を用いて判別した。

記号 ①赤化の状態 ②赤化色調

① i② (観察表の状態欄) (観察表の色調柵)

A 非赤化完形牒 観察で焼けていないと判断された礁。

B 非赤化破損礁 |色調は記載しない。

HNHJ 

HNKJ 

AGKT 

KZOB 

標準資料略号

VBa 

Rhy 

Di 

FG 

SI 

SSl 

Tu 

GT 

FT 

LT 

HFT 

FSS I 

MSS 
CSS 

SFT 

Ta 

A - 非赤化完形礁
受熱している可能性は有るが観察上赤化または白化が見られなく焼けて |
無いよ うに見える棟。

B ー 非赤化破損礁 色調は記載しないが上のABと区別するために横棒線で表記。

A-..淡い赤化または白化

C A 赤化完形礁 灰白色(Hue7.5Y8/1)または淡く赤みがかかる
灰白色(Hue5Y7/2)または淡く赤みがかかる

ー』ー・ー..司ー司ー司・ーー ーーーーーーー
D A 全赤化破損喋 灰白色(HueN7/ )または淡く赤みがかかる。

...ー・・4・・・ーー・・・・・ーー..--------
E A 割れ面非赤化膿 灰色(Hue5Y4/1)または淡く赤みがかかる

C B 赤化完形醗 B...黄褐色に赤みがかかった赤化

D B 全赤化破損礎 鈍い黄褐色(Hue10YR5/4)に赤みがかかる
司司目守胴一一一一一一一一一ーーーー一一一一

E B 割れ面非赤化牒 黄褐色(Hue2.5Y5/3)に赤みがかかる

C C 赤化完形礁
c-.ー非常に赤化

鈍い赤褐色(Hue5YR5/3)
ーーーーーーーーーーー・・・ー・-----------‘

D : C 全赤化破損膿 赤褐色(Hue10R4/3)
ーーーーーーーーーー・』

E C 割れ面非赤化膿 明褐色(Hue7.5YR5/6)

F D 全付着完形磯
D...黒褐色

全面にススやタール状物質が付着する磯は観察表の色調欄に'DJと記載
G : D 全付着破損牒 し、付着が全面あるいは一部であっても観察表のススの欄に「スス」また..‘---------------------司曙...
H D 害『れ面非付着牒 は「タール」と記載する。

ヒビ ヒビがある場合は観察表備考欄に「ヒピ」と記載

13.層位名の略号は、 土屑の説明とともに、「第2章3節 基本層序」に明示する。
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第 1章調査に至る経緯

第 1章調査に至る経緯

第 1節 第二東名建設に伴う埋蔵文化財の取り扱いの経緯

混雑化する東名・名神高速道路の抜本的な対策として、昭和62年の道路審議会において第二東名 ・第

二名神の建設が建議された。その後、第四次全国総合開発計画の閣議決定、国土開発幹線自動車道路建

設法の一部改正等を経て、平成元年1月に開催された第28回国土開発幹線自動車道建設審議会において、

飛島村~神戸市聞の第二名神とともに、横浜市から東海市に至る延長約270kmの第二東名高速道路の基本

計画が策定された。静岡県内においては東西に貫く形となり、その延長は約170kmで、ある。この基本計画

策定を受けて静岡県は、平成元年12月、第二東名建設推進庁内連絡会議を設置したが、 教育委員会文化

課もメンバーとして協議に参加した。

その後、第二東名の基本計闘については、文化財を合む環境影響調査等が行われ、他の公共事業や地

域開発計画との調整を図った上、平成3年9月24日には静岡県長泉町~引佐町聞の都市計画決定告示が

なされた。

こうした環境影響調査と並行する形で、埋蔵文化財の分布状況の担握作業もなされている。 第二東名

建設に関する調査の指示を受けた日本道路公団は、平成4年2月17日付で文化庁へ通知を行うとともに、

平成4年5月11日付で、日本道路公団東京第一建設局長から静岡県教育委員会教育長あてに、 長泉町~

引佐町聞の埋蔵文化財分布調査の手続きの依頼を行った。 また、平成4年 8月27日付で日本道路公団東

京第一建設局静岡調査事務所長から静岡県教育委員会教育長あてに、「第二東海自動車道の埋蔵文化財包

蔵地の所在の有無について」の照会がなされている。これを受けて県教育委員会は、平成4年9月29日

に関係市町村教育委員会を集めて、第二東名路線内の埋蔵文化財踏査連絡会を開催するとともに、第二

東名路線内における埋蔵文化財の所在についての照会を行った。 踏査結果については、 各市町村教育委

員会からの回答を基に協議を行い、県教育委員会が取りまとめたものを平成5年3月18日付で、静岡県

教育委員会教育長から日本道路公団東京第一建設局静岡調査事務所長あてに回答がなされている。この

時点での調査対象箇所は136箇所、調査対象総面積が1，453，518rrfとなっている。

その後、長泉町~引佐町聞については、平成5年11月19日付で日本道路公団に施行命令が出された。

これに伴い、日本道路公団東京第一建設局および静岡県土木部高速道路建設課、静岡県教育委員会文化

課で、埋蔵文化財調査の進め方について協議が行われた。調査対象範囲の確定、個々の遺跡の取り扱い

等について協議されるとともに、発掘調査の実施については日本道路公団が側)静岡県埋蔵文化財調査研

究所へ委託を行うこ とが確認されている。 しかしながら、第二東名建設に伴う埋蔵文化財調査について

は、短期間に膨大な調査量が想定され、そのための調査体制をどのよ うに確保していくかが、大きな課

題となった。

さらに平成6年度には、県教育委員会文化課職員が上記の調査対象箇所について、 具体的な調査を進

めるための状況調査を行うと ともに、前年示されたパーキングエリア・サービスエリア予定地について

の踏査を当該市町村教育委員会に依頼、年度末にはその報告・取りまとめがなされている。こ うした状

況調査やあらたな踏査結果を基に見直しがなされた結果、この段階での調査対象地点は133箇所、調査対

象総面積は1，286，759rrfとなっている。

平成 7年度後半には、路線の一部ではl幅杭の打設が開始されており、埋蔵文化財の調査の開始につい

てもかなり 見通しがでてきた。 こうした状況の中で、第二東名建設に係る埋蔵文化財の取り扱いを協議

する場と して、 日本道路公団静岡建設所(平成6年2月設置)と県教育委員会文化課による「第二東名
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関連埋蔵文化財連絡調整会議」が設置され、 第 1回の協議が平成7年12月13日に行われている。これ以

降、細かい埋蔵文化財の取扱いについては、この会議において協議していくこと となった。なお、日本

道路公団静岡建設所は平成8年7月 1日をもって、日本道路公団静岡建設局に改組されている。

平成8年度には、 第二東名建設に係る埋蔵文化財の調査の実施が具体化し、日本道路公団静岡建設局

と静岡県教育委員会は、平成8年9月24日付で第二東名建設事業に伴う埋蔵文化財の取扱いについての

確認書を締結した。さ らに調査実施機関である側)静岡県埋蔵文化財調査研究所を入れた三者は、平成8

年9月25日付で第二東名建設事業に伴う埋蔵文化財発掘調査実施方法等について定めた協定書を締結し、

平成8年度内に一部埋蔵文化財の調査に着手していくこととなった。年度後半には、掛川市倉真のNO.94

地点、浜北市大平のNO.136地点、岡市四大地のNO.137地点の確認調査が実施されている O その後、平成9

年度からは、発掘調査も本格化し、県内各地に於いて確認調査から順次着手していった。

一方、長泉町~御殿場市聞についても日本道路公団に対し、平成9年 1月31日付で建設に係る調査開

始指示が出され、さらに平成9年12月25日付で施行命令が出されている。 この区聞については、 建設省

の依頼により平成6年度後半に踏査が行われ、 調査対象地点のリストアップが行われていたが、調査開

始指示を受けて、 再度平成10年9月2日付で日本道路公団静岡建設局より静岡県教育委員会教育長あて

に「埋蔵文化財包蔵地の所在の有無について」の照会がなされている。これを受けて、県教育委員会丈

化課は、関係する市町村教育委員会に平成10年9月25日付で再踏査の依頼をするとともに、10月 2日に

は踏査の実施に関する打ち合せ会を行った。11月上旬には、長泉町 ・裾野市・御殿場市教育委員会から

踏査結果についての報告がなされたが、 県教育委員会文化課はそれを取りまとめ、平成10年12月17日村

で県教育長から 日本道路公団静岡建設局長あての回答を行った。この区間で埋蔵文化財調査の対象とな

った箇所は21地点、調査対象総面積は108，734ばであった。 関係者協議の結果、これらの調査対象地点に

ついても、側静岡県埋蔵文化財調査研究所が調査を実施することとし、平成11年3月5日付で協定変更

を行っている。

なお、第二東名に係る埋蔵文化財の調査は、関係者協議の結果、基本的には本線及びサービスエリア @

パーキングエリ ア、排土処理場について(聞静岡県埋蔵文化財調査研究所が調査を実施、工事用道路及び

取付道路部分については、当該市町村教育委員会が対応することとしたが、調査の進展に伴う調査量の

増大に側)静岡県埋蔵文化財調査研究所の体制が追いつかず、本線部分の一部について、沼津市や静岡市、

浜北市、富士宮市、 裾野市、富士市の各教育委員会に対応してもらうとともに、特に東部地域を中心に、

民間の発掘調査支援機関の導入を図った。

このよ うな経緯の中、 裾野市域における第二東名建設事業に伴う埋蔵文化財発掘調査として、悌ヶ尾

遺跡 (第二東名No.147地点)の調査が行われた。(及川 。野田)
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第 1章調査に至る経緯

第2節調査の方法と経過

1 .調査の方法

遺跡全体を把握するため日本測地系 (改正前)を用い、国土平面直角座標系xm系のX=-90200.0、

y =35590.0上を (A、 1)として、 X軸方向にアルファベット、 Y軸方向に数字を付し遺跡全体に10m

方眼を設定、 グリッドと した。 地理座標に準じているため、南北方向にX軸、東西方向にY軸としてい

る。

本遺跡では日本道路公団から東経35720.0ラインより東側を先行引き渡しラインとして設定されていた

ため、先行引き渡しラインの東側を I期分、西側をE期分と区分した。平成15年4月から 5月に確認調

査を行い、 同年6月から本調査と して引き渡しライン東側の縄文時代の調査を開始した。

遺物の取り上げ・地形測量は側シン技術コンサルの「遺跡管理、ンステム」を用い、 光波測定器によっ

て実施した。遺物には層位別に土器=p、石器=s、磯=R等の略号と 5桁の通し番号を付け、 x.Y
座標値と標高値 (H)を記録し取り上げた。 地形測量は遺構検出面での測量を基本とし、 1mメッシュ

で測量した。 ともにコンビューターデータとして保管している。個別遺構図は平面図・立面図等を縮尺

1/20を基本として手実測によ り図化し、 微細図は縮尺1/10で作成し保管している。

写真記録撮影は6X7判(白黒)と35mm(カラーネガ、 カラースライ ド、白黒)を組み合わせて行い、

遺構写真等は適宜ローリ ングタ ワーを使用して高所から撮影した。 また各遺構面終了時には適宜ラジコ

ンヘリコプターを用いて空中写真撮影を行ーった。

2.確認調査

悌ヶ尾遺跡は平成15年4月から 5月の 2ヶ月聞に渡って確認調査を行った。本遺跡の中心部は東側丘

陵部にあると考えられたため、そこを中心に18ヶ所のテストピット (4m X 4 m)を設定し、遺構・遺

物の範囲を確認した。その結果、調査区東側を中心に全域で縄文土器・石器・{擦が出土し、併せて陥穴

が検出された。また、 南側斜面地のG-008グリッドに設定したテストピットからは旧石器時代に相当す

る第E黒色帯より石器が出土した。この状況を静岡県教育委員会文化課に報告したところ、確認調査対

象範囲の全域を本格的に調査するように指導があり、本調査実施に至った。

3.本調査

本調査は平成15年度、 16年度に亘って調査が行われた。そのうち、平成15年度調査範囲の5，630rrfを本

調査 I期、平成16年度調査範囲の2，270rrfを本調査E期とした(以下、 I期、 E期)。

I期は確認調査終了後の平成15年6月2日より開始した。 調査区を設定し、 重機による表土除去を行

うと同時に現地作業員棟や駐車場を設置し、順次資機材等の搬入を行った。調査区は愛鷹山南東麓の枝

尾根上に存在し、進入路である裾野市道2144号線(以下、 裾野市道) は非常に起伏の激しい道であるた

め、作業員は尾根裾に設けた駐車場に集合し、そこから 4輪駆動車で調査区まで移動した。

本調査では I期、 E期ともに表土除去を行った後、人力掘削を行った。遺物包合層の人力掘削は表土

除去が終了した部分より随時開始された。調査区東側丘陵頂部からは縄文土器、石器、 l擦が大量に出土

した。 また、遺物集中i戒を中心に遺構検出作業を試みたところ、住居跡6基、竪穴状遺構3基、その他

に陥穴状土坑、 ピット、 集石遺構、焼土跡などが検出された。

東側丘陵頂部は確認調査において縄文時代の遺物の検出が多く、そのため旧石器時代面の確認を行う

には至らなかった。 そのため、本調査では縄文時代遺物包含層掘削後、グリッドに 1つの割合でテス ト

ピットを設定し、掘削を行った。その結果、旧石器時代のナイフ形石器や礁群が出土し、出土したテス
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トピット周辺は随時拡張を行い、遺構・遺物の検出に努めた。

調査区南東側の斜面地においても調査を試みたが、遺物の出土は僅少であった。 テストピットを掘削

したところ、大きな地割れが多数入り込んでいることが判明した。 遺構・ 遺物の検出が期待できないこ

とやまた急斜面における危険な作業を回避するため、斜面地では中部ローム層までの掘削は断念した。

一部の平坦な部分では、第 Iスコリア層において磯群が検出されている。

調査区中央音防ミらは縄文時代遺物包合層を中心に、縄文土器及び礁が検出された。この部分で出土し

た土器は東側丘陵頂部で出土したものとは型式を異としている。また集石遺構も検出された。調査区中

央部には北から南へと下る埋没谷が存在し、その谷筋に沿って離が多く出土した。そこで谷に沿って南

北にトレンチを設定して掘削した結果、礁の多数は調査区西側丘陵部よりの流れ込みであると判断する

に至った。そのため、南端部である裾野市道南側はトレンチを休場層上層まで掘削して調査を終了した。

裾野市道北側の埋没谷の谷頭周辺は平坦なところがあるため、縄文時代遺物包合層掘削後、平坦部を選

んでテストピットを掘削した。その結果、旧石器時代面より石器や磯群が検出された。本調査 I期は調

査区中央部付近までの調査を行い、平成16年3月22日に終了した。

調査区西側丘陵部及び西側市道南の斜面地は本調査E期の対象となった。 E期は平成17年4月より開

始された。 1期で検出された調査区中央部埋没谷出土遺物は、 E期の対象である西側丘陵部よりの、流れ

込みであると考えていたため、多くの遺物の出土が予想された。しかし遺物の出土量は予想を大きく下

回るもので、あった。そのため縄文時代遺物包合層掘削後、グリッドごとに 1つのテス トピットを設定し、

掘削を行った。テストピットからは休場層において石器の出土が見られ、 l諜群も検出されたが出土量は

少なかった。 また確認調査において第皿黒色帯から遺物が出土していたことから、下位の層でも遺物出

土が見込まれたが、遺物は見られなかった。そのためE期は当初予定されていた8ヶ月の調査期間を短

縮し、7月末に終了した。

4.整理作業

資料整理・報告書作成は平成17年4月~平成19年3月にかけて行った。出土遺物の内訳は、旧石器時

代の石器44点、 機71点、縄文時代草創期の石器112点、磯3点、縄文時代早期以降の土器8，435点、石器

6，596点、機4，519点、炭化物3点、 弥生時代以降の遺物は土器1点、陶磁器3点、石製品2点であった。

それらをまとめると出土遺物総点数は19，789点であった。

石器、土器、礁は洗浄の後、順次遺物番号の注記作業を行った。ホルンフェルス製の製品については

薬品処理 (PARALOIDB-72、ワ ッカーOH-100)によって遅延劣化措置を施した。

次に石器、 礁の石材分類や層位ごとの分類を行い、あわせて接合作業も行った。 石器は調整・ 加工の

施されているもの、接合状態に特徴があるものなどを中心に実測図を作成した。また黒曜石製石器につ

いては、独立行政法人沼津工業高等専門学校教授 望月明彦氏に依頼して、産地推定分析を行った。縄

文時代の石器については調整・ 加工のあるもの、旧石器時代に関しては全てを分析の対象にした。

土器は型式分類を行った後、文様構成が明確なものを中心に拓本及び断面実測を行った。また、 残存

状態が良好な二個体に関しては復元を試みた。また、一部の土器において、付着炭化物の年代測定を行

った。 測定業務は株式会社加速器分析研究所に委託し、 C14年代測定 (AMS法)を用いた。

報告書作成に伴い、全体図や遺構図等の図版作成、 出土状況の記録と台帳に基づく一覧表の作成、拓

本、実測図の図版作成、 遺物写真撮影と写真図版の作成を行い、整理成果を踏まえて本文を執筆した。

遺構図面に関しては、 手取り実測図とシステムデータを統合した 「遺構カード」を作成した。 また、調

査現場で用いた光波測定機の記録データはCADで図化されるが、図化されたデータをベクトルグPラフイ

ックソフトに取り込み、ソフト上で‘図版の編集を行った。
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第2章遺跡の概要

第 1節地理的環境

梯ヶ尾遺跡 (以下、本遺跡)は静岡県裾野市大畑字梯ヶ尾に所在する遺跡である。 JR裾野駅より北

西方向約3kmの愛鷹山東南麓における比較的緩やかな尾根上に位置する。 愛鷹山東側を流下する黄瀬川

にある五竜の滝付近の大畑集落から北西に尾根を登るところにあり、調査区北側の谷には谷津川が流れ、

川をはさんで北西の尾根上には東急千福ニュータウンが存在する。また、 調査区の西方0.6kmには裾野市

美化センターがある。調査区全体は東西に枝尾根が走り、尾根上は裾野市道2144号線として利用されて

いる。

愛鷹山は数10万年前の更新世後期に活動を開始し、約10万年前に活動を停止した壮年期の円錐形をし

た成層火山である。愛鷹山は、 玄武岩質や凝灰角礁岩の噴出物と安山岩質の噴出物によって形成された

と推定されている。 そして、これらの噴出物の上に古富士火山 ・新富士火山や箱根火山帯の噴出物を含

んだ愛鷹ローム層と呼ばれている何層もの火山灰層が厚く堆積し、現在の愛鷹山が形成されている。中

でも約8万年前に活動していた古富士火山及び約 1万年前に活動していた新富士火山を供給源とする愛

鷹ローム層は上部ローム層という。 今までのところ、この上部ローム層以上においてのみ人類の遺跡が

確認されている。愛鷹山南麓および東南麓は富士市・沼津市・長泉町・裾野市の3市 1町にまたがって

連なっており、東西方向約16kmに及ぶ。北麓は富士山東南麓と接する。山頂は複数の峰に分岐しており、

主峰は愛鷹岳で標高1，187.5mを測り、最高|峰である越前岳は標高1，504mを測る。複数の山頂より生ず

る湧き水等は無数の小さな水系となり、浸食作用によって多数の入り組んだ開析谷を形成し、黄湘!J11な

どの主流となる水系に合流する。

愛鷹山東南麓は枝尾根が多く入り組み、尾根上の平坦な場所を選ぶかのようなかたちで遺跡が存在す

る。本遺跡のごとく旧石器時代及び縄文時代の遺跡の多くはこのような立地条件で形成されている。ま

た、愛鷹山東側は富士山 ・愛鷹山と箱根山系とに挟まれた低地が平野部として南北に走り、東西日本を

結ぶ交通路として活用されてきた歴史があることから、 中世に入ると地形の持つ重要性から各地に多く

の城砦が設けられた。

本遺跡は愛鷹山東南麓の標高約240........260mに位置する。近年、第二東名建設工事に伴う発掘調査が進

むにつれ、愛鷹山東南麓には非常に多くの遺跡が存在するこ とが確認されている。今後、本遺跡を始め

とした、 新たに発見された遺跡の検証が進めば、愛鷹先史時代の理解が大きく進むと考えられる。
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第21立遺跡の概要

第 2節歴史的環境

本遺跡の所在する裾野市域は、愛鷹山東南麓の緩斜面、箱根山系との聞の平地、箱根山系の枝尾根な

ど地形の変化に富み、 多くの遺跡が築かれてきた。市内の遺跡を取り上げながら、旧三ゴー器時代から縄文

時代までの裾野市を概観する。

(1 ) 旧石器時代

愛鷹山東南麓での人間の営みは3万年以上前まで遡ることができる。人聞が生活していた痕跡は、 主

に黒色土居帯から確認する ことができる。 当地域の上部ローム層は古期富士火山を主たる供給源として

いる。そしてこの上部ローム層は、休場層と呼称される黄褐色のローム層を除き、 火山砕屑物であるス

コリアによ り形成されている。したがって、 富士山が激しく噴火を繰り返した時期にはスコリ アが大量

に降下し、休止期にはスコリ ア上面に形成された生活面が植物などによって腐食・土壌化し、黒色帯と

して残る。そのため当地では、 火山灰と黒色帯の地層が互層をなしており、比較的妥当性の高い文化層

設定が可能となっている。

愛鷹山東南麓における旧石器時代の遺跡調査の端緒となったのは、本遺跡の東南東約 6kmの位置に存

在する沼津市休場遺跡である。現在、国指定遺跡の認定を受けている休場遺跡の調査は1964年に実施さ

れ、黄褐色のローム層から細石刃や石固い炉が検出された。 旧石器時代の炉跡は当時日本での初例であ

り、 検出届位であるこの黄褐色土層は休場層と呼称されるようになった。その後「愛鷹ローム図研グル

ーフ。」による愛胸ローム居のレポー トが発表されたことにより層序の大枠が把握され、また全国的な層

位的発掘の流れにも影響され、愛鷹山麓での調査は休場層以下も対象とされるようになった。

1974年に行われた長泉町西願寺遺跡の調査では休場層以下第皿スコリア帯まで掘り下げられ、本地域

で、初めて休場層以下の文化屑を確認した。これ以降、本地域における旧石器時代の発掘調査は上部ロー

ム屈の深い部分まで行われるようになり、 沼津市域、長泉町域では数多くの文化面が確認されている。

これまで裾野市域では休場周以下はもとより、旧石器時代の文化層確認の報告例も無かったが、近年の

第二東名建設事業に伴う埋蔵文化財発掘調査によ り、多くの遺跡でその存在が確認されている。現在で

は本遺跡を始めとして多くの遺跡で休場層以下の文化面が確認されており、土-3地点遺跡では第 I黒色

帯上面と第Eスコリア帯スコリア2層上面で石器を伴う磯群を検出している。また塚松遺跡(第二東名

No.l44地点)では第E黒色帯で磯群・石器ブロックを検出したほか、 陥穴と思われる土坑が多数検出され

ている。この居位での陥穴状土坑の検出は、圏内のみならず、世界でも類例のきわめて少ない重要な遺

構である。 さらに入ノ洞B逃跡(第二東名NO.144-2地点)では第N"-'第V黒色帯層において約29，000年前

のものと比定される局部磨製石斧が出土している。これらの遺跡はNo.l47地点遺跡の南方に位置し、距離

はそれぞれ士一3地点遺跡までが1.5km、塚松遺跡までが約2km、入ノ洞B地点遺跡までが約 lkmと比較的

近接している。上記の遺跡以外にも休場層以下の文化面が検出された遺跡が存在する。また休場層から

遺構・遺物が検出されている遺跡は枚挙にいとまが無い。中でも本遺跡に近接するものとしては、南側

の隣接した尾根に立地する下ノ大窪遺跡(第二東名No.l46地点)、 さらにその南の尾根に立地する老平遺

跡(第二東名NO.145地点)が挙げられる。
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第 2i;1: 遺跡の概要

第 1表遺跡地名表

l 第二東名No.144地点 塚松遺跡 21 道場山遺跡

2 第二東名土-3地点 22 天神山 ・屯屋敷遺跡

3 第二東名CR36地点 23 日向遺跡

4 第二東名NO.144-3地点、 24 丸山E遺跡

5 第二東名No.144-2地点 入ノ洞B遺跡 25 城ヶ尾遺跡

6 第二東名NO.145地点 老平遺跡 26 富沢内野山 I遺跡

7 第二東名NO.146地点 下ノ大窪遺跡 27 中畑遺跡

8 第二東名NO.147地点 イ弗ヶ尾遺跡 28 I千福市場平第一遺跡

9 第二東名No.148地点 細ノ沢遺跡 29 千福市場平第二遺跡

10 第二東名恥148-3地点 南山E遺跡 30 千福小杉平第一遺跡

11 第二東名No.l48-2地点 31 千福小杉平第二遺跡

12 第二東名NO.149地点 上線遺跡 32 細野沢遺跡

13 第二東名No.150地点 大端ケ I遺跡 33 上川遺跡

14 第二東名NO.150-2地点 藤畑遺跡 34 峰下遺跡

15 第二東名No.l51地点 大端ケ且遺跡 35 富沢平林 ・平林 I遺跡

16 第二東名No.l52地点 北ノ沢遺跡 36 平林E遺跡

17 I 第二東名No.153-2地点 37 尾畑遺跡

18 第二東名No.l53地点 棚返遺跡 38 細山遺跡

19 第二東名No.l54i也点 薬師海道遺跡 39 下条遺跡

20 第二東名No.l55地点 曲久保遺跡 40 田場沢裏山遺跡

用地買収範囲

調査対象範囲

。 50m 

第3図 悌ヶ尾遺跡と周辺の地形
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(2) 縄文時代

現在、愛鷹東南麓では多くの縄文時代遺跡が確認されている。中でも早期と中期の遺跡数の多さが特

徴的である。 しかしその遺跡数は決して安定したものではなく、草創期から早期にかけて急激に増加し

た後、前期には一度その数を減らすという推移を見せている。また、中期に再び隆盛を迎えるが後期、

晩期という時間の経過につれて再び急激にその数を減らしている。しかしこの特徴は静岡県の特に愛鷹

山麓に顕著な様相であり、東京、神奈川、山梨、長野など愛鷹山麓に隣接する関東甲信の周辺都県はこ

れとは別の様相を示している。これら周辺都県では草創期から早期にかけて、 愛鷹山麓ほど急激な遺跡

数の増加は見られない。また、愛鷹山麓のように前期において急減期を迎えるようなことも無い。 すな

わちこの相違点が愛鷹山麓における縄文時代の特徴と言える。

次に、愛鷹山麓の縄文時代遺跡を時期別に概観する。愛鷹山麓での草創期遺跡の多くは愛鷹山南麓の

沼津市に存在している。 該期の遺跡では葛原沢第N遺跡、清水柳北遺跡、尾上イラウネ遺跡などがある。

住居跡は葛原沢第W遺跡で検出されており、他の遺跡でも石器とともに該期の土器が検出されている。

また土器は検出されなかったものの、石器やその他の遺構の検出状況から草創期の生活面が想定される

遺跡も数多く存在している。裾野市域ではこれまで該期の土器は検出されていなかったが、 土-3地点遺

跡で土器片が土坑や集石とともに検出されている。また、上川遺跡からも該期のものと思われる土器片

の出土があったようだが詳細は不明で‘ある。

早期における遺跡数の増加は急激なものであり、 その傾向は特に後半で顕著になる。早期前葉の遺跡

からは草創期の流れをひく駿豆地方独特の縄文と撚糸文を持つ土器が見られる。裾野市域の該期の遺跡

としては、撚糸文土器を出土する千福小杉平第二遺跡や老平遺跡 (第二東名No.145地点)などが挙げられ

る。中葉に入ると押型文土器が丸山E遺跡、城ヶ尾遺跡、 No.144-3地点遺跡など多くの遺跡から検出され

ている。また、中葉の終わり頃には沼津市清水柳遺跡を標式とする清水柳E類が分布するようになる。

また老平遺跡では判ノ木山西式に含まれる可能性のある中部高地系の土器も出土している。

早期後葉に入ると胎士に繊維を混入させる手法が目立つようになり、条痕文土器が多く見られるよう

になる。該期の愛鷹山麓では野島式や茅山上層式、下層式土器が多く見られる。また、打越式土器や東

海系の入海式、天神山式土器等を出土する遺跡も多く見られる。該期の遺跡としては上川遺跡、日向遺

跡、富沢内野山遺跡、下ノ大窪遺跡などがあり、本遺跡でも該期の住居跡を検出している。

続く前期は前述したように、遺跡が激減する時期である。該期の遺跡には沼津市清水柳北遺跡、同ユfi.

沼吹上遺跡、長泉町鉄平遺跡など木島式土器を伴うものが多く見られる。またその後半では諸磯式土器

を伴う遺跡も多く見られ、裾野市域では細野沢遺跡、入ノ洞B遺跡(第二東名No.144-2i也点)、大端ケE

遺跡(第二東名No.151地点)で諸磯式期の住居跡が確認されている。また少量ながら関西系とされる北白

川下層式土器を出す遺跡も存在する。

中期は再び遺跡数が増加する時期である。前半では長泉町柏窪遺跡や同上山地遺跡などがあり、五領

ケ台式、勝坂式、東海系の北屋敷式の各土器が出土している。 後半になると長泉町中11除遺跡、同桜畑上

遺跡、 三島市押出シ遺跡などがあり 、これらの遺跡で‘は曾利式の土器が主体となっている。 裾野市域で

の出土遺物の中で、一際異彩を放っているのが、この中期の出土遺物である。尾畑遺跡出土の顔面把手

付土器や弱翠の大珠、また弱翠の大珠が収められていたとされる大型土器、大畑熊野神社に伝わる土偶

の頭部、 細山遺跡近辺で採取された香炉形土器などは稀少な遺物である。

後期、晩期になる と遺跡数は再び激減し、愛鷹山麓でもわずかな住居跡と ともに遺物が散発的に出土

しているのみという様相となる。 この傾向は裾野市域でも顕著で、 特に晩期の遺跡は現在のところ確認

されていない。
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第 2主主 遺跡の概要

第3節基本層序

本研究所では、静岡県東部愛鷹山南麓から東麓周辺で調査を行う場合、愛鷹ローム団研グループ(愛

鷹ローム団研グソレーフ。1969)により、火山灰層序学的区分に準拠し設定された考古学基本土層を用いる

ことを標準としている。この基本土層はスコリア磯・軽石礁 ・ガラス質火山灰鍵層を根拠に定義された

ものである。本遺跡の基本層序は、当地域の考古学基本土層と一致するが、埋没腐植土の発色が悪く、

色調が薄い。これは桃沢川以北の愛鷹山東麓に立地する遺跡に共通する特徴である。また休場層は北に

向かつて厚くなる(愛鷹ローム団研グルーフ。1969)という指摘通り、 1m以上の層厚を測る。また、 休

場層上層・中層・下層の分層基準となるスコリア層を明瞭に識別できることも特徴である。

本遺跡の堆積土居は2つに大別される。すなわち東西丘陵中央部の平坦面と、調査区中央にある南側

斜面地に入り込む埋没谷の堆積土である。どちらもほぼプライマリーな状態で堆積を見せるが、埋没谷

ではより良好な堆積を把握することができた。

第 1層表土

第2層 暗褐色土層 (SNZ層) 色調10YR3/4 締まりあり、粘性あ り

砂沢スコリア (2830:t140yrBP)を包含する非常に硬質な層である。 丘陵部では認められず、 南側斜面

地のみ認められた。 奈良~平安時代以降の円形土坑はこの層を掘り込む形で検出された。

第3層 暗褐色土居 (KGP層) 色調10YR4/4 締まりあり、粘性あ り

カワゴ平パミスを包含する層である。砂沢スコリア層と同様に、丘陵部では認められなかった。 第4

層と比較して、 やや白みがかった色調を呈する。

第4層 暗褐色土周 (SSC層) 色調10YR3/4 締まりややあり、粘性あり

微量のカワゴ平パミス・少量の仙石スコリアを含有する層である。

第5庖 暗褐色土居 (AN"-'KU相当層) 色調7.5YR3/4 締まりあ り、粘性あり

愛胞山麓標準土居の暗褐色土層 (AN層)，，-，栗色土層 (KU層)に相当するものではあるが、変化に乏

しく分層が不可能であった。本層上面で集石と陥穴が検出された。

第6層 黒褐色土居 (FB相当層) 色調10YR2/3 締まりあり、粘性やゃあ り

愛鷹山麓標準土居の富士黒土層 (FB層)に相当し、縄文時代の遺物包含層である。本遺跡においては

第5層と第6居の分周はきわめて困難であるため、調査区の大部分ではこの2層を一括して調査を行っ

た。 谷部では土居の良好な堆積状況が確認されたため、その区域のみ第5層と第6層とに分層した。

第7層 褐色土居 (ZN居) 色調7.5YR4/4 締まりあり、粘性やゃあ り

愛胸標準土層の漸移層である。本層上面が住居跡、竪穴状遺構の検出面であった。南側斜面地の谷部

では、丘陵部に比べ色調が明るい傾向にある。

第8"-' 12層 暗褐色土層 (y工U層，，-，y工L層) 色調7.5YR3/4 締ま りあり、粘性あり

愛鷹標準土層の休場層である。層厚は最大で170cmを測る。堆積状況が良好なため分層の基準となるス

コリア層が明確に識別でき、スコリ ア層を境に上層 (y工U)、中層 (YLM)、下層 (y工L)と分層した。

基準となるスコリア層は赤褐色スコリ アがパッチ状に堆積する YLs1、黄褐色・赤褐色スコリアがパッ

チ状に堆積し、乾燥すると SCIに酷似するYLs2である。

第13層 暗褐色土層 (BB0相当層) 色調7.5YR3/4 締まりあり、粘性あり

愛鷹標準土層の休場層下部黒色帯に相当する。本層は黒色の発色が極めて悪く、休場居下層との分層

は難しいが、削った際にはBBIと類似する特有の感触が認められた。

寸
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第14届 褐色土層 (SC1層) 色調7.5YR4/4 締まり強い、粘性あり

愛鷹標準土層の第 Iスコリア層である。上部に黒褐色スコリアが10cm程度の塊でパッチ状に入り、ま

た黄色粒子が見られる。下部は赤褐色スコリアが中心となる。

第15層 暗褐色土層 (BB1層) 色調7.5YR3/4 締まり強い、粘性あり

愛鷹標準土層の第 I黒色帯である。層内にスコリ アやニセローム層の巻き上がりが散在するが、合有

物 ・色調により分層は容易であった。層庄は最大で50cmを測る。

第16'""17層 褐色土層 (NLa'"" b層) 色調10YR4/6 締まり強い、粘性あり

愛鷹標準土層のニセローム層である。パッチ状に入るスコリアの塊により上下に分居できるが、 一部

には分層不能な区域もあった。広域テフラで、ある姶良丹沢パミス (AT)は下層に多く認められる。

第18層 褐色土層 (BBII層) 色調7.5YR4/6 締まり強い、粘性あり

愛鷹標準土層の第E黒色帯である。層全体にスコリアが散在している

第19層 褐色土層 (SCII層) 色調7.5YR4/6 締まり強い、粘性あり

愛鷹標準土層の第Eスコリア層である。上下にスコリアが散在しているが若干のまとまりが識別可能

で、 第E黒色帯・第E黒色帯との分層は可能である。

第20層 暗褐色土層 (BBIII層) 色調7.5YR3/4 締まり強い、粘性あり

愛贈標準土層の第E黒色帯である。上部にスコリ アが散在している。しまりは強い。

第21層 褐色土層 (SCIII sl層) 色調7.5YR4/6 締まり強い、粘性あり

愛鷹標準土層の第Eスコリア帯スコリア 1である。粒径 1'"" 10mmの赤褐色スコ リアを少量に含む。一部

でパッチ状になっているところもある。

第22層 暗褐色土居 (SCIII b1層) 色調7.5YR3/4 締まり強い、粘性あり

愛鷹標準土層の第Eスコリア帯黒色帯 1である。 スコリアを合むが、パッチ上にはならない。第Eス

コリ ア帯スコリア 1よりも若干暗い色調を呈する。

第23層 暗褐色土層 (SCIII s2層) 色調7.5YR3/4 締まり強い、粘性あり

愛鷹標準土層の第Eスコリ ア帯スコリア2である。 粒径 1'"" 5 mmの赤褐色スコリアを多量に合む。

第24層 褐色土層 (SCIII b2'"" s3屑相当層) 色調7.5YR4/4 締まり強い、粘性あり

愛鷹標準土層の第Eスコリア帯黒色帯2'""スコリア3に相当する。 スコリアが散在し、 SCIII b2とSC

III s3の分層は不可能で、あった。上部のSCIIIb2と思われる部分は赤褐色スコ リアが中心的で、 下部のSC

皿s3と思われる部分は黒色スコリアが中心的であった。

第25層 褐色土層 (SCIII s4層) 色調7.5YR4/4 締まり強い、粘性あり

愛鷹標準土層の第Eスコリア帯スコリア4である。 粒径 1'"" 10mmの黒褐色スコリ アが中心であるが、

粒径 1mmの黄色粒子が微量に含まれる。乾燥すると黄色がより明確になり、分層が可能であった。

第26層 暗褐色土層 (BBN相当屑) 色調10YR3/4 締まり強い、粘性あり

愛鷹山麓標準土層の第W黒色帯に相当する。 黒色帯特有の感触はあまり認められなかったが、上下層

に明確なスコリ ア層が認められたため、その間層をBBN層とした。

第27層 暗褐色土居 (SC層) 色調10YR3/4 締まり強い、 粘性あり

第W黒色帯下部のスコ リア層である。褐色スコリ アが10cm程度の塊で、パッチ状に合まれる。

第28層 暗褐色士層 (BBV層'""BB困層相当層) 色調7.5YR3/4 締まり強い、粘性強い

愛鷹山麓標準土層の第V黒色帯~第刊黒色帯に相当する。黒色帯特有の感触は見られる。スコリアの

合有量により 3層に分層が可能で、あるが、明確なスコリア帯の貫入が見られなかった。上部には黒褐色

スコリアが、中ほどには赤褐色スコ リアが多かった。また下部にはスコリアはほとんど見られなかった。

第29層 褐色土層 色調7.5YR4/4 締まり強い、粘性強い。 中部ローム層である。
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第 2ti:遺跡の概要

Om v v V v 

|層名| |色調|

表土

2 E音褐色土膚 (SNZ層) 2 10YR3/4 

戸寸 時褐色土層(KGP層) 10YR4/4 

1m 4 時掲色土庖 (SSC層) 4 10YR3/4 ， ， ， ， 暗縄色土層(AN-KU相当層) 7.5YR3/4 
， 

2 
6 黒褐色主層(F8相当層) 10YR2/3 ， 

a ， ， 
褐色土層(Zn層) 7.5YR4/4 ， ， ， ， 

2m 
， 暗褐色土扇 (YLU層) 10YR3/4 

一 5・6 ・・・・ 〆

7 1/ L一一 暗褐色土層 (YLs11冒) 7.5YR3/4 

8 賭褐色土層 (YLM層) 7.5YR3/4 

10 

11 時褐色土居 (YLs2篇) 7. 5YR3/4 

12 暗縄色土層 (YLL庖) 12 7.5YR3/4 
3m 

十τ了、一一一」
13 幡褐色土居 (880相当膚) 13 7 5YR3/4 

12 

14 褐色土庖 (SC1層) 14 7.5YR4/4 

15 暗褐色土層 (881庖) 15 7.5YR3/4 

16 褐色土層(NLar:li) 16 10YR4/6 

4m 4‘... ...14 企...，‘ 
17 褐色土居 (NLblち) 17 10YR4/6 

18 褐色土居 (B8I1倍) 18 7. 5YR4/6 

19 褐色土庖(SCII賠) 19 7.5YR4/6 

20 暗縄色土居(BBill居) 20 7.5YR3/4 

5m じP2//////づ4 杉タzrμタタオ
21 褐色土層 (SCillslR!l) 21 7.5YR4/6 

22 暗褐色土居 (SCillb1庖) 22 7 5YR3/4 

23 暗掲色土庖 (SCills2P:!i) 23 7.5YR3/4 

24 得色土居 (SCillb2-s3相当層) 24 7.5YR4/4 

6m ~;;心5 企企 オ 杉ラグ2必ジjメ ノ'二'////ノペ
褐色土層(SCills4麿) 25 7.5YR4/4 

26 暗縄色土居 (B8N相当膚) 26 10YR3/4 

27 暗縄色土居 (SC暦) 27 10YR3/4 

アI 杉/ラ/ク/ケみ/F;弘/〉仏//外/〉う|
暗褐色土居(BBV-BBVll相当層) 7.5YR3/4 

7m く標準堆積〉

~l (集落域)
褐色土居(中部ローム層) 7.5YR4/4 

く谷部堆積〉

第4図 基本土層柱状図
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引用・参考文献
愛鷹ローム団研 1969 
「愛鷹山麓のローム照一
東名高速道路工事現場を中心と して寸
『第四紀研究』第8巻1号pp10-21 

第5図 土層堆積状況
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第 3f，i 旧石器時代の遺構と遺物

第 3章 旧石器時代の遺構と遺物

概要

旧石器時代の遺構は、第 Iスコリア層、休場層で検出されている。第 Iスコ リア層では礁群が 1基検

出された。 休場層では磯群4基とともに、土坑が1基検出されている。

遺物は休場周を中心に出土しているが、 総量は石器・磯合わせて115点と少ない。 これら旧石器時代の

遺物はすべて個体別分類を実施したが、積極的に同一個体であると認められる ものは少なかった。同一

個体と認めた遺物については、各遺物の文章内で触れた。黒曜石については、 旧石器時代のものと思わ

れるものすべてについて蛍光X線による原産地分析を行った。

第2表 旧石器時代石器一覧

ナ カ日 帰国 出回 削 使 石 石 尖 掻 周三 黍リ 磨 礁
イ 工 石 石 器 用 刃 刃 頭 器 器 片 石 器
フ 痕 核 刃 痕 状 器
形 の の 景リ
石 あ あ 片
器 る る

石 質
黍リ
片

泰リ
片

諏訪星ヶ台群(SWHD) l l 1 2 5 

和田鹿山群(WDTY) 1 1 2 4 

箱根畑宿群(HNHJ) 1 1 1 3 

神津島恩馳島群(KZOB) 1 1 3 
黒曜石(Ob)

天城柏峠群(AGKT) 1 

和田英蓉ライト群(WDHY) l 1 

和田小深沢群(WDKB) 1 

分析不可 l 1 2 

ホルンフェルス(Hor) 4 1 1 1 8 15 

輝石安山岩(An(py)) l 2 3 

細粒凝灰岩(FT) 1 2 3 

チャート(Ch) 1 1 

玄武岩(Ba) l 1 

流紋岩(Rhy) 1 1 

総、 計 7 1 1 l 1 1 l 1 3 2 1 20 2 2 44 

第 1節第E黒色帯(BBrn)，_，第 I黒色帯(BB1)の遺物

第 I黒色帯以下を一括して取り上げる。本遺跡では第 I黒色帯以下からは遺構の検出は無かった。進

物は第皿黒色帯 (BBill)、第E黒色帯 (BB11)、第 I黒色帯 (BB1)の各層より検出されているが、出

土量は僅少である。各黒色帯の聞にはニセローム層やスコリ ア層が貫入しており、 各層ごとに独立した

文化層が存在したと思われる。また、これらの層において遺構は確認されなかった。 3つの黒色帯から

は4点の石器が出土したが、その出土地点はいずれも良好な堆積を見せており、遺物の帰属時期もそれ

ぞれの出土層位に従うものと考えられる。石材は黒曜石が2点、ホルンフエルスが2点である。原産地

分析や肉眼による観察を試みたが、同 A個体と考えられるものはなかった。
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第6図 第E黒色帯~第 I黒色帯の遺物分布図

/べ 4 18532 

4議長
Hor 

1 510 
AGKT 

ζ二〉
ど三〉

モ三ヨ

U監事-{J~通
ζ三ヨ 3 18533 

HNHJ 

仁二コ

〈 ご プ
2 18788 。 3cm 

Hor 

第7図 第E黒色帯~第 I黒色帯の石器

(1 ) 第E黒色帯出土遺物(第7図)

掻器 l点のみの出土である。出土地点はG-008グリッド内に位置し、調査区西側の丘陵地域である。

510は石刃素材であり、端部に鈍角の組いスク レーパーエッジを作出している。 左側縁には微細な使用痕
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第3主主 旧石器時代の遺構と遺物

が観察される。 また、一部に自然面を残している。天城柏峠群。

第3表 第E黒色帯掻器

遺物番号 Ib材

510 

X座標

90136.866 

Z座標

256.828 

ロ)第E黒色帯出土遺物(第7図)

剥片2点のみの出土である。2点の出土地点には直線にして約90mの距離があり、 石材も異なってい

る。そのため、積極的に同ーの生活面であると認められる要素は少ない。

18788はホルンフエ/レス製である。自然面を打面とし、裏面には打癌の著しい発達が見られる。ハード

ハンマーを用いて剥片を作出していることが予想される。 また、表面には多方向からの剥離が見られ、

打面を頻繁に移動しつつ、剥離作業を行っていたことが推定される。

18533は左右両側縁に折れが認められる。 黒曜石製、箱根畑宿群。

第4表 第E黒色帯号制J片

遺物番号|石材|産地

18788 

18533 

標

一四

座

一し
し

Z
一部

標

必

座

は

Y

町二
J

一

q
d

標

一日

座

一
Z

X
一
卯

(3) 第 I黒色帯出土遺物(第7図)

第 I黒色帯文化層は、ナイフ形石器 1点のみの出土である。出土地点はG-020グリッド内に位置し、

調査区東側地域である。ナイフ形石器18532はホルンブエルス製である。素材は厚く、また打点側を基部

としているが、欠損部分が多い。 残存部分の形状から、 製作当初は尖頭状を呈しており、左側面上部欠

損部分に刃部が形成されていたことが推定される。なお、右側面には急斜度で鋸歯縁状の縁辺部が見ら

れる。

18532 

X座標

-90132.657 

(4) 第 I黒色帯以下のまとめ

第E黒色帯は、石器 1点の出土であり文化層の内容は不明であるが、天城柏峠産の黒曜石は該当する

愛胞・箱根山麓の旧石器時代編年第2期(静岡県考古学会シンポジウム実行委員会1995) に中心的に用

いられた素材である。

第E黒色帯も遺物量が少ないが、黒曜石製石器の原産地は箱根畑宿である。第田黒色帯同様に、在地

の黒曜石が用いられている。 周辺遺跡でも在地の黒曜石が支配的である様相が報告されている。

第 I黒色帯で、は黒曜石製石器の出土はなかったが、出土したナイフ形石器がその帰属時期を端的に表

わしている。この石器の素材の厚さや鋸歯縁状の縁辺部などは、第 I黒色帯の時期に特徴的なものであ

り、愛鷹・箱根第3期B段階(笹原2005)の典型的な一例と言える。

以上のよ うに本節で取り上げた第 I黒色帯以下は、どの黒色帯においても周辺の愛鷹山麓の遺跡と同

様の様相が推測できる。該期の本遺跡も、周辺の遺跡と極めて近い文化内容を持ち、類似する活動が展

開されていたことが予想される。
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第2節第Iスコリア層(SC1)遺構と遺物

スコリア層内に文化周を想定した。その根拠となったのは第 Iスコリア層下層で検出された礁群RGOl

である。また、機群から約35mの距離をとって、 黒曜石の剥片も出土している。

F 

D 

同
c 

16 17 18 21 22 。 20m 

第8図 第 Iスコ リア層遺構遺物分布図

(1 ) 1号楳群(RG01)(第9図)
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第9図 第 Iスコリア層醸群

- 18-



第

~ -019 ~ ~ [}グリッドから皆さ

さオ/してし1る二二二二百で、 己ご 7よって山

さ，

らなる。

ヨすると

)、山ら ている。ぃス00  

ムのは560gで、

し

も

ム‘、もの g る。

lii lっ
';-~〆~円

、~(/_).G J 

-tμ 
111) も見られる。一一 カ三

て7 今v 、

三)i した。

している しいものはノノ
p 、寸

「ハJ 
!n 7 

り5点の子 |ミイヒの破

一る。このうち、言，-- ，_j_していないもの
.J-_ 

~パニどJ
。、

J
 

t
 

勺1υ
¥子二

ヒ --c、う

らJ乍!日され と(1)される。

ι一ー
ヅ -1"'。

584 
SWHD 

び 3crn 

〆nスコ 1)アJ

景I:I~Jハ

グリッド 寸

、

:251. 081 

し り、，コ:)アF-" し コリア 下したと

。〉

の!わには

出土層粧;o!il当局 i層拡相当するものもあQo 火山噴出物のワンフォールユニットとしての熟 iスコジア騨

という見地から考えると、第 I黒色帯上面を生活面として考えるべきかもしれない。帰農時期が不明で

あるとしても撫群が存在している以上、当該期に何らかの生活が営まれていたことは明らかである。し

かし他に遺構がないことや、出土遺物も黒曜石剥片 1点のみであることから、第 I黒色帯以下と同様に、

Jので、スコリア/ ことはしし¥かもし;'ì_;ìJ~ い。

詳細は不明とせざるを樽ない。

出土した剥片は諏勤皇ケ台産である。当該期の愛購山麓の遺跡には、黒曜石の入手先に瀬移的な変化

が訪れているα それまでの伊豆系・箱根系が支配的であった状態が、信州系が主体を点めるように変化

している。震薦山麓当該期の著名な輩酷である沼津市子ノ神遺跡では、第1黒急帯において畿地の蟻曜

石が支臨的で、あったのに対し、休場麗下部課色帯下部では欝ヶ峰系〈諏訪星ヶ台産)が支配酌となって

いる(池谷・望月1998)。本遺跡は遺物の出土盤が僅少ではあるが、このような状況から見て、第 Iスコ

- 19-



リア層出土の剥片は第 I黒色帯層~休場層下部黒色帯の閣に帰属時期を持つものとして妥当である よう

に思われる。同時に、本遺跡で 1号機群が営まれた時期も周辺遺跡の文化層と類似する活動が行われて

いたことが推測される。

なお、長泉町東野遺跡(第二東名NO.143地点遺跡)において、本遺跡と同様に第 1スコリア層下層にお

いて磯群が検出された。未報告の遺跡であるため詳細は公表できないが、調査者によると本遺跡と同様

に谷に向かう南側斜面から検出したとのことである。愛鷹山東麓において、第 I黒色帯上面から第 Iス

コリア層下層にかけて、何らかの生活面が広範囲に営まれていた可能性が示唆される。

〈本遺跡検出の礁群について〉

旧石器時代面で検出された礁群の傾向について、本項でまとめて記述する。休場周出土の4基の磯群

については22・23ページで取り上げているので御参照されたい。現地調査時にはl擦が3個以上まとまっ

ており、周囲の遺物の分布と比較して相対的に集中が見られるものを磯群と認定した。

旧石器時代面で検出された礁は磯群を構成するものも合めて71点である。このうち、9点を除く62点

に赤化が認められた。なお磯群構成蝶にはすべて赤化が認められた。本遺跡では、 5号醗群 (RG05) を

除くすべての操群において割れ面が赤化していない破損1擦が認められることから、 本遺跡の磯群は、 複

数回使用の可能性は低いと見られる。また1号操群 (RGOl)、4号機群 (RG04)には全面赤化の破損礁

が見られる。礁群の使用が一度のみであると仮定すると、何らかの理由により破損された状態で使用さ

れたということになる。 石材入手段階で破損礁を合んでいた可能性や、磁の大きさを均一にする等の理

由から意図的に破損行為をなした可能性も考えられる。

以上は、 礁の赤化に主眼をおいた分析から得られた見解である。本報告書内での赤化状態の判断は統

一基準の下でなされているが、赤化判断については報告者の主観による危険性も指摘されている。本遺

跡に関しでも更なる検討が必要かもしれない。

1操群構成{擦の石材は輝石安山岩、多孔質安山岩、玄武岩、多孔質玄武岩、 細粒斑レイ岩が確認されて

いる。休場層中層以下の牒群では玄武岩質の石材の組成が多く、休場層上層の磯群は安山岩質と玄武岩

質の石材が措抗する。 また、遺跡の縄文時代集石でも休場上層と同じ状況が示されている。遺跡の南北

には沢が流れているが、ともに玄武岩質、安山岩質の石材が容易に入手できる。本遺跡ではこれらの沢

を石材入手先としている可能性がある。なお、本遺跡の石材入手先に関しての考察は、総括にてまとめ

て取り扱う。

また、 県西部の磐田原台地に立地する遺跡からは磁群が大量に検出する遺跡の報告がなされている。

これらの報告書では、 重量が900gまたは 1kgを超える礁については配石として磯群とは遺構認定を別に

している遺跡もある。本遺跡においても磯群内から重量が 1kgを超える礁が検出しているため、同様の

手法を試みたが、いずれも赤化破損礁であるため配石とは認定せず磯群を構成する礁として扱った。

第7表 離群計測表

遺構名 礁数 CフEロPパmア< 
状 態 色 調 石 材

出土層位
C D E A B C An(py) I V An Ba VBa FG 

RG01 11 4 4 5 2 1 7 3 3 。7 1 。YLL~SC 1 

RG02 3 2 2 。1 。1 2 。 。1 1 1 Y工M

RG03 4 1 l 1 2 。1 3 3 。1 。。 YLU 

RG04 12 2 2 7 3 。3 9 3 1 4 4 。Y工M~Y工L

RG05 4 4 4 。。。2 2 2 。。2 。 YLU 

※状態・色調・石材は凡例を参照。 状態でA.B、色調でDに相当するものは無かった。
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第 31;1 旧石器時代の遺構と造物

第3節休場層(礼)の遺構と遺物

休場層は本遺跡旧石器時代の主体をなしており、 土坑l基、礁群4基が検出された。遺物は石器35点、

機61点の計96点が出土している。休場層は上層 (YLU)・中層 (YLM)・下層 (y工L)の3層に分層され、

遺物も層位にしたがって取り上げている。しかし、休場層はその土壌特性から遺物の上下動が激しく、

本遺跡においてもその状況が想定される。現に個体別分類において同一個体と判断された遺物が複数の

層にまたがっている例も多数見受けられる。そのため、休場層出土遺物を一括して報告する。また、 縄

文時代遺物包含層から出土した遺物の中にも、 遺物の特徴等を考慮して休場層の石器と して報告したも

のもある。現地調査における遺物の出土層位はそれぞれの観察表に付しであるので、そちらを御参照い

ただきたい。

(1 ) 土坑(第11図)

円形の土坑が1基検出された。G-008グリッドに位置し、長径133cm、短径110cmで、ある。また検出面よ

りの深さは42cmで、 休場層下部黒色帯まで掘り込んで、いる。 検出面は休場層スコリア2層 (y工s2)直上

であり、検出面も しくは、その上層にあたる休場層中層に掘り込み面があったと推定される。覆土は休

場居中層の土が主であるが、 底面近くでは休場層下層や休場層下部黒色帯の土も混入している。遺物の

出土はなく、逆茂木痕も見られなかった。 また、他の遺構に関係するよう な痕跡も認められなかった。

掘り込みが浅いことから、貯蔵用途であった可能性がある。また2m北に4号機群 (RG04)が近接して

いる。同時期の遺構であると思われる。

休場層土坑(SF32)
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2 赤縄色土(5YR4/8)

赤褐色スコリアのブロッヲ。休場照スコリア2層相当。

i匂
3 暗得色土(7.5YR3/4)
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。
m川

ー

第11図休場層土坑

(2) 礁群(第12図)

休場層からは4基の牒群が検出された。 小規模なものもあり、使用法は明確で、はない。 1操群に限らず、

旧石器時代出土礁はすべて接合を試みた。 I擦群構成礁は同一際群内での接合関係が見られた他は接合す

るものはなかった。

-21 -



1.2号礁群 (RG02)

2号磯群はF-022グリッドから検出された。調査区東部の東側斜面に位置し、 標高は約256mで、ある。

出土層位は休場層中層である。機群は3点の礁で構成され、 38cmX12cmの範囲に広がっている。石材は

玄武岩、多孔質玄武岩、細粒斑レイ岩からなる。 礁は430gのものと200gのものがある。平均すると約

278gになる。接合関係は見られない。 礁は比較的赤化の程度の激しいものが多い。 2点は完形礁である

が、 残り 1点の破損礁には割れ面の赤化が見られない。 接合関係も見られないことから、欠落礁の存在

が推定される。破損後に何らかの理由によりに遺跡外へ持ち出されたものと思われる。

2. 3号棟群 (RG03)

3号機群はF-022グリッ ドから検出された。調査区中央部の尾根上に位置し、標高は約254mで、ある。

出土層位は休場層中層である。 礎群は4点の牒で構成され、135cmX 28cmの範囲に帯状に広がっている。

石材は輝石安山岩、玄武岩からなる。礁は 1kgを超えるものが2点あり、 最も重いものは1，370gである。

最も軽いものでも550gである。 平均すると約1，032gになる。接合関係は見られない。機は比較的赤化

の程度の激しいものが多い。 2点は完形礁であるが、残り 2点の破損礁には割れ面の赤化が見られない。

2号操群同様に欠落礁の存在が推定される。破損礁は 1kgを超えるものであり、構成礁の平均重量が大

きいこととあわせて、本磯群の特徴となっている。

3. 4号礁群 (RG04)

4号棟群はH-008・G-008グリッドから検出された。調査区西部の尾根上に位置し、標高は約260mで、

ある。出土層位は休場層中層~下層である。陳群は12点の礁で構成され、 192cmx73cmの範囲に広がって

いる。石材は輝石安山岩、多孔質安山岩、玄武岩、多孔質玄武岩からなり、最も重いものは740gで、 最

も軽いものは60gである。平均すると約387gになる。 19152と19153の聞に接合関係が見られる。1擦は赤

化の程度の激しいものが多い。なお完形礁は2点のみであり、残り 10点は破損様である。このうち、割

れ面が赤化していないものは3点で、うち 2点は接合した。 残り 7点は全面赤化破損礁である。 ここで

も、欠落礁の存在が推定される。

本磯群に伴って、大量の炭化物が検出されている。炭化物の中心域と陳群の中心域とは、若干ずれて

いるが検出層位は同一であり、関連があったと見られる。土壌には、受熱した形跡は認められなかった。

4. 5号機群 (RG05)

5号機群はH-008グリッドから検出された。調査区西部の尾根上に位置し、標高は約260mで、ある。出

土層位は休場層中層である。 4号1操群の2m程度北側に位置するが4号機群よりも若干層位が高い。 周

囲には撹乱部分があり、 本礁群の一部も影響を受けている可能性がある。 4点の礁で構成され、76cmX

40cmの範囲に広がっている。石材は輝石安山岩、多孔質玄武岩からなり、最も重いものでも180gと軽量

で、最も軽いものは110gである。平均すると約163gになる。 4点すべてが完形の磯であり、比較的赤

化の程度の激しいものが多い。本磯群構成礁の相対的に軽量であり、 3号磯群と対照的である。

5.単独礁

本遺跡における単独礁37点はすべて休場層文化屈に出土層位を持ち、 28点には赤化が認められる。石

材、重量と もに礁群構成機と同じ様相を呈しており、石材ごとの比率もほとんど変わらない。機群構成

機と同様の目的を持って遺跡に搬入されたと推定される。接合は2個体で見られたが、出土地点が隣接

するもの同士の接合で、あった。なお、礁の計測表は章末に掲載した。
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(3) 休場層出土石器(第15'"19図)

休場層に比定される石器は35点である。器種は多岐に亘るが、 6点のナイフ形石器の存在が注目され

る。他では尖頭器が3点、石刃・石刃状剥片・描器・削器・加工痕のある剥片が各 1点ずつ出土してい

る。 l深石器類では磨石2点、礁器1点がそれぞれ出土している。残りの18点は剥片類である。
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第15図 休場層石器(1) ナイフ形石器

ナイフ形石器(第15図)

本文化層では6点のナイフ形石器の出土を見た。 出土地点は調査区東側地域に密集し、後述する縄文

時代の集落域に重なる。このエリアが旧石器、縄文の時代を問わず優れた立地条件を有していたことが

うかがい知れる。遺物は黒曜石製、 ホルンフェルス製それぞ、れ3点ずつ出土したが、黒曜石に関しては

3点すべて原産地が異なっている。またホルンフェルス製のものは総じて風化が激しく、使用痕その他

の詳細な観察はできなかった。

ホルンフエノレス製のものは753・1431・12117の3点である。 753は二側縁加工が施されているが、剥落

が激しく、 詳細は不明である。1431も同様に二側縁加工が施され、基部にも剥離が見られる。素材剥片

の打面を上位にしてナイフ形石器が作出されており、 本遺跡では唯一の例である。 12117はー側縁加工で

あり、打点側を基部として用いている。 基部には急斜度の剥離が施され、右側面部には平坦剥離が施さ

れている。黒曜石製のものは、18006・17967・18013の3点である。 18006・18013は、共に縦長剥片を素

材とし、右側縁部にプランデイング加工が施されている。 18006の基部は折れており、不明である。 18006

は箱根畑宿群。 18013は諏訪星ヶ台群。 17967は石刃を素材としている。剥片を斜めに横断するようにプ

ランディ ングが施されている。和田芙蓉ライト群。

愛鷹・箱根編年第4期のナイフ形石器は比較的、二側縁加工のものが多い(前嶋2000) とされる。本

遺跡のナイフ形石器も これに該当するが、周辺遺跡のものと比較すると、全体的に小形であり、時期的

にナイフ形石器終末期に近いと思われる。
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第8表 休場層 ナイフ形石器

遺物番号 石材 産地 層位 グリッ ド

18006 Ob HNHJ Y工L G-022 

17967 Ob WDHY YLM G-022 

1431 Hor AN"'FB 1-023 

18013 Ob S羽THD Y工M I-022 

753 Hor AN"'FB G-021 

12117 Hor AN"'FB I-022 

く〉 1 18028 
Hor 

第16図

尖頭器(第16図)

重量

1.3 

1.4 

6.8 

2.7 

3.4 

5.1 

長径 l短径

2.7 1.6 

3.4 1.4 

3.7 2.3 

3.7 2.1 

3.1 1.6 

3.9 1.7 

ζごコ

C二二〉

厚さ

0.4 

0.4 

0.9 

0.6 

0.7 

0.7 

2 7707 
SWHD 

休場層石器(2) 尖頭器

第3宣言

X座標

-90135.984 

-90133.060 

90117.059 

90114.416 

90134.050 

-90115.698 

旧石器時代の遺構と造物

Y座標

35803.777 

35800.356 

35815.104 

35802.113 

35799.838 

35809.516 

《お

ζこご〉ζ=ここ〉

ζご〉

。

Z座標

255.770 

256.200 

257.316 

256.851 

257.660 

257.387 

3 19162 
WDTY 

3cm 

尖頭器は3点の出土である。 うち 2点が黒曜石製で、l点がホルンフエノレス製である。出土地点は調

査区の東西に大きく分かれている。

ホルンフエルス製の18初02お8は完形品で

ある。他のホルンフェルス製品同様に風化が激しく、剥落部も多い。両面調整が施されているが、 裏面

に残された剥離よ りも表面のものの方が大きいことが看取できる。 このこ とから、 表面に比較的大きな

剥離を施して成形した後、裏面に小さな剥離を施して形を整えたことが推測される。

黒曜石製の7707と19162はともに、やや幅広の縦長剥片を素材としている。ともに打面を基部とし、周

辺部加工を施して先端部を作出している。なお、刃部は主要剥離面側からの片面加工である。 7707は諏

訪星ヶ台群。 19162は和田脇山群。

7707 

19162 
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X座標

-90117.797 

90114.379 

-90133.225 

Z座標

257.160 

256.817 

259.652 
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第 3章 旧石器時代の遺構と遺物

石刃・石刃状剥片(第17図)

石列、石刃状剥片ともに調査区東側部分からの出土である。これら 2点は同一個体と判断した。さら

に休場層中層出土の剥片18005もこの2点と同一個体であると思われるが、 接合関係は見られなかった。

石刃18030は同一個体とされたものの中で最も大きい。下部両側面に剥離面があるが、左側面のものは、

本遺物が作出される以前より存在したものと推定される。逆に右側面のものは新しい剥離である。石刃

作出時に端部が大きく右に曲がってしまったため、これを除去した時の剥離面であると思われる。

石刃状剥片18018は中央の稜線と両側縁が平行し、 石刃技法によ り作出された石器の特徴を有している。

そのため石刃状剥片とした。底部には平坦面が存在するが、 石核の調整段階に剥離した面であり、剥片

として作出される以前より存在したものと推定される。

第10表休場層 石刃 ・石刃状剥片

遺物番号| 石材 |産地 |層位

18030 

18018 

X座標 1 y座標 I z座標

-90116.668 I 35809.391 I 256. 128 

削器(第17図)

19159は調査区中央やや西よりの尾根から出土している。やや幅広の剥片を素材とし、主に右側縁に二

次加工を施し、刃部を作出している。 箱根畑宿群。

19159 

X座標

-90130.749 

Z座標

259.806 

掻器(第17図)

19184は調査区西側部分から出土している。 石刃素材で下面端部に鈍角のスクレーパーエッジを作出し

ている。形態等からいわゆる先刃式掻器に該当すると思われる。左側縁には二次加工が施され、削器的

に利用された可能性もある。主要剥離面側に刃部の再生と思われる細かな調整を伴 う。和国府山群。

第12表休場層掻器

造物番号 |石材 1 産地

19184 

Z座標

260.365 

加工痕のある剥片(第17図)

19204は調査区西側部分から出土している。石材は細粒凝灰岩である。 1"面に細かい連続した剥離があ

り、 形状から掻器的な利用が想定される。なお、底部にある平坦面は石核調整時のものと想定される。

19204 

X座標

-90124.813 

Z座標

260.275 
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第 3な 旧石器時代の遺構と遺物

剥片類のうち、使用痕が認められる18782・17964を合む19160・18005・18019・19151の計6点につい

て図示した。 18782と17964は使用痕と思われる剥離を有する。ともに産地は諏訪星ヶ台群である。 18782

は自然面打面の石核から作出された縦長剥片を素材としている。左側縁に使用痕が残る。 17964も同様だ

が、右側縁にも、細かな剥離が観察される。 19160はチャート製であるが節理が発達し、石器石材として

良好ではない。やや幅広の縦長剥片を素材としている。 表面上部には石核段階での頭部調整の剥離が見

られる。 18019は左端部を欠損している。打面に自然面が残る。 19151は石刃技法を用いて作出されたと

思われる剥片である。母岩に節理があり、下面・左側面などが欠損している。 18005も同様と考えられる

が、小片であり、詳細は不明である。

第14表休場層剥片類

遺物番号 石材 産地 層位 グリッド 重量 長径 短径 厚さ X座標 Y座標 Z座標

18031 Hor BBO 1-022 0.8 1.4 1.2 0.6 -90113.294 35805.614 255.381 

18007 Ob KZOB YLL G-022 0.8 1.4 0.7 0.5 90138.101 35803.709 255.499 

18782 Ob SWHD Y工s2 G-013 7.7 3.9 2.6 1.2 -90133.361 35711.096 252.757 

19160 Ch YL恥f F-006 23.4 5.9 4.3 0.8 90140.414 35644.003 255.308 

19192 FT Y工M H-007 2.1 2.4 2.1 0.7 -90127.221 35657.618 260.313 

19239 FT YLM H-007 2.5 2.8 1.8 0.4 90124.435 35658.464 260.578 

18005 Hor YLM 1-022 1.2 0.8 2.7 0.7 90111. 644 35807.137 256.762 

18019 Hor Zn F-022 6.6 3.0 2.9 0.6 -90144.386 35805.725 256.104 

19151 Hor YLM G-008 2.6 3.0 1.6 。目6 -90130.717 35666.387 259.804 

19161 Hor YLM G-008 1.0 1.0 1.0 0.3 90130.543 35668.661 259.806 

17964 Ob SWHD Y工M G-022 5.8 3.4 2.4 1.2 -90134.313 35809.953 255.807 

18032 Ob WDKB Y工M H-021 1.0 1.2 2.1 0.5 -90127.761 35791.749 257.040 

18033 Ob WDTY Y工M H-021 0.1 1.0 0.6 0.2 90126.003 35790.505 257.174 

19158 Ob 測定不可 YLM G-008 >0.1 0.5 0.4 >0.1 90130.791 35669.671 259.817 

19177 Ob WDTY YLM H-007 >0.1 0.8 0.5 >0.1 -90128.053 35658.657 260.381 

18029 Rhy Y工M G-022 0.5 1.2 1.1 0.4 -90137.735 35806.183 255.699 

19098 Hor Y工U H-008 4.3 2.4 2.4 0.8 90129.363 35661.383 260.605 

19110 Hor YLU H-008 6.6 2.1 2.8 。目8 -90124.385 35662.265 260.591 

上記第14表は、剥片類の観察表である。ここには図示しなかった剥片も一括して掲載されている。 18031

は休場層下部黒色帯出土のホルンフェルスである。本来であれば、 別に取り上げるべきかもしれないが、

他に休場層下部黒色帯で検出された遺物も無いことから休場層の剥片類と合わせて、 本表に掲載した。

サイズが小さく 、風化も非常に激しいため、図化せずに本表のみでの報告となる。

礁石器類(第四図)

16874は輝石安山岩製である。使用痕跡から磨石、敵石、台石として複数の機能を有していたと見られ

る。 19148は玄武岩製である。破損してお り、 3/4程度欠損している。 被熱の可能性がある。
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1 16874 
An (py) 

3 18787 
An (py) 

第19図 休場層石器(5) 磯石器

。

2 19148 
Ba 

5cm 

18787は調査区中央部からの出土で、輝石安山岩を素材としている。刃部は片面にのみ作出されるいわ

ゆるチョッパーである。亜角礁を素材とし、複数回の大きな剥離の後、比較的小さな剥離を繰り返して

刃部を作出している。

18787 
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X座標

-90164.347 

-90130.270 

-90128.190 

Z座標

251. 396 



第 3i;i: [白石器時代の遺構とi貨物

(4) 休場層のまとめ

休場層下層から上層にかけての遺構・遺物を一括して取り扱った。石器はナイフ形石器が3点出土し

ているが、休場層下層に伴うとされる樋状剥離のある尖頭器や上ケ屋型彫器、小坂型彫器、先刃式掻器、

扶入削器は見られない。また、ナイフ形石器も小形のものが多く、石器群の主体は休場層中層にあると

理解できる。

〈休場層の土坑について〉

休場層期の土坑は全国的にも類例の少ない、きわめて希少なものである。旧石器時代面の調査が進ん

でいる愛鷹山麓の遺跡においても休場層からの土坑の検出は極めて少ない。報告例も沼津市子ノ神遺跡、

同柏葉尾遺跡、長泉町大岡元長窪線桜畑上遺跡が挙げられる程度である。報告書未刊行の遺跡での検出

例もあるがいずれも検出数は僅少である。しかしながら、その形態はバリエーションに富んでいる。プ

ランは円形、楕円形、方形とあり、さらに掘り込み面では円形であるが、底面では方形と掘削途中で形

状を変えるものもある。また、深さも様 で々ある。

土坑の用途に関しては、 落し穴とする説と貯蔵穴とする説がある。 愛鷹・箱根山麓ではAT降灰以前の

第E黒色帯に掘り込み面を持つ落し穴が多数確認されている。 落し穴は縄文時代やそれ以降の時代にも

普遍的に存在するものであ り、むしろ休場層期に存在しないことの方に違和感がある。休場層期の土坑

で積極的に落し穴と認めえないものは、 土坑そのものの深さが原凶となる。検出状況にもよるが、本遺

跡検出の浅い土坑の類は、動物を落とすことをイメージしたとはやや認めがたい。一方、貯蔵穴説に関

しでも多くの研究者が指摘するとおり、旧J白器時代の遊動生活において貯蔵という行為が存在したのか

という疑問がある。

磐田原台地に立地する高見丘rn.w遺跡では休場層期を含む旧石器時代面から10基の土坑が検出され

ている(富樫1998)。報告者の富樫孝志氏は高見丘rn.w泣跡の円形・構円の土坑と、 方形の土坑とで深

さが異なっている ことに注目した。円形・楕円形の土坑は深さが 1mに満たないが、方形のものは深さ

が 2mに達するものがある。また円形・ 楕円形の土坑は泣物の集中域から1O~20mほどの距離に位置す

るのに対し、方形のものは30~50m も離れている。 以上のようなデータから、 富樫氏は円形・楕円形の

土坑は貯蔵穴、方形の土坑は落し穴の可能性があるとしている。

ところで愛鷹山麓では旧:tl器時代面において石囲炉が検出されている遺跡が少なからず存在する。 中

でも、 沼津市銭神遺跡(第二東名27-2地点遺跡)や長泉町野台泣跡、向上野遺跡、函南町柳沢C遺跡で

はナイフ形石器を伴っており、本遺跡休場居文化層とほぼ同時期と考えられる。この時期の石囲炉の形

成に関して、複数の狩猟集団の結合の結果とする考察がある(笹原・瀬)[11992)。狩猟の重要性がひとき

わ高まる冬季に、狩猟の効率化を目的とした集団の結合が起こる。そして、 集団同士のコミュニケーシ

ヨンの場として、 石囲炉が成立する。石囲炉の作製は、彼らがそこに回帰するこ とを想定していたこと

になる。 三島市観音洞B遺跡では、休場層下層の文化層から黒曜石原材の埋納土坑が検出されている。

これらの状況から、 休場層期の愛鷹・箱根山麓をフィールドとした人々は未来の自分たちの行動を予測

して、生活を送っていたと考えられる。

本遺跡の土坑は円形で浅く、また造物の集中域に近接しており高見丘rn.w遺跡において貯蔵目的と

された土坑に類似する。近年の自然環境分析によれば、休場層中層期ごろの関東地方以南の平野部から

九州にかけては冷温帯落葉樹林が卓越していた(米倉伸之・辻誠一郎・岡村道雄1997)ょうであり 、愛

鷹山麓においてもクルミ等の堅果類が比較的容易に入手できる環境であったと考えられる。未来を見据

えた生活を送っていた旧石器人が、植生環境の変化に対応し、植物性食料の貯蔵を行ったと考えたい。

本遺跡での土坑の検出は 1基のみであるため、あくまでも可能性に止まるが、貯蔵目的であった可能性

を提示しておきたい。
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〈休場層のエリア〉

休場層の遺物は調査区全域で検出されているが、比較的遺物が集中している地域として3つのエリア

がある。 1つは調査区西部の尾根のやや平坦な部分で、 G-008グリッ ドを中心とした部分である。このエ

リアには士坑、4号磯群、 5号礎群が検出されている。2つの磯群に時期差が想定されるため、 4号機

群に伴う休場層中層検出の石器群と、 5号機群に伴う休場層上層の石器群との2つの文化層に細分が可

能かもしれない。しかし、 石器の特徴からはそれを裏付けるような資料は得られなかった。 石器は尖頭

器、掻器、削器、 加工痕のある剥片、磨石が出土している。剥片石器の石材は黒曜石、ホルンフェルス、

細粒凝灰岩である。黒曜石は和田鷹山産のものが多い。細粒凝灰岩は本遺跡においては希少な石材であ

る。エリア南端の士坑が出土した場所では、 縄文時代面の調査で焼土跡や集石が検出されている。時代

を問わず、 良好な立地であったことが理解できる。

他方、調査区東部にも比較的遺物が集中している地域が認められる。この地域は縄文時代に竪穴住居

が立地していた場所であり、本遺跡内でもっと も平坦な地形である。この地域をさらに細かく見ていく

と、やや北寄りの1-022グリッド付近を中心とした地域と、やや南寄りのG-022グリッドを中心とした地

域の2つのエリアの存在が考えられる。1-022グリッドを中心したエリアでは遺構の検出はない。石器は

ナイフ形石器3点と尖頭器2点が出土しており、 他に石刃と石刃状剥片が出土している。石材はホノレン

フェルスが卓越している。また同一個体と見られるものもあり、剥片の作出作業が行われた可能性があ

る。石材では他に諏訪星ヶ台産の黒曜石がある。

南寄りのG-022グリッ ドを中心と したエリアでは、2号機群が検出されている。石器はナイフ形石器

3点である。石材は黒曜石を中心とするがその産地は様々である。他にホルンフエノレス、流紋岩がある。

これら調査区東部の2つのエリアは前述したとおり、縄文時代に住居が設営された区域と近接する。

この地域の旧石器時代の特徴を持つ石器類の中には、縄文時代遺物包合層から検出されたものもあり、

竪穴住居形成による影響を受けている可能性もある。 そのため、縄文時代遺物として報告した剥片類の

中にも旧石器時代のものが合まれている可能性がある。

〈休場層の石器組成より一欠落しているもの一〉

本文化層における石器組成の特徴としては、石核が出土していないことが挙げられる。縄文時代面に

おいて55点出土している石核が、 本文化層においてはまったく出土していない。休場層期の本遺跡にお

いて剥片の作出作業が行われた可能性は否定できないが、 剥片石器類は製品の状態か、もしくは剥片の

段階で持ち込まれたものと考えられる。池谷信之氏は該期の愛鷹・ 箱根山麓における黒曜石製ナイフ形

石器と石核との間で現れている諸現象を整理し(池谷2001)、ナイフ形石器の製作地を長野県鷹山遺跡M

地点等の黒曜石原産地遺跡と想定している。 本遺跡においても黒曜石製ナイフ形石器に和田峠付近を原

産地とするものがある。 また該期の出土黒曜石の 7割以上が信州産である。本遺跡に搬入された黒曜石

製石器類は、信州、!の原産地付近で製作されたと思われる。 石核が無い事実は、 黒曜石原産地域から比較

的安定的に、製品または素材剥片の供給が行われていたことを意味するのではないだろ うか。

また石核同様、 模形石器の出土も見られない。旧石器時代面全体を見ても出土が無く、縄文時代面に

おいて82点の出土があるのと対照的である。模形石器に関しては、 木製、骨角製の代用品の存在を想定

するのは難しい。したがって、該期の本遺跡においては模形石器が必要とされる行動が欠落していたと

推定される。

逆に縄文時代においては模形石器を必要とする活動が行われていたということ になるが、 残念ながら

現時点ではその活動内容の想定は難しい。原産地にまで及ぶ広範な交流が想定される反面、 本遺跡内に

おける旧石器人の活動内容は、限定的なものであったのかもしれない。
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第4節細石器期の遺物

縄文時代遺物包合層下部から細石核、細石刃が出土した。これらに細石器に伴うと思われる 2点を加

え、 合計4点を本節で報告する。

• 細石核。細石刃

関 / 
M 機器

等高線lまYL層上面

(1 ) 細石器文化層出土石器(第22図)

細石核(第22図)

172~3 / 

1372も

/ ぱ ノ H 
13732 

1648 

• 
。 10m 

第21図 細石器期の遺物分布図

1648は野岳・ 休場型に分類される細石核である。 調査区東部からの出土であり、検出面は縄文時代遺

物包合層であった。 比較的肉厚な剥片を素材とし、右側縁に細石刃を剥離させた作業面が認められる。

上下両端に線状の打面及び、対向するリ ングが密集した剥離面が認められることから、最終的には、模

形石器に転用されたと考えられる。 黒曜石製、神津恩馳島産群。

遺物番号

1648 

細石刃(第22図)

X座標

-90130.207 

Z座標

257.568 

13724は細石核同様、縄文時代遺物包合層よりの検出である。ほぼ完形に近い形態を残していると思わ

れる。 黒曜石製、原産地不明。

13724 

彫器(第22図)

X座標

90123.568 

Z座標

256.955 

13732はやや縦長の剥片を素材とする。 剥片端部に打面を設定して彫刀面を作出している。彫万面には

微細な剥離が認められる。形態は小坂型彫器に類似する。黒曜石製、神津恩馳島群。
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第18表 彫器

遺物番号

13732 

ιヨ

ζ三云
て〉

第 3f，'I: 旧石器時代の遺構と遺物

1 1648 
KZOB 

3 17223 
An (py) 

Z座標

257.012 

礁器(第22図)

17223は輝石安山岩製である。刃部は片面のみに作出されており、いわゆるチョ ッパーである。甲高の

楕円礁を素材 とし、 複数回の大きな剥離の後、比較的小さな剥離を繰り返して刃部を作出している。形

態は細石器に伴う牒器として適当なものであるため、本文化層に合めた。

産地|居位

Zn 

閉位

Zn 

X座標

-90125.019 

X座標

-90120.638 

円

iつJ

Z座標

256.756 



(2) 細石器期のまとめ

細石器期の遺物は、調査区東部の狭い部分で検出された。検出層位は縄文時代の土層であり、縄文時

代の集落域と重なるエ リアである。遺物は4点のみであり、他の時代と同様に詳細は不明であるが、愛

鷹山麓で多く出土している野岳・休場型石核が出土している ことから、愛鷹・箱根第5期の文化層が広

がっていたことが推定される。本地域では第5期の遺物が休場層上層から富士黒土層下半で出土する。

本遺跡の標準土層に対応させると、 第6層の黒褐色土層の最下層から第8層の暗褐色土層(休場層上層)

がこれに相当する。本遺跡においてはこれらの層位からの出土遺物は膨大な数に上る。しかしこれらの

層位から縄文時代草創期と見られる遺物や、縄文時代早期の遺物も検出されている。 そのため、細石器

期の遺物として判断材料を有する 4点の製品のみを本節で報告した。したがって、本文化層に含めるべ

き剥片類などが、 縄文時代の草創期または早期と して報告されている可能性もある。
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第 31立 旧~務時代の遺構と遺物

第20表 旧石器時代醸計測表

遺物番号 グリ ッド 層位 調遺査構区 石材 i接合 [誓
長径

短(cm径) 
厚さ

状態 色爾 スス X座標 n甚撚 Z鹿糠
(cm) (cm) 形態

17874 C-019 SC 1 RG01 An(py) 398 8.8 8.3 4.6 亜角 D B -90170.725 35779.963 248.354 

17875 C-020 SC 1 RG01 An(py) 560 10.8 8.8 5‘3 直角 D A 90170.509 35780.807 248.253 

17876 C-020 SC 1 RG01 Ba 240 9.0 7.8 4.4 亜角 D C → 90170.672 35780.868 248.193 

17877 C-020 SC 1 RG01 An(py) 560 11.3 8.2 5.5 亜円 C B 90170.960 35780.434 248.278 

17878 C-020 SC 1 RG01 VBa 50 5.3 3.6 3.5 亜角 D C -90171.285 35780.326 248.104 

17879 C-020 SC 1 RG01 Ba 140 6.8 5.7 3.4 亜門 C B 有 -90171.419 35780.714 248.107 

17880 C-019 SC 1 RG01 Ba 230 8.0 7.3 4.6 H互角 C B -90172.083 35779.609 248.384 

17881 C-019 SC 1 RG01 Ba 380 9.3 6.2 6.5 亜門 C B 有 -90172.207 35779.714 248.326 

17882 C-019 SC 1 RG01 Ba R01 50 5.6 4.1 3.0 亜角 E B -90172.154 35779.478 248.357 

17884 C-020 SC 1 RG01 Ba R01 340 9.3 6.6 5.6 B互角 E B -90171. 751 35781. 410 248.044 

17883 C-020 YLL RG01 Ba 230 8.0 6.6 4.6 亜角 D C -90171.468 35780.113 248.113 

18034 F-022 YLM RG02 FG 430 8.4 7.8 6.5 亜門 C B -90140.704 35801.561 255.935 

18035 F-022 Y工EνI RG02 Ba 200 10.2 7.0 3.0 亜角 E C -90140.616 35801.576 255.967 

18036 F-022 YLM RG02 VBa 200 8.5 5.5 4.1 !fIi:角 C C 90140.364 35801.422 256.005 

18697 H-012 YLU RG03 An(py) 1370 13.9 11.1 8.6 亜門 E C -90124.301 35702.835 253.998 

18698 H-012 Y工U RG03 An(py) 1350 14.8 9.6 8.0 亙角 E C -90124.112 35702.842 253.997 

18699 H-012 YLU RG03 Ba 550 13.6 8.8 5.6 !fIi:角 C C -90123.539 35703.442 254.072 

18700 H-012 Y工U RG03 An(py) 860 17.1 10.5 8.2 亙角 D B -90123.222 35703.613 254.073 

19164 G-008 YLL RG04 Ba 320 11.8 7.1 4.2 !fIi:角 D B -90130.690 35666.574 259.728 

19165 G-008 YLL RG04 VBa 400 12.2 7.8 5.0 亜角 C C -90130.698 35666.389 259.761 

19166 G-008 YLL RG04 Ba 690 13.6 9.5 6.4 亙角 D B 90130.423 35666.217 259.786 

19167 G-008 YLL RG04 VAn 740 14.3 9.3 6.2 亙角 D C -90130.463 35665.882 259.755 

19168 G-008 YLL RG04 VBa 320 13.4 8.5 4.3 亜角 D C -90130.607 35665.857 259.761 

19169 G-008 Y工L RG04 Ba 410 11.4 6.0 5.0 ill!円 C B -90130.484 35665.316 259.783 

19170 G-008 YLL RG04 VBa 390 12.0 9.0 4.7 ill!円 E C -90130.195 35665.379 259.814 

19171 H-008 YLL RG04 An(py) 190 9.5 6.7 2.5 ill!角 D C -90129.955 35665.281 259.891 

19172 H-008 YLL RG04 VBa 500 11.6 8.2 5.5 直角 D C -90129.982 35665.083 259.837 

19173 H-008 Y工L RG04 Ba 300 12.2 6.7 4.5 亜門 E C 90129.770 35664.975 259.874 

19152 G-008 YLM RG04 An(py) R03 60 8.4 5.2 2.0 逝角 E C 90130.741 35665.938 259.856 

19153 G-008 YLM RG04 An(py) R03 320 13.5 8.0 4.5 亜角 E C -90130.661 35666.042 259.791 

19154 H-008 YLU RG05 VBa 110 7.2 4.8 3.3 E五円 C C -90127.878 35666.678 260.466 

19155 H-008 YLU RG05 An(py) 180 7.8 6.6 4.4 E互角 C 8 -90127.527 35666.952 260.502 

19156 H-008 Y工U RG05 An(py) 180 8.8 5.8 3.1 迫li角 C B -90127.250 35666.899 260.423 

19157 H-008 Y工U RG05 VBa 180 6.3 5.6 4.5 亜門 C C -90127.423 35667.256 260.440 

18037 G-022 YエL 包合厄 Ba 30 4.7 2.6 2.2 TIli円 D B -90137.813 35805.641 255.386 

18053 F-022 YLL 包含応 Ba 160 8.3 6.6 3.1 亜角 D C -90142.404 35802.233 255.111 

18040 I-022 Y工M 包合厄 FG 100 9.0 2.9 3.8 亜角 D A 90118.609 35809.237 256.331 

18041 J-022 YLM 包含厄j Ba R02 910 14.7 9.5 6.3 ill!角 E C 90105.817 35804.719 257.011 

18042 J-022 YLM 包合附 Ba R02 290 9.8 7.0 5.5 illi角 E C -90105.472 35804.801 256.998 

18043 I-022 YLM 包合陥 An(py) 130 6.3 5.4 3.3 亜角 A -90110.945 35800.128 257.057 

18044 H-021 YLM 包合陪 VBa 80 5.3 5.0 4.2 !IIi円 A -90121.866 35799.535 256.705 

18045 G-021 YLM 包含問 VBa 50 4.7 4.3 3.1 直角 A -90139.777 35798.759 256.067 

17827 D-016 YLU 包合問 An(py) 790 15.8 9.8 4.1 亜角 B -90164.199 35743.393 251.076 

595 日-010 Y工U 包含定i An(py) 260 8.7 6.3 6.0 直角 C C -90121.616 35683.538 258.783 

19141 G-005 Y工M 包合廊 An(py) 70 5.0 4.2 3.3 直角 E C -90138.617 35631.005 258.446 

18783 G-009 YLM 包合問 Anωy) 680 9.8 9.0 6.4 TIli円 C C 90137.575 35672.420 258.930 

18784 G-007 YLM 包含!司 An(py) 400 11.8 8.0 5.2 直角 B -90137.630 35654.153 257.371 

18785 F-007 Y工M 包合庖 VBa 450 9.8 7.4 6.0 亜角 D B -90141.502 35654.214 256.644 

18786 F-007 Y工M 包含応 An(py) 1060 11.3 10.3 7.4 亜角 B -90141.349 35653.057 256.378 

19146 H-008 YLU 包合Jij Ba 350 8.7 8.3 6.0 直角 C C -90129.098 35664.822 260.212 

19145 H-011 YLU 包合庖 Ba 10 3.8 3.0 1.2 亜角 E B -90129.127 35691.894 256.282 

19140 H-006 YLU 包含庖 VAn 10 3.0 2.4 1.6 直角 A -90122.415 35643.644 261.312 

19127 H-007 YLM 包含庖 VBa 270 9.3 6.6 5.0 亜角 C B 90121.943 35651.772 260.910 

19128 H-007 Y工M 包含庖 An(py) 330 9.6 8.0 3.4 盛i角 C B -9012l.688 35652.000 260.961 

19149 G-009 Y工L 包合届 Ba 120 7.3 5.2 3.6 亜門 C C 有 -90136.590 35675.319 258.350 

19150 G-009 YLL 包合届 An(py) 1020 16.0 12.2 5.3 亜角 E C -90136.856 35675.945 258.242 

19178 H-007 YLM 包含届 An(py) 20 4.6 3.0 l.5 亜角 E C 90127.606 35659.894 260.435 

19147 H-007 YLU 包含応 VBa 150 7.0 5.5 4.2 亜円 C C -90123.502 35659.214 260ω729 

19175 G-008 YLL 包含庖 An(py) 820 10.0 9.0 7.6 亜角 B -90131.864 35666.196 259.501 

19176 G-008 Y工L 包合服 An(py) 840 11.7 8.0 7.6 亜角 C B -90133.084 35668.175 259.355 

19163 I-I -008 Y工M 包合廠 Ba 330 9.3 7.6 4.1 亜角 D B 90129.023 35668.909 260.001 

19240 H-007 Y工M 包合庖 Ba R04 200 8.0 6.5 4.2 亜角 E C 90129.542 35654.908 259.519 

19243 H-007 YLM 包合庖 Ba 500 11.5 8.4 5.3 亜角 E C 90129.336 35656.472 259.619 

19244 H-007 Y工M 包合庖 Ba R04 100 6.0 5.5 4.0 亜角 E C 90128.725 35656.087 259.753 

19245 H-007 Y工M 包含庖 Ba R04 400 10.8 9.5 4.7 E五角 E C 90127.061 35656.303 260.063 

19246 H-007 Y工M 包含庖 An(py) 330 9.3 8.5 4.7 直角 C B 90125.904 35654.604 260.454 

19251 H-007 YLM 包合庖 VAn 160 8.6 5.5 3.5 亜円 C C -90122.907 35659.090 260.472 

19252 H-007 YLM 包合服 お l(Py) 470 8.6 7.5 6.8 亜角 C C -90126.642 35652.496 260.163 

19255 H-009 YLM 包合庖 An(py) 20 4.5 2.7 l.1 亜角 B -90125.337 35671.597 259.885 

19174 H-008 Y工U 包含層 VBa 120 8.8 7.2 2.0 亜角 C C 有 90126.831 35669.429 260.418 

19247 H-007 Y工U 包合庖 Ba 390 9.0 8.3 5.0 亜門 C C 90122.272 I 35655.158 I 260.941 
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第4章縄文時代草創期の遺構と遺物

概要

住居跡を中心とした縄文時代早期末葉の遺構が確認された層位よりも比較的下位の層位より、 早期末

葉とは時期が異なる遺物が検出された。遺物を仔細に検討した結果、縄文時代草創期の遺物であると考

えられるためにここにまとめた。なお、 草創期の土器は確認されなかった。

遺構は石器ブロッ クが 1基確認された。遺物は総数111点である。

なお、本章で扱う遺物の内、層位が休場層上層のものは旧石器時代の遺物の可能性もあるが、 器種、産

地や出土様相などからこ こで扱 うこ とにしたものを含んでいる こと を付記しておく。また、中には早期

に帰属する遺物も含まれている可能性を指摘しておきたい。

第21表 縄文時代草創期石器一貫
有 石 半

石鎌
模 カ日 イ吏 七A 敵 事リ

舌 槍 月 形 工 用痕 核 石 片
尖 形 石 痕

頭 両 器 の の

器 面 あ あ
る る

体 事j 剥
石 質 片 片

神津島恩馳島群(KZOB) l 1 1 4 7 

黒曜石 天城柏峠(AGKT) 1 1 

(Ob) 諏訪星ヶ台(SWHD) 1 1 

分析不可 3 3 

ホルンフェルス(Hor) 1 2 3 

ガラス質黒色安山岩(GAn) 3 l 4 

チャー ト(Ch) 1 1 

粘板岩(S1) 2 2 

玄武岩(Ba) 1 1 

流紋岩(Rhy) 1 1 

硬質細粒凝灰岩(HFT) 1 1 

軟質細粒凝灰岩(SFT) 1 85 86 I 
i仁〉ゴ、 計 6 1 3 l 94 111 

第 1節遺構

石器ブロック (BL01)

第 1号石器ブロ ックは、調査区東側のH-022グリッド内の南側に位置し、丘陵頂部平坦面に占地する。

ブロックの規模は長軸約6.0m、短軸約1.6mで、南北に長い長楕円形の範囲に分布する。出土層位は漸

移層から休場層中層に及び、 垂直分布は標高256.700m付近を中心に約50cmのレベル差を形成していた。

出土層位の中心は漸移層である。確認された石器群は剥片が53点である。 石材は52点が軟質細粒凝灰岩、

l点がホルンフェルスで、あった。縄文時代早期末5号住居跡内で同一石材が8点出土していることから、

同住居により一部撹乱されている可能性がある。いずれの個体も風化が著しく 、接合を試みたが、接合

関係は見出せなかった。

なお、石器ブロ ックの主体となった軟質細粒凝灰岩は、石器ブロ ック以外でも33点が出土しているが、

これらも同一の遺構のものである可能性が高い。この、 包合層出土遺物の中には、押圧剥離を有する加

工痕のある剥片が1点含まれており、その加工技術を根拠に旧石器時代のものではなく縄文時代草創期

のものである と認識した。以下では、石器ブロック に関連する遺物を一指して掲載した。
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第24図 縄文時代草創期石器ブロック及び関連遺物
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第2節遺物

草創期に該当すると思われる遺物は全部で111)点であり、その内訳は有舌尖頭器1点、石槍6点、半月

形両面体 1点、石鍛3点、模形石器 1点、加工痕のある剥片1点、 使用痕のある剥片2点、石核 1点、

厳正コI1点、剥片94点である。 遺物の出土様相は石器フ、ロック以外は特別に集中部はなく、調査区東側丘

陵部にほとんど全てが散漫に分布している。

なお、石材を鑑定した森嶋富士夫によると、ガラス質黒色安山岩は極めて質の良い点などから産地と

して神奈川県西部の岩海岸や米神海岸といった箱根山東側で産出するガラス質黒色安山岩に類似してお

り、 本遺跡の草創期石器のガラス質黒色安山岩産地としては箱根山麓である可能性が高いと指摘してい

る (前Ih烏・森|嶋2005)。また、 有舌尖頭器に使用されているチャー トについても、 周辺では神奈川県西部

の丹沢山系から良質のものが産出しておりそれを使用していると思われる。草創期における石材入手先

については箱根山東側・神奈川県西部地域と強い関連があることが予想される。

有舌尖頭器(第25図1) 

1点出土している。 小瀬が沢型有舌尖頭器に類似している。 縁辺部より押圧で丁寧に平坦剥離を施し

ており、 裏面は左右両側縁からの調整が中央で揃うようにして稜線を整えている。中央部で裏面側より

折れており、 先端部側は漸移層より、基音rs側は仙石スコリア層より出土した。先端部および茎部は欠損

している。チャート製。

半月形両面体(第25図2)

1点出土している。石槍の様でもあるが明確な尖頭部を持たないことから本分類とした。縦長の剥片

を素材とし、 左側縁は直線的な、右側縁は湾曲した刃部としている。表面は左側縁で周縁部を主として

調整し、右側縁で剥片内部まで平坦剥離を施している。一方、裏面は左側縁が周縁部加工、 右側縁が奥

までの平坦剥離となっており、素材剥片の厚さを利用しながらも断面左側の厚い部分を取り去り平坦な

形状を作り出そうと している。外形はゆるい曲線を描いており、 突き刺す用具とい うより側縁部を刃 と

したナイフのよう な用具であった可能性がある。ガラス質黒色安山岩製。

石槍(第25図3'""--'第26図8) 

6点出土している。 3は表面左側縁部が細部調整なのに対して裏面右側縁部は組調整であ り、正面左

側縁部の刃部については裏面側で大方の形状を作り、表面側で刃部を整える作業をしていたことがわか

る。反対に表面右側縁部の刃部については表裏で組調整、細部調整が入れ替わっており、刃部調整の際

に裏返しながら稜線をそろえようとしていたと思われる。黒曜石製、産地は神津島恩馳島群。 4は主に

裏面側の組調整で大きく形を作り、返して表面側で細部調整を施し形状を整えている。 最終的に細かい

剥離で先頭部を作出している。ガラス質黒色安山岩製。 5は先端部のみの石槍。ガラス質黒色安山岩製。

6は石槍の未製品であると思われる。|幅広の剥片を素材と し、左側縁を表裏両面から敵打して剥片を帯、

くしながら刃部として整形している。右面は裏面側より折り取られており、全体に折れ面を残す。表面

側右側縁は全体に調整の跡が見られ、裏面倒は中央部に集中的に敵打痕がある ことから右側縁からも剥

片を薄く整形しようと試みている。全体的に剥片自体が素材として薄いことと小さいことから作業途中

で製作を断念していると考えられる。削器に転用した可能性もある。 ガラス質黒色安山岩製。 7は周縁

部より剥離がなされていることと細長い形状から石槍とした。 8は7と隣り合って出土しており、同一

固体と思われる。両者は風化が進み、損傷が激しい。と もに粘板岩製。
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石鎌(第27図1"-'3)

縄文時代早期の造物よりも比較的下層で出土しているもの、あるいは有舌尖頭器のように、鋸歯状に

刃部を作出している特徴的な石鍛を草創期の遺物として認定した。 3点が該当する。

1は凹基の縦長の石織。表面は左右両側縁より丁寧な平行平坦剥離が施され、中央に稜線をあわせて

いる。 裏面は表面に比べて左側縁が粗調整、右側縁が細部調整で形状を整えている。刃部は鋸歯状とな

っている。先端部は検出時における欠損。出土層位は漸移居。疏紋岩製。2は脚部欠損の凹基縦長の石

鍛である。形状を整えた後、主に正面側への調整で刃部に鋸歯を作出している。黒曜石製、産地は諏訪

星ヶ台群。 3は鋸歯状で平面形状が正三角形に近い凹基の石鎌。正面側で組調整の後、裏面倒で細部調

整を施している。 黒曜石製、産地は神津島恩馳島群。

模形石器(第27図4)

休場層上層より l点出土している。 不定形剥片を素材としている。 黒曜石製、産地は神津島思馳島群。

使用痕のある剥片 (第27図5・6)

漸移層より 2点出土している。 5は幅広の剥片の下部を刃部として使用している。 硬質細粒凝灰岩製。

6は右側縁に微細剥離が見られることからここを刃部として使用していたと思われる。黒曜石製、産地

は天城柏峠群。

石核 (第27図 7)

漸移層より 1点出土している。自然出をそのまま打面として用いており 、正面左側縁や裏面などで作

業した後、最終的には正面を最終作業面として貝殻状剥片を剥離している。ホルンフエノレス製。

融石 (第27図8)

休場層上層よ り1点出土したものをここに載せた。下面に敵打痕が見られる。全体は赤化しているが、

折れ面は赤化、スス付着等の変質は見られない。玄武岩製。

石器ブロック関連遺物

加工痕のある剥片 (第24図3)

漸移層より1点出土している。不定形な剥片を素材とし、 表裏両面ともに周縁部から押圧剥離と思わ

れる調整が施されている。 石鍬の未製品の可能性がある。軟質細粒凝灰岩製。

剥片 (第24図 1・2・4・5)

軟質細粒凝灰岩製の剥片の中から、比較的大きく剥離の様子が明瞭なものを4点図化した。剥片の形

状は不定形であるが、どちらかといえば幅広のものを意図しているようである。 臨機的に剥離を行って

いる様子がうかがわれる。

《参考文献》

加藤新平・ 鶴丸俊明1994W図録石器入門辞典先土器』柏書房

鈴木道之助1991W図録 石器入門辞典縄文』柏書房

前嶋秀張・ 森嶋富士夫2005iガラス質黒色安山岩の入手先を明らかにする」財団法人静岡県埋蔵文化財調査研究

所 『研究紀要』
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第22表 縄文時代草創期石器観察表

図版番号|遺物番| 若宮 稲 グリッ ド 層イ立
調在区

:ti材 産 地接合 霊 長径|短径|厚さ xa標 Y座標 I Z座標
号 通盤機 (g) (cm) I (cm) I (cm) 

白τ25図 l 18649 有舌尖頭骨骨(先錨部) H-012 ZN 包合溜 Ch S11 5.0 90126.233 35702.222 254.390 

tfi25図 1 18349 有者尖額保(築部) H-012 SSC 包合層 Ch S11 3.2 8.3 2.1 0.4 -90126.569 35700.557 255.031 

m25図 2 17275 半月形両面体 H-022 ZN 包合層 GAn 24.6 8.9 2.9 0.8 -90129.830 35802.122 257.178 

貫¥25図 3 17752 石総 1.023 ZN 包合届 Ob KZOB 21.3 8.3 2.7 1.2 -90118.595 35814.189 256.677 

第25図 4 15 石槍 G-008 YLU 包合届 GAn 9.1 7.6 l.6 0.8 90137.068 35664.384 259.168 

第25図 5 17181 石総 H-022 ZN 包合層 GAn 9.8 2.2 4.1 l.2 -90129.230 35805.447 256.830 

百126図 6 1724 石槍 G-022 AN~FB 包含届 GAn 127.1 l.2 0.7 0.2 -90131.328 35802 995 257.443 

第261i11 7 2186 石槍 F-022 AN~FB 包合庖 SI 22.2 7.1 2.7 1.2 ..90141.562 35805.705 256.514 

白1¥26図 B 19828 右槍 F-022 AN~FB 包含層 SI 8.0 4.6 2.8 0.7 -90141. 562 35805.705 256.514 

百127医I1 18913 石鍛 G-005 ZN 包合届 Rhy l.5 3.0 l.4 0.4 -90138.289 35632.648 259.084 

買¥27医I2 9575 石量産 H-023 AN~FB 包合届 Ob SWHD 1.0 2.5 l.4 0.4 -90122.699 35810.3l3 257.168 

自¥27図 3 11546 石鎌 1-023 AN~FB 包合届 Ob KZOB 0.8 l.6 l.4 0.5 90118.443 35815.536 256.821 

第27図 4 15570 模形石器 F-022 YLU 包含届 Ob KZOB 0.5 l.6 l.2 0.2 -90147.949 35803.217 255.841 

tfi27医I5 17317 使用痕のある剥片 H-022 ZN 包含届 HFT 10.1 3.1 3.8 1.1 -90129.502 35807.106 256.719 

第27図 6 14161 使用痕のある剥片 F-022 ZN 包含届 Ob AGKT l.1 1.9 l.6 0.6 .90142.370 35807.270 256.312 

第27医I7 14149 石絞 1-023 ZN 包合濁 Hor 410.5 7.4 10.9 5.5 90119.276 35817.233 256.575 

首127図 8 16660 敵石 E-021 YLU 包合趨 Ba 180.0 6.8 5.1 4.1 -9015l.366 35793.021 254.101 

m24図 3 17184 加工痕のある剥片 G-022 ZN 包合層 SFT 2.5 2.6 2.0 0.8 -90130.729 35806.407 256.745 

第24図 ] 17980 蜘I片 H-022 ZN BL01 SFT 1.1 2.5 2.2 0.4 -90128.940 35804.844 256.659 

ffi24図 2 17977 剥片 H-022 ZN BL01 SFT l.5 3.0 1.8 0.3 90129.148 35804.887 256.65日

第24図 4 1660 剥片 G-022 AN~FB 包含層 SFT 8.8 2.7 4.0 0.2 -90133.531 35800 507 257.518 

郊24図 5 17984 制片 H-022 ZN BL01 SFT 13.3 4.6 3.2 l.4 -.90128.459 35805.082 256.767 

17281 ~J片 H-022 ZN BL01 SFT 0.2 l.8 0.7 0.3 90129.849 35805.061 256.785 

17285 剥片 H-022 ZN BL01 SFT 1.3 l.8 l.9 0.6 -90128.998 35804.799 256.826 

17802 ftiJ片 H-022 ZN BL01 SFT 5.4 3.1 1.5 1.3 ← 90129.789 35805.680 256.769 

17803 !tlJ片 H-022 ZN BL01 SFT く0.1 .90129.491 35804.972 256.797 

17804 剥片 H-022 ZN BL01 SFT 0.1 0.8 日5 0.1 90129.133 35804.445 256.849 

17805 剥片 H-022 ZN BL01 SFT <0.1 -90128.946 35804.691 256.836 

17806 剥片 H-022 ZN BL01 SFT く0.1 -90128.497 35805.085 256.824 

17942 剥片 H-022 ZN BL01 SFT 0.2 l.0 0.5 0.5 90128.641 35804.597 256.699 

17943 刺片 H-022 ZN BL01 SFT 1.2 2.1 l.5 0.5 -90129.193 35804.301 256.715 

17944 剥片 H-022 ZN BL01 SFT 0.7 l.4 0.9 0.4 90128.844 35801.949 257.110 

17945 剥片 H-022 ZN BL01 SFT く0.1 。7 0.4 0.2 一90128.442 35804.533 256.815 

17946 刺片 H-022 ZN BL01 SFT 0.1 0.4 0.7 0.2 90128.941 35804.266 256.838 

17947 剥片 H-022 ZN BL01 SFT 0.4 l.9 0.1 0.2 -90128.684 35804.275 256.766 

17948 号制J片 H-022 ZN BL01 SFT 0.1 0.1 0.6 0.2 自 90129.429 35804 170 256.782 

17954 号4片 H-022 ZN BL01 SFT 0.1 0.8 0.6 0.2 90129.051 35804、569 256.679 

17955 静岡片 H-022 ZN BL01 SFT く0.1 -90129.074 35804.613 256.676 

17956 量り片 H-022 ZN BLOl SFT 0.2 l.4 。7 0.2 -90129.882 35804.125 256.721 

17957 事J片 H-022 ZN BLOl SFT 0.3 1.8 0.9 0.3 一90129.434 35803.453 256.885 

17958 前l片 日 022 ZN BL01 SFT <0.1 90129.103 35803.717 256.897 

17959 伊J片 H-022 ZN BLOl SFT 0.1 0.6 0.8 0.3 -90128.939 35803.884 256.791 

17960 事J片 H-022 ZN BL01 SFT く0.1 -90128.538 35803.740 256.889 

17961 制U片 H-022 ZN BL01 Hor 0.2 1.1 l.0 0.2 -90128.639 35803.841 256.819 

17962 輩U片 H-022 ZN BL01 SFT く0.1 -90128.577 35803.949 256.804 

17963 引j片 H-022 ZN BLOl SFT 0.1 1.0 0.5 0.4 -90128.474 35803.940 256.741 

17972 剥片 H-022 YLU BL01 SFT 8.5 2.8 3.7 1.3 -90128.852 35806.738 256.401 

17973 剥片 H-022 Y工U BLOl SFT 0.7 2.2 1.1 0.5 90128.909 35806.297 256.548 

17974 剥片 H-022 Y工U BL01 SFT <0.1 -90128.796 35805.607 256.628 

17975 剥片 H-022 Y工U BL01 SFT く0.1 90128.425 35804.662 256.606 

17976 剥片 H-022 YLU BLOl SFT <0.1 -90129.193 35804.582 256.486 

17978 号制j片 H-022 ZN BL01 SFT 0.8 2.4 1.3 0.5 -90129.160 35804.992 256.716 

17979 制片 H-022 ZN BL01 SFT 15.0 4.2 l.6 1.6 -90129.126 35804.955 256.675 

17981 最1片 H-022 ZN BLOl SFT 2.8 2.2 3.4 0.9 90128.992 35805.044 256.679 

17982 研l片 H-022 ZN BLOl SFT く0.1 -90129.074 35805.121 256.695 

17983 号制l片 H-.022 ZN BL01 SFT <0.1 90128.303 35804.375 256.676 

17985 制片 H-022 ZN BL01 SFT 0.3 l.5 1.2 0.3 90128.675 35804.930 256.649 

17986 最U片 H-022 ZN BL01 SFT 4.5 3.3 l.9 1.4 -90128.670 35805.123 256.688 

17987 最U片 H-022 ZN BL01 SFT <0.1 0.9 0.4 0.0 -90128.936 35805.524 256.776 

17988 ~J片 H-022 ZN BL01 SFT 6.8 3.4 2.6 0.9 90128.526 35805.551 256.728 

17990 蜘j片 H-022 YLM BL01 SFT <0.1 90128.913 35804.354 256.355 

17991 事J片 H-022 Y工M BL01 SFT 0.3 l.7 l.0 0.3 -.90129.099 35804.606 256.358 
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図版番号
遺物番

宮号 種 グリッ ド
号

17992 事j片 H-022 

17993 剥片 H-022 

17997 剥片 H-022 

17998 剥片 H-022 

17999 剥片 H-022 

18000 事j片 H-022 

18001 剥片 H-022 

18002 剥片 H-022 

18003 剥片 H-022 

18004 前l片 H-022 

18046 1#1片 H-022 

18047 号制l片 H-022 

18048 fttl片 H-022 

18049 蜘l片 H-022 

18050 前l片 H-022 

18051 相l片 H-022 

18052 和l片 H-022 

18054 fttl片 H-022 

15155 事i片 H-022 

15660 事l片 H..022 

15661 fttl片 H-022 

15752 f戸l片 G-022 

16755 耳切J片 H-022 

17039 百四i片 H-022 

17134 ft.ll片 G-022 

19826 前l片 H-022 

2462 剥片 G-022 

7186 剥片 H-022 

10702 号IJ片 G-023 

10703 剥片 G-023 

12069 規j片 G-022 

12969 情J片 H-022 

14177 伊l片 G-022 

15571 明l片 F-022 

15618 明l片 G-022 

15848 f戸l片 H-022 

16756 明l片 G-022 

16953 事l片 H-022 

17180 明l片 H← 022 

17185 'ldJ片 G-022 

17280 fi;J片 H-022 

17297 剥片 H-022 

17753 やl片 G-022 

17905 剥片 G-023 

17965 !)¥IJ片 F-022 

17994 京J片 H-022 

17995 号制l片 H-022 

18025 fttJ片 日-022

18027 fi;J片 1-022 

19362 伊j片 G-022 

第23表 縄文時代草創期醸計測表

16663 

16666 

18038 

~位
調査区

遺相理

Y工M BL01 SFT 

YLU BL01 SFT 

ZN BL01 SFT 

ZN BL01 SFT 

ZN BL01 SFT 

ZN BL01 SFT 

ZN BL01 SFT 

Y工M BL01 SFT 

Y工M BL01 SFT 

ZN BL01 SFT 

Y工U BL01 SFT 

YLU BL01 SFT 

YLU BL01 SFT 

Y工U BL01 SFT 

YLU BL01 SFT 

YLU BL01 SFT 

YLU BL01 SFT 

YLU BL01 SFT 

百E土 SB03 SFT 

床面 SB03 SFT 

床面 SB03 SFT 

磁土 SB03 SFT 

床面 SB03 SFT 

床面 SB03 SFT 

床面 SB03 SFT 

取土 SB03 SFT 

AN~FB 包含陪 SFT 

AN~FB 包合~ SFT 

Yエ 包合庖 Ob 測定不可

YL 包合届 Ob 測定不可

AN~FB 包合服 SFT 

AN~FB 包合脳 SFT 

ZN 包合服 SFT 

YLU 包含届 Ob 推定不可

ZN 包含庖 SFT 

ZN 包合服 SFT 

ZN 包含m SFT 

ZN 包合届 SFT 

ZN 包合Iftj SFT 

ZN 包含庖 SFT 

ZN 包合凪 SFT 

ZN 包合庖 SFT 

ZN 包合服 SFT 

ZN 包合届 SFT 

YLU 包合m Ob KZOB 

Y工U 包含賂 SFT 

YLU 包含l¥Yi Ob KZOB 

YLU 包含居 Ob KZOB 

Y工U 包合庖 Hor 

YLU 包含庖 Ob KZOB 
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接合
重量 長径
(g) (cm) 

0.1 0.9 

6.0 2.6 

10.4 3.7 

く0.1

0.4 l.4 

0.2 

0.1 l.0 

0.1 0.7 

0.1 

0.6 0.5 

0.9 l.9 

<0.1 

<0.1 

く0.1

0.1 

<0.1 

<0.1 

<0.1 

l.5 2.3 

0.6 l.5 

0.6 l.8 

く0.1

l.9 2.2 

0.1 

9.0 3.2 

<0.1 

l.9 2.0 

2.0 2.7 

く0.1 0.5 

く0.1

2.5 2.9 

0.2 

6.3 3.9 

1.3 l.9 

4.5 3.8 

0.3 l.2 

0.4 l.7 

2.6 4.4 

0.5 l.3 

0.3 l.2 

0.3 l.2 

0.4 2.2 

1.7 2.5 

0.8 1.6 

0.5 1.2 

1.0 l.7 

0.1 0.9 

0.1 0.9 

0.1 

0.3 l.1 

第 4章純文時代草創期の遺構と遺物

短径 厚さ |
(cm) (cm) 

0.5 0.2 

3.1 l.2 

2.6 l.3 

0.8 0.6 

0.8 0.3 

0.6 0.2 

0.2 0.4 

l.7 0.5 

2.3 0.4 

l.2 0.4 

l.4 0.4 

l.5 0.8 

3.6 l.0 

l.0 0.4 

l.8 0.6 

0.6 0.1 

l.2 0.9 

l.6 l.2 

l.3 0.7 

l.8 0.8 

0.8 0.3 

0.7 0.7 

l.4 0.7 

0.9 0.6 

1.0 0.7 

0.9 0.3 

0.8 0.2 

l.6 0.7 

0.5 0.5 

l.2 0.4 

1.3 0.5 

0.8 0.2 

0.6 0.2 

l.0 0.4 

X座標

-90128.484 

-90129.486 

-90129.795 

-90129.657 

-90129.915 

-90129.613 

90129.567 

90129.880 

90129.881 

-90129.942 

90129.138 

90128.611 

-90128.787 

-90128.922 

90129.694 

90129.850 

ザ 90129.720

90129.087 

90128.790 

-90129.879 

90129.062 

90130.354 

-90128.979 

90128.983 

-90130.216 

90129.320 

90130.225 

90126.557 

町'90132.461

90132.645 

-9013l.429 

90129.421 

-9013l. 733 

-90148.623 

90130.639 

90129.543 

-90130.647 

90128.892 

90129.203 

90131.008 

-90129.157 

90128.594 

-9013l.327 

90134.074 

-90143.495 

-90128.459 

-90128.034 

90121. 207 

90111.994 

-90138.167 

Y座標

35804.583 

35807.756 

35806.187 

35805.359 

35805.930 

35805.930 

35805.781 

35805.487 

35806.558 

35806.060 

35804.907 

35805.065 

35805.639 

35805.520 

35806.161 

35805.884 

35805.922 

35804.946 

35804.620 

35804.900 

35805.103 

35805.006 

35805.196 

35805.251 

35805.090 

35804.307 

35806.483 

35808.156 

35813.295 

35813.361 

35809.794 

35804.699 

35802.382 

35802.105 

35805.892 

35807.226 

35805.878 

35805.963 

35805.542 

35806.635 

35805.084 

35802.998 

35805.726 

35811.166 

35803.560 

35801.715 

3580l.124 

35809.846 

35809.271 

3580l. 712 

Z座標

256.452 

256.525 

256.695 

256.776 

256.595 

256.589 

256.663 

256.401 

256.519 

256.614 

256.642 

256.610 

256.587 

256.720 

256.661 

256.518 

256.504 

256.557 

257.027 

256.875 

256.912 

256.983 

256.888 

256.888 

256.841 

257.116 

257.272 

257.290 

256.411 

256.411 

256.824 

257.211 

257.158 

255.684 

256.969 

256.913 

256.964 

257.026 

256.859 

256.804 

256.831 

257.075 

256.698 

256.079 

256.075 

256.826 

257.052 

256.753 

256.916 

256.792 

252.789 

249.508 

255.926 



第5章縄文時代早期の遺構と遺物

第 1節遺構

概要

検出した遺構は、竪穴住居跡6基、竪穴状遺構3基、 土坑28基 (うち陥穴と推定されるもの9基)、集

記遺構14基 (うち土坑を伴うもの 1基)、焼土跡5基、石器ブロック 1基である。竪穴住居跡は調査区東

側丘陵頂部平坦面の東寄りを中心に占地する(第28図"-'31図)が、その他の遺構は崩落している南東側

緩斜面地を除いて全域に認められる。一部に、他の時期と判断する こともできる遺構を合むが、ほとん

どの遺構が早期末葉の時期に該当すると思われる。紙幅の関係上、一括して本章にまとめた。

本節では、遺構図に合わせて遺構内出土遺物も掲載しているが、その掲載基準等について以下で説明

する。

土器:出土量が膨大なため、残存最大長が3cmに満たない小破片の うち、文様要素が明確でないもの

に関しては割愛した。土器に関しては、同じ遺物番号を持っていながら、本節で掲載した図面と

次節で掲載した図面とが異なるものがある。これは、本節で掲載される図面があ くまでも同一遺

構内で出土、接合した状態に限定して作成されており、一方、次節(遺物編)で掲載される図面

には遺構内、遺構外を問わずその土器が最も接合した状態で作成されているからである。本節の

末尾には、遺構編出土土器の遺物編掲載図面との対応表を付しであるのでご参照いただきたい。

石器 :製品に関しては、遺構内で出土のものはすべて図面を掲載している。またそれらの遺物は、次

節遺物編でも器種別にすべて掲載されている。

1 .竪穴住居跡 (第32"-'51図)

竪穴住居跡は計6基検出した。すべて調査区東側丘陵部に占地しており、出土土器から縄文時代早期

末葉に位置づけられるものと考えられる。覆土は標準土層第5・6層 (AN"-' FB相当層)を主体とし、

標準土層第7層 (Zn層)を掘り込む形で検出された。愛鷹山東南麓、梅の木沢川以北に位置する本遺跡

では埋没腐植土の発色が悪く、平面プランの検出は困難を極めた。そのため平面的に土色が僅かに暗く、

しかも炭化物や焼土粒子、土器片などの遺物が集中する箇所を住居跡と想定し、調査を進めた。遺構検

出は土層観察用ベノレト を設定し、それに沿ってサブ トレンチを入れ床面および壁面立ち上がりを確認し

たうえで順次掘り下げるという方法を採った。

なお住居跡で検出された柱穴については、住居覆土最下層と若干土質の違う もののみ、セクション図

に反映させて注記した。特に柱穴について注記の無いものは検出した柱穴直上の土層と同じである。

(1) 1号住居跡 (SB01)(第32"-'35図)

1号住居跡は調査区東側のH-023グリ ッドに位置し、丘陵頂部平坦面の南東側に占地する。遺構検出

面は漸移屈で、標高は256.80mである。住居跡の平面形態は長軸を東西とする楕円形を呈し、長軸3.00m、

短軸2.58mを測る。残存する壁の高さは最高36cmで、地形的に標高の高い西側が高く、東側に向かつて

次第に低くなる。 床面は全体的に軟弱で、地形に沿って北東側へ傾斜する。 柱穴は壁を廻る ように7本

検出された。径20cm、深さ20cmを測る。住居跡覆土は3層に分けられ焼土粒子や炭化物を合む。

炉跡は住居跡のほぼ中央で検出された。平面形態はほぼ楕円形を呈し、径50cm、深さ10cmを測る。断

面皿状の地床炉である。焼土粒子は少ないが、微粒の炭化物が多い。焼土はそれほど発達していない。
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第 5:4t 縄文時代早期の遺構と遺物
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256. 30m _s_ B' 

1暗掲色土 (10YR3/3) 

ゆ1-2酬の赤色スコリアを微盆含む。

焼土粒、炭化物が少量混じる。

2 晴褐色土 (lOYR3/4) 伝 子づ一万場
1> 1-2mmの赤色スコ リアを微量含む。

燐土粒、 炭化物が少昆混じる.

3 暗褐色土 (7.5YR3/3) 

1> 1-2mmの赤色スコ リアを微量含む。

微量tの俊土粒、炭化物が混じる。

瀬移肥・相当.

E 

256.50m _l_ 

256. 30m _Q_ 

~ 。 2m 

E' 

1 時得色土 (10YR3/4) 

後土粒、炭化物が少量，昆じる。

2 黒褐色土 (10YR2/2) 

焼土粒、 炭化物が多畳に;星じる。にコ 3 焼土

E 

4 暗褐色土 (10YR3/4) 

続土粒、 炭化物が少量;毘じる。

5 褐色土 (10YR4/6) 

徴1lIの焼土粒、炭化物が混じる。
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第 5i;i 縄文時代早期の遺構と遺物

出土遺物としては土器片108点が出土している。床面直上で検出されたものは第皿群A類3種 f打越式

土器あるいは並行期土器の無文胴部の破片と、 第E群B類 1種石山式土器である。覆土の中 ・上層から

は第E群A類 1種 c打越式土器、第E群A類 3種 e無文口縁、第E群A類3種 f無文胴部、第E群B類

3種東海系無文胴音11が出土している。土器片は覆土上層に、大きく接合するものが存在した。

石器は総数242点が出土した。内訳は石鍬 6点、模形石器4点、両面調整石器 1点、磯器1点、磨石 1

点、その他剥片229点となっている。 製品の内、床面直上からは黒曜石製の石鍛 l点、黒曜石製の模形石

器 1点、ホルンフェルス製の両面調整石器 1点が出土している。石鎖、模形石器と もに神津島恩馳島群

産。覆土中 ・上層からは黒曜石製石鎌4点、流紋岩製石鎌1点、黒曜石製模形石器3点、機器 l点、磨

石 1点が出土している。 黒曜石製石搬は産地判別不可が 1点、神津島思馳島群3点、模形石器も神津島

恩馳島群である。

礁は16点が出土した。

遺物の出土様相は住居跡内にまんべんなく 分布するが、 一部北西部にまとまって出土している。

出土土器の主体を占めるものは打越式併行期のものである。よって本住居跡は早期末打越式期に位置

づけておきたい。なお本住居跡から石山式土器が出土している ところから、 集落域全体の住居跡の中で

は比較的早い段階のものと予想されるが判然としなかった。

(2) 2号住居跡 (SB02)(第36"'-'38図)

2号住居跡は調査区東側のH-023グリッドに位置し、丘陵頂部平坦面の南東側に占地する。間隔が6

号住居跡と40cm、5号住居跡と140cmと近接する。遺構検出面は漸移層で、標高は257mで、ある。住居跡

の平面形態は南北を長軸とする楕円形を呈し、 長軸3.17m、短軸2.78mを測る。残存する壁は最高で27cm

である。床面はほぼ平坦だが、 全体的に軟弱である。柱穴は炉を絡めて中央で十字に交差するような配

列で7本検出された。径20cm、深さ30cmを測る。住居跡覆土は6層に分けられ、焼土粒子や炭化物を合

む。

炉跡は中央から住居跡長軸線上の南寄りで検出された。平面形態は楕円形を呈し、径60cm、深さ10cm

を測る。断面皿状の地床炉である。焼土粒子、 炭化物ともに多い。

出土遺物としては土器片が37点出土している。覆土の中 ・上層からは第E群第A類 1種c打越式土器、

第E群A類2種 c、第四群A類3種 fの打越式土器あるいは並行期の土器の無文胴部、第E群B類2種

東海系の天神山式土器、第E群B類3種東海系土器無文胴部が出土している。床面直上からは無文胴部

以外は検出されなかった。いずれも大きく接合するようなものは無かった。

石器については総数105点を数える。内訳は黒曜石製石鍬2点、黒曜石製の使用痕のある剥片 1点、 黒

曜石製の石核 1点、敵石 2点、剥片99点である。黒曜石製製品は全てが神津島恩馳島群を産地とする。

床面直上からの石器は剥片を除けば検出されなかった。

礁は8点が出土した。

遺物は住居跡内にまんべんなく分布し、そのほとんどが覆土上層から中層で出土してお り、本遺構に

直接伴うものかどうか明確ではないが、すべて同一時期の所産と考えられる ことから、本住居跡は早期

末打越式期に位置づけておきたい。

なお、先述したが6号住居跡との間隔は40cmと非常に近接する。 上屋を葺いた状態を考慮すれば互い

に干渉するこ とが予想され、 同時に存在したとは考えられないが、 新旧関係は判然としなかった。
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2号住居跡(SB02)
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2 暗灰黄色土 (2.5Y4/2)
φ1 -21胴の赤色スコリアを少量含む白

焼土粒、炭化物が少量混じる。

3 賞褐色土 (2.5Y5/4) 
焼土粒を少量含む。

微量の炭化物が混じる。
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2層に類似する。 炭化物が多量に
混じる。

5 黒褐色土 (2.5Y3/2) 
休場層が多量に混じる。

6 貧褐色土 (2.5Y5/4) 炭化物が少量混じる。
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多量の焼土粒、炭化物が混じる。

。 50cm 

第36図 2号住居跡
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第37図 2号住居跡遺物出土状況及び出土遺物(1)
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第38図 2号住居跡出土遺物(2)

(3) 3号住居跡 (SB03) (第39.........41図)

3号住居跡は調査区東側のG-022 • H -022グリッ ドに位置し、丘陵頂部平坦面の南側に占地する。他

の7軒が比較的近接する中、やや離れた地点に位置する。遺構検出面は漸移層で、標高は257.20mで、あ

る。住居跡の平面形態は楕円形を呈し、長軸2.08m、短軸1，93mを測る。残存する壁の高さは最高で、30cm

である。床面は全体的に軟弱で、あり、地形に沿って北東側へ傾斜する。柱穴は壁に沿うように5本検出

された。径25cm、深さ20cmを測る。東側の柱穴のみ炉跡に近接するが、 他の柱穴はほぼ等間隔に配置さ

れている。住居跡覆土は6層に分けられ、全体的に焼土粒子や炭化物を合んでいる。規模は小さいが最

も残存状況の良かった住居跡である。

炉跡は住居跡の長軸線上の一方に寄るように、住居跡中央から南寄りで検出された。平面形態は楕円

形を呈し、径40cm、深さ10cmを測る。断面皿状の地床炉である。よく焼けており、明確な焼土塊が認め

られた。

出土遺物としては土器片が61点出土している。床面直上からは第E群第A類3種 fの打越式土器ある

いは並行時期の無文胴部が、覆土の中層及び上層からは第E群A類1種打越式土器が出土している。 土

器の接合は覆土上層の土器ではあるが、比較的大き く接合するものが見られた。

石器は48点出土し、内訳は磨石類4点、剥片44点である。床面直上からは磨石、敵石が1点ずつ、 覆

土の中 ・上層からも磨石、麿敵石が 1点ずつ出土している。剥片石器は出土しなかった。

礁は6点出土した。

床面直上の出土土器は先述の通り無文胴部ではあるが、早期末葉の打越式土器の無文胴部または並行

期のものと考えられることから、本住居跡は早期末打越式期に位置づけたい。

なお、 出土した石器の組成が植物質食料加工に関わるもののみであるという点、本住居跡の北側およ

び南側で映状耳飾が出土している点、本住居跡南東に近接して石皿が集中している点などは住居の性格

を考える上で参考になるものと考える。第7章 総括において考察する。
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3号住居跡 (SB03)
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焼土粒、少量の炭化物が混じる。

第39図 3号住居跡
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第40図 3号住居跡遺物出土状況及び出土遺物(1)
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第41図 3号住居跡出土遺物(2)

(4) 4号住居跡 (SB04) (第42""'45図)

4号住居跡は調査区東側のH-023グリッドに位置し、丘陵頂部平坦面の東南側に占地する。 2号竪穴

状遺構との間隔は50cmと近接する。遺構検出面は漸移層で、標高は256.70mで、ある。住居跡の平面形態

はほぼ円形を呈し、長軸3.04m、短軸2.75mを測る。残存する壁の高さは最高で、42cmで、ある。床面はほ

ぼ平坦、 北側が若干硬質であったが大方軟弱であった。柱穴は壁に沿う ように6本検出された。径20cm、

深さ20cmを測る。住居跡覆土は7層に分けられ、全体的に焼土粒子や炭化物を含んでいる。

炉跡は住居跡短軸線上に一対の計2基検出されている。中央北寄りで 1基、南西寄りで 1基である。

いずれも平面形態は楕円形を呈し、径50cm前後、深さ10cmを測る。断面皿状の地床炉である。焼士粒子、

炭化物ともに多い。

出土遺物としては土器片が48点出土している。床面直上からは第E群A類 3種bの条痕文土器、第E

群B類4種東海系無文胴部が出土している。覆土中・ 上層からは第E群A類 1種 cの打越式土器、第E

群A類3種 fの打越式土器あるいは並行期の土器の無文胴部、第E群A類3種aの格子白状の条痕文土

器、 同じく cの員殻条痕文が波状に施されているものが出土している。
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第44図 4号住居跡出土遺物(2)
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第5章 縄文時代早期の遺構と遺物

偽 Gも
16349 16390 

16904 鶏選挙
o 10cm 
ト一一一一一→ | 

15801 15759 

15468 

16605 

f h5802 

16348 

15787 

明
15459 o 3cm 

o 5cm 
十一一一一←一一一一|

第45図 4号住居跡出土遺物(3)

16618は第皿群A類3種bの条痕文土器である。床面直上から出土し、大きく接合した。口縁部文様帯

には斜位に条痕が施されている。条痕の方向は一定ではない。口唇部文様帯より下は横方向の調整によ

る条痕。仁|唇上には箆状口具を刺突した刻み目が施されている。内面は横方向の調整による条痕。本遺

跡においては特異な文様形態ではあるが、出土様相などから打越式土器と並行期の土器と考えられる。

この土器は住居が廃絶して時を隔てずに廃棄されたものと考えられる。

石器は102点出土した。内訳は砥石1点、 石鍬4点、石槍1点、棟形石器1点、削器 1点、使用痕のあ

る剥片 1点、敵石 1点、石核2点、剥片は90点である。床面直上からは敵石、砥石が各 1点出土した。

他はみな覆土中 ・上層からの出土である。 16349の石鉱がチャート製で、刃部の角度が途中で変えられて

いる。着柄しやすいように加工したものかと思われるが、刃部破損によるリダクションの可能性もある。

他では、15468の削器がガラス質黒色安山岩製のほかはすべて神津島恩馳島群の黒曜石製である。

礁は11点出土した。

遺物の出土様相は覆土の中 ・上層に多いため、時期について明確にすることは出来なかったが、床面

直上の土器から、 本住居跡の時期は早期末打越式期とほぼ同時期のものであると考える。

最後にこの住居跡についていくつかの特徴をまとめておきたい。①炉が2基存在することである。2

基の炉が近接して同時に存在する ことは考えにくいことから、どちらか一方を利用した後にもう一方を

利用するといったよ うに時間差が予想される。この時間差は住居跡をほぼそのまま再利用した時間と考

えれば掘り込みはおろか上屋までが存在しつづけている程度、となろう。②天神山式土器を模倣したと

思われる特徴的な土器が出土していることである。文様の構成は天神山式土器に似ているが厚手であり

胎土は打越式土器に近い。遺跡全体でみでもあまり出ていないので、集中的に本遺構より 出るのは注意

したい。③床面直上から大ぶりの条痕文土器が出土していることである。 1/3"-'1/4程度ではあるが本遺

跡では大きいほうであり、且つ床面直上から出土した大ぶりなものは他には皆無である。

本遺構は特に②から、集落内では相対的に新しいものである可能性が高い。
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第48図 5号住居跡出土遺物(2)

(5) 5号住居跡 (SB05) (第46"-'48岡)

育委主~O
16680 

16683 

5守住居跡は調査区東側のH-022・1-022グリッドに位置し、丘陵頂部平坦面の東側に占地する。間隔

が2号住居跡と140cm、6号住居跡と70cmと隣接する。遺構検出面は漸移層で、 標高は257.3mである。

3号焼土坑により東側が切られているが、残存部位より平面形態は楕円形を呈し、 長軸2.55m、短軸2.24m

と推定される。残存する壁の高さは最高24cmである。床面はほぼ半坦だが、全体的に軟弱である。柱穴

は中央 l、壁付近に2の計3本検出された。 径23cm、深さ35cmを測る。配置に規則性は認められないが、

中央部がもっとも深いことから主柱穴と思われる。住居跡覆土は4層に分けられる。

炉跡は住居跡長軸線上の一方によるように検出された。平面形態は楕円形を呈し、径43cm、深さ9.5cm

を測る。断面皿状の地床炉である。

本住居跡を切る 2号焼土跡の焼土粒子や炭化物が6号住居跡北側の覆土に多く合まれていること、 な

らびに本遺構覆土から出土した土器16690が6号住居跡覆土出土の19846と接合したことから、 5号住→

6号住→ 2号焼土跡・ 13号集石遺構の順に構築された可能性がある (13号集石遺構及び2号焼土跡の頁

参照)。この変遷は出土する土器型式の変化には反映されていないため、型式に表れない短期間での構築

変遷かと思われる。

出土遺物としては土器片が44点出土している。床面直上からは第E群A類3種 f打越式土器および並

行期無文胴部が、覆土中 。上層からは第E群A類 l種 c打越式土器、第E群A類3種 a条痕文土器、 第

皿群A類3種 e無文口縁が出土している。

石器は60点出土した。 内訳は床面直上からは磨石が1点、覆土の中 ・上層からは融石3点、剥片は56

点である。 剥片石器は出土しなかった。 礁は19点出土した。

遺物は3号焼土坑に切られた東側を除いて、平面的には遺構内にまんべんなく分布するが、覆土上層

から中層で多くが出土しており、本遺構に直接伴うものかどうか明確ではない。しかしすべて同一時期

の所産と考えられる ことから、 本住居跡は早期末打越式期に位置づけたい。

- 72-



第5章 縄文時代早期の遺構と遺物

なお出土石器が植物質加工に関わるものがほとんどである点、土器や石器の出土点数が合計で100点強

と少ない点が3号住居跡と共通しており、住居の性格を考える上で参考になるかと思われる。総括にお

いて考察したい。

(6) 6号住居跡 (SB06) (第49~51図)

6号住居跡は調査区東側のH-022・H-023グリ ッドに位置し、 丘陵頂部平坦面の東側に占地する。間

隔が2号住居跡と40cm、5号住居跡と70cmと近接する。遺構検出面は漸移層で、標高は257.0mである。

住居跡の平面形態は円形を呈し、 長軸2.18m、短軸2.05mを測る。 残存する壁の高さは最高28cmである。

床面はほぼ平坦、全体的に軟弱である。柱穴は4本検出された。径16cm、深さ32cmを測る。 配置に規則

性は認められない。 住居跡覆土は7層に分けられる。

炉跡は住居跡の中央南東寄りで検出された。半面形態は円形を呈し、径70cm、深さ 8cmを測る。断面

皿状の地床炉である。

本住居跡検出面に9号集石遺構が位置すること、5号住居跡を切る2号焼土跡側の 6号住北側覆土に

焼土粒子や炭化物を多く含んでいること、 ならびに出土遺物の接合関係から 5号住→6号住→2号焼土

跡 ・13号集石遺構の順に構築された可能性がある。

出土遺物としては土器片が35点出土している。床面直上からは第E群A類3種 f打越式土器および並

行期の土器の無文胴部が、覆土の中・上層からは第E群A類 1種 c打越式土器、第E群A類3種aの条

痕文土器、第E群B類2種東海系の天神山式土器が出土している。破片の接合状態は不良で、小さい破

片が多い。 16718は第皿群B類2種天神山式土器の無文胴部で、ある。遺構外の文様のある土器片と接合し

た。

石器は101点が出土した。石鍬2点、加工痕のある剥片 1点、使用痕のある剥片 1点、模形石器2点、

石核 1点、磨敵石1点、石皿 1点、その他剥片92点である。床面直上からは黒曜石製の石鉱1点、 石核

1点、棋形石器1点、磨敵石 1点、石皿 1点である。黒曜石製の製品は産地判別不可のそゴー核を除いて、

神津島思馳島群である。覆土の中・上層からは石鍛1点、加工痕のある剥片 1点、使用痕のある剥片 1

点、模形石器 l点が出土している。全て黒曜石で、産地は神津島恩馳島群である。礁は24点出土した。

造物の出土状況は住居跡内北側にやや集中して分布する。特筆すべきは床面直上より 石川 ・磨石が出

土していることである。石皿は磨り面を上に向けておりその出土状況から本住居跡に直接伴う可能性が

高い。その他の遺物は覆土上層から中層で出土しているため、本遺構に直接伴うものかど うか明確では

ない。しかしすべて同一時期の所産と考えられることから、本住居跡は早期末打越式期に位置づけたい。

2.竪穴状遺構(第52""'56図)

竪穴状遺構は計3基検出した。住居跡と同じく、すべてが調査区東側丘陵部に占地する。本分類の遺

構のうち、 1号および2号竪穴状遺構は遺物の集中している点や掘り込みの様子あるいは大きさなどか

ら住居跡である可能性は高い。しかしいずれも炉、柱穴を欠き、はっきりと住居跡と認定するに至らな

か 4ったo 3号竪穴状遺構は大きさ、掘り込みの深さから言って、若干性格を異にするようである。
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4 黄縄色土 (2.5Y5/4) 
休犠層が混じる.ボソボソと している。
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4層に類似する.焼土が少量混じる。
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第49図 6号住居跡
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第 5f，'i: 縄文時代早期の遺構と遺物

(1) 1号竪穴状遺構 (TA01) (第52・53図)

1号竪穴状遺構は調査区東側のG-023グリッドに位置し、 丘陵頂部平坦面の東南側に占地する。遺構

検出面は漸移層で、標高は256.80mである。南側の一部に撹乱を受け、南東部が調査区域外に広がるた

め完掘はで、きなかった。検出できた残存部より平面形態は不整形の楕円形を呈し、長軸3.80m、短軸3.55m

と推測される。残存する壁の高さは最高28cmで、 地形的に標高の高い北西側が高く、南東側に向かつて

次第に低くなる。壁画の立ち上がりは弱く、やや皿状を呈する。 床面は比較的平坦だが、 全体的に軟弱

であり、一部凹凸があることからはっきりと住居跡とは認定できなかった。覆土は5層に分けられ、焼

土粒子や炭化物を含む。柱穴・炉跡は検出できなかった。

出土遺物としては土器片が69点出土している。床面直上からは第E群A類 3種 f打越式土器あるいは

並行期土器の胴部無文、覆土の中・上層からは第E群A類 1種 aの垂下隆帯を持つ土器、第E群A類 1

種 c打越式土器、第E群A類 3種 b条痕文土器、第皿群A類3種dの縦位沈線のある土器、第E群B類

1種石山式土器が出土している。 遺構内ではあまり接合が見られなかった。

石器は263点出土した。剥片は246点。床面直上出土:P'器は剥片のみ。 覆土の中・上層からは石鍛5点、

石匙 1点、加工痕のある剥片 1点、 使用痕のある剥片 1点、模形石器2点、磨石5点、 磨石と凹石を兼

ねたもの1点である。 13441石鍛は箱根畑宿、残りは全て神津島恩馳島群の黒曜石である。

1擦は26点出土した。

遺構内遺物分布は遺構中央に偏る傾向が見て取れる。ほとんどが覆土上層から中層で出土しており、

本遺構に直接伴うものかどうか明確ではない。だがすべて同一時期の所産と考えられる ことから、 本遺

構は早期末打越式期に位置づけておきたい。

本遺構は環状に出土する遺物の分布の中央部空白空間に位置すること、また形状が他の住居跡とは異

なることから、他の住居跡とは性格あるいは用途が異なるものであった可能性をここで指摘しておく。

生活空聞についての考察は第7章総括で扱う。

(2) 2号竪穴状遺構 (TA02) (第54・55図)

2号竪穴状遺構は調査区東側のH-023グリッドに位置し、丘陵頂部平坦面の南東側に占地する。4号

竪穴住居跡との間隔は50cmと近接する。遺構検出面は漸移層で、標高は256.50mである。南東部が調高

区域外に広がるため完掘できなかった。検出した壁面から、 平面形態は長楕円形を呈し、調査できた範

岡は長軸2.01m、短軸2.42mであった。残存する壁の高さは最高30cmを測る。床面は平坦だが、全体的

に軟弱である。覆土は6層に分けられ、焼土粒子や炭化物を合む。柱穴・炉跡は検出できなかった。

出土遺物としては土器片が69点出土している。床面直上からは第E群A類 3種 f打越式土器あるいは

並行期土器の無文胴部、第E群A類2種 cの土器が出土している。覆土の中・ 上層からは第E群A類 1

種c打越式土器、第E群A類3種b条痕文士器、第E群A類3種 f無文胴部が出土している。

石器は164点出ことした。磨石l点、 石鎌3点、削器1点、加工痕のある剥片2点、石核 1点、その他の

剥片156点である。床面直上からは石鍛1点、削器 l点、 加工痕のある剥片 1点が出土した。いずれも黒

曜石製であり、前者2点は神津島恩馳島群、後者 1点は産地判別不可であった。その他の石器は覆土の

中・上層から出土した。礁は3点出土した。

遺物は住居跡北西部に偏在する。 そのほとんどが覆土上層から中層で出土しており、本遺構に直接伴

うものかどうか明確ではないが、 すべて同一時期の所産と考えられる ことから、本遺構は早期末打越式

期に位置づけておきたい。
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第52図 1号竪穴状遺構遺物出土状況及び出土遺物(1)
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第53図 1号竪穴状遺構出土遺物(2)

- 79 -

。 3cm 



2号竪穴状遺構(TA02)

~ 

H-23より
北へ5m
東へ7m

〉ぐ

B 

256.60mJL 

。

晴褐色土 (10YR3j3) ゆ1-2mmの赤色スコリアを微量含む。 微量の焼土粒、炭化物が混じる。

晴縄色土 (10YR3j4) ゆ1-2mmの赤色スコリアを微量含む。燐土粒、炭化物が少量混じる。

晴縄色土(lOYR3j3) ゆ1-2mmの赤色スコリアを微量含む。焼土粒、炭化物が多量に混じる。

黒褐色土 (10YR2j3) 焼土粒、炭化物が混じる。

暗褐色土 (75YR3j3) ゆ1-2mmの赤色スコリアを微量含む。焼土粒、炭化物が少量混じる。

暗褐色土 (75YR3j3) ゆ1-2酬の赤色スコ リアを含む。微量の焼土粒、炭化物が混じる。新移居相当。

14044 
14543 
14902 
15897 
16227 

伊川:Ji 丹

婚す(U 

勝;l

第54図 2号竪穴状遺構遺物出土状況及び出土遺物(1)

- 80-

¥ 

巳司
B' 

2m 

震d霊長 月
ヨア は

15049 

警J譲歩1



第 5i;i 縄文時代早期の遺構と遺物
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第55図 2号竪穴状遺構出土遺物(2)

(3) 3号竪穴状遺構 (TA03) (第56図)

3号竪穴状遺構は調査区東側の1-023グリッドに位置し、丘陵頂部平坦面の東側に占地する。遺構検出

面は漸移層で、標高は256，70mで、ある。平面形態は円形を呈し、長軸1，60m、短軸1.55mを測る。残存

する壁の高さは最高16cmで、ある。床面はほぼ平坦、全体的に軟弱である。柱穴は検出されなかった。 本

遺構を挟むよう に隣接してピットが2基検出された。深いほうは径20cm、深さ70cmをrJlUる。 この2つの

ピットは近接していることから本遺構で扱うが、別の時期のものである可能性はある。また、本遺構南

東側には 1号焼土跡 (FPOl)がある。 1号焼土は3号竪穴状遺構の壁を一部切っていること、 1号焼土

跡を完掘した後、周辺を全体的に下げたところで3号竪穴状遺構が検出されたことなどから、遺構の構

築順序は3号竪穴状遺構→ 1号焼土跡の順番であったと考える。本遺構の覆土はピットを合めると 3層

に分けられる。

- 81一



3号竪穴状遺構(TA03)
ト、3
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1 灰貧何色土 (10YR5/2) 焼土粒、炭化物が

少量混じる。

2 褐灰色土 (10YR5/1) 炭化物が多量に混じる。

3 褐灰色土 (10YR5/1) 炭化物が少量混じる。

休場膚が混じる。

ゆァタ~川~
。 2m 
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第56図 3号竪穴状遺構遺物出土状況及び出土遺物

1 -23より
北へ2m
東へ7m

× 

出土遺物については土器片が18点出土した。 床面直上からは第E群A類3種 f打越式土器あるいは並

行期土器の無文胴部、第E群B類4種東海系土器の無文胴部が出土した。覆土の中 ・上層からは第E群

A類 l種 c打越式土器、第E群A類3種b条痕丈土器、第E群A類3種 f無文胴部、 第E群C類の石山

式併行期の土器が出土した。その第E群C類とした15840、16624だが、薄手であり、第E群C類の典型

例とは少し異なっている。

石器は28点出土した。 石鎌1点、模形石器 1点はともに黒曜石製で、その他剥片26点である。製品石

器は覆土の中 ・上層から出土している。 16586の石鉱は産地不明、 15835の模形石器は神津島思馳島群。

礁は 1点出土した。

遺物の多くが覆土中・上層から出土しており、本遺構に直接伴う ものであるかどうか明確ではないが、

すべて同一時期の所産と考えられることから、本遺構は早期末打越式期に位置づけておきたい。

っρ0
0
 



第 5章 純文時代早期の遺構と遺物

土坑に関して

調査時には人為的に掘り込まれた遺構を、略号SFとして遺構認定を行った。調査の結果SFは 1~32 

まで検出されたが、 報告書刊行にあたり これらを 「陥穴状土坑」、「土坑」、「小穴」、「円形土坑」に分類

した。陥穴状土坑は長軸が2メートル弱で長方形を呈するものをこれに該当させた。土坑と小穴はとも

に楕円形をとるが、長軸が70cm程度を超えるものを土坑、それ以外を小穴とし、それぞれに該当させた。

円形土坑はいわゆる中世土坑と呼ばれるもので、弥生時代以降の遺構とした。

3.陥穴状土坑(第57図~第62図)

陥穴状土坑は計9基検出した。崩落していた南東側緩斜面地を除いて、 遺跡内全域に認められた。検

出直は縄文層から漸移層である。形態は長楕円形を呈し、検出面での半均規模は長軸 2m、短軸 1m、

深さO.9mを測る。すべて、形態・ 規模 ・長軸方向 (東西)に共通性が認められるが、逆茂木を持っと思

われるものとそうで、ないものに分けられる。逆茂木を持つものは 1号、 8号、 9号である。 その他のも

のについては検出されなかった。しかし先述のような共通性があることから他のものにも逆茂木があっ

た可能性は否定できない。

9基の中には、 遺物を伴うものと、 まったくあるいはごく少数しか伴わないものとがある。特に調査

区東側丘陵頂部の集落域周辺では、 土坑検出面直上の遺物包合層には多くの遺物があるにもかかわらず、

遺物が入り込んでいるものとそうでないものとがあることは注目したい。造物が多く入り込んで、いる陥

穴状士坑は l号、 2号、 9号であり、あま り入り込んでいないものは3号、4号である。入り込んでい

ないものは逆茂木を検出することが出来なかった。 埋没時期、あるいは何らかの用途の違いを考えさせ

る資料である。

調査区中央に入り込む谷では谷頭を囲むように集中的に分布する。 その類似性と覆土の堆積状況、ま

た覆土に打越式土器が含まれるものがある ことから、すべて早期末葉をそ う下らない時期に位置づけら

れるものと思われる。

1号陥穴状土坑から 9号陥穴状土坑は集落周辺の調査区東側から西側への順序で番号をふった。 9号

陥穴状土坑は出土土器から若干時期が新しいことが予想されるため遺構番号を後ろにしたが、時期は他

の土坑や住居跡と大きく隔たりがあるものではないと考える。

(1) 1号陥穴状土抗(第57図 SF01) 

1号陥穴状土坑は調査区東側のG-022グリ ッドに位置し、丘陵頂部平坦面の東側に占地する。住居跡

のあるところからは南東に位置する。遺構検出面は標準土層 5・6層の混層で、標高は256.50mである。

平面形状は隅丸長方形を呈し、長軸1.87m、短軸O.85m、深さはO.90mを測る。覆土は12層に分層され、

1層から 8層はカワゴ平パ ミス包合層から1uI石スコリア包合層に、 9層以下は標準土層5・6層の混層

に相当する。底部には計5基の小さいピットが検出された。逆茂木を設置したものであったと思われる。

ピットは計8cm、深さ25cmを測る.

覆土中より出土した遺物は土器7点、石器9点、礁 2点であった。 土器3点、 石器 1点を図示する。

土器3点はと もに早期末葉に位置づけられる。石鍛は神津島恩馳島群の黒曜石製である。

(2) 2号陥穴状土坑(第57"'-'58図 SF04) 

2号陥穴状土坑は調査区東側のG-022グリッドに位置し、丘陵頂部平坦面の東側に占地する。住居跡

のあると ころからは南東に位置する。遺構検出面は標準土層 5・6層の混層で、 標高は257.60mで、ある。

平面形状は隅丸長方形を呈し、 長軸2.65m、短軸1.OOm、深さは1.15mを測る。覆土は4層に分層され、
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1号陥穴状土坑(SF01)
ト3
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|口
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ゐ

1 黄灰色土 (2 5Y4j1)少量の白色パミス、ゆ0.5-1mmの赤色スコリアを
微量に含む。

2 灰黄褐色土 (10YR4j2)微量の白色パミスを含む。

3 灰黄褐色土 (10YR4j2)2般に類似する。白色パミスを少量含む。

仙石スコリアが;盟じる。

4 8音灰黄色土 (25Y5j2) カワゴ平パミスを少量含む。

5 暗灰黄色土 (2.5Y5j2)微量の白色パミスを含む。
仙石スコリアが多量に混じる。

暗灰黄色土 (2.5Y5j2)赤色スコリアを少量含む。仙石スコリア層相当。

陪灰黄色土 (2.5Y5j2)仙石スコリアが混じる。

8 8音灰黄色土 (2.5Y5/2)7層に類似するが、 7層に比ベボソボソと

している。

9 灰賞褐色土 (10YR5j2)休場層が少量混じる。

10 黒褐色土 (10YR3j1)微量の赤色スコ リアを含む。休場層が少量混じる。

11 灰黄褐色土 (10YR5j2)炭化物が少量混じる。休場層が多量に混じる。

12 黒縄色土 (10YR3j1)炭化物が少量混じる.休場層が多量に混じる。

訴~子 勧の
部 S

護持'0
o 5cm 17925 17897 

2号陥穴状土坑(SF04)

日
間
可

言|回

I~ A 
257. 60m 

1 黄褐色土 (25Y5j4) ゆ1-2mmの赤色スコリア、

黒色スコリアを多量に含む。

2 明褐色主 (75YR5j6) φ1剛赤色スコリ アを
少量含む。休場層が混じる。

3 明褐色土 (75YR5j6) 2層に類似する。

多量の休場層が混じる。

4 明褐色土 (75YR5j6) 赤色スコ リアを少量含む。

微量の炭化物が混じる。
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第57図 陥穴状土坑(1)及び出土遺物
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第58図 2号陥穴状土坑出土遺物

1層は仙石スコリア包合層に、 3層以下は標準土層5・6層の混層に相当する。底部にピットは検出さ

れなかった。本遺構上には耕作による撹乱があり、南北の壁面を一部破壊している。 東西端に段がある

ような形状であるが、これは地山の崩落によるものであり、構築当初の形状ではないと考える。

覆土中より出土した造物は土器39点、石器23点、機4点であった。土器16点、石器2点を図示する。

土器はすべてが早期末葉に属すると思われる。石器2点のうち、 2468は黒曜石製の削器である。神津島思

馳島群。 2251はチャー ト製の使用痕のある剥片である。

(3) 3号陥穴状土坑(第59図 SF02) 

3号陥穴状土坑は調査区東側のF-021グリッ ドに位置し、丘陵頂部平坦面の東側に占地する。住居跡の

あるところからは南東に位置する。遺構検出面は標準土居 5・6層の混屑で、標高は257.00mである。

平面形状は長方形を呈し、長軸l.91m、短軸0.85m、深さはl.75mを測る。本遺跡の中では陥穴状土坑

としてはもっとも深いものである。覆土は6層に分層され、 1屑、 2屈は仙石スコリ ア包合層に、 3層

以下は標準土層 5・6層の混層に相当する。底部にピッ トは検出されなかった。

覆土中より出土した遺物は土器2点、石器1点であった。土器1点、石器1点を図示する。

土器は早期末葉に属するものである。 3986は黒曜石製の模形石器である。神津島恩馳島群。

(4) 4号陥穴状土坑(第59図 SF03) 

4号陥穴状土坑は調査区東側のI-023グリッドに位置し、丘陵頂部平坦面の東側に占地する。住居跡の

あるところからは北に位置し、 3号住居跡、 7号住居跡北側に隣接する。遺構検出面は標準土層 5・6

層の混層で、標高は257，60mで、ある。平面形状は長方形を呈し、長軸2，10m、短軸0，70m、深さは0.92m

を測る。覆土は2層に分層され、ともに仙石スコリア包合層に相当する点は他の土坑と様子を異にする。

底部にピッ トは検出されなかった。覆土中より出土した遺物は土器2点、石器 1点であった。 出土は覆

土の上層である。土器はいずれも無文、石器は黒曜石の微細な剥片であったため、図化しなかった。
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3号陥穴状土坑(SF02)

1 黄褐色土 (25Y5/4) o 1-2酬の赤色スコリア、

黒色スコリアを多量に含む。

2 黄縄色土 (2.5Y5/4) 1層に類似する。 φ1-2mmの赤色スコリアを

少量含む。炭化物が微量に混じる。

3 明褐色土 (75YR5/6) o 1冊の赤色スコ リアを少量含む。
炭化物が微量に混じる。

4 明褐色土 (7.5YR5/6) 3層に類似する。炭化物が少量混じる。

休場層が多量に混じる。

5 明褐色土(75YR5/6) 3庖に類似する。休場庖が多量に混じる。

6 明褐色土 (7.5YR5/6) ゆ11111lの赤色スコリアを少量含む。
炭化物が微量に混じる。

守
3985 

3986 

o 5cm 

4号陥穴状土坑(SF03) 同
町
一『

言

I~ 
257. 60m _A 

1 黄褐色土 (25Y5/4) ゆ1-21111lの赤色スコリア、

黒色スコリアを多量に含む。

黄縄色土 (2.5Y5/4)ゆ1-2mmの赤色スコリアを

少量含む。 仙石スコ リア層相当。

A 
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257. OOm 
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。
第59図 陥穴状土坑(2)及び出土遺物
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第 5章縄文時代早期の遺構と遺物

本遺構検出位置上層の遺物包含層には多くの土器片や剥片を中心とした石器が出土している。しかし、

覆土にはほとんど遺物が合まれていないことから他との埋没過程の違いを予想させる。

(5) 5号陥穴状土坑 (第60図 SF24) 

5号陥穴状土坑は調査区中央F-013グリッドに位置し、埋没谷東側に占地する。 6号陥穴状土坑 (SF25)

と南北並行して設置されている。 遺構検出面は漸移層で、標高は253.20mで、ある。平面形状は隅丸長方形

を量し、長軸2.21m、短軸1.05m、深さは1.10mを測る。覆土は8層に分層され、 1層は仙石スコリア包

含層に、 2層および4層以下は標準土層 5・6層の混層に相当する。底部にピットは検出されなかった。

土坑より遺物は出土しなかった。6号陥穴状士坑と半面形状や大きさが類似し、立地も近接している。

(6) 6号陥穴状土坑(第60関 SF25) 

6号陥穴状土坑は調査区中央F-013グリッドに位置し、 埋没谷東側に占地する。 5号陥穴状土坑 (SF24)

と南北並行して設置されている。遺構検出面は漸移層で、 標高は253.60mである。平岡j形状は隅丸長方

形を呈し、長軸2.30m、短軸l.05m、深さは1.05mを測る。 覆土は8層に分層され、 1層は仙石スコ リ

ア包合層に、 2層以下は標準土層5・6層の混層に相当する。底部にピットは検出されなかった。遺物

は底部付近より礁が 1点出土した。5弓-陥穴状土坑と平面形状や大きさが類似し、 立地も近接している。

(7) 7号陥穴状土坑(第61図 SF26) 

7号陥穴状土坑は調査区中央付近G-010グリッドに位置し、埋没谷西側に占地する。 遺構検出面は漸

移層で、 標高は256.00mである。 平面形状は不整形な隅丸長方形を呈していたと推測される。 検出した

当初、北壁西側が崩落によると思われる張り 出した形のプランであり、東側についてははっき りと確認

することが出来なかった。そのために半裁の設定を誤り、壁面を壊してしまった。 長軸は推定1.90m、

短軸1.10m、深さはO.70mを測る O 覆土は4層に分層され、 1層はカワゴ平パ ミス包含層に、2層は仙

石スコリア包合層に、 3層以下は標準土層5・6層の混層に相当する。底部にピットは検出されなかった。

遺物は出土しなかった。

(8) 8号陥穴状土坑 (第61図 SF27) 

8号陥穴状土坑は調査区中央付近G-013グリ ッドに位置し、埋没谷頭東側に占地する。 遺構検出面は

漸移層で、標高は254.00mで、ある。平面形状は隅丸長方形を呈し、長軸2.10m、短軸l.02m、深さは1.25m

を測る。覆土は5層に分層され、 1層はカワゴ平パミ ス包含層に、 2)酉は仙石スコ リア包合層に、 3層

以下は標準土層 5・6居の混層に相当する。底部には計9基の小さいピットが検出された。逆茂木を設

置したものであったと思われる。 ピットは径 4cm、深さ40cmを測る。

泣物は貝殻腹縁文土器 1点が覆土中上層より 出土した。

(9) 9号陥穴状土坑 (第62図 SF23) 

9号陥穴状士坑は調査区東側のG-021グリッ ドに位置し、丘陵頂部平坦面の東側に占地する。住居跡

のある ところからは南東に位置する。遺構検出面は漸移層で、標高は257.10mである。平面形状は隅丸

長方形を呈し、長軸1.94m、短軸1.03m、深さはO.80mを測る。覆土は7層に分層され、 l層はカワゴ

平パミス包合層に、 2層は仙石スコリア包含層に、3層以下は標準土層 5・6層の混層に相当する。底

部には4基のピットが検出された。 径12cm、深さ28cmを測る。

覆土中より出土した遺物は土器8点、石器9点、1諜7点であった。 土器 8点、石器4点を図示する。
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5号陥穴状土坑(SF24)

253. 20m土
1 t竜褐色土 (2.5Y5/4)少量の白色パミス、ゆ11酬の赤色

スコリアを多量に含む。

2 晴灰黄色土 (2.5Y5/2)微量の白色パミスを含む。
炭化物が少量混じる。

3 明貧褐色土 (25Y7 /6)休場層のブロック。

4 暗灰黄色土 (25Y5/2) 2局に類似する。
休得層が多量に混じる。

5 黄縄色土 (2 5Y5/4) 炭化物が少量混じる。
休犠層が多量に混じる。

灰賀縄色ヰ (10YR5/2)休場膚が混じる。

明資褐色土 (25Y7 /6) ゆ11T1T1の赤色スコリアを少量含む。

休場層が多量に混じる。
8 黄褐色土 (2 5Y5/4) 休場層が混ざり、ポソボソと している。

6号陥穴状土坑(SF25)

よ
伽
伽

ロ
ヘ
ヘ

ト
北
東

十

同
町
一
山
由
。
ョ
」
山
「

ミミ
253. 60mム

1 黄褐色土 (2 5Y5/3) 少量の白色パミスを含む。
微量の炭化物が混じる。

2 a:音灰黄色土 (25Y4/2) ゆ1酬の赤色スコリアを少量含む。
微量の炭化物が，毘じる。

3 明賞褐色土 (25Y6/6)φ1胴の赤色スコリアを少量含む。
体iI層が多量に混じる崩落土。

暗灰賞色土 (25Y4/2) o 11T1T1の赤色スコリアを少量含む。

明黄褐色土 (2.5Y6/6) 3層に類似する。
炭化物が少量混じる。崩落土。

暗灰黄色土 (25Y4/2) 炭化物が少量混じる。

明黄褐色土 (2.5Y6/6) 3層に頼似する。崩落土。

自 明黄褐色土 (2.5Y6/6) 3層に類似するが、しまり弱〈、
ボソボソとしている。崩落土。

M
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F-13より
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第60図陥穴状土坑(3)
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フ号陥穴状土坑(SF26)

言

ミミ
1 浅黄色土 (2.5Y7/4)白色パミス、ゆO.5mmの

赤色スコリアを少量含む。

2 にぶい黄色土 (2 5Y6/4) 11曹に類似する。白色パミス、
ゆO.5mmの赤色スコリ アを
ごく少量含む.

3 灰賞褐色土 (10YR4/2)ゆ0.5聞の赤色スコリアを
少量含む.微量の炭化物が
，毘じる.

4 Iこぶい費褐色土 (10YR4/3)3層に類似する。

休場廓が少量混じる。

8号陥穴状土坑(SF27)
32 

喜|四

1 浅黄色土 (25Y7/4) 白色パミス、 ゆO.5mmの

赤色スコリアを少量含む。

2 にぶい黄色土 (2 5Y6/4) 1陪に類似する。白色パミス、
ゆO.5mmの赤色スコリアを
ごく少盆含む。

3 灰黄褐色土 (10YR4/2) ゆ0.5剛の赤色スコリアを
少量含む。徴klの炭化物が
;星じる。

4 にぶい黄褐色土 (10YR4/3)3A)に類似する。 暗褐色土に

休場陪が少量~;毘 じ る.
5 黄纏色土 (1 OYR7/8)休場暦が多量に混じる。

電 fi
at湾人 Il 

何め震f μ 18452 

o 5cm 

第 5章 縄文時代早期の遺構と遺物
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第61図 陥穴状土坑(4)及び出土遺物
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9号陥穴状土坑(SF23)

MS
4
S
い

257. 1伽一主
糞灰色土 (2 5Y4/1) 少量の白色パミス、微量のゆO.5--1mmの

赤色スコ リアを含む。

2 灰貧褐色土 (10YR4/2) 微量の白色パミスを含む。
炭化物が少量混じる。

3 暗灰黄色土 (2.5Y5/2) 微量の1>05聞の赤色スコリアを含む。
微量の炭化物が混じる。

明赤褐色土 (2.5YR5/8)ゆ5-1Ommの黒色スコリアを多量に含む。

暗灰黄色土 (25Y5/2) 休場層が混じる崩落土.

暗灰黄色土 (2.5Y5/2) 5暦に類似する。多量の休場届が

混じる蹴落土。

灰貴縄色土 (10YR4/2) 休唱膚が多量に;毘じる崩落土。

畿日 d d 
ー.、巴可1:....... 一 会 A 

総勢ミ rl
¥ふの令 ¥ I 

‘i.t~ U 

17861 

トd
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、吋
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|田 / 

A' 

A' 

4警き£ 日
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1<モ

。 2m 

で宗主 同
17833 17922 

pもJ主そLへえ2一PLJハ日円 1792:志替す議1179げL「2it 9 

客三年i

17834 

。 5cm 

時
17930 

17868 

第62図 陥穴状土坑(5)及び出土遺物

o 5cm 
ト一一一一一←一一一一一→

土器はすべて、 早期末葉に帰属する と思われるが、 17929は第E群A類4種神之木台式土器である。横

位に断面かまぼこ状の隆帯が貼付されており、その下部に員殻条痕文が斜位に施されている。神之木台

式の検出は本遺跡では稀少である。 17858、17931などの打越式土器と共伴し、注目される。

石器は、削器が3点出土している。 17828は細粒安山岩製、 17840はガラス質黒色安山岩製、17868は輝

石安山岩製である。また、 17930はガラス質黒色安山岩製の剥片であるが、G-022グリッ ド遺物包含層出

土の打製石斧(遺物番号7987) と接合した。
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4園土坑・小穴

調査区全域において用途不明の土坑 ・小穴が19基検出された。ここでは集落の存在した調査区東側か

ら、また比較的小さいものから並べて図示した。遺物を伴うものは少ない。 遺物が少ないため、正確な

時期はわからないが、 覆土は多くが標準土層 5・6層の混層であることから縄文時代早期末葉として大

きく 隔たりがないと考える。なお検出面が休場層上層のものもあるが、本来の掘り込み面は他の遺構と

同じように標準土層5・6層の混層中にあったと考えられる。

第24表 土坑・小穴一覧

遺構番号 検出層位 長径(m) 短径(m) 深さ (m) +甫 考 (出土遺物他)

I号土坑 YLU層 0.76 0.36 0.45 土器4点(illA3f)、石器2点(剥片)、礁2点

2号土坑 Znl冒 1.00 0.95 0.25 土器2点(illA1c)、石器12点(剥片)、藤1点。1号住居跡に隣接する。

3号土坑 AN~FB層 1.04 1.01 0.25 

4号土坑 AN~FB層 0.97 0.72 0.70 

5号土坑 YLU層 (0.98) 0.90 0.38 一部ァス トピットにかかる。

6号土坑 Zn腐 0.89 0.66 0.17 

l号小穴 Y工U届 0.20 0.20 0.23 

2号小穴 YLU府 0.18 0.15 0.49 

3号小穴 Y工U脳 0.19 0.15 0.20 

4号小穴 YLU届 0.23 0.20 0.20 

5号小穴 | YLUR可 0.23 0.20 0.35 

6号小穴 Y工UWi 0.21 0.18 0.20 

7号小穴 Y工UI¥!i 0.23 0.21 0.20 

8号小穴 ZnliTI 0.48 0.40 0.35 

9号小穴 Y工U応 0.43 0.37 0.41 

10号小穴 YLU居 0.35 0.35 0.38 土器1点(illA1c)

11号小穴 Znm 0.31 0.27 0.30 

12号小穴 Znl窃 0.35 0.35 0.24 

13号小穴 Zn胞 I 0 . 45 I 0 . 42 I 0 . 32 

1号土坑(SF20) 2号土坑(SF08)
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A A' 点 |:常 」

勿務教
1 褐灰色土 (10YR4/1)休場賠が混じる。

2 灰黄褐色土 (10YR5/2)休場庖が多量に混じる。

3 灰貧褐色土 (10YR5/2)2mに類似する。q， Is1Tlの赤色スコ リアを少量含む。

4 灰貧褐色土 (10YR4/2)休場廊がiiじる。

鳳褐色土 (5YR2/2)炭化物が少量混じる。休場暦が多量に混じる。

黒褐色土 (5YR2/2)休場用が多量に;宜じる。

。
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第63図 土坑(1)及び出土遺物
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4号土坑(SF29)3号土坑(SF28)

A' 

九11より
北へ6m

l∞ 

A 

同
町
己
口
事
同

さで
.K 

ド刃

メ
lトliより

北へ2m

)l_ 

吉
田
c
ド

、ち A' 257.20仏

み~三....____，と~
川タ~.

にぷい黄褐色土 (10YR5/4) ゆ2mmの黒色スコ リア、 O05mmの赤色スコリア、

白色パミスを多量に含む。

灰黄褐色土 (10YR4/2) ゆ0.2-0.5mmの赤色スコ リアを微量に含む。

にぶい賞褐色土 (10YR5/4) ゆ0.5酬の赤色スコリアを多量に含む。崩落土。

漸移層相当。

.K 

同
257.60mム

φ11酬の赤色スコリアを少量含む。

φlmmの赤色スコリアを少量含む。

微量の白色パミスを含む。

(10YR3/3) ゆlmmの赤色スコリアを少量含む。

(7. 5YR3/4)漸移層相当の崩落土。

(10YR3/3) φ11酬の赤色スコリアを多量に含む。

(7.5YR3/4)微量の炭化物が混じる。 漸移屠相当の崩落土。

(7 5YR3/4)微量の焼土粒、少量の炭化物が混じる。
満移層相当の崩落土。

暗灰賞縄色土 (25Y4/2) 

黄褐色土 (2.5Y5/4) 

暗褐色土

踏褐色土

暗縄色土

6 暗褐色土

7 暗褐色土

¥ 
附
加
知

ι
ヘ
ヘ

ト
北
束
、

X

6号土坑(SF31) 
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D
ヨ
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北へ1m

十東へ4m
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同
四
↓
∞
ロ
ヨ
」
山
l

A' A 
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ミミ
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|回

A' 

万 易 問
σ5YR4/6)φb聞の纏色スコリアを少量含む。

休場膚が混己る。

暗縄色土 (10YR3/3) ゆIOmmの県色スコリア、 ゆ2-5mmの
権色スコリアを含む。
休場層スコリア1層以下の土が混じる。

褐色土

微弱ぢ
。

(2 5Y4/2) 骨lmmの赤色スコリアを少量含む。

(2.5Y5/4)骨lmmの赤色スコリアを少量、微量の
白色パミスを含む。

3 暗褐色土 (10YR3/3) 世lmmの赤色スコリアを少量含む。

4 にぶい黄褐色土 (10YR5/4)地山崩落土。漸移層に相当する。

1 自音灰黄色土

2 黄褐色土

坑(2)土

り
ん

n
u
d
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1号小穴(SF14)

日
間
品
目
白
ヨ

日22より
北へ6m
東へ3m

十

YJ14 
空写

1黄縄色土 (2.5Y5/4)
休場層が少量混じる。

2黒褐色土 (2.5Y3/2)
休1晶膚が混じる。

4号小穴 (SFi7) 

同
町
田
口
口
主

ミJJ今i

き男
1賀縄色土 (25Y5/4) 

休場照が少量混じる。

2鳳褐色土 (2.5Y3/2)
休場用が混じる。

7号小穴(SF22)

日
間
叶

ω
Dヨ

ぉ744
秀男/

第 5~ 縄文時代早期の遺構と遺物

2号小穴(SF15) 3号小穴 (SF16)

G-22より

同町田
北東へへ59mm ーf-

北へ m

富 十 雪

|∞|田

ミ ムO K

1'" 回

ミミ __I\_ ~ K 
|司 I~ |司 1'"

256.5伽ム A 256.40m _A. A' 

z 被/
1黄褐色土 (2.5Y5/4) 1 貧縄色土 (2.5Y5/4)

休場膚が少量混じる。 休場居が少量混じる。

t 北へ4m
東へ3m

G-21より 川

東へ3m十 U 

1灰貧褐色土 (10YR5/2)

微量の炭化物が混じる。

休場庖が多量に1mじる。

2灰貴徳色土 (10YR4/2)

休場層が少量1mじる.

3暗掲色土 (10YR3/3) 
ゆ1mmの赤色スコリアを微量に含む。

微量の炭化物が混じる。

休場陪が少量混じる.

5号小穴(SF18)

H-23より
北へ4m

g 東へ2m十
由
{
)
ヨ

まく:ム十
~ 

1貧褐色土 (25Y5/4) 

φ1mmの赤色スコ リアを少量含む。

炭化物が少量，里じる。

休場用が少量混じる。

6号小穴 (SF19)

~-23よ

努
1貧褐色土 (2.5Y5/4)

ゆ1酬の赤色スコリアを少量含む。

炭化物が少量E混じる。

休場用が少量，毘じる。

m
d
hA一級

叩
ぷ

i
l川
ハ
U

卜+ーーに一

ー

r
h
m

1褐灰色土 (10YR5/1)
炭化物が少量混じる。

休場陪が;毘じる。
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第 5章 縄文時代早期の遺構と遺物

5.集石遺構(第67'"'-'72図)

集石遺構は計14基検出された。調査区東側丘陵部ならびに中央谷頭に占地している。 集石遺構の使用

方法については民族事例などから石蒸し料理に利用されたと考えられており、具体的な使用方法につい

ても多くの文献で紹介がなされている(笹原千賀子2000、笹原芳郎2004)。

集石遺構については谷口康浩氏により形態を基準とした分類がなされている (谷口1986)。その分類に

おおむね従うと、 第 1類は明確な掘り込みの中にi擦が集中するもの、第2類は掘り込みの上面に礁が平

面的に集中するもの、第3類は地面をほとんど掘り込まない、ないしごく緩やかな窪地や斜面に礁が集

中するもの、第4類は直径4'"'-'5mの範囲内に1擦が周辺に比較してまとまって出土するものの4つに分

類されている。

本遺跡にあてはめると第 1類に該当するものはないが、 第2類に分類されるものは14号、第3類は3、

4、5、6号が当てはまろう。これらに該当しないものは第4類ということになる。検出地点から見る

と、 第3類集石遺構は調査区ほぽ中央にある埋没谷頭付近に4基の内 3基が集中している。また検出国

はいずれも標準土層第5層の暗褐色土層 (AN'"'-'KU相当層)である。第4類に該当するものは調査区西

側丘陵頂部では暗褐色士層、調査区東側集落域付近では標準土層第6層の黒褐色士層 (FB相当層)から

漸移層にかけてであり 、形態と立地により 時期が異なる可能性がある。しかし、 1号は撚糸文の土器を

共伴したことから古い時期のものであると思われるが、その他多くの遺構付近からは打越式段階の土器

が出土しており、多くの遺構は早期末葉に帰属時期を認定できょう。

また、使用されている礁の大きさでみると400g以下を小磯、 400g台'"'-'600g台を中様、700g以上を

大牒と便宜上区分すると、小磯は6、7、10、11、13号、中礁は4、5、 8、9号、大礁は3、12、14

号となる。中1擦を主体とする集石遺構には共通性は見出せないが、小礁のもののうち 6、 7、13号が住

居跡覆土の上に廃棄されたような散漫な集中で存在し、その近くには大礁の12、14号がある。礁の使用

方法として加熱することを考えると、礁が小さいと加熱しても大きいものに比べて冷却しやすく、また

加熱後の礁の取り出しが煩雑になる ことなど必ずしも利用に適していなし、。しかし小礁の6、7、13号

のみならず10、11号のいずれも完形の赤化礁が主体を占める。つま りは河原で採取してきたときから小

さい礁を主体的に選択している ことになる。大きい礁を加熱した際に熱破砕を起こして生じた小さい礁

ではないのである。小礁のものと大礁のものが集落域においてのみ言えば別々の用途に使われていたか、

もし くはそれぞれを組み合わせた形で使用されていたものである可能性があることをここで指摘してお

く。

なお各説明文中に出てく る数値であるが、磯点数横( )内は総点数に占める割合、接合率とは総点

数のうち接合した点数の割合を示す。

(1) 1号集石遺構(第68図 SY13) 

1号集石遺構は調査区西側のG-009グリッドに位置し、丘陵頂部平坦面の東側に占地する。 検出面は

黒褐色土層から漸移層にかけてである。 34点の輝石安山岩礁からなり、亜角の{擦を主に構成されている。

礁は広範囲に分散しており、 内24点の離が受熱と思われるよ うな赤化をしていた。 赤化膿出現率は70.6%

である。周囲には若干の炭化物が見られたが本遺構に伴うものであるかど うかはわからなかった。

本遺構に共伴する遺物としては土器 1点、 石器1点が出土した。 18809は第 I群A類撚糸文土器である。

Rの撚糸を縦方向に施文している。 19055は輝石安山岩の磨石である。伴う遺物から本遺構の時期は早期

前葉と考えられる。
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第5:et縄文時代早期の遺構と遺物

第25表 1号集石遺構(SY13)

;伝 材 非赤化 赤 イヒ 計 害リ ~ 、

An(py) 10 24 34 100.0 

計 10 24 34 

比 率 29.4 70.6 100.0 

(2) 2号集石遺構(第68図 SY14) 

2号集石遺構は調査区西側G-008グリッドに位置し、丘陵頂部平坦面の東側に占地する。検出面は暗

褐色土層である。 9点の輝石安山岩疎からなり、亜角の礁を主に構成されている。

1擦は分散しており、内7点のJ擦が受熱と思われる ような赤化をしていた。赤化磯出現率は77.8%であ

る。 周囲には若干の炭化物が見られたが本遺構に伴うものであるかどうかはわからなかった。

本遺構は5号焼土跡の下よ り検出されたことから 5号焼土跡より古い遺構である。

第26表 2号集石遺構(SY14)

石 材 非赤化 | 赤 イヒ 計ー 害リ i口k | 接合点数

An(py) 2 7 9 100.0 。
計 2 7 9 

比 率 22.2 77.8 100.0 

(3) 3号集石遺構(第69図 SY12) 

3号集石遺構は調査区中央G-012グリッドに位置し、 埋没谷頭部付近に占地する。検出面は暗褐色士

層である。 99点の礁からなり、 亜角離が多い。輝石安山岩43点 (43.4%)、多孔質安山岩17点 (17.2%)、

玄武岩20点 (20.2%)、多孔質玄武岩16点 (16.2%)、火山磯凝灰岩1点 (1.0%)、凝灰岩2点 (2.0%)

で構成されている。機1点あたりの平均重量は940g、石材別には輝石安山岩675g、多孔質安山岩1，281g、

玄武岩952g、多孔質玄武岩1，441g、火山磯凝灰岩40g、凝灰岩60gである。比較的大振りの礁を多く

使用しており特に多孔質の安山岩と玄武岩が大きいことが際立つている。

遺構の中心と考えることが出来る磯集合とその周囲に分散する礁とで構成されている。土坑は検出さ

れなかった。 97点が受熱と思われるような赤化をしており赤化機出現率は98.0%と高い。割れ面が非赤

化のl擦は34点 (34.3%)、割れ面も赤化していた礁は22点 (22.2%)であり、また接合率は34.3%で、あっ

た。周囲に炭化物はあまりなく、この場で火を焚いたとは考えられない。他の場所で加熱した礁を持ち

込んで使用したか、あるいは使用済みの礁をこの場に廃棄したと考える。

なお、遺構周辺より早期末葉と思われる土器が2点検出された。

第27表 3号集石遺構(SY12)

石 材 非赤化1凝 赤化完形1深
割れ面赤化・ 割れ面非赤化

害。 ilヨ、 接合点数
スス付着破損磯 破 損 理条

An(py) 2 8 12 2] 43 43.4 34 

VAn 8 3 6 17 17.2 接合率

Ba 9 6 5 20 20.2 34.3 

VBa 13 1 2 16 16.2 

LT 1 1 1.0 

Tu 2 2 2.0 

言十 2 41 22 34 99 100.0 

上ヒ 率 2.0 41.4 22.2 34.3 100.0 

(4) 4号集石遺構(第69図 SYll) 

4号集石遺構は調査区中央H-012グリッドに位置し、埋没谷頭部西側付近に占地する。 検出面は暗褐

色土層である。32点の礁からなり、亜角礁が多い。輝石安山岩13点 (40.6%)、多孔質安山岩2点 (6.3%に
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玄武岩14点 (43.8%)、多孔質玄武岩3点 (9.4%)で構成されている。 機 1点あたりの平均重量は428g、

石材別には輝石安山岩439g、多孔質安山岩260g、玄武岩452g、多孔質玄武岩377gである。1，000gを

越えるような大きな礁はあまりない。

遺構の中心と考えることが出来る棟集合とその周囲に分散する陳とで構成されている。士坑は検出さ

れなかった。 31点が受熱と思われるような赤化をしており、赤化膿出現率は96.9%と高い。 割れ面の非

赤化の礁は11点 (34.4%)、割れ面も赤化していた礁は9点 (28.1%)であり、また接合率は15.6%であ

った。周囲に炭化物は散見する程度で少なく、この場で火を焚いたとは考えられない。他の場所で加熱

した離を持ち込んで使用したか、 あるいは使用済みの礁をこの場に廃棄したと考える。

第28表 4号集石遺構(SY11)

割れ面赤化 ・ 割れ面非赤化
石 材 非赤化!燦 赤化完形磯

スス付着破損磯|破 損 器提
言十 害リ E口L 接合点数 | 

An(py) 1 3 l 8 13 40.6 5 

VAn 1 1 L η 6.3 接合率|

Ba 5 7 2 14 43.8 15.6 

VBa 2 1 3 9.4 

計 1 11 9 11 32 100.0 

比 率 3.1 34.4 28.1 34.4 100.0 

(5) 5号集石遺構(第70図 SY10) 

5号集石遺構は調査区中央H-012グリッドに位置し、 埋没谷頭部西側付近に占地する。検出面は黒褐

色土層である。 54点の礁からなり、亜角礁が多い。輝石安山岩21点 (38.9%)、多孔質安山岩11点 (20.4%)、

玄武岩11点 (20.4%)、 多孔質玄武岩11点 (20.4%)で構成されている。様1点あたりの平均重量は457g、

石材別には輝石安山岩523g、多孔質安山岩305g、玄武岩470g、多孔質玄武岩471gである。1，000gを

越えるような大きな礁は少ない。

礁は比較的まとまって検出されている。士坑は検出されなかった。全てのl擦が受熱と思われるような

赤化をしていた。割れ面の非赤化の礁は23点 (42.6%)、割れ面も赤化していた礁は18点 (33.3%)であ

り、また接合率は22.2%であった。周囲に炭化物はほとんどなく、この場で火を焚いたとは考えられな

い。他の場所で加熱した礁を持ち込んで使用したか、 使用済みの礁をこの場に廃棄したと考える。

第29表5号集石遺構(SY10)

石 キオ 非赤化磯 赤化完形l際 割れ面赤化際・||割れ面非赤化
スス付着破損 破 損 磯

言十 害リ 主E込I 接合点数

An(py) 6 7 8 21 38.9 12 

VAn 2 6 3 11 20.4 接合率

Ba 3 3 5 11 20.4 22.2 

VBa 2 2 7 11 20.4 

言十 。 13 18 23 54 100.0 

比 率 0.0 24.1 33.3 42.6 100.0 

(6) 6号集石遺構(第70図 SY06) 

6号集石遺構は調査区東側H-023グリッドに位置し、丘陵頂部集落域内に占地する。検出面は暗褐色

土層で、 4号住居跡の検出面の0.2"'O.3m直上に位置する。 30点の礁からなり、亜角礁が多い。輝石安

山岩5点 (16.7%)、多孔質安山岩1点 (3.3%)、玄武岩5点(16.7%)、多孔質玄武岩19点 (60.0%)

で構成されている。 磯 1点あたりの平均重量は248g、石材別には輝石安山岩130g、多孔質安山岩900g、

玄武岩208g、多孔質玄武岩255gである。1，000gを越えるような大きな礁はなく、小さい礁の集合であ

る。
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玄武岩14点 (43.8%)、多孔質玄武岩3点 (9.4%)で構成されている。 機 1点あたりの平均重量は428g、

石材別には輝石安山岩439g、多孔質安山岩260g、玄武岩452g、多孔質玄武岩377gである。1，000gを

越えるような大きな礁はあまりない。

遺構の中心と考えることが出来る棟集合とその周囲に分散する陳とで構成されている。士坑は検出さ

れなかった。 31点が受熱と思われるような赤化をしており、赤化膿出現率は96.9%と高い。 割れ面の非

赤化の礁は11点 (34.4%)、割れ面も赤化していた礁は9点 (28.1%)であり、また接合率は15.6%であ

った。周囲に炭化物は散見する程度で少なく、この場で火を焚いたとは考えられない。他の場所で加熱

した離を持ち込んで使用したか、 あるいは使用済みの礁をこの場に廃棄したと考える。

第28表 4号集石遺構(SY11)

割れ面赤化 ・ 割れ面非赤化
石 材 非赤化!燦 赤化完形磯

スス付着破損磯|破 損 器提
言十 害リ E口L 接合点数 | 

An(py) 1 3 l 8 13 40.6 5 

VAn 1 1 L η 6.3 接合率|

Ba 5 7 2 14 43.8 15.6 

VBa 2 1 3 9.4 

計 1 11 9 11 32 100.0 

比 率 3.1 34.4 28.1 34.4 100.0 

(5) 5号集石遺構(第70図 SY10) 

5号集石遺構は調査区中央H-012グリッドに位置し、 埋没谷頭部西側付近に占地する。検出面は黒褐

色土層である。 54点の礁からなり、亜角礁が多い。輝石安山岩21点 (38.9%)、多孔質安山岩11点 (20.4%)、

玄武岩11点 (20.4%)、 多孔質玄武岩11点 (20.4%)で構成されている。様1点あたりの平均重量は457g、

石材別には輝石安山岩523g、多孔質安山岩305g、玄武岩470g、多孔質玄武岩471gである。1，000gを

越えるような大きな礁は少ない。

礁は比較的まとまって検出されている。士坑は検出されなかった。全てのl擦が受熱と思われるような

赤化をしていた。割れ面の非赤化の礁は23点 (42.6%)、割れ面も赤化していた礁は18点 (33.3%)であ

り、また接合率は22.2%であった。周囲に炭化物はほとんどなく、この場で火を焚いたとは考えられな

い。他の場所で加熱した礁を持ち込んで使用したか、 使用済みの礁をこの場に廃棄したと考える。

第29表5号集石遺構(SY10)

石 キオ 非赤化磯 赤化完形l際 割れ面赤化際・||割れ面非赤化
スス付着破損 破 損 磯

言十 害リ 主E込I 接合点数

An(py) 6 7 8 21 38.9 12 

VAn 2 6 3 11 20.4 接合率

Ba 3 3 5 11 20.4 22.2 

VBa 2 2 7 11 20.4 

言十 。 13 18 23 54 100.0 

比 率 0.0 24.1 33.3 42.6 100.0 

(6) 6号集石遺構(第70図 SY06) 

6号集石遺構は調査区東側H-023グリッドに位置し、丘陵頂部集落域内に占地する。検出面は暗褐色

土層で、 4号住居跡の検出面の0.2"'O.3m直上に位置する。 30点の礁からなり、亜角礁が多い。輝石安

山岩5点 (16.7%)、多孔質安山岩1点 (3.3%)、玄武岩5点(16.7%)、多孔質玄武岩19点 (60.0%)

で構成されている。 磯 1点あたりの平均重量は248g、石材別には輝石安山岩130g、多孔質安山岩900g、

玄武岩208g、多孔質玄武岩255gである。1，000gを越えるような大きな礁はなく、小さい礁の集合であ

る。
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1擦は比較的ま とまって検出されている。土坑は検出されなかった。 1点を除いてほか全ての礁が受熱

と思われるような赤化をしていた (96.6%)。割れ面非赤化礁は2点 (6.7%)割れ面も赤化していた礁

も2点 (6.7%)であり、完形礁が25点 (83.3%) とほとんどであったため接合率は低い(13.3%)。小

さい離を意図的に集め、加熱したということになろう。

周囲に炭化物はほとんどなく、この場で火を焚いたとは考えられない。他の場所で加熱した礁を持ち

込んで使用 したか、 あるいは使用済みの礁をこの場に廃棄したと考える。

共伴した土器は4点で早期末葉に帰属すると思われる。その うち、15253、15254は第E群A類3種 c

の土器で両者は接合し、さらに直下にある 4号住居跡内出土土器16596(第43図)、 付近の 1号竪穴状遺

構15745(第53図)と接合した。

第30表 6号集石遺構(SY06)

石 材 非赤化磯 |叩 赤化 割れ面非赤化
言十 割 正広コ〉、 接合点数|赤化完形磯 スス付着破損礁 破損際

An(py) 3 2 5 16.7 4 

VAn 1 1 3目3 接合率

Ba 5 5 16.7 13.3 

VBa 1 16 2 19 63.3 

計 1 25 2 2 30 100.0 

比 率 3.3 上 83・.3 6.7 6.7 100.0 

(7) 7号集石遺構(第70図 SY05) 

7号集石遺構は調査区東側H-022グリッドに位置し、丘陵頂部集落域内に占地する。 検出面は暗褐色

土層で、 6号住居跡検出面の約0.3m上に一部重なるように位置する。本遺構にかかわる新旧関係につい

ては13号集石遺構を参照していただきたい。 4点の礁からなり、全て亜角様である。輝石安山岩1点 (25.0%)、

玄武岩3点 (75.0%)で構成されている。磯1点あたりの平均重量は232g、石材別には輝石安山岩180g、

玄武岩250gである。 320g '" 180 gの小さい礁の集合である。土坑は検出されなかった。

全ての{擦が受熱と思われるような赤化をしていた。 周囲に炭化物や焼土粒子が少し見られるが、この

場で火を焚いたとは考えられない。他の場所で加熱した礁を持ち込んで使用 したか、あるいは使用済み

の礁をこの場に廃棄したと考える。

共伴した土器は 1点であった。 5572は第E群A類3種 a条痕文土器である。格子状の条痕が施されて

いる。本遺構付近の下層にある 6号住居跡覆土上層出土土器16159(第50凶)に似る。

第31表 7号集石遺構(SY05)

石 材 非赤化1凝 赤化完形磯
害IJれ面赤化・ 割れ面非赤化

計 書リ ム'"、 接合点数
スス付着倣損磯 f政 損 話集

An(py) l 1 25.0 2 

Ba 1 2 3 75.0 接 合率

計 。 2 。 2 4 100.0 50.0 

上ヒ 率 0.0 50.0 0.0 50.0 100.0 

(8) 8号集石遺構(第70図 SY04) 

8号集石遺構は調査区東側H-021グリ ッドに位置し、丘陵頂部集落域より西側平坦部に占地する。検

出面は黒褐色土層である。 13点の礁からなり、亜角礁が多い。輝石安山岩3点 (23.1%)、 玄武岩8点 (61.5%)、

多孔質玄武岩2点 (15.4%)で構成されている。 1諜1点あたりの平均重量は469g、石材別には輝石安山

岩350g、玄武岩556g、多孔質玄武岩300gである。2，000gを越える大きな礁を合むが、他は中~小礁

の集合である。

礁は比較的まとまって検出されている。土坑は検出されなかった。 1点を除いてほか全ての礁が受熱
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と思われるような赤化をしていた (92.3%)。割れ面も赤化していた礁はなく、 また完形牒が1点と少な

い。破損離は全て破損面が赤化しておらず、その内 3点が接合した。接合率は23.1%である。周囲に炭

化物はほとんどなく、この場で火を焚いたとは考えられない。他の場所で加熱した礁を持ち込んで、使用

したか、あるいは使用済みの礁をこの場に廃棄したと考える。

石器が1点共伴した。10969は多孔質玄武岩の磨石である。 黒いターノレ状のものがこびりついており、

磨石としての使用後に集石の礁に転用されたものと考える。

第32表 8号集石遺構(SY04)

正ヨ会 材 非赤化磯 |赤化完形1穣 割れ面赤化 ・ 割れ面非赤化
青ト 害リ ム仁コ、 接合点数

スス付着破損際 破 損 際

An(py) 1 2 3 23.1 3 

Ba 8 8 6l.5 接 合 率

VBa l l 2 15.4 23.1 

計 l 1 。 11 13 100.0 

比 率 I 7.7 7.7 0.0 84.6 100.0 

(9) 9号集石遺構(第70図 SY01) 

9号集石遺構は調査区東側1-021グリッドに位置し、丘陵頂部集落域の西側平坦部に占地する。検出面

は黒褐色土層で、 11号集石遺構SY03の北東に位置する。 9点の礁からなり、 亜角{擦が多い。輝石安山岩

5点 (56.6%)、玄武岩 1点 (11.1%)、多孔質玄武岩3点 (33.3%)で構成されている。 磯 1点あたり

の平均重量は494g、石材別には輝石安山岩610g、玄武岩110g、多孔質玄武岩430gである。 1，000gを

越えるよ うな大きな礁はなく、中~小礁の集合である。

陳は比較的まとまって検出されている。土坑は検出されなかった。全ての礁が受熱と思われるような

赤化をしていた。 割れ面が非赤化の礁は4点 (44.4%)、割れ面も赤化していた礁は3点 (33.3%)であ

り、 また完形f擦が2点 (22.2%)であった。接合率は22.2%と低い。周囲に炭化物はほとんどなく、こ

の場で火を焚いたとは考えられない。 他の場所で加熱した1擦を持ち込んで使用 したか、あるいは使用済

みの礁をこの場に廃棄したと考える。

第33表 9号集石遺構(SY01)

石 材 | 非赤化機 |赤化完形際
割れ面赤化 ・ 割れ面非赤化

言十 書リ i口λ 接合点数
スス付着破損際 破 損 車襲

An(py) 2 3 5 55.6 2 

Ba 1 l 11.1 接合率

VBa 2 l 3 33.3 22.2 

言十 。 2 3、 4 9 100.0 

上七 率 0.0 22.2 33.3 44.4 100.0 

川)10号集石遺構(第70図 SY02) 

10号集石遺構は調査区東側H-022グリ ッドに位置し、丘陵頂部集落域の西側平坦部に占地する。検出

面は黒褐色土層で、 11号集石遺構SY03の東に位置する。 6点の礁からなり、円礁が多い。輝石安山岩 l

点 (16.7%)、玄武岩5点 (83.3%)で構成されている。際 1点あたりの平均重量は181g、石材別には

輝石安山岩220g、玄武岩210gである。 100g "-"200 g内の小さい礁が中心となっている。

1擦は散漫に検出されている。土坑は検出されなかった。 全ての1擦が受熱と思われるような赤化をしてい

た。割れ面も赤化していた礁は2点 (33.3%に また完形礁が4点 (66.7%)であった。破損礁は全て破損

面が赤化しておらず、その内 2点が接合したc 接合率は33.3%である。周囲には焼土粒子や炭化物が若干

見受けられるが、本遺構に伴うものであるかど うかは不明であり、この場で火を焚いたとは考えにくい。

他の場所で加熱したI擦を持ち込んで使用したか、 あるいは使用済みの礁をこの場に廃棄したと考える。
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石器が2点共伴した。 10963、10967は玄武岩の磨石である。 10963にはススのようなものが付着してお

り、磨石としての使用後に集石の礁に転用されたものと考える。

第34表 10号集石遺構(SY02)

石 材 非赤化1線 赤化完形機
割れ面赤化 ・ 割れ面非赤化

言十 l仁b3、 接合点数
スス付着破損磯 破 損 車集

An(py) 1 l 16.7 2 

Ba 3 2 5 83.3 接合率

言十 。 4 2 。 6 100.0 33.3 

比 率| 0.0 66.7 33.3 0.0 100.0 

(11) 11号集石遺構(第71図 SY03) 

11号集石遺構は調査区東側1-21グリッドに位置し、丘陵頂部集落域の商側平坦部に占地する。検出面

は黒褐色土層で、10号集石遺構SY01の西に位置する。 55点の礁からなり、亜角礁に亜門1擦が混ざる。輝

石安山岩17点 (30.9%)、多孔質安山岩3点 (5.5%)、玄武岩18点 (32.7%)、多孔質玄武岩17点 (30.9%)

で構成されている。 磯 1点あたりの平均重量は119g、石材別には輝石安山岩114g、多孔質安山岩147g、

玄武岩113g、多孔質玄武岩117gである。100g~200g 内の小さい礁が中心となっている。

礁は散漫に検出されている。士坑は検出されなかった。 1点を除いてほか全ての礁が受熱と思われる

ような赤化をしていた (98.2%)。赤化した完形離が30点 (54.5%)、破損礁のうち割れ面も赤化してい

た礁は10点 (18.2%)、破損面が非赤化の礁は14点 (25.5%)である。 4点が接合した。接合率は7.3%

である。周囲には焼土粒子や炭化物が若干見受けられるが、 本遺構に伴うものであるかどうかは不明で

あり、この場で火を焚いたとは考えにくい。 他の場所で加熱した礁を持ち込んで、使用したか、あるいは

使用済みの礁をこの場に廃棄したと考える。

共伴した遺物は早期末葉に帰属すると思われる土器2点と石器 1点である。 10916は中粒砂岩の敵石で

ある。

第35表 11号集石遺構(SY03)

石 材 非赤化機 |赤化完形磯
割れ面赤化・ 割れ面非赤化

言十 害リ l仁〉3、 接合点数
スス付着破損磯 破 損 躍襲

An(py) 7 7 3 17 30.9 4 

VAn 2 l 3 5.5 接合 率

Ba 10 2 6 18 32.7 7.3 

VBa 1 11 l 4 17 30.9 

計 30 10 14 55 100.0 

比 率 l.8 54.5 18.2 25.5 100.0 

(1~ 12号集石遺構(第71図 SY07) 

12号集石遺構は調査区東側H-022グリッ ドに位置し、丘陵頂部集落域内に占地する。検出面は黒褐色

土層で、環状に位置する集落域の中央部、 比較的遺物が少ない場所に位置する。40点、の礁からなり、並互

角礁が多い。輝石安山岩16点 (45.7%)、多孔質安山岩3点 (8.6%)、玄武岩5点 (14.3%)、多孔質玄

武岩10点 (28.6%)、火山磯凝灰岩1点 (2.9%)、その他5点で構成されている。 磯 l点あたりの平均重

量は881g、石材別には輝石安山岩1，032g、多孔質安山岩997g、玄武岩1，056g、多孔質玄武岩604g、

火山磯凝灰岩20gである。 大振りの礁で構成されている。

礁は径0.5mほどの環状に分布している。土坑は検出されなかったo 2点を除いてほか全ての礁が受熱と

思われるような赤化をしていた (94.3%)。赤化した完形礁が12点 (34.3%)、破損陳のうち割れ面も赤化

していた礁は3点 (8.6%)、破損面が非赤化の礁は18点 (51.4%)である。周囲には焼土粒子や炭化物が

若干見受けられるが、本遺構に伴うものであるかどうかは不明であり、この場で火を焚いたとは考えにく
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い。 他の場所で加熱した礁を持ち込んで使用したか、あるいは使用済みの礁をこの場に廃棄したと考える。

共伴した遺物は土器が2点である。 11641は第皿群A類 1種 c打越式土器である。口唇上は外削ぎに整

形され、箆状工具により刻み目が施されている。外面には山形の貝殻腹縁文が施されている。 11643は第

E群A類3種 f打越式土器あるいは並行期土器の無文胴部である。

第36表 12号集石遺構(SY07)

石 中止 非赤化際 赤化完形磯
割れ面赤化・ 割れ面非赤化

言十 害リ fi 接合点数
スス付着破損磯 破 損 E集

An(py) 6 2 8 16 45.7 1 

VAn l 2 3 8.6 接合率 |

Ba 1 1 3 5 14.3 2.9 

VBa 1 3 1 5 10 28.6 

LT 1 1 2.9 

言十 2 12 3 18 35 100.0 

比 率 5.7 34.3 8.6 5l.4 100.0 

(13) 13号集石遺構(第71図 SY09) 

13号集石遺構は調査区東側H-022グリッドに位置し、丘陵頂部集落域内に占地する。検出面は縄文層

の下部で、 6号住居跡覆土直上に位置する。 6号住居跡が使用されなく なり埋没していく過程の最終段

階で構築されたものである。 8点の礁からなり、 亜角1擦が多い。輝石安山岩7点 (87.5%)、玄武岩 1点

(12.5%)で構成されている。礁1点あたりの平均重量は263g、石材別には輝石安山岩284g、玄武岩

110gである。 940gの大き目の醗1点、その他は中~小礁で構成されている。

離は比較的集中している。土坑は検出されなかった。 全ての{擦が受熱と思われるような赤化をしてい

た。 赤化した完形礁が4点 (50.0%)、破損礁のうち割れ面も赤化していた礁は 1点 (12.5%)、破損面

が非赤化の礁は3点 (37.5%)である。 1点が6号住居跡覆土中出土の礁と接合した。接合率は15.9%

である。周囲には焼土粒や炭化物が多く見受けられる。本遺構北側に 5号住居跡とその覆土直上検出の

2号焼土跡がある。 2号焼土跡から本遺構直下の6号住居跡の北側覆土には焼土粒が非常に多く見られ

る。これは6号住居跡埋没途中時には5号住居がすでに完全に埋没し、その上(窪地になっていた可能

性もある)で火を焚き (2号焼土跡)、その焼土粒が埋没途中の6号住居跡に流れて入り込んだものであ

ると思われる。そのため、本遺構周辺で検出された多くの焼土粒および炭化物は2号焼土跡のものであ

る。その後、本遺構ならびに6号住居跡上の 7号集石遺構が構築されたと考えられる。本遺構に関連し

た新旧関係は5号住居跡→6号住居跡→2号焼土跡 ・本遺構および7号集石遺構、と推測することが出

来る。本遺構と 2号焼土跡はあまり時期が隔たらないものであると考えている。 7号集石遺構は面的に

少し高い位置にあるが、共伴した土器から本遺構とあまり時期は差がないと考える。可能性として、 2

号焼土跡において加熱した離を持ち込んで使用した場所、あるいはその礁が使用後廃棄された場所が本

遺構および7号集石遺構であると考えられよう。

共伴した遺物は土器が7点であり、打越式を合み、 早期末葉に帰属すると思われる土器である。 15403

は第E群B類 3種早期末東海系土器の無文胴部である。

第37表 13号集石遺構(SY09)

石 材 | 非赤化磯 |赤化完形磯
割れ面赤化・ 割れ面非赤化

言十 害リ A仁5" 接合点数
スス付着破損際 破 損磯

An(py) 3 1 3 7 87.5 1 

Ba 1 1 12.5 接 合率

計 。 4 1 3 8 100.0 12.5 

比 率 。。 50.0 12.5 37.5 100.0 
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第 5T，i 縄文時代早期の遺構と遺物

14号集石(SY08)
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1 晴褐色土 (10YR3/4) 微量の焼土粒が混じる。

2 鳳褐色土 (10YR2/2) 燐土粒、炭化物がliじる。
3 暗掲色土 (10YR3/3) 焼土粒、炭化物が少畳1mじる。

4 暗縄色土 (10YR3/4) ゆ1-2mmの赤色スコリアを
微鏡に含む崩落土。漸移膚相当。

5 暗褐色土(75YR3/4)焼土粒、炭化物が少量混じる。
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区L五ユ
第72図 集石(5)及び出土遺物

州 14号集石遺構(第72図 SY08) 

14号集石遺構は調査区東側H-023グリッドに位置し、丘陵頂部集落域内に占地する。検出血は黒褐色

土問で、 4号住居跡北西に隣接する。 40点の礁からなり、 輝石安山岩24点 (60，0%)、多孔質安山岩4点

(10.0%)、玄武岩5点 (12.5%)、多孔質玄武岩7点 (17.5%)で構成されている。磯1点あたりの平

均重量は774g、石材別には輝石安山岩852g、多孔質安山岩988g、玄武岩640g、多孔質玄武岩479gで

ある。 1，000gを越える牒も多く、大きい亜角の礁を主体に構成されている。

土坑が検出された。覆土は5層に分屈され、暗褐色土層~黒褐色土居相当の土を主体とする。積土中

央西よりには炭化物、焼土粒が比較的暗い層があり、こ こで火を焚いた可能性がある。土坑の掘り方と

礁との聞が離れており、全ての{擦が受熱と思われるよう な赤化をしていた。 1擦は密集している。赤化し

た完形I擦が15点 (37.5%)、破損醸のうち割れ面も赤化していた礁は10点 (25，0%)、破損面が非赤化の

礁は15点 (37，5%)である。 4点が接合した。接合率は10.0%である。

共伴した遺物は土器が3点であり、打越式を合み、早期末葉に帰属すると思われる土器である。

第38表 14号集石遺構(SY08)

右 材 非赤イヒ1深 赤化完形1深
割れ面赤化 ・割れ面非赤化

計 害リ ムロ 媛合点数
スス付着破損際 破 損 1深

An(py) 7 7 10 24 60.0 4 

VAn 2 1 l 4 10.0 接合 率

Ba 3 1 1 5 12.5 10.0 

VBa 3 1 3 7 17.5 

言十 。 15 10 15 40 100.0 

比 率 。。 37.5 25.0 37.5 100.0 
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ti 形 態 状態 色調
スス X鹿棟 Y鹿横 Z出掛tt' 

3.6 亜角 E C 90129.402 35794.328 257.958 

1.5 直角 E C 90129.300 35794.282 257.98日

1.8 亜向 E C 引1129.338 357剖 2師 257.982 

3.3 車内{板枇) E C スス 90129.297 357倒 240 257.982 
3.5 亜門 E C -90129.288 35794.191 257蝿4

5.0 亜判 E C -90129.311 351旧国5 257.923 
2.8 亜刊[革状) E C 的129.241 357剖 353 257田4
5.6 亜角(甑杭) E C -90129.225 35794.518 257.922 

2.3 亜州(板状) E 日 -90129お3 35794.298 257.952 
4.3 亜1'1 E C -90129.2割 35794.157 257.944 
2.3 亜向 B 90129.737 35793，7銘 257.957 

3.8 E円 C C 901鈎 742 35793.872 257.922 
2.0 亜向 c C 90124.341 35809，8]2 257.270 
4.6 亜判 C C スス 90124，310 35809.705 257，285 

3.6 亜i'1 E C 90124.397 35809.668 257.292 
3.0 亜向 E C -90124，3田 35帥9.556 257，324 
3.8 lli!鈎 C C -90126，592 35813，969 256，789 
5，0 車内 C C -90126.564 35814，148 256，815 
7，5 亜科 C B 90126，4凹 35814.337 256，836 
3.1 亜向 C B 90126，557 35814，354 256，853 
6.1 亜1'1 C C -90126，611 35814.404 256.839 
5.3 亜門 C c 90126，662 35814泌3 256.845 
3.9 亜内 E C 90126侃2 35814，330 256，843 
3.0 亜刊 E C 90126.597 35814，215 256，888 
7.7 車内 C C 90126.695 35814，249 256，849 

1.9 亜門 C C 90126.760 35814，277 256，904 
8.7 *円 C C -90126，783 35814.415 256.823 
4，6 亜門 C B -90126.880 35814，374 256，800 
2.9 車内 c B 90126，860 35814お2 256.858 

3.6 亜1'1 C B -90126，841 35814，329 256.859 
5.4 亜円 C C -90126，826 35814.1401 256.850 
4.0 車内 C C 90126，754 35814.126 256叩 1
4，1 車内 C C スス -90126.814 35814倒 9 256，872 
3，5 亜1'1 C B -90126.865 35814曲2 256，867 
1.9 亜門 C C スス 90126，913 35814，126 256.852 
3.1 車内 C C 90126.988 35814，156 256，882 
6.4 亜向 C B スス 90127，032 35814.1田 256，855 
4.0 illif~ C B 90127，110 35814，197 256邸5
5.1 内 C C -90127.053 35814，270 25日間6

6，] 亜門 A -90127.100 35814，330 256，826 
3.1 車内 C A スス 90126，901 35814，197 256邸6
4，1 車i'1 D C -90126，716 35814，464 256，822 
4，1 亜刊 C C -90126.711 35814，159 256，840 
4.1 亜向 C B 的126，142 35814お7 お6.824
5.7 斑向 C c スス 90126.480 35814，202 256，720 
2.1 車内 D C 90126.719 35814.166 256お6

，k 候、鉱a s 邑刷

90128.446 35809，984 257，350 

制剖l 90128，331 35810.035 257.207 
肘ill!J ←90128.296 35810，273 257.195 

間曲目 90128.524 35810，264 257.177 

計画l -90128.429 お810，620 257，273 
計抑l 90128，815 35810，793 257.032 

1.1 亜刊 B -90128，875 35810，261 257，087 
7，5 illi角 E C 自0127.623 35810回5 256，905 

4.5 亜向 D C -90127.979 35810，203 2国 976
5.0 E向 E D 90128，187 35810，155 256.939 
6.6 車内 E C 90128.265 35809，740 256，985 
3.8 亜"1 C B 90128.411 3時四 回9 お7，060

1.5 E五fll E C 90128.409 35810，136 257，102 

4.9 亜角 E C 90128，494 35810，226 257.062 
3，0 孤Jil(板状} B 90128.606 35810，208 257，017 
3.7 車内 E C 90128.587 35810.423 256，922 

5，0 *1'1 E C -90128，302 お810凹1 257，022 

5，4 亜門 C C 90128.355 35809，852 256.929 

3.1 亜向 D B -90128，832 35809，552 256凹3

3.5 亜1"(睡状) C C 90129.144 35809，318 256的9

5.9 逝向 C C 90129，222 35剖9，617 お6伺2

6.9 亜門 C c 90129，168 35曲9，549 256曲S
6.4 車角 E C 90129，065 35809，357 256.950 
5.3 車内 E C -90129，149 35809，539 256.936 
6.9 亜角{睡状) E C フ、プ、 90129.057 35809，497 256.939 

3.9 車向 E C 90129，084 35810，091 256.910 
7.8 Jifl) C C 90129.113 35810.031 256飽O
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Bu 1 >101 3，41 1.5 

Anωy) 1 12680119，8117.1 

An(py) 1 1 9901 13.61 11.3 
An(py) 1 1 610116.3111.7 
Ba 1 17601 23.01 15，6 
VBa 1 1 1030122，21 14.9 

An(py) 1 201 5，61 3.4 

VBa 1 1 14801 19，41 16.6 
VBa 1 1 3301 14，81 9，2 

VAn IR151 750117，0114.0 

An(py)1 1580114，5111，0 
Ba 11020118，81116 

An(py) 1 1 570114，81 11.2 

An(py) 1 112601 22，51 15.3 

VAn 1 1 12301 17，51 10.9 

VBa 1 剖0113.119.8
VAn 1 11010120.0113.0 

Ba 11850124，01 14.6 

Anωy) I 1 24101 20，31 16，7 

An(py) 1 11130119，8116.0 

An(py) 1 116501 2LlI 9，3 
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接合 t罪長(cm径) 短(cm径) 出 形態 状閉 色刷 スス Xl!Il標 Y直樹 Z脳陣ヒt'

R06 640 15.3 13.2 3，6 亜円 D B 90118，656 35798，194 2，58ω8 
1印 10，1 8.2 1.8 亜角 E B -90118，782 35797幻1 258，078 
230 11.2 7，6 2，9 亜向(甑杭) C B 90118，669 35797，676 258師3

850 16.2 15日 4.3 E角 E C 90118，685 35797，678 258ω1 

930 20，2 8，7 4，8 !Ili円 C C ヒピ 90118.568 35797，677 258，031 

880 20，2 11.7 4，5 E角 E C 90118，789 35797邸1 257，829 

R06 510 13，9 12.4 3.7 E門 E C -90118.698 35798，032 257，959 

140 9.7 6，8 2.3 亜角 D B -90118.813 35798，062 257，967 

110 9，6 5.0 2.7 亜角 D B -90118.779 35798.097 257.952 

140 6.7 5，8 3，5 円 C B 90121.698 35799.943 257，871 
R36 140 8.0 7.6 2.5 円 D 90121. 753 35799，858 257，883 

500 9，1 8，6 5.7 円 C B スス 90121.595 35799，898 257.858 
220 7，0 5，7 4，7 円 C B 90121.260 35799.849 257，878 

R36 701 7.6 6.5 1.8 亜門 D B -90121.322 35799，HO 257槌S
200 8.2 5.2 3.4 円 c B -90121.827 35799.432 257，8屯5

150 9.8 8，9 2.0 亜1'1 C C 一回120，937 35796.814 258.014 

250 7.8 6.9 4，1 円 A -90120，763 35797，180 257孤5

180 7.8 7，2 3，5 亜1'， C C 叩120.649 35797，167 257，995 
150 7.6 4.9 4，1 亜向 D C ム拍120，382 35797.051 257.993 

120 6.9 5.5 3，5 亜1') D C ~同120，703 35796，366 258.049 

160 11.2 6.8 2.2 亜角{板状) E C 90120，610 35796.2:月7 258.068 
R05 501 6，7 4，8 2.3 直角 E B 90120.575 35795.867 258.170 

R05 701 7，4 5，6 2，0 亜角 E B -90120，459 35795.902 258，105 

160 10，8 7.4 2.4 亜角 C C 以)120.525 35795.577 258.166 
90 I 6，4 5，8 3.6 亜'" C C 90120，516 35794.855 258，180 

110 7.7 4.4 3.6 車14 D B -90120，657 35794，102 258，180 

170 8，3 7.8 3.5 E旺'" C C -90120，170 35793，754 258，180 

150 7，1 6，8 3，8 亜門 C C -90119，940 35793，696 258，151 

R37 30 I 5，0 3，5 1.8 亜14 E c -90120，035 35793.455 258，163 

R31 6u I 5，7 5，4 2.1 亜jq E C -90120.003 35793，425 258.155 
90 I 5.9 4.1 3.3 亜1~ F D -90119帥1 3ち794.2:円。 258.175 

80 I 8.0 4.8 2.5 亜角 C B 90119.665 35794.289 258.169 
130 8.4 4，9 3.3 E匝3句 C C 90119，978 357倒，454 258，168 

120 6.2 4.6 4.0 亜角 C C 90120，025 35794，466 258.154 

100 6，3 4，5 3.5 亜14 C C ヒピ 別)]]9，965 35794.521 258.186 

140 8.7 5.1 4.2 亜角 E C 90120.168 35794，697 258，168 

130 8.3 5，8 4.3 亜向 E C 90120，118 35794，633 258，159 

120 6，3 6，2 4，3 亜円 C C 開120，043 35794，704 258.158 

400 10，3 8，4 5.8 亜門 C C -90119，943 357剖 929 お8，158

80 I 7.0 5，4 2，7 亜角 D A -90119，813 35795，219 258，164 

170 8，6 7.5 4.4 亜角 C C 日0119，828 35795，523 258.127 

100 6，8 4，9 3，2 車角 E C -90119.959 35795，570 258.127 
2帥 8，8 5，7 3，8 円 c C -90120，179 35795，522 258，110 

70 I 7.6 3.1 2.9 亜角 D C 90120.287 35795，505 258，122 

100 5，0 4，8 3.5 亜門 C C 90120，304 35795，571 258，104 

40 I 7.5 4，5 1.7 亜角 E B -90120，198 35795，634 258.100 

130 6，9 4，9 3，8 可直角 E C 90119，984 35795，844 258.147 

90 I 5，0 4，3 3，9 円 C C ←90120.075 35795.904 258.118 

50 I 6，0 5.4 1.6 亜角 D C 90120，0田 35795.787 258，151 

70 I 5，8 4.0 3.3 彊角 E C ー凶120，161 35795，7，目 258.141 

60 I 5，7 4.7 3，0 亜門 C c -90120，278 35795，737 258，157 

120 8，0 5，1 2，8 亜門 G D -90120，357 35795.789 258，125 

80 I 7，5 4，7 2，7 高円 C C スス -90120.325 35795，726 258，104 

100 7，2 4.3 2.9 亜門 c C -90120.349 35795，786 258，123 

60 I 6.8 5.8 1.8 亜角 D C スス ー開120.418 35795.787 258.108 

130 7.1 5.7 3，2 亜門 C C 90120，364 35795，936 258，122 

130 7.1 4.7 4.3 亜角 E C 90120，047 35796.261 258.097 

120 8.0 7.1 2，9 亜角 C C 90119，971 35796，184 25ヨ104

90 I 6.3 5.4 2.5 亜門 C C -90119，754 35796.[氾6 258.063 

160 10，3 5.5 2，9 亜門 C C 一制)]]9，620 35796.030 258，1日5

140 6.8 5.5 4.1 歪角 C C ヒピ 90119，605 35796.261 258.077 

120 5.8 4.6 3.8 !I円 C B ヒピ 開119，714 35796.221 258.077 

100 6.8 4，7 4，1 蛋角 E C 90119，812 35796.192 258，088 

70 I 6，3 6.1 2，0 亜角 D C 90119，910 35796，525 258.071 

60 I 6.9 5.1 1.6 亜角 E C -90119.92H 357拙砧Z 258.051 

60 I 5.4 3.6 3，1 亜角 C C 加119制3 35796，774 258.050 

180 6.1 5.8 4.5 亜円 C C 一同119，756 35796，592 258.070 

130 6，3 5，3 4.5 円 C B 開119，786 35796，5釘 258，080 

80 I 6，3 3.8 3.1 亜門 C C 90119，608 35796.615 258，080 

110 8.4 4，8 2.5 亜角 D C 90120，058 35793.747 258.073 

460 14，3 9，7 3.6 車内[板状) E C 90129.375 35794，101 251，966 
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スス

X庖栂 Y直視 Z座傑ヒピ
D B 90124.375 お701.913 255田6
E C -90124.1飽 35701.812 255.084 
D C -901羽田1 35701.974 255.108 
C C -90124.148 35701.859 255.086 
C B -90124.349 35702.020 255.058 
D B -90124.271 35702.042 255.099 
E c 90124.236 35701.914 255.065 
E C -90123.9剖 35701.922 255.096 
E C -90124.051 35701.921 255.094 
E C スス -90124.072 35701.833 255.089 
E C -90124.072 35701.916 255.090 
E C 90123回B 35702.053 255.070 
D C スス 一901幻 924 35702.072 255.029 
C C 一日日123.923 35702.171 255.001 
E C 日日124.118 35702.096 255.102 
E C -90124口74 35701.997 255.078 
C C -90124.400 35702.210 255.038 
D B -90124.283 35702.167 255.052 

C C スス 90124.251 35702.101 255.057 
E C -90124.136 35702.207 255日51
C B 日0123.992 35702.161 255.046 
E B .90123.806 35702.284 255.093 
E B スス -90123.900 35702.281 255昭5
E C -90123.847 35702.465 255.039 
E C -90123.818 35702.542 255.034 
E C 90124.055 35702.414 255.028 
D B -90124.135 35702.347 255.034 
c C -90124.269 35702.343 255.014 
D B -90124.112 35702.323 255.015 
E B スス -90124.166 35702.304 255.019 
D B -90124.086 35702.357 255日02

C B 町90124.070 35702.468 254.957 
C B -90124.155 35702.487 254.894 
D C -90124.111 35702.583 254.804 
D C -90124.299 35701.164 254.922 
C B 一90124.481 35701.2的 254.915 
C B 90124.375 35701. 705 255.019 
E B 90124.410 35701.629 254.995 
C C -90123.927 35702.152 254.969 
D C -90124.173 35701.928 255.074 
E 日 -90124.239 35701.879 255.044 
E C -90124.426 35702.089 255.023 
C C 90124.401 35701.519 254.897 
E C 戸90131.517 35703.718 254.248 
E C -90131.410 35703.666 254.261 
C C -90131.393 357制師3 254.213 
C C 90130.949 35703.509 254.3曲
C C 90130.620 35703.645 254.377 
E 日 90130.971 35704.636 254.327 
C C 90130.034 35704.711 254.526 
口 C -90129.994 35704.495 254.42百
E C スス 日目日129.977 35704.336 254.3凹
D C -90130.093 35704.362 254.395 
D E -90130.134 35703.954 254.437 
E C -90130.098 35704凹B 254.436 
E B -90130.119 35704.050 2臼 413
C C -90130.073 35704.161 2臼 412
D B 日0130.342 35704.019 254..153 
C C 90130.219 35704.276 254.426 
D C 日0130.179 35704.179 お4.429
C C 日0130.415 35704.252 254.373 
B -90130.395 35704.287 254.398 
E C -90130.440 35704.341 254.381 
E C -90130.256 35704.395 254.397 
C C -90130.221 35704.008 254..115 
D B ♂ 90130.245 35704.044 254.395 
C C -90130.360 35704.114 254.376 
E B -90130.296 35704.175 254.391 
C C 90130.343 35704.239 254.379 
D B ←90130.217 35704的5 254.396 
E c -90131.242 357倒 802 254.148 
E C -90131.316 35704.390 254.139 
D c 90131.020 35704.492 254.216 
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圃 位 圃遺正繍区 石M 接合 重(g量) 

21 AN-FB SYIO VAn R17 80 
21 AN-FB SYIO VBa RI8 70 
21 AN-FB SYIO An(py) 380 
21 AN.......FB SYIO An(py) 460 
21 AN-FB SYIO Ba 370 
21 AN-FB SYIO Ba 100 
21 AN-FB SYIO Ba 730 
21 AN-FB SYIO Ba 110 
21 AN-FB SYIO VBa RI9 40 
21 AN-FB SYIO VBa R19 230 
21 AN-FB SYlO VBa R19 >10 
21 AN-FB SYIO An(py) 4却
21 AN-FB SYIO Ba 5回
21 AN-FB SY¥o An(py) 910 
21 AN-FB SYIO Ba 460 
21 AN-FB SYIO VAn 460 
21 AN-FB SYIO Ba 610 
21 AN-FB SYIO VAn 270 
21 AN-FB SYIO An(py) 670 

21 AN-FB SYIO VBa 1<18 880 
21 AN-FB SYIO An(py) 250 
21 AN-FB SYIO VAn 90 
21 AN-FB SYIO Ba 360 
21 AN-FB SYIO An(py) R20 1040 
21 AN-FB SYIO An(py) R20 530 
21 AN-FB SYIO An(py) 1<16 750 
21 AN-FB SYIO VAn 90 
21 AN-FB SYIO B. 980 
21 AN-FB SYIO An(py] 320 
22 AN~FB SYIO An(py) 60 

AN-FB SYIO VAn 640 
21 AN-FB SYIO VAn 320 
21 AN-FB SYIO An(py) 940 
21 AN-FB SYIO B. 240 
21 AN-FB SY10 An(py) 430 
21 AN-FB SYIO VBa 1120 

22 AN~FB SYIO VBa 260 
AN-FB SYIO An(py) 330 

21 AN-FB SYIO A，】(py) 480 
21 AN-FB SYIO Anωy) 100 
21 AN-FB SYIO An(py) 60 
21 AN-FB SY10 VAn 670 
21 AN-FB SYIO VAn 450 
21 AN-FB SYII VAn 30 
21 AN-FB SYll An(py) 500 
21 AN-FB SYll VBa 780 

2 255C  SYII VBa 180 
AN-FB SYll Ba 230 

フ ssc SYII An(py) 20 

22 55C SYII VAn 490 
AN-FB SYI1 VBa 170 

21 AN-FB SYII An(py) 550 
22 AN~FB SYll Ba 680 

AN-Fs SYll An(py) 110 
21 AN-FB SYII An(py) 330 
21 AN-FB SYII Ba 770 
21 AN-FB SYII An白.y) 630 
21 AN-FB SYll Ba R22 60 
21 AN-FB SYII Ba 260 
21 AN----FB SYI1 Ba 300 
21 AN-FB SYI1 Ba 700 

22 AN~FB SYII An(py) 20 
AN-FB SYll An(py) R23 860 

2 I .'¥N--FB SYll Ba 490 
21 AN-FB SYII An(py) 1020 
21 AN-FB SYll Ba 1<22 崎。

21 AN-FB SYll Ba 話。

21 AN-Fお SYII An(py) 830 
21 AN.........FB SYII An(py) 520 
Z 1 AN-FB SYII Ba R22 目。

21 AN-FB SYII An(py) R23 110 
21 AN""-'FB SYII An(py) 210 
21 AN-FB SYII Ba 550 
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同 状~ 色個
スス X虚領 Y庖欄ヒピ

D C 日0128.488 35810.224 
C C -90128.474 エ話回98s

E C スス 叩 128印2 35副主9.840
C C -90127.975 お810.410
C C ー叩128.000 主持田 S17

C C 90128.361 おS的 関5
E C -90128.512 35810.270 
E C -90128.4曲 35810.123 
E C スス 901認 4釦 358]0.219 

E C -90128.810 35810.283 

c D 勾回129.2日 Z話回 674
E C 一回 129.057 お8凹 420
C C -90128.800 35810泊7
E C -90128.476 お810幻2
E C スス -90125.954 358]2.744 
E C 90125.996 35813凪2

C C ー叩125.936 35812.9個

E C 回125.7邸 35812.7蝿
C C スス 凹125.851 35812.726 

H D スス ー叩125.964 35812銘3

C C -90125.991 35812.997 
E C -90126.049 35812.995 
C B 一叩125.745 35812.68fl 
E C 叩125.959 35813.103 
E C 一90125.944 35813価2
E C 一回125.896 お812.945
E B 叩125.874 358]2.995 
E C ー回125.927 35813.139 
E C スス 90]25.945 35813.249 
D じ ..90125.843 35813.087 
E C 拍125.6田 35813.0田
D C スス ー叩125.639 35813.159 

D c スス ー田125.787 35813.181 

C C スス -90125制。 35813.1凹

C C ヒピ -90125.5師 35812.713 
C B -90125.563 358]2.981 

C C スス ー叩125.541 35812.896 
D C -90125.632 35812.936 
C C スス 回 125.6泊 35813.125 
C C スス 戸田125.736 35813.1邸
D C スス 司曲125.724 35813.113 
C C スス ー叩125.678 358]2.926 

E C ヒピ ー叩125.819 お813.007
C C 】曲125制3 35813.113 

E C 一叩 125臼2 35812.804 
C C 一回125.133 358]2.804 
D C 90125.713 お812剖6

D c スス 90125.798 35812.870 
状) D C ハヴハマ 叩 125.510 35812.749 

C じ 剖 125.544 35812印3
D R 拍 125.627 35812.6お
E C スス 曲 125.596 35812.751 
C C -90125.671 お812.771

-90125.851 35813引1
C C ー田122揖 3 3沼田 291
E C ー田122届 l 3坊ω542
C C ー叩122.827 35809.424 
E C ー回122.728 35809.747 
E C ー曲122臼7 羽目防 657

D C ー田 122刷。 Z諸国 524

E C ー回122回2 2認抽 539

C C ー田122副)6 3母国 407
D C -90124.218 お701.369

状) E C 一回124羽3 お701.534
D B ー叩124.3師 お701.533
E C -90124.339 お701ωs

E C -回124.063 お701.670
D E ー開124.279 35701.8]5 
D c -90124.373 35701.854 
D B 一日0124.448 お701拍3

D C ー叩 124.437 お702.白2

E B -90124.289 35701.951 
D B -90124.354 35701.911 
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語習 グリッド 附 1、y oII.t遣i，'li 石針 J壷u 苅{glat} 長(CIII筏) 短(rm能) lttcmさ) 

17凹3 J-J・023 AN-]'B SY07 VBa 3開 13.8 12.6 3.5 
17的4 H-022 AN-Fs SY07 An(py) 2210 23.2 18.0 6.0 
17凹5 H 022 AN-FB SY07 An(py) お0 11.8 10.9 2.8 
17207 H 023 AN-Fs SY07 Vsa 150 6.6 5.4 4.0 
17208 }J 022 AN-I日 SY07 An(py) 301 5.4 3.4 2.1 
17初日 ]-]-022 AN-F自 SY07 An{py) 1050 13.8 9.5 7.1 
17210 }J-023 AN-Fs SY07 Vsa 450 15.3 12.5 2.8 
17211 H 023 AN-F日 SY07 Vsa 110 9.7 5.2 3.1 
】7212 H 023 AN-F日 SY07 An(py) 590 12.2 10.7 4.1 
17213 H-023 AN-F自 SY07 VB. 430 ]1¥.7 12.3 2.3 
]721'1 ]-]-022 AN-I日 SY07 LT 201 3.1 2.9 1.9 
17215 1-1022 AN-I・日 SY07 Vsa 830 20.1 9.5 4.5 
17261 1-1.023 八N-FB SY07 An(py) 4佃 13.9 12.5 3.1 
11262 1-1-023 AN-Fs SY07 Ba 650 14.7 12.5 '1.5 
16S66 子.1-023 AN-FB SYω VBa 720 14.8 10.3 6.5 
16S67 H 023 AN-FB SY閃 VBD 5田 14.6 9.3 5.0 
l鴎68 H 023 AN-Fs SY08 An(py) 410 10.7 8.6 .1.8 
l回69 H 023 AN-Fs SY閃 An(py) RI3 620 20.3 9.2 .1.6 
l同70 H 023 AN-Fs SY凶 Ba sω 1l.8 10.0 6.2 
16871 I ト023 AN-FB SY凶 Ba 7釦 12.1 9.2 6.0 
16872 1-1023 八N-FB SY侃 VAn 制。 12.4 12.4 6.0 
l回73 H 023 AN-Fs SYω Vsa 2四 12.6 8.3 2.8 
16896 1.1-023 祖今1: SY08 VAn 13剖 21.4 17.1 5.3 
l邸97II 023 1唖1: SYω An(p)') R13 7剖 18.5 10.8 3.6 
l同協 1-1 023 理上 SYω An{py) R14 620 12.1 9.4 5.3 
1明的 H 023 11:1: SY郎 An(py) 670 20.9 8.9 4.2 
16掠3 1-1023 1置土 SY08 VAn 730 15.3 12.2 4.6 
169剖 1-1-023 理 1: SYω An(py) 1020 15.2 13.3 6.5 
16985 1-1-023 nu SY曲 An(py) 1000 18.4 8.2 5.6 
169郎 H 023 置土 SYω An(町内 品。 13.6 11.7 5.3 
16987 H 023 剤 1: SY倒 An{py) 】宮ぬ 19.1 13.4 5.0 
l回路 H-023 慣 i SY国 An(py) 3剖 13.9 10.3 3.1 
16時9 H 023 糧_t SY凶 An(py) 270 15.2 6.4 2.4 
w型泌 1-1-023 11:1: SY岨 n̂(py) 1280 16.4 11.6 7.1 
w叩1 H-023 111 SY08 An(py) E出 16.2 9.7 4.8 
w官92 1-1-023 司令l SY偲 An(py、 1110 14.1 13.4 6.3 
16凹3 H 023 i置土 SY08 An(py) 330 15.8 10.3 2.4 
回目4 】1-023 理i SY関 An(py、 1530 17.6 15.0 6.2 
16四5Iト1-023 i冨J SY国 VB. 490 12.5 1l.1 3.6 
w凹E1-1-023 確 l SY08 An(py) 1以JO 19.4 11.2 7.3 
16明7 H-02::1 慣土 5¥'08 An(pl') 650 13.8 9.8 5.0 
16998 H・023 積!日 51'関 日a 970 14.6 13.1 5.9 
16999 H-023 1冒l 51'凶 An(m') 1100 14.2 11.8 6.3 
170∞ H-023 覆土 5¥'08 An{py) 1020 13.3 11.0 6.7 
17凹1 ]-] 023 覆 t 5¥'08 An(p)') R14 930 12.6 12.0 6.2 
17002 ]-J-023 lf.J: 5¥'08 Bft 410 10.8 7.3 4.4 
17003 ]-J-023 温上 5¥'ω Vsa 400 11.2 8.5 7.2 
1700'1 H 023 覆:t 5¥'凶 B. 490 11.4 10.0 5.0 

17∞5 H-023 1冒土 5¥'ω An(py) 1870 18.8 16.3 6.<] 

17似)6 }J-023 班土 5¥'08 VsfL 470 15.3 11.5 3.6 
17凹7 ]-J-023 l!IJ 51'凶 VAn 990 20.8 14.5 5.0 
17凹S H司023 覆土 5Y08 An(Pl') 800 18.8 10.5 4.9 
17飢19 }J 023 1喧土 51'田 Vs. 550 13.4 12.0 4.0 
11061 }J-023 調上 5¥'OS An(p}') >10 2.5 1.7 0.4 
15398 子.1022 AN......FB 5¥'09 An(py) 380 17.0 1.5 2.<] 

154∞ H-022 AN-FB 51'09 An(py) >10 3.8 2.5 1.0 
15401 1-1-022 AN-Fs 5¥'09 An(py) 290 8.7 7.8 5.5 
I 54(].1 }J-022 AN-I・B 5¥'09 B. 110 I 7.8 5.7 2.8 
154回 H-022 AN-FB 5¥'09 An(py) 940 18.9 15.1 3.4 
I!レ107 1-1-022 AN-FB 5¥'09 An(py) 泊。 13.0 11.0 2.6 
15501 }-(-022 AN......FB 5¥'09 An(py) RIO 30 I 5.8 3.8 2.0 
15502 H 022 AN-Fs 51'09 An(Pl') 601 4.4 3.8 3.2 

113‘M H.012 AN......FB 5¥'10 An(py) 7帥 18.2 10.5 4.8 

173'15 ]-]-012 AN-FB 5YlO An(py) R16 2印 12.6 6.6 3.3 

1'73'16 H-012 AN.......FB 51'10 VBa 820 14.8 12.0 5.2 

1:73'17 H-012 AN-FB 5¥'10 Bれ 610 16.5 9.2 4.6 
]'73.18 H 012 AN-FB 5¥'10 、Ba 760 15.6 12.9 4.0 
1'7349 1-1-012 AN......FB 51'10 An(py) 720 I 14.5 13.0 4.9 
1'7350 1-1-012 AN-FB 51'10 VAn R17 160 I 9.5 7.2 2.8 
1'1351 H-012 AN-Fs 51'10 VAn R17 1301 9.8 7.4 2.7 

17352 H-012 AN-FB SYIU An(py) 1170 28.0 18.4 6 .， 
173日 子.1-012 AN..........Fs SYlO VBu 830 14.9 9.4 7.0 

17354 H-012 AN-FB SY10 VBa 170 I 11.7 9.2 2.1 

ト4

Cコ
にD



長("経，) 短(cm径) 厚(叩さ) 形 態 状態 色調 スヒスピ X座標 Y鹿綱 Z座樺

13.8 7.4 7.4 亜;'J C C 90134.191 35706.837 253.495 
22.5 17.6 15.0 車内 C C ヒピ 90134.044 35706.772 253.402 
12.0 10.9 8.1 車内 c C 90134.254 35706.921 253.474 
23.5 19.5 15.6 亜向 C B -90134.134 35706.934 253.402 
23.1 16.5 15.6 亜I'J C B 開134.292 35706.820 253.393 
4.8 3.8 2.6 車内 E C -90134.426 35706.747 253.471 
16.0 12.8 9.9 亜I'J C B スス -90134.409 35706お4 253.450 
15.4 11 .5 10.6 亜;~ E B -90134.608 35706.731 253.464 
14.4 9.8 5.4 亜f内 E C -90134.704 35706.659 253.445 
7.2 4.3 3.0 車両 D B -90134.705 357師 9倒 253.521 
15.0 13.0 4.5 亜角 E C 90134.760 35706.974 253.447 
14.2 10.8 9.8 亜門 c B 90134.589 35706.852 253.433 
6.3 3.7 3.0 亜円 C C '90134.423 357回 522 253.495 
14.5 6.3 3.8 亜角 C A 引1134.183 357回 423 253.517 
8.2 4.8 3.4 車円 E B 90134.020 357回 日2 253.557 
18.0 17.5 11.8 亜門 C C 90134.379 35706.940 253.418 
11.3 6.8 2.8 直角 D B -90134.353 35707.293 253.484 
11.4 12.4 6.8 "角 C C スス -90134.349 35707.146 253.438 
10.6 9.5 7.7 E円 D C 90134.628 35707.058 253.441 
6.3 4.8 3.6 亜門 D B 一卯134.365 35706.7お 253.443 
4.0 3.9 3.9 亜門 D B スス -90134.327 35706回8 253.448 
6.2 4.3 1.4 亜;'J D A -9013'J.314 35706曲l 253.439 
13.2 9.8 7.7 軍円 C B 90134.034 35706.526 253.467 
11.4 7.2 5.0 亜門 C C 回133お2 35706.462 253.495 
9.4 8.3 8.1 百五円 C C 90134師1 35706.446 253.404 
9.8 7.3 5.5 亜円 D C 90134.207 35706日1 253.378 
12.1 7.4 4.7 亜角 E B -90134.143 35706.632 253.386 
10.3 9.0 5.8 亜円 D C 90134.220 35706曲4 253.323 

SY13は米自十剖 赤化 日0132.412 35673.017 260.000 
SY13は米計測 綜化 何日0130.748 35571.277 260.252 
SY13は米肘測 赤化 -90130.830 35671.262 260、259

SY13は未骨十割 90130.721 35671.505 260.240 
SY13は米計調 総化 -90130.803 35671.471 260.215 
SY13は来計測 昨化 -90130.8!迫 35671.706 260.210 
SY13は来計測 -90130.978 35671.455 260.222 
SY13は米肘訓 綜仕 90131.095 35671.659 260.204 
SY13は米針酬 引113l.145 35671.574 260.214 
SY13は来計測 赤イt 以1131.228 35611.383 260.222 
SY13はう末肘削 能北 一叩J31.316 35671.395 260.190 
SY13はOIと計測 赤化 -90131.551 35671.1∞ 260.180 
SY13は米計測 赤化 -90131.825 35671.561 260.130 
SY13は来計測 車化 -90131飽6 35671.599 260.099 
SY13は米計測 赤1t. -90132.445 35671.149 260.057 
SY13は米計測 赤化 -90132.115 35671鋭抽 260.027 
SY13は来計制l 赤化 90131.494 35671.892 260.115 
SY13は米刑制 赤化 90131.49日 35671.951 260.109 
SY13は来計捌 赤化 日0131.238 35671回S 260.132 
SY13は来計調 晶化 90131.118 35671鋭;0 2GO.13S 
SY13は米間欄 90131.124 35672.513 260.134 
SY13は未聞澗 車化 90130.897 35673.142 260.036 
SY13は米自十測 90131.170 35673.1田 259.996 
SY13は禾肝湖 赤化 山 90131.257 35673.0初 260.024 
SY131立米計調 品化 -90131.512 35673.380 259.929 
SY13は来附酬 帯化 】90131.795 35672.896 260∞2 
SY131~未附欄 審化 -90132ω4 35673.491 259.903 
SY13は米計調 赤化 -90130.150 35671.801 260.233 
SY13は米骨1';圃 赤化 一90132.977 35671.409 259.881 
SY13は来計測 引1132.433 35671.793 259.93C 
SY13は米肘捌 日0132.363 35671.942 259.905 
SY13は米肝測 -90131.860 35671.404 260.072 
SY13は米肘割 90130.830 35673.159 259.947 
SY131~来計調 一90130.103 35673.1師 260.039 
SY141~朱刷糊 赤化 -90133.622 35666.4印 260.166 
SY141~米制調 赤化 -9日133.999 3缶詰6.417 260.178 
SY141立米肘獅 赤化 -90134凹3 抑制 588 260.179 
SY14は未肘割 90134匹描 35“6.529 260.176 
SY14は未計測 赤化 -90134.159 35666.461 260.179 
SY14は米肝測 赤化 90133.615 お“6.852 260.197 
SY14は米針測 赤イt 回133.822 35民泊 837 260.194 

SY14は'"針測 90133.842 35667.067 260.188 
SYW土司ミ言十自『 亦化 90134.0口4 35667.148 260.212 
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事号 グリッド 層位 噌皆
18617 G…012 AN~FB SY12 
18618 G-012 AN~FB SY12 
18619 G-012 AN~FB SY12 
18620 G-012 AN---FB SY12 
18621 G-012 AN~FB SY12 
18622 G-012 AN~FB SYJ2 
18623 G-012 AN~FB SY12 
18624 G-012 AN-FB SY12 
18625 G-012 AN~FB SY12 
18626 G-012 AN-FB SY12 
18627 G-012 AN~FB SY12 
18628 G-012 AN~FB SY12 
18629 G-012 AN~FB SY12 
18630 G-012 AN-FB SY12 
18631 G-012 AN~FB SY12 
18632 G-OI2 AN-FB SY12 
18633 G"012 AN-FB SY12 
18634 G-012 AN-FB SY12 
18635 G-012 AN-FB SY12 
18636 G-012 AN-fB SY12 
18637 G-012 AN-FB SY12 
1師38 G012 AN-FB SY12 
18639 G-012 AN-FB SY12 
18640 G-012 AN~FB SY12 
18641 G-012 AN-FB SY12 
18643 G-012 AN-FB SY12 
18644 G-OI2 AN-FB SY12 
18646 G-OJ2 AN-FB SY12 
I飽08 G-009 AN-FB SY13 
1叩28 G∞9 AN-FB SY13 
19029 G-009 AN-FB SY13 
19ω。G-009 AN-FB SY13 
19031 G-009 AN-FB SY13 
1曲 32 G-O日9 AN-FB SY13 
19033 G-009 AN-FB SY13 
1~口 34 G 回9 AN-FB SY13 
19035 G-009 AN-FB SY13 
19036 G 凹9 AN---FB SY13 
19037 G 凹9 AN"-'FB SY13 
19038 G-QQ9 AN-FB SY13 
19039 G一口09 AN-FB SY13 
19040 G-009 AN-FB SY13 
19041 G-∞日 AN-FB SY13 
19042 G叩∞9 AN-FB SY13 
19043 G-009 AN-FB SY13 
19044 G-009 AN-FB SY13 
19045 G叩9 AN-FB SY13 
19046 G 凹9 AN-FB SY13 
19047 G-009 AN-FB SY13 
19048 G 凹9 AN-FB SY13 
19049 G'009 AN-FB SY13 
19050 G-009 AN-FB SY13 
19051 G-009 AN-FB SY13 
19052 G-009 AN-FB SY13 
19053 G-009 AN-FB SY13 
19054 G-009 AN-F唱 SY13 
19111 G叩9 AN-FB SY13 
19115 G-009 AN-FB SY13 
19116 G-009 AN-FB SY13 
19117 G凹9 AN-FB SYl3 
19118 G-009 ZN SY13 
19119 G-009 ZN SY13 
19101 G-008 AN-FB SY14 
19102 G-008 AN-FB SY14 
19103 G-OOB AN-FB SY14 
19104 G-'008 AN-FB SY14 

19105 G-008 AN-FB SY14 
191郎 G-008 AN-FB SY14 
19107 G-008 AN-FB SY14 
19108 G-008 AN-FB SY14 
19109 G'008 AN-FB SY14 
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t 長(四径) 短(閣径) 厚(凹さ) 形 態 状態

7.3 2.9 亜1'， D 

15.3 8.8 7.9 亜I'J C 
11.6 8.5 3.3 亜jq E 

13.4 12.0 5.5 亜門 E 

5.9 4.4 1.4 亜角{板杭) B 
7.3 4.0 3.0 亜タj B 
11.7 9.0 5.6 亜角 C 
8.8 6.5 2.6 亜;~(甑状) D 
7.6 5.3 3.7 車角 C 
14.8 14.0 8.7 .lIi円 C 

10.6 9.8 7.0 亜門 E 

10.3 7.8 4.1 亜向 E 
8.3 5.5 3.5 亜向 E 

10.5 8.9 4.3 亜向 E 

15.0 9.6 5.8 亜科 D 

13.8 8.6 5.3 夏向 E 

14.0 13.6 10.0 E門 C 

12.0 10.3 7.2 亜門 C 

17.2 13.6 5.3 亜f内 E 

16.2 10.2 7.5 亜円 C 
13.4 8.8 3.5 亜角 E 

15.0 13.2 5.4 亜PJ C 
15.5 12.1 10.3 亜内 E 
9.5 7.0 5.8 亜門 C 

5.5 4.0 3.6 亜jlJ D 

7.8 6.8 3.0 亜jq E 

17.2 11.0 6.6 亜j~ D 

12.6 8.3 4.2 E匝jlJ E 

12.4 10.0 4.8 E五円 E 

5.3 3.0 2.3 E円 E 

5.0 4.0 1.2 司匹角(刺!i) D 

14.0 12.6 5.4 車向 C 

29.8 21.5 4.9 車角(板状) c 
14.8 12.2 7.4 亜角 D 

11.5 7.3 6.5 亜角 D 

10.6 9.5 4.9 亜i町 D 

25.0 18.0 5.4 亜f町 C 

9.5 5.2 4.6 亜剣 D 

13.5 8.0 4.9 亜角 D 

16.6 15.5 9.S 豆;'J C 
10.3 8.5 6.6 亜門 C 
11.4 9.2 2.9 llH内 E 

604 5.0 4.0 亜門 C 

5.2 4.2 2.5 亜門 C 

8.5 4.8 1.5 亜タI E 

13.8 10.5 7.4 亜拘 C 

12.2 4.7 3.3 亜拘 E 

5.5 3.5 3.0 亜1'1 C 

9.6 5.2 2.4 亜仇 E 

20.0 15.8 11.9 車両 E 

21.0 12.0 5.3 斑角 E 

12.4 10.0 7.9 亜門 E 

6.6 2.8 1.8 亜角 E 

8.8 4.5 1.4 s阪角 D 

24.0 10.4 4.4 亜円 C 

17.6 15.9 10.8 亜角 C 
7.3 5.2 2.9 亜向 E 

11.6 4.9 4.3 亜向 E 

8.5 4.6 3.8 亜I'J E 

15.5 11.2 10.1 円 C 
14.3 9.4 5.5 亜科 C 

17.7 14.3 10.3 亜内 C 

19.6 10.5 9.2 亜I'J E 

13.9 12.6 4.6 亜タJ E 

15.9 10.1 2.6 亜向 E 

5.2 4.1 3.3 亜門 C 

9.3 7.9 3.7 車内 D 

21.3 16.5 6.1 !l!;'J D 
15.0 12.2 10.3 亜門 C 

16.3 10.2 3.8 亜角 E 

21.2 17.0 14.2 亜角 C 

17.9 8.2 5.3 亜向 D 

13.7 10.1 6.2 亜角 C 
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番遺物号 グリッド 庖位 調遺査構区

18449 G-012 AN-FB SY11 
184釦 H-012 AN-FB SY11 
18546 G-012 AN-FB SY12 
1l出7 G-012 AN-FB SY12 
18548 G-012 AN-FB SY12 
1お49 G-012 AN-FB SY12 
18550 G-OI2 AN-YB SY12 
18551 G-012 AN-FB SY12 
18552 G司012 AN-FB SY12 
18553 G-012 AN-FB SY12 
18554 G-OI2 AN-FB SY12 
18555 G-OI2 AN-FB SY12 
18556 G-012 AN-FB SY12 
18557 G-012 AN-FB SY12 
18お8 G-012 AN-FB SY12 
18559 G-012 AN-FB SY12 
1856。G-012 AN-FB SY12 
18561 G-012 AN-FB SY12 
18562 G-012 AN-FB SY12 
18民3 G-012 AN-FB SY12 
18且4 G-012 AN-FB SY12 
18日5 G-012 AN-FB SY12 
18鵠6 G-012 AN-FB SY12 
18567 G-OI2 AN-FB SY12 
18話8 G-012 AN-FB SY12 
18569 G-012 AN-FB SY12 
18570 G-OI2 AN-FB SY12 
18571 G-012 AN-FB SY12 
18572 G-012 AN-FB SY12 
18573 G】 012 AN-FB SY12 
18574 G-012 AN-FB SY12 
l邸内 G-012 AN-YB SY12 
18576 G-012 AN-FB SY12 
18577 G-012 AN-FB SY12 
18578 G-OI2 AN-FB SY12 
18579 G-012 AN-FB SY12 
18580 G-012 AN-FB SY12 
18581 G-012 AN-FB SY12 

18582 G-012 AN-YB SY12 
J8日3 G-012 AN~FB SY12 
18584 G..012 AN-FB SY12 
]おお G-012 AN-FB SY12 
18回6 G-012 AN-FB SY12 
]邸87 G-012 AN-F日 SY12 
18588 G-012 AN-FB SY12 
1邸89 G-OI2 AN-FB SY12 
18590 G-OI2 AN-FB SY12 
18591 G-OI2 AN-FB SY12 
1邸92 G-012 AN-FB SY12 

18593 G-012 AN-FB SY12 
1邸94 G-OI2 AN-FB SY12 
l邸95 G-012 AN-FB SY12 
1防惜 G-012 AN-FB SY12 
18597 G-OI2 AN-FB SY12 
18598 G-'012 AN-FB SY12 
18599 G-012 AN-FB SY12 
18600 G-012 AN........FB SY12 
18601 G-OI2 AN-FB SY12 
18602 G-012 AN-FB SY12 

18603 G-012 AN-FB SY12 
18604 G-012 AN-----FB SY12 
1鉛05 G-012 AN-FB SY12 
186伺 G..012 AN~FB SY12 
18607 G-012 AN-FB SY12 
J8608 G-012 AN-FB SY12 
186ω G-012 AN-FB SY12 
18610 G-QI2 AN-FB SY12 
18611 G-012 AN-FB SY12 
18612 G-012 AN-FB SY12 
18613 G-OI2 AN-FB SY12 
18614 G-012 AN-FB SY12 
18615 G-012 AN-FB SY12 
18616 G-012 AN-FB SY12 
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第 5章 縄文時代早期の遺構と遺物

6. 焼土跡(第73~74図)

焼土跡は全部で 5基検出された。調査区東側丘陵頂部の集落域に4基、 調査区西側丘陵頂部に 1基で

ある。 ロームが赤化した焼土塊は1号焼土跡、 2号焼土跡には顕著であるが、 他は焼土粒が多く見られ

るといった程度である。

(1) 1号焼土跡(第73図 FP01) 

1号焼土跡は調査区東側H-023 0 I -023グリッ ドに位置し、丘陵頂部集落域内に占地する。 検出面は黒

褐色土層で、 3号竪穴状遺構を一部切る形で重なる。焼土塊が形成されていた。長軸0.76m、短軸0.75m、

深さ0.24mである。

本遺構からは土器が4点出土した。 15130は第E群A類 1種 d打越式土器である。口唇上は箆状工具に

より刻み目が施され、 外面には貝殻腹縁を用いた波状貝殻文が縦位に密に施文されている。本遺構は3

号竪穴状遺構を一部切っているが、 竪穴状遺構からは員殻腹縁文の山形が角度を緩やかにしたものが出

土している。縦位に密な施文を施す本遺構出土土器が時間的にやや新しいことが予想される。

(2) 2号焼土跡(第73図 FP03) 

2号焼土跡は調査区東側日一022グリッ ドに位置し、丘陵頂部集落域内に占地する。検出面は漸移層で

あり、 5号住居跡直上に位置し、 一部住居跡の床面を掘り抜いている。焼土跡東側の輪郭は一部明確で

はなかったため破線とした。残存部長軸0.76m、短軸0.75m、深さ0.24mである。焼土塊が形成されて

いた。 覆土は5号住居と若干異なる ことや掘り込みを伴うような形状ではあるが、土坑を伴うか否かは

判然としなかった。

本遺構からは打越式を合み早期末葉に帰属すると思われる土器が3点出土した。先述したが本遺構は

5号住居跡を一部切っており、本遺構は住居跡より新しいことになる。また、本遺構の焼土粒は周辺に

散っており、特に等高線が下る方向にある 6号住居跡までの問、および6号住居跡の本遺構側(北側)

覆土にま、で広がっていた。 6号住居跡の埋没過程で本遺構の焼土粒が流れ込んだこと になる。上記から

5号住居跡→6号住居跡→本遺構・ 7号集石遺構および13号集石遺構と考えられる。

(3) 3号焼土跡(第74図 FP02) 

3号焼土跡は調査区東側I-023グリッドに位置し、丘陵頂部集落域の北側に占地する。検出面は漸移層

であり、一部撹乱により壊されていた。残存部は長軸0.62m、短軸0.60m、深さ0.18mである。覆士、は

黒褐色土層を主体とする ことから掘り込みを伴うような様子ではあるが、調査の段階では土坑を伴うも

のであるかは明確にはわからなかった。

(4) 4号焼土跡(第74図 FP04) 

4号焼土跡は調査区東側H-022グリッドに位置し、丘陵頂部集落域の 5号住居南西に占地する。検出

面は漸移層である。残存部は長軸0.58m、短軸0.44m、深さ0.05mで、ある。覆土は黒褐色土層を主体と

することから掘り込みを伴うような様子ではあるが、土坑を伴うか否かは判然としなかった。

(5) 5号焼土跡(第74図 FP05) 

5号焼土跡は調査区東側G-008グリッドに位置し、西側丘陵頂部に占地する。検出面はカワゴ平パミ

ス層であり、 2号集石遺構の上に一部重なっている。残存部は長軸2.36m、短軸1.34m、深さ0.25mで、

ある c 覆土はカワゴ平パ ミス包含層を主体とすること、 仙石スコリア包合層以下を掘り込んでいること

から土坑を伴うものである。
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15131 
1 灰賞褐色土 (lOYR4/2) 

焼土粒、炭化物が少量混じる。 14030 
2 焼土

2号焼土跡(FP03)

N
mJVω
ロヨ一」
山'

ヲム1-23

¥、くヲに
.-:.S!.~~. ハ

ミ足る 什
ぺ:' ω16421

A A' 

ノト〉お け
で ~~2*吋 J J 

:事(習 わJ

15825 

257. 30mム A' 

15829 
15830 微量の様土粒が混じる。

焼土粒、炭化物が少量混じる。
2層に類似する。少量の燐土粒、微量の

炭化物がjlじる.

境土粒が多費にjlじる。
炭化物が多量に混じる。

休楊膚が混じる。

1 灰黄褐色土 (10YR4/2) 

2 にぷい貧褐色土 (10YR5/3) 

3 にぶい貧掲色土 (10YR5/4) 

o 5cm 
4 明赤褐色土 (2 5YR5/8) 
5 婦褐色土 (5YR2/2) 

6 にぶい黄縄色土 (10YR5/3) 

7 娩土

m
 

。

第73図 焼土跡(1)及び出土遺物
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3号焼土跡(FP02)

→t七-fr-23己[-23二-23幻3
ゴ北tへ3伽m 
東へ5伽m 

国

同

町

田

白

o
g

同

A ¥¥ 11. A' 

褐灰色土 (10YR5/1) 休場庖が少量混じる。
褐灰色土 (10YR5/1) 骨1-伽聞の赤色スコリアを

少量含む。

炭化物が少量jgじる。

4号焼土跡(FP04)

九北
東 / 1 

-ー一一一__; I 

A ~ 虻

ヲ匁似~
257. 10m _A 

褐灰色土 (10YR5/1) 微量の炭化物がr毘じる。

第 5主主 純文時代早期の遺構と遺物

5号焼土跡(FP05) G-8より

Jγ 北東へ9mへ7m
hcC，コ3 B 

σCヨコ3 

B B' 

s' 

。

褐色土 (7 5YR4/4) ゆ2-10酬の焼土粒が多量に混じる。

褐色土 (7.5YR4/4) ゆ2-3酬の焼土粒が少量混じる。

2m 

第74図焼土跡(2)
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7.石器ブロック(第75図 BL02) 

黒曜石が特に集中している箇所について、縄文時代ではあるが石器ブロックとして扱う こととした。

早期に該当するものとしては 1基が確認されている。本遺構は調査区東側H-023グリッドに位置し、丘

陵頂部集落域内に占地する。 4号住居跡の床面を取り去った所より検出された。検出面は漸移層であり、

径O.3m程度の円形に遺物が分布している。 出土した遺物は黒曜石の石核 1点、 |司じく黒曜石の剥片26点

である。石核は産地が神津島恩馳島群で、あった。他の剥片は分析してないが、肉眼観察の限りでは神津

島であろうと思われる。剥片は微細なものが多い。その中から石核と剥片 2点を図示した。

17765は石核で17772の剥片と接合した。その他の剥片を詳細に観察したところ、石鍬製作時に見られる

連続した平坦剥離を背に持つ剥片が3点確認された。17761はその中の顕著なものである。石鍬製作作業

を行った跡である といえる。なお、住居内の施設の一部で、あった可能性も否定できない。

石器ブロック (BL02)

後合 S-25

4号住居跡 4 772 
17765 

256.70m 

場
。

m
 

-
。 3cm 

第75図 石器ブロック及び出土遺物

8. 土器集中(第76r~77図)

土器が集中的に出土したところを土器集中という遺構として認識し、ここにまとめた。全部で4基が

検出された。調査区全体を見渡すと土器は小さい破片で出土することが多く、大きく接合するものであ

っても離れた場所から出土したものが小さい土器片が接合した結果であることが多く、 l{国体がまとま

って出土したことはまれである。そのような状況の中で、例外的に 1個体~数個体がまとまって出土す

るこ と、あるいは複数個体の土器片で、あっても折り重なるよう にまとまって出土することは他と異質で

あると考え、遺構とした。時期は早期後葉の茅山式が 1基、他の3基は早期末葉の打越式であった。

(1) 1号土器集中(第76図 PS04) 

本遺構は調査区中央H-012グリ ッドに位置し、中央埋没谷頭の西側に占地する。 検出面は仙石スコリ

ア包合層である。 出土した遺物は第E群C類 1種茅山下層式土器である。

A
斗
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1号土器集中 (PS04) H-12より
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2号土器集中 (PS01) 

I""! 

255. 10mム

M
m
ml
 白ヨ
l
同

A 

よ
伽
h

n
へへ

か
北
京

〉
〈

18372 

l国

_s_ 

第 5i詳縄文時代早期の遺構と遺物

一務勿初7
4号土器集中 (PS03)

~ 一十ム亡二--ー

3号土器集中(PS02)

ムぐ
G-21より
北へ3m
東へ7m

。

ー三日核家~
1号土器集中

十
H-23より
北へ9.5m
東へO.5m

m
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第76図 土器集中及び出土遺物(1)
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第40表

遺物事時号

16201他
16186{1!l 
14600 
15288 
14577他
15527他
16306 
14955 
16425 
15873 
16246 
15024f也
15707イ也
16249 
15948 
15756 
15771 

16618fltl 
15457{也
16596 
15465f也
15464 
15775f也
16547 
19851 
16689 
16690 
16676他
16714 
15980 
17119他
16723 
16721他

16159 
16717他
19846 
16718 
13459他

15397 
19871 
13076 
9348 
19866 
15475 
19865 
8869 
19870 

遺構編掲載土器遺物編対応表

遺 構 分 類

1号住居跡 第E群A類l種c①
1号住居跡 第四群A類1事fic①
1号住居跡 第皿君宇A類l稲c①
1号住居跡 第四群A類3種e

1号住居跡 第E群A類3種f
1号住居跡 第四群A類3種f
1号住居跡 第E群B類1種
2号住居跡 第E群A類1種c①
2号住居跡 第血書平A類l種c⑥
2号住居跡 第E群A類2種c
3号住居跡 tfirn群A類1種c①
3号住居跡 第E群A類1有ic①
3号住居跡 第皿群A類1種c①
3号住居跡 第E群A類1種c①
3号住居跡 第E群A類l稲c②
4号住居跡 第E群A類1種c①
4号住居跡 第E群A類1租c⑤
4号住居跡 第E群A類3租1a
4号住居跡 第四群A類3種a
4号住居跡 第E群A類3種c
4号住居跡 1有国君事A類3種c
4号住居跡 第E群A類3種c
4号住居跡 第皿君事A類3車lle
5号住居‘跡 第E群A類1種c①
5号住居跡 第E群A類l布lc①
5号住居跡 tfirn群A類3稲a
5号住居跡 第四群A類3種f
5号住居跡 第四群A類3種f
6号住居跡 第班群A類1高官c①
6号住居跡 第E鮮A類l有lC①
6号住居跡 t匹E君事A類1種c①
6号住居跡 第四若手A類l稲c①
6号住居跡 首m群A類l種c④
6号住居跡 第E群A類3種a
6号住居跡 第四群A類3租f
6号住居跡 第四群A類3種f
6号住居跡 第E群B類2稲

1号~穴状遺構 第四群A類l草fia
1号竪穴状遺構 第E群A類1種c⑦
1号~穴状遺構 1事皿群A類1種c①
l号竪穴状遺構 第E群A類1事nc①
1号盟主穴状遺構 第皿若草A類1種c②
1号~穴状遺構 第E群A類3種b
1号盟E穴状遺構 第盟群A類3種c
1号竪穴状遺構 第血群B類1草E
1号~穴状遺~~ 第E群B類1種
1号竪穴状遺構 買m群B類l種

図版No. 番号 連 櫛 と の 接合 包との含接層合

第94図 181 
第97図 272 
m97図 276 
第107図 547 
第108監l 553 
第108図 558 
賀H09阿
第99図 304 
第102図 423 
第102図 447 
第90図 140 
第93図 176 
第93図 177 
第93図 178 
第99図
野HOO図 376 
第101図 411 
l$103図 448 
第104閃 477 
第106図 506 l号竪穴状遺構 6号~石 有

買第賀53111 000 676 図阿図
507 

539 
第90図 107 
首~91図 161 
第104図 468 有

第108凶 556 6サ住居跡

第108図 557 
tfi91図 159 
第91図 160 
第92図 171 
第99図 305 
第101図 396 有

m104図 479 
第107図 552 
第108図 556 5号住居跡

第110図 615 
第86図 58 

第第99 41 図図
183 有

第100阿 351 
第101図 388 
第105図 486 有

第106図 506 4号住居跡 6号1.1ミ石 有

第109図 571 
第109図 574 
第109図 588 

遺物番号 遺 椛 分 類 図版No. 番号 遺 構 との接合 包との合接合届

14040他 2号~穴状遺構 第田君草A類1者fic① 第96図 267 
15049 2号~穴状遺構 第E群A類1秘c① 第96図 268 
15895 2号竪穴状遺構 郷町群A類1種c① 第96図 269 
14044他 2号竪穴状遺調理 f.fl;rn群A類l稲c① 第97図 I277 

ト一一一151221也 2号竪穴状遺構 第E群A類1布ic① 第97図 278

15053192 イ也 2号竪穴状遺構 第E群A類2稲c 第102図 442 
15 2号竪穴状遺構 第E群A類3種b 第105図 492 
16440イ也 3号盟主穴状遺構 第四群A類3者llb 第105図 493 
15840 3号竪穴状遺構 f.fl;rn群C類 第111図 644 
16624 3号盟E穴状遺榊 第皿群C類 第111図 645 
17925 1号陥穴状ー|坑 第E群A類l稲a 第86図 51 
2481 2号陥穴状土坑 mrn群A類l事f[c① 第91図 142 有

2489 2号陥穴状土坑 1再E群A類1種c① 第99図 306 
3052 2号陥穴状士坑 第四群A類1種c① 第99関 307 
2479 2号焔穴状土坑 第四群A類1種c① 第99図 308 
2486 2号陥穴状土坑 第盟群A類1種c① 第99図 309 
1650 2号陥穴状土坑 1事E若草A類3稲b 第105図 494 
18452 8号陥穴状土坑 第E群A類l種c① 第96図 270 

117789621 9 
9号陥穴状士坑 mrn群A類1租c① 第91肉
9号|私穴状土坑 第四群A類4種 第109図

17834 9号陥穴状ゴ『坑 買~rn群A類4穂[ 第109図 568 
18809 1号~石遺構 第 I群A類2種 第84図 5 
152531也 6~予1.1E石遺構 賀m群A類 3種c 第106図 506 4号住居跡 1号獲穴状遺椛 有

5572 7号m石遺構 f.fl;rn群A類3種a 第104関 482 
15412 13号集石遺構 第四群A類 1積c① 第88図 90 有

15408 13号集正j遺構 第皿群A類 l有lc① 第89図 104 ト互一
12912 13号集石遺構 自m群A類 1稲c① 第99図 302 
12909 13号集石遺構 2有国群A類 l組 c④ 第101図 394 有

16862 14号集石遺構 第E群A類3積a 第104肉 463 
ト一一一一一一

1531370 2 l号焼土跡 第四群A類 1種d 第102@ 431 
18 1号土器集中 第 E群C類 1穣 第84図

仁二18370 1号土器集中 第 E群C類 l1lfi f.fl;84図 18 
18360他 1号土器集中 第 E群C類 1租 第84図 20 
18359 ユ号土器集中 第 E群C鷲t1積 第84図 22 
18380他 l号土告書集中 第 E群C類 1稲 第84図 23 
18373 1号土器集中 第 五群C類1稲 第84図 24 
18358 1号土器集中 百~ n群C類 1 種 第84図 サ;18368 1号土器集中 第 E群C類 1種 第84図
6707f也 2号土器集中 買~rn群A類1秘c① 第93図 175 有

6715f也 2号土器集中 買~ rn群A類1種c① 第94図 182 有

6719 2号土器~中 第四群A類1桁lc① tn98凶 290 
ト吉一

637 730 340 2 51 他他
2号土器集中 第四群A類1種c① 百~98図 292 
3号土器集中 郷田群A類1都c① 第89図 97 有

3号土$~中 第E群A類1事flc① 現~99図 310 
13122 f也 4号土器集中 第四若手A類1布lC① tfi89阿 100 

ト一一一一一一
13916他 I4号土器集中 第E群A類1秘c① 第97図 271



第 5章 縄文時代早期の遺桃と遺物

第2節遺物

概観

本遺跡で検出された早期末葉の集落は、調査区東側丘陵部に位置する。この丘陵部の土器、 石器の出

土状況にはいくつかの特徴がある。出土様相の詳細は総括に譲るが、集落域を環状に見立てると、その

中央部は遺物の出土が相対的に少ない。 中央部は環状集落における広場のような空間を意識していたと

考えられる。

1 .土器

出土状況

今回の調査で出土した縄文時代の土器は総点数8，435点を数える。以下では土器について分類とその分

布状況についてふれてみたい。なお出土点数は特別な説明のない限り、破片数を基本とする。

第 I群:早期前葉~中葉の土器 (第79図)

出土総数は11点である。遺構に絡むものは 1点の検出があった。撚糸文土器と押型文土器が出土した。

集落城である東側丘陵部からの出土が多く見られるが、一部の撚糸文土器は、調査区中央付近から出土

している。

第E群:早期後葉の土器 (第79図)

出土総数は119点である。住居跡や集石遺構などに絡むものはないが、調査区中央部の土器集中 1及び

その付近からは茅山下層式土器が集中的に検出された。野島式や茅山上層式のものは集落城である東側

丘陵部からの出土が多く見られる。

第E群 .早期末葉の土器(第80・81・82図)

出土総数は8，209点であり、本遺跡の中心的な部分を占める。そのほとんどが打越式またはその併行期

の土器と見られる。住居跡をはじめとして、 遺構に絡むものも多数検出されている。集落域である東側

丘陵部から多く出土しているが、遺跡全域にわたって出土が見られる。また、打越式併行期の東海系搬

入品と見られる土器は石山式・天神山式であり、 517点がここに相当する。

第町群 :前期前葉~後葉の土器 (第83図)

出土総数は60点である。遺構に絡むものの検出はなかった。東側の集落域からの出土は皆無であり、

中央の谷部からの出土が多い。また、西側の尾根からも検出があるが、これらはすべて諸磯式である。

第V群 :前期末葉~中期の土器(第83図)

出土総数は36点である。遺構に絡むものの検出はなかった。十三菩提式~五領ヶ台式と思われる土器

は中央の谷部から出土している。また中期中葉・後葉の土器は東側の集落域から出土している。

分類

本遺跡において主体となるのは早期末葉の土器群である。本遺跡出土の土器には、打越式土器と認定

できるもののほか、そのバリエーションと捉えることのできる土器や、また併行期と思われる土器が多

数且つ複数種にわたって存在する。本報告書では便宜上 「貝殻腹縁による山形施文を施している土器型

式」を打越式の中心にすえて分類・報告することにする。なお、本書に掲載した分類は非常に煩雑なも

のとなってしまっている。 これは、出土量が多かった打越式を分類することを目的として作成された分

類をそのまま報告書に援用したからである。そのため、各群ごとに細分の度合いに不均衡が生じている

ことを予めお詫びしたい。
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第78図集落域遺物出土状況
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第51立 縄文時代早期の遺構と遺物

第41表土器分類基準

類鮮 有1 点数

8 
第 I群 IA類撚糸文

早期lirl葉
~中葉

2 

a 貝殻腹縁文が施され、口容から垂下する
隆平ll'i，)>貼付 されるもの

貝殻l奴縁文が施文されているもののう
b ち、腹縁文下部を窓図的に盛り上げてい

るもの

① 貝殻阪縁文が山形に施文
されているもの

② 貝殻II!!縁文が波形状に施
文されているもの

③ 貝j設条痕文が日結文状に
施文されているもの

1組員殻阪総文

c 貝殻1Ill:縁文が施文されているもの

貝殻阪総文が近按 した2
④列でl単位となり、 11rJT;;

文を表出しているもの

貝妓!阪縁文が山形に施文
されているもののうち、

⑤ 111形文の上または下に文
線千I~:を区因するように貝
殻11重縁で検位沈線が施さ
れているもの

~ 7642 
⑥ その他、不定形なもの

A!lai 条泌文系土熔 d 貝殻日立縁文が縦位に密な波状に施されて
いるもの

ti'iilll洋
早期l末主主

貝殻l阪縁文土器 Ia 11r形文を組lい沈線で表現しているもの
を%:¥1互としなが ↑ 

Ib 誕百文を紺lいii線で表現しているもの2都 らも貝殺l仮縁以 ↓
外の施文手法を | 山形文あるいは波状文を幅広の浅い沈紘
とるもの |し で表現しているもの

a 口Ja直下より貝般条坂文が絡子目状にlil!i
文されているもの

貝殻l阪総文をfc
3種 |まとしないまた

は有さないもの

b 口腐[i'Hより貝般条jLf文が縦{立あるいは
斜位に一方向li祖文されているもの

c 只{没条痕文が波状に施文されているもの

d 口J百直下より縦ftiの沈線が箆状工J.J.，をm
いて施されているもの

口唇から11同部にかけて文様の施されてい
e ないもの

f 打越式土器;あるいは併行l時期の土総の無
文l阿部及び底部

4草E神之木台式 I I 3 

掛条痕文系不明土 I
1 5 

ト I 間務 ~- -------- ---------- ---- -----~- ------- -----------~ ー一---ーー一一一一一一一唱一一一一一一一一一一一一一ー-，-ーーーー一一一一一ー一一一一一一一ー一一一一ーョー.一ーーーーーー--ー一角一.一ー一一一一 -
1種石山式 1 I 43 

;:コ;LFi耕一---二二二二二二;1二二二三Ii
L煙 一主主主---j-----一一一一一一一」 一一一 一 一一 一一一一一一一一一一」 一一一一一一一 一一一一I5 

1稲Id青磁b式

式磁諸類B
 

学
紫

E

川
棚
創

附
刑
制
~

2種 言者磁c式

14 

13 

手| 十 --12: 

つ白寸よ



第42表 グリッド別出土土器一貫

水柳清 茅
茅山 打越立国 神之

条痕文

束
石山 | 上 諸 北白 五十一

弥生撚 押 野島 山 石 天神山 無海系
諸磯 磯;渚 磯 領ニ

藤内
曽 土

糸 型文 下 上
可併7ま，~ 木台

山

持l' 不
)11 ケ提司ゼ法『? 

手IJ
以降文 E 

層 庖 系 b C 
明

ド 若S
類 』ま 文 周 合 j

m~ 
i口L 

I E E E E E 皿 E 国 国
E N 

N N N 
N V V V 

C C A A A A B B B B B B 計
A B A B 1 2 3 1 4 5 1 2 3 C A 

l 2 3 C A B C 

G-4 3 7 10 

H-4 1 l 

G-5 9 l 1 11 

H-5 1 1 

F-6 l 1 

H-6 1 1 

F-8 1 1 

H-8 l 1 

G-9 1 l 2 

G-10 1 l 2 

F-11 l 1 2 

G-11 3 1 4 

H-11 5 l 1 7 

E-12 3 

F-12 8 4 2 14 

G-12 14 l 2 20 24 2 63 

H-12 58 23 2 2 85 

F-13 3 3 

G-13 4 4 

D-16 2 2 

E-16 8 8 

E-18 l l 

D-19 l l 

E-19 1 l 

F-19 1 1 

G-19 1 l 2 

C-20 4 4 

D-20 4 1 5 

E-20 2 2 

F-20 1 1 

G-20 1 4 4 

H-20 l 12 

D-21 13 1 2 16 

E-21 18 18 

F-21 69 1 1 3 1 75 

G-21 l 1 4 500 2 1 2 l 22 4 538 

H-21 1 l 188 4 14 208 

1-21 2 4 6 

E-22 115 l 1 117 

F-22 1 617 4 6 27 6 l 662 

G-22 1 11 1169 24 1214 

H-22 17 1685 19 65 2 11794 

1-22 2 1 328 1 1 23 2 358 

J-22 2 2 

E-23 1 1 6 288 

F-23 16 l 17 

G-23 1 236 5 31 2 275 

H-23 8 1326 12 58 93 1497 

1-23 1 1 718 11 3 38 17 2 791 

J-23 1 1 14 

H-24 29 2 7 38 

1-24 1 90 2 9 1 103 

表採 1 1 125 2 1 8 1 l 1 1 2 144 

合計 10 1 1 11 63 44 1 7642 3 100 374 38 5 14 13 4 24 31 3 2 4 8435 
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第 I群早期前葉~中葉の土器 (第84図 1"" 7) 

11点の出土があり、うち10点が撚糸文の土器であり、 1点が押型文土器である。

A類撚糸文土器(第84図 1""6)

1種撚糸の施文間隔が密なもの(第84図 1"'4)

撚糸文土器10点のうち施文間隔が狭いものは8点検出されている。井草E式またはそれに併行する

土器であると考えられるが、口縁部が残存せず詳細は不明である。すべてRの撚糸を縦方向に施文し

ている。これらの土器はすべて、調査区東側のなだらかな丘陵地で検出された。

2種撚糸の施文間隔がまばらなもの (第84図5・6)

比較的施文間隔がまばらなものは5・6の2点検出された。 夏島式~稲荷台式またはそれに併行す

る土器であると考えられるが、 1種同様に破片のみの出土であり、詳細は不明である。 l種のものと

同様にRの撚糸を縦方向に施文している。 5は1号集石にて検出された。この 2点の土器は同一個体

であると思われ、調査区中央の谷部に近いところで検出されている。

B類押型文土器 (第84図 7)

押型文土器は小破片 1点のみの出土であり詳細は不明であるが、楕円押型文に属するもので、 細久

保式~高山寺式に併行するものであると思われる。調査区東側のなだらかな丘陵地で検出された。(第

79図)。

第E群早期後葉の土器(第84図8'"第85図)

A類清水柳E類(第84図8)

清水柳E類土器は8の1点のみの検出である。小破片で、あるが、破片中央に絡条体の圧痕が残され

ており、破片の上端にもその痕跡が残る。調査区東側のなだらかな丘陵地で検出された(第79図)。

B類野島式土器(第84図9'" 16) 

野島式土器は11点の出土で、分布は調査区東側の丘陵部である(第79図)。条痕を地文とし、やや幅

の広い沈線を交文させている。 内面は丁寧に器面調整されており、擦痕が残るが、 残存状態は良好で

はなく、 一部が剥落しているものも多い。 9'" 12は口縁部が残存する。口唇には員殻腹縁の刺突が見

られるが、 11は口唇の一部が剥落しており、 定かではない。 15は若干外反する様子が見られる。屈曲

部を持つ土器の破片とも考えられる。

C類茅山下層式・上層式土器(第84凶17'"第85図)

茅山下層式・ 上層式合わせて107点が出土した。接合関係も多く見られたが、 口縁部が残存している

破片は少なく、器形が推定できるほど復元できたものはなかった。下層式、上層式ともに縄文施文さ

れているものが検出されたが、胴部に屈曲を持つものを中心とし、 調査区中央部から出土した茅山下

層式と、屈曲部を持たず、集落域から出土した茅山上層式とに分類した(第79図参照)。

l種茅山下周式土器 (第84図17"'28)

調査区中央部から検出されている。現地調査で破片が密集したところを土器集中として遺構認定し

た。 土器集中と包含屈は互いに接合も多い。上層式と比較すると、胎土の色調が全体的に赤みを帯び

ている。元もとの個体数は少ないと想定され、 ここに分類した破片すべてが、同一個体である可能性

。。つ白
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もある。原体は、軸を斜位にしたRLの単節斜縄文を使用していると見られる。内面は総じて、条痕が

施されている。

17・18は口縁部が残存する。ともに円頭状の口唇部に太い丸棒状口具による刻みが施文されている。

外面は横方向の調整と思われる条痕の上に、軸を斜位にしたRLの単節斜縄文を押し当てて施文してい

る。内面には横方向の調整条痕が見られる。 20"-'24は屈曲部を持つものである。外面より粘土を貼り

付けて下部に被せるようにして上部と下部を接合し、段を作出している。上下段ともに軸を斜位にし

たRLの単節斜縄文を左から右へ転がして施文しているものが多いが、上段には17・18の口縁部と同じ

ように、原体を押し当てただけのよ うなものも見られる。 23や24もそれに該当する。 25は上端般損面

を研磨しており、角頭状に仕上げている。

2種茅山上層式土器 (第85図29~46)

調査区東側の丘陵部で出土している。条痕のみのものと、 縄文施文されているものの2種類が存在

する。 29~38は条痕のみのものである。比較的大きく接合した29をはじめ として、 口唇部が残存する

破片が29~34と相対的に多い。 口唇はみな円頭状に仕上げられるが、 刺突等は見られない。口縁部は

条痕が横走するが、口唇直下ではナデ消されているものもある。口縁部以下の条痕は、左上から右下

がりのものが施される。 35~38は胴部の破片である。 39"-'44は縄文が施文されているものである。胎

土の色調は赤みが強く、 条痕のみの一群とはまったく異なる。外面にはRLの単節斜縄文が隙間無く施

され、内面には条痕が横走する。 39~41は口縁部である。 39 と 41は杯状の突起を持つ。 40は口唇に棒

状工具による浅い刺突が見られ、これは39にも部分的に見られる。 42~44は破片である。 45 ・ 46は底

部であり、 45の底径は6.0cm、46は6.4cmと推定される。胎土の状況から推測すると、条痕のみの一群

の底部である と思われる。

第E群早期末葉の土器 (第86"-'111図)

A類条痕文系土器 (第86~108図)

早期の関東地方に多く見られる条痕文形土器群の系譜に連なるものをまとめた。打越式の象徴で、あ

る貝殻腹縁文を有するものを 1種、員殻腹縁を用いず、 沈線を用いて施文しているものを2種、条痕

のみで施文しているものを3種とした。また4種には神之木台式と思われる もの、 5種には不明なも

のを分類した。

1種 貝殻腹縁文を有する土器

a 隆帯を有する土器(第86図47~62)

本遺跡では、貝殻腹縁文に隆帯を伴う土器が15点出土している。13点が垂下隆帯を持つもので、残

り2点、は環状突起をもつものである。47は口縁の波頂部に口縁形態に沿って垂下隆帯を2つ貼付して

いる。 隆帯には棒状工具での刺突が加えられ、 2つの隆帯の聞には員殻腹縁が縦位に施文がなされて

いる。胎土は赤く、 他の土器とは異なった印象を受ける。 48~50 ・ 52~55は格子目条痕文を伴う。 48

は隆帯・口唇上ともに員殻腹縁での刺突が見られる。 49・50は同一個体と思われる。ともに隆帯・ 口

唇上に員殻腹縁での刺突が見られる。 52も同様の施文がなされ、また腹縁文の刺突の特徴から、49・

50と同一個体の可能性もある。 53~55も同一個体と見られる。隆帯には箆状工具、口唇には棒状工具

で刻目がつけられる。 53は頂部に杯状の突起を持つ。 54と同一個体であるとする と、 一個体内に波頂

部の形態が杯状のものとそうでないものが混在すると考えられる。 55は垂下隆帯を有さないが、53・

54と同一個体と思われるため、 ここに掲載した。 51・56・57・60は口唇に棒状工具による刻みが見ら

ハH
v

q
J
 

寸

i



r寸
Cウ
r-< 

(N)
酪
什
N
n
瞳

図
山
∞
撚

E
U
O
 

くD
てr

勺ー「
J

寸
寸3

b
u刈
パ
レ

て

死一円以

~5

工二~ ~

?持ι2・
川市
‘、増

N
寸

↑

寸

i
y

L

1
 

7

〓t
J
4
U
1
r
y

「一

九
高
言
。

二

、
A
許
可
デ
イ
仏
万三

一

by訟

E

G立
て

ミ

ム

39守

一

J

ラパ
Et

1
4

J
、
l

t

F

九
叫

C
F仏
F

サ
却
し
一

。寸

p
r
p
u
!
e
J

:
 

rVベ
7
5
・、ぷ
evwre}
「
¥

段、
E必JhP、
~~J術交~~'~iふ
川不'~~弓 1
r ド7::;;.::..~当

，，'了、・ ;.t "_;:r~i
，'....1 :，"__:;..-
. r; 三"';;- ~J'

ょ:~-:::.t~.:V

lp

t

t

'

j

h

'

U

7

3

・

3
;
:
J
L
?
 

h
d
f
J
t
w，
刷
。
川
叫
三

'
t
'
d
t唱

-4vJヘ
?と

け

J
R
L

1
4
2
4点
ν
てげ
J
M
V
1
L
l申

f
LγJ

一，'V
』
叫
J

旬

、
t

L
JU司
令
札
t

J
い
わ
ト
V

1
9
4
'
h

f

，
F

S

E

i

-

-

1

1

6

.

‘
 

t
h
J哨
J
F
¥
~
f
u吋

・

u
h

〈
」
川
、
ド
，
r
f
y
A
J
;

仁三二三
~'. '_. ~ .- ‘ 

ぺ34時二♀fF
;}":S~"_<~'(~~~~，，\Õ 
l ~~~r~~2:.;ドコ、去、，
~ :r， .':':-:;:..:r~:í"T~:ι 
川二号、?¥~~~f ごと宮古
とく九「 ムヂー'，':，';".・、、 :1.-;-'・ー

Q.~. ::;.~:、'~'::y.;号e、~:.~;;
V、イ1こ〆~~[;~~~~::'~_)r. 、ー、 ~'._l"'

、も.，斗:.~ ' ~:;:. 

目 ~:;~i:.'/~，'手;
~'..... IJ 'r_、，向，但
んてが心、土
1;":，'_， 'o':'_--;:; 

'，¥ペ;:-.... ・.~:/:~， ....;1': - ，~ .. 

~l>.:;;'~!"'ø:.":' ;::.戸、:r:j
¥:{.)';': :~.‘ 
竺ご~.l:_. -J 

-，‘よ丈r

∞
円

九
ソ
仏
H
Y

二

六
L
h
e
i
4
り、が

こ

，
r
r
r
J
i
'
は
aJ河
川
か

一

一

J
L
A
子
勺
パ
¥
日
日

F
A
R

一一

弘
、
感

K
デ

ト
丸
一
代
J
J
K山
岡

V
M
vp

h

J
U
Y

一、
1
J
'

J...... .， 
，ー.-_"， ， 

(， ~ .'"._......r..‘ 
j :'~τ骨~•. _.::: .. (.，~ふ
..': . J" ~i" ・ 一←

l 戸 ー ー ニ .-=
， ~ ~. c同-ラ"‘':::..、"_'-.匂_._・一一_h'合..-....、て叫月 ." 
''-:'''J..Y' 叩一 、O"J
一ー 一、一，.y
~. ' .'.~ . -"'_ ，，'-，-

ーι .
、i_';~'(~;';"~7\， 
¥ ~"';'沿比;ラノ
勺'1:.:..'"
-::~コ~'1

Jv 

h

-

二
yJJed

、J4
4
J
r

，々
J
t
M
A
U
Y
P

向、、
r
i品
レ

UJ
J
Q
h
r
Mソ

~J
匂
J

B

f

I
K

E

a
-
z
一縄

〆

~ザ一
4
J

刊
か
・μγ
一円ば
LJι

…γ

二一
f
/
J人
札

V
H

一'A7
4
JHリ

W
!
?
JH

V
E
/，W
Y守
奇
心
。

，y
z、人
11JJ/fd
・MJ抄人
L
4
.
f
t
H

e
t
-
r
J
Er
h
u刊
4
A
f一正

日
hjvU16J引一リンい二目見、
m

f
a丸
山
知
川
リ
，

JJAv
，J
U

6
2、〆
Jρ
河川
，、
，
ej-

a
Hぃ
rしペル一円山
r
J
K♂
勺
d
r

~
.
4
3
r
n
p
-
:
3
・uute

令

)Av
t
J
百二
J
T

t
f

a-
b
-
H
b
¥マ
池
町
h
u

二
S
J
'
J
i
R

-Fγr
一~〉
J
J
J

，n!r
A
p
f
I咽

u
e
J
J
tイト
町
、

‘ぃ、ぷ阿川
，十
哨

ト、
c"? 

-
F

，Y
 

7
4

1
R
1・1
1
J
J
/

バゲ

「

一

九円
J
M
7

r
J

容
さ

γaf

一
「

九
fJ4r
J
d
M
F，
rL片品一下、ー

一
、

角川、，
d
i
'
〆
許
』
z，n
yパ
1
1
t
A山内
乱
九

J
J
J

-

-

2

7
〆
f.v・
4rュr
〈ー」

'teaf244

二

心ネヤ~'之
4
0桜山川

一一

A
L
FA'
h
c
h
vsJ41
iF
I
v
-
-

一
-

iL日r
M
H
ρ
d
J
γ

・J
J
A
，d
rィ
，

I
P
-

-
一

言

e

b

A

T

J
ザ

F

v

f

ケ
'
4

、，

一
一

間三
段
一
ぺ
Z
:
:ペF

二

食
T
h
d泣
い

二

ぷ
沼
山
77uv
e

一一

ヘぷ
'
んdvvtγ
・

;

d

vJ
e
d?
「
4

-一

J
，.

M

ず

d
ρ
j
s
p
l
f

二

弱小一

rL旬

、
一

F
、
に

ζ二三 湾

J ・Jj/:
W長~)~/，t
'¥¥r}:J:'-

目
的

主
ftpAY一彰

「
一

7
c
r
J
FJ
J
A
M

-

一

r
r
'
t
下
仁
ぺ
J
4

一'y
'F

一
~

，

Z
弘一一
-
二

4
0
引拡

J

ご
，':w~" .....‘u νiρー

:よ;当i句.~~:~?P .... :.r~百戸，行主主~.~. .i ，. ， ナシ・.t.~話:;_... 'f~~ 
也、二 J仇可ぞF伊丹ι，
'_h' A::.'"亡、、
J ぎ.~-.~.~~..~-:..:::~:;~:(j 

一'，-:，_'-.r 日'....

可 (J戸、:三♂J
..J-1' .... 

〈二:s.~宅

ノ却さ1、
}お~r~.~.

くコ
ち:子宮2
;"V;':'争
、l<S!~.~'

'f~" 

7霊山 忠

夫15jS
:::主ーと . J -

-::'::'-!..~・

C二二コ

3心?，E~でirJ
'í:t;(;~:k-:'" " 
~5~~~~1 !-

，'..' 

Cコ
Fつ

，A必
読ま '("I!...... 
晶 ':f":i~ .....， 

zut1ぷt
iうしよう三

j、・b、-
c"? 

コ
・徐容認
V
W

~

-

d
trド
ィ

丸町
一イ

!
川

r
t
f
i
y叶
!

C

M鮮
総
校
駅
川

台、

t
・5
1
1
J』

j
J

「
{一

、‘、、
.1Jj，Y
、7
以
F

/

一
一

仁

h
o
u、wvF勺
e
f「
J
ヨ
ロ

一

一

主

--P主
J
，‘
4
I
F
7
.
u

-

-

♂
，upJ'
J
G
Jウ
タ

一
「

JM-，J
宇

Y
U仏

'
Z
JE
2「，
d
m
J

一一

プ

J
4
r
'J

一

f
δ
z
-
一
-
E
-
'
Jh:l

一-

円

:
;
1
4リ

'
Pソ
1
4
岩
山
、

7
1
I

一

『

J'
h

L
お
ら
ヅ
町

r

J

7

M
町
一
'
・

ι、
吋

-

F

:

i

-
A
・I

・
-
e
j
J
4
;

:

1パ
山
町
石
川
明

vLLvovrp巴

ド

J
H
1
2
u
s
hi
J

一一

;

i

d

E

d
e
-
h

:
 

d
志

向
わ

J

J
w
h
kご様、
dhyf

k，

戸

一

!
;
f
J

l'

f
 

UFAe吋
《

-
r
n-

，F

J

，‘
、r
・
4Fr}『j

I
1d

、与

舟
ザ
・山
出

1
5〆h
f
f
抗日
4

白吃
あ
いM
.

ぃ

E11J

・
t
い吋

，
一
れ
γ
む，

eby
.
h
dん
F1

24μ
1

f

y
ベ

4

.

、
b
e
M

nwFf打
点
玖
匁

J
:
F
-
u
f
u
コf

A'
Jγ
小
川
!
約
九

ν，r吉
村
:
パ
ロ

Jee--42

r
V
J
U
九
H
Wぷ
万
戸
杭
V

1

ソ
い
，
J
s

，y川

~
注

o
t
t
o?
t
y
l
e，
干

U
，
Oa'
i、1
I
P
4
1
L
U

-
-
J
J
f
i
t
-「一
d
'
u
p
宅

1
t
J刊
号
、

円
J

，ふ
れ
不
明
ス

f
J身
、
十
h
l
f
r
h

v什

LH.
凶
作
町
議
財
ゆ
抗
hw川清
匂1
4
r
U
J

，ふ，.守jy司、 F子
叶、母.. ;;'，~ 七11-:':.(，，'巴斡-"
S.:Þ:♂.1'~' i" ì:.、，t~ノ
ふ~叫アベ・~ιy-'t~: f.叫品'!.!
戸川:";，)}.~~~;Þl'~~_;:..o"'};-a，、
・':o¥'e吋ぞ.- ...，þ..~.:，~♂.， 

~:;~~;-".~.~? .~Jお7.ム勾(i
i;.:~i〆万~r::;::，: :'{~'rt2~::~ 
コル ~〆 f・‘...;....:".ι/_

五i.~':' ， 、 ，.. .....、:..--<.:w-;，，:.... .:..:.:- ..r二........ー ;~'~'~"'.

柳川酌:~.;/'/i!/;~':'::::;~;:;jシ忽::7~;:~;.::r乞
れれ'リJIJミ子将0':守~~予ず:，\:{;弘戸ぺι?守守J三♂♂~~主川γ~~:己ふ二Uj.土' ''...''ン戸Jん'
品日， ド吋x、ζ ‘凧白 ，吉九可、ワ3ρぺ;;:--，〓拘舟チ、白白、 ? :~~ 町Jん一〓 ， ν 、" .. 10.' ，句与句与レレレ.~-'.ιi 円. :~ ，-'1多ぷ.，ぐ七_.±エ& 

恥ι叫ふγふ~~ν~'-:叫ff~、幻.'.~溺湖Ö'r~雰ゲHぺ':;.~'-:三?グミ汗汚丹ぞ弓三巴戸乍匂三%会ι '，-::~.;.~~:;:~:;:~s .;:~(y' 

てf'j:/:I~? :~，? \~'(尚三官ENイ灯、:'fFPγJJ
:~~~í'J;/i.J:.5ぷ'f~~~~~.:~~i\-'i!f.~~(':'~，♂ラア'f
吹いよLY:J tJ/九パ."で計十勺併

s~. :.，../ .I}'::-.T，‘i.' ， '，~".ザ，: ~.，"":~~':~亡• .' t ¥ .~ j''./~ .:.y 
かけ .:，~;.:Y;i仁 . ，~.~;、~~~ i'i.:;~"':. ~ 可脅号¥':心しυ戸iノχJ千仁句ごζ 〆必ち，γ〆z

/ι/ j'~'千tιaづ叉な一"ケ!.，'瓜 ;，... 叫 .u; “ル，叫、和叫‘'~' . '('ド" 
、

i:!f:t_，....::'，.;';...，;:，. 
#d戸-弘切丸~ X正;{令わ/:.-υ'主:
t設?:ソU高'Jjιιニム"ぷ〆，4f九~.:.η:プ，ぺ》ン，":べβ.. 人~~;ぷ=山守υイ有".吻竺久土工、唱勺\口ムふ川巧、ペ弓うラ'.ぺ;守 子
?叫......rt. ~;i:;， ;;'?メト~. ，;." {:':.; 二:.::r"~ なす

玉三f:;~f( /:i~j:ln'~"')~'.\"'~，シd了?、Z ‘yきよ、γイλ
?jl.勺 )_~ Iメ:_"，:"I'J.γ，白 4ゴ.'-‘、句置一噌 .'.o .....一 r 

， ~. ~;: '-i、，.フρ'!，-C '1 ~再三どJ

Jt-万台， ((~.!~\:・
;λl' イr;~ \ l.~， f ~ルてエ
t~ソγ:ιヶ;#;.'-;， う¥
t:.;.:t，k..(.三二~

Ú:.~人-}/!./.':.:，~;/

(!t;:だ :VL1
(.;~~fj~:.~~;~~γ、:

ιγλ??1tス
?，今:.//，、T，.. ~~J: 
芭.'¥" ~ :." ..... ~ー?ー

寸f~ 手;'， ~~，:à，(.~f~ ~_;，弘

、r品、ç:.';~~ι:，' ~ ，γ#) 
<{:'~. r: .~;':令，..必I，?i

‘l!~n1f/Mfj 
U;tll，;;;・'~:~;.'f;i
九(~//か戸'/"

~ Jl:;.、-p:'/.;' 

l • .'汁ヘr正よ片

付fイ~{/んr
-'.~>< 

容
烈
日
刊
鍵
相暗
Q
R時
時
ギ
室
料
羅

判
明
旧
日
撚



hr
勺
/

f"~ 

に、〔

)~ 

じ

。口

アヲー Iγ
」戸、『事I{L:_，

C /してい

しヤてし

は、 の」、「長

もの」、「 たは下 !もの」、「

仁

と

に員殻腹縁文が山形に2列記される。口唇はムド坦曲が作出され、箆状工具による澗突が見られる。拓

本左上端部の口唇には指で押しつぶされたような部分がある。意囲約なものかどうかは判断できない

その部分の刺突はなで消されている。 66・61も65と河様な文様構成をとる。 66には補修孔が残る。

68も康問酌には他のものと同様だが、員殻腹縁文の下位にも条痕が斜走している。条痕文施文域に貝

殻腹蘇文が配される倒である。日韓への刺突は、 65"-'72は箆状工具、 11・80は員韓親縁、 13""79は棒

状工具が用いられる。このうち、 77は箆状工具を斜めに犠かせて刺突している可能性もあるg また、

78・81は口唇が一部破損しており、詳細は分からない。

82・83は口騨が外側に張り出すように隆帯が貼付されるものである。本遺跡において、口唇に隆帯

カミ貼付される打越式土器は、義下盤帯のものを除くと、この2点のみである。ともに貝殻腹緯による

刺突が口唇外端に見られる。さらに82には内部端部にも貝殻腹繰による東!突が見られる。
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μこは民主

されてい〉。とのような条

が施文さ iところ1

コ土器は、

コ口唇に
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日}再活 l話される L交文した J、もので、その !殻11支縁3 されるも と

めた。t' 丈は山形 Jる。 891: が縦位に ;施文さ上、そむ上に貝殻 ーポ

[1 こ3列施文 Lぐれて，る。鈎・ iと1，，[日個体と 11己)山。9{)は索前干の後に、 山，'11(/)三線が施さ

二の詑線十、 ji! ;'~!\ ~と甑され 1， t j:/J，~Jit，縁丈の?ノ i (/) J-.に位置すシ 川・ 90ともにタI の日韓に

棒状:仁王 阿突がな " 92も沈潜 れるもの 71 t肱縁文7，上配され

への刺安 こより不l 。97は上t Eく接合してい 。 3~子土 :りの検t

元組品M千三20官 G(白'11. /J陶郁醍た十η.4CIn'¥:"if，'ち o 際的拡ll:lGClIl :~JJ字はl.lcmて?あろ。班'UL<l)
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交叉とを !i J:うな部 る。
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第 51江 縄文時代早期の遺構と遺物

〈貝殻腹縁文以外に明確な文様要素を持たないもの) (第93図~第100図)

員殻腹縁文は施されるが、それ以外は明確な文様要素を持たないものをまとめた。 器面は条痕がナ

デ消されているものや、器面調整の条痕・擦痕がわずかに残るのみというようなものが多い。比較的

大きく接合したものの中には、 条痕が胴部上半はきれいにナデ消されている半面、 胴部下半に条痕が

残るものが見られるが、文様施文域が無文であるこ とを理由として、ここにまとめている。大きく接

合したものから推測すると、山形の員殻腹縁文が3列施文されるものが多く、本遺跡の主体を占めて

いるものと思われる。

175は大きく接合した個体である。3号土器集中でま とまって出土した個体であるが、包合層との接

合関係も多い。山形の貝殻腹縁文が3列にわたって施文される。 器面は条痕がナデ消されている。口

唇への刺突は箆状工具による。176も大きく接合している。復元推定値は口径が22.0cm、胴部最大径が

23.0cmと推定される。残存高は22.6cm、器厚は1.0cmである。この個体も山形の貝殻腹縁文を3列にわ

たって施文するが、 175と比して、 員殻の押引が深い。 177は176と同一個体と思われるものである。 179

の貝殻の押引は横い。 176"-'179の口唇への刺突は貝殻腹縁が用いられる。

181は1号住居跡出土の遺物である。胴部下半にいたるまでの大きな接合を得た。 山形の員殻腹縁文

が3列にわたって施文されるが、口唇直下から左下がりの腹縁文が施文される。第102図に不定形な文

様構成をとる一群をまとめて掲載したが、あるいはそちらで報告されるべきかもしれない。口唇には

棒状工具による刺突が見られる。 182も山形の員殻腹縁文が3列施文される。口唇には箆状工具による

刺突が見られる。 183は1号竪穴状遺構出土の破片を合んで接合している。 山形の貝殻腹縁文が3列に

わたって施文される。 184も同様に山形の貝殻腹縁文が3列施文される。本個体の腹縁文の施文は下方

への押引が主であるが、刺突の深さは深いものから浅いものまで多様である。

大きく接合しなかったもののうち、口唇が残存しているのが、 185"-'2初である。

194は外削ぎの口縁である。このように急斜度に削がれているものは本遺跡では珍しく、該期のもの

はこれl点のみである。 195は口唇から胴部上半までの接合が見られているが、山形の貝殻腹縁文は主

体となる 2列である。 239は波頂部の破片である。波頂の口唇がつまみ上げられるよ うに薄く整形され

る。 255は口唇の残存が良好ではないが、口縁部がやや外反する ことから口唇が残存するものとした。

この固体に施文される山形の貝殻腹縁文は2列である。

185"-'270のうち刺突が見られなし¥194を除いた85点の口唇の刺突に用いられた工具は、員殻腹縁が31

点 (185・189・191・197・201"-'205・210"-'213・217・218・220・222・224・225・229.231・237・239・

240・249"-'251・256・261・264・266)、箆状工具が23点 (187・190・193・198・209・215・221・223. 

230・232・235・242"-'248・254・260・262・263・265)、棒状工具が17点 (186・188・195・199・206・

214・219・220・233・236・252・257"-'259・267"-'269)である。なお、貝殻腹縁を用いるもののう ち

205・217・218・220の4点は口唇上に貝殻条痕を引いている。また、 196・200・207・216の4点は角

棒状工具を用いたか、または箆状工具を寝かして刺突している。 192・208・226・228・234・238・241・

253・255・270の10点は残存状態が良好で、はなく、不明である。

271 "-'382は口唇が残存しない破片である。このうち、特徴的なものだけここで紹介する。 271は比較

的大きく接合したもので胴部中~下半が残る。 277は口唇が残存している可能性もあるが、判然としな

いため、 ここに掲載する。 313は破片の中央に大きい縄の圧痕が見られる。意図的につけられたと思わ

れ、原体は判然としないが腹縁文よりもはるかに大きく深い。 290と292はともに3号土器集中から検

出されてお り、同一個体であると思われる。
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(第l'二二二こ二))
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工二 工る。 4生: 吟るようにJ cリ』にこは山二ご

もし〈くL は捷7熔努状に璃丈してい 4令~/.か~:.主、評欄拡々、明である。口容には滞状二上具によ Q刻みか見られQo 418 

も丈機構成は不明で、口唇には条痕の押引が見られる。 419は斜位の条痕を施した上に毘殻膜縁を施文

しているカえ詳細は不明である。口時には箆状工具による婁uみが見られる。 420は口樟直下に沈線を施

している。腹縁文は口縁に並行するものが3本と、それに受わるものが5本見られる。日重縁文の刺突

にも様々な方法が晃られる。口唇には棒状工具による濃い刻みが見られるα421は菱形状ともとれるが、

渡頂部中央に突叉する腹縁文が施されているためここで掲載した。口唇の刻みは盤状工具が清いられ

ている。 422も文様構成が不明である。わずかに残った口唇には箆状工具での輔自が見られる。 423は

2号住居跡出土遺物マある。縦方向に施文した後に横方向の施丈し、菱自状を基調としたパターンで

擁文している可能性がある。出土土器の中でも厚手に属するもので、庫い部分では1.2cm程度ある。口

暦の刻みは角棒状のものを用いているが、者端部の刺突は員殻腹隷である。残存部右側の頂点を境に
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施文工具を変えている様がうかがえる。内面の調整も丁寧になされている。 424'"'-'427は縦方向の施文

が特徴的なものである。 424・425ともに縦位の条痕が施された後、縦方向に腹縁文を施文している。

口唇はともに員殻腹縁による刻みが見られる。これらは同一個体である可能性がある。 426も縦方向に

施文されているが、条痕文は伴わない。口唇の刻みは箆状工具による。 427は山形文のように見えるが、

連続性が見られないため、ここに掲載した。小破片であるため、詳細は不明である。口唇の刻目は貝

殻腹縁である。

d 貝殻腹縁文が縦位に密に施文されているもの(第102図428'"'-'432)

破片数にして 7点出土している。うち 2点について接合が見られた。胎士、文様要素に類似性が高

く、 同一個体と思われるが、 それ以上の接合は見られなかった。ここでは5点を掲載する。 431を除く

3点に口縁部が残存している。口唇直下から縦位に密に施文している。文様は細長いハの字状である。

428・429はハの字の列が2列施文され、その下は無文となっている。 430・431も同様であることが推

測される。口唇には箆状工具による刻みが見られる。

2種 貝殻腹縁を用いず、沈線を用いて施文しているもの(第102図433'"'-'447)

1種の土器群と同じ文様構成をとるものの、施文に沈線を用いているものをまとめた。

a 山形文を沈線で表現するもの(第102図433'"'-'436)

山形文を意匠としていると見られるが、施文工具は多彩である。 433は箆状工具を用いており、山形

の列は2'"'-'3段であるが、 435に見られるように、 波頂部分には山形が1段追加される傾向があると思

われる。 433もこの部分を基点に段数を増やしている可能性がある。 434も同様に箆状工具を用いてい

るが破片右側の山形は部分的には波状とも言うべきなだらかな形をしている。この部分は沈線の太さ

も変わっており、沈線の引いた底の部分からは線条痕も観察できる。 この部分は茎のようなものを施

文具として用いたのかもしれない。 435は台形の波頂部である。波頂部から山形文が1段追加された様

子が見て取れる。 433'"'-'435はいずれも口唇部に箆状工具による刻みが見られる。 436も同様に山形文で

あるが、沈線は半裁竹管状工具で施文されており、破片上部の刺突列も同じ工具の背を利用して施文

されていると見られる。

b 菱形文を沈線で表現するもの(第102図437'"'-'441)

菱形文を意匠としていると見られるものをま とめた。 437・438は同一個体と思われるもので、沈線

で格子目状に施文し、菱形を生んでいる。 口唇には箆状工具による刻みが見られる。 439も同様の文様

構成をとる。 440は口唇から縦位の沈線が施され、その後に右下がりの沈線が描かれている。441は胴

部破片である。破片の上下に補修孔と見られる穴が見られる。

c 山形文を凹線(幅広の沈線)で表現するもの(第102図442""'-'447)

条痕が施文された後に、凹線が施されるものをまとめた。小破片が多く、詳細は不明で、あるが、典

型例である442や444の様相から、山形文を意匠としていると推測した。回線は指あるいは太い棒状工

具で施文されている。442は斜格子目状に配された条痕文の上に、弧状の凹線を施文している。口唇部

には箆状工具による刻みが見られる。 444も山形文を施文している。口縁が残存しているが口唇への刺

突等は見られない。 443・445・446・447も条痕の上に回線を配している。 口縁部が残存する445・446

ともに口唇の刻みは箆状工具が用いられている。 447は員殻腹縁のようにも見えるが、 斜位の条痕の上

に凹線が2本施文されており、上下の凹線にはさまれた部分が員殻腹縁の刺突を模している。
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3種 貝殻腹縁文を有せず、また員殻腹縁文の文様構成を意匠としないもの(第103"'-'108図)

ここでは、 1種とした貝殻腹縁文の土器群と同時期のものと見られる土器をまとめた。その主たる

ものは条痕文のみが施されている土器ということになる。しかしこれらは小破片も多く、腹縁文を有

する個体の無文部である可能性もある。図版には 1種c類と同様に格子目条痕を持つものから順に掲

載した。

a 格子目状の条痕文を持つもの(第103"'-'104図)

口縁から右下がり、左下がりの条痕を交文するように施しているものである。 448は4号住居跡出土

遺物である。口縁部に斜位の条痕が施されている。格子目条痕の典型ではないが、条痕の方向は一定

ではない。その下位には横方向の調整による条痕が残る。口唇には貝殻腹縁を刺突した刻み回が施さ

れている。内面にも横方向の調整による条痕が残る。推定復元値は、口径28.8cm、胴部最大径は28.2cm

である。残存高は30.7cm、器厚は1.0cmであった。 449も口縁部を中心に胴部の1/4程度まで接合した。

波頂部に垂下隆帯を有するものと有さないものが接合した形で残存している。この個体は、対面する

2つの波頂部にのみ垂下隆帯を貼付したものと思われる。垂下隆帯上及び波頂部には員殻腹縁による

刺突が見られるが、波頂部を除いた部分では、貝殻条痕を短く号|いている。推定復元値は、口径17.8cm、

胴部最大径は21.3cmである。残存高は15.3cm、器厚は0.9cmであった。 448"'-'452はいずれも口唇に平坦

面を作出して角頭状に成形した後に貝殻の腹縁を短く押し引いている。450は449と同一個体である と

思われるが接合はしなかった。 451も同様に同一個体である可能性がある。 452は同ーの施文手法をと

るが、器面及び口唇上に残された条痕の肋が細い。 453は口唇部から底部までの接合が見られた。復元

推定値では、 口径が8.7cm、胴部最大径が10.1cmと推測されるいわゆる ミニチュア土器である。 残存高

は13.8cm、器厚は0.9cmである。口縁部付近に条痕を格子目状に配している。 454"'-'463はいずれも、口

唇に貝殻臨縁による刺突が見られる。 454は条痕を引いているようにも見えるが、 深い刺突である。 464"'-'

466は箆状工具で、また467"'-'471は棒状工具で口唇に刻目を作出している。中でも、 469はやや特殊で

ある。 469は口唇を角頭状にした後に、口唇と外面との接点に棒状工具で刻目を入れている。 472は口

唇の施文が不明である。 473"'-'483は胴部の破片である。

b 交文しない一方向の条痕を持つもの(第105図)

条痕文が交文しないものをまとめた。斜位のものが多い。 484・485は同一個体と思われる。貝殻条

痕を長めに施文している。 486は沈線のように見えるが、肋の大きいものを使用した条痕文である。 487

は格子目状にも見え、あるいはそちらで分類されるべきかもしれない。 488は波頂部である。484"'-'488

はすべて口唇に貝殻の刺突が見られる。また、 489"'-'497は棒状工具による刻みが見られる。うち、489"'-'

491は同一個体と思われる。 条痕文を縦位に施文している。 文様帯は狭く、条痕施文の下位はまったく

の無文である。湾曲の度合いが大きく、ミニチュア土器のような小ぶりの土器で、あったと推測される。

492"'-'495は遺構内出土のもの、496は波頂部である。 497は破片左下の部分に孔を穿った痕跡が見られ

る。孔は貫通しておらず、 作業中途で断念したものと思われる。498""502は口縁部に刺突が見られな

いものである。 498は残存した部分の うち、口縁の一部が欠損している。この部分は、波頂部で、あった

可能性がある。この欠損部分を境に右側は口唇から幅2.5cm程度の無文帯が設けられている。左側部分

と同様に条痕を施した後に磨り消しており、興味深い。 499は波頂部であると思われる。500は口唇の

残存状態が悪く、詳細は不明である。501はやや角頭状に口唇が成形されている。この土器は、出土状

態が特徴的で、第161図に再掲されている。502"'-'504は胴部の破片である。
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c 波状の条痕文を持つもの(第106図)

条痕文が波状に施されているものをまとめた。 17点掲載したが、パターンと しては2種類に分けら

れる。

一方は、横方向への施文を基調としつつ、条痕を波状に引いていくもので、部分的には簾状のように

細かに施丈されているものもある。他方は曲線をモチーフとしたもので、 器面には伸びやかな条痕が

描かれる。前者に相当するのは506"-'510で、後者に相当するのが511"-'522である。また、第88図84で

掲載した貝殻腹縁文を持つ土器は後者と同様の条痕を持つ。506"-'510は非常に良く似た文様構成を持

っている。口唇の施文も同じであり、口唇は角頭状に成形した後に、条痕を引いている。条痕は一筆

書きのよ うにして口唇上を回していたようである。これらの似た特徴を持つため、 506"-'510は同一個

体を合む。 506、507は比較的大き く接合した。それぞれの推定復元値は、 506が口径24.0cm、胴部最大

径26.2cmである。残存高は23.3cm、器厚は1.0cmであった。 また507は口径24.2cm、胴部最大径24.3cm

である。 残存高は13.9cm、器厚は0.9cmであった。 511"-'513は口唇部が残存している個体である。口唇

への刺突は、511が員殻腹縁と箆状工具の併用、 512は箆状工具、 513は員殻腹縁が用いられている。 511

は破片左端の刺突が密集している部分が箆状工具の刺突である。 514"-'522は胴部の破片である。 514は

比較的大き く接合した個体である。左上から右下がりに施文をしているようである。 515'"'-'522も貝殻

条痕による曲線が描かれる。

d 縦位の沈線を伴うもの(第107図523"-'528) 

口唇から縦位の沈線を施しているものをまとめた。 すべて箆状工具により沈線が描かれている。あ

るいは、縦位一方向の条痕文を意匠としたものとも考えられる。 523は箆状工具による沈線を密接に施

している。 口唇には同じ箆状工具によると思われる刻みが見られる。 524も同様の施文方法をとるが、

口唇への刺突は見られない。 525"-'527は口唇に貝殻腹縁による刺突が見られる。 526"-'528は同一個体

であると思われる。

e 無文のもの (口縁部残存) (第107図529"-'547)

無文のもののうち、口縁部が残存しているものをまとめた。これはすなわち、 器面にまったく施文

しない、いわゆる無文土器の存在を示唆するものである。器面調整と思われる条痕・擦痕が残るもの

が多いが、中には、 擦痕すらもきれいに磨り消したようなものも見られる。口唇への施文は、 529"-'534

は貝殻腹縁による刺突、 535"-'537は棒状工具によると思われる刻み、 547は箆状工具による刻みが見ら

れる。538"-'546には口唇への施文は見られない。 538は口唇直下に無文帯を形成したものである。縦位

の条痕が残っているが、この条痕にはナデが見られることから、文様を意図したものではなく、器面

調整の結果であると認識し、ここに掲載した。 546は口唇上に平坦面を作出している。

f 無文のもの (胴部・底部)(第107図548"-'第108図)

無文のもののうち、口縁部が残存しないものをま とめた。すべての分類のうち、最も多くの出土が

見られ、出土土器の約8割を占める。 ここでは大きく接合したものを中心に掲載した。 549から556ま

では無文胴部である。 器面を調整する際につけられたと思われる条痕 ・擦痕が残る。 557"-'565は底部

である。 尖底をなしており、 個体による目立つた差異は見られない。
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4種神之木台式土器(第109図566.--.....568)

神之木台式土器は3点の出土があった。出土地域は集落域の調査区東側丘陵部の西端である(第81

図)。いずれも磨耗が激しいが胎土の色調。 合有物等から同一個体であると判断した。 566は口縁部が

残存する。断面が台形状の隆帯が貼付されている。 567も同様の隆帯が貼付されるが、 口縁部は残存し

なかった。 隆帯の下位には、右下がり の条痕が残る。 568は条痕のみの小破片である。 567・568は9号

陥穴状土坑での検出である。

5種条痕文系不明土器(第109図569・570)

ここでは、 早期末葉に属する不明土器をまとめた。 569は断面三角形の隆帯を持ち、隆帯には刻みが

見られる。口唇には棒状工具による刻みが加えられている。 色調は非常に赤みが強く、本遺跡出土の

打越式土器とは明確な相違がある。入海 I式"-'II式を模倣した在地の土器と見られる。 570は径4.2cm

の小型平底である。茅山式の底部に良く似ているが、胎土・ 色調は本遺跡出土の茅山式の土器とは似

つかない。同一個体である胴部の破片も存在するが、無文でかつ剥落が非常に激しいため、判然とし

ない。 打越式において小型平底の存在の可否は不明であるが、 他の型式のものとも判断できないため、

ここに掲載した。

B類早期末葉東海系土器(第109図571"-'第111図)

早期末葉東梅系土器は破片の数にして517点出土している。型式判定は、基準となる文様要素が明確

なもののみを対象としたため、石山式または天神山式と判断されたものは口縁部が中心となっている。

施文されていない破片は石山式かまたは天神山式かの判断が難しかったため、 3種無文胴部としてま

とめたが、当然どちらかに分類されるべきものである。出土地域は調査区東側の丘陵域に集中してい

る(第82図)。この分布は第80図で示した打越式と思われるまたは打越式併行の土器(以下第E群A類

1"-'3種)の土器の分布状況と重なる部分が多い。本遺跡では出土縄文土器のうち、 約90.5%が第E

群A類 1.--.....3種の土器である。東海系土器が出土しているグリッドを見ていくと、第E群A類 1.--.....3

種の土器の劃合が遺跡平均の90.5%を超えている。包含層ではあるが、分布の意味からも、 該期の関

東系の土器群と東海系土器の極めて良好な共伴関係が得られていると言える。

1種石山式土器(第109図571"-' 584) 

石山式土器と判断し得た破片は43点である。先述したとおり、文様要素が明確なもののみを石山式

と認定したため、ここでは口縁部の破片が掲載されている。第皿群B類3種とした無文敏片の中にも、

当然、石山式の胴部が合まれていると考えられる。文様は、爪形文の刺突が明確なものと、刺突が明

確ではないが、 蛇行する凹線の中に刺突が見られるものの2つのパターンが見られる。また、 2つの

バターンを併せ持つものも存在する。刺突が明確なものは571.--.....578である。棒状工具により、連続刺

突を施しているものが主である。571・574・575・576がこれに該当する。その他にも、生爪を刺突し

ていると思われる572、貝殻腹縁を用いていると思われる573・577・578がある。 棒状工具を用いてい

るものは比較的オーソドックスなタイプのものが多いが、貝殻腹縁を刺突するものは、非常に細かな

刺突を繰り返している。文様構成は波状文を意識していると見られる。なお、 571"-'574は口縁部が残

存する。571""573は口唇上に平坦面を作出した後に箆状工具による刺突がなされる。しかし573は口唇

部の残存状況が良好で、はなく、可能性にとどまる。 574は棒状工具による刺突が見られる。579.--.....582は

明確な刺突の下位に蛇行した凹線が施されているものである。棒状工具による連続刺突は、口縁に平

行するように施されており、その下位に 1""2列の蛇行する凹線が施される。箆状工具または指によ
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り、 凹線が描かれたと見られる。これらはすべて口縁部が残存し、口唇上に平坦面を作出した後に箆

状工具による刺突が施されている。 583""""'594は、蛇行する凹線の中に爪形文が残るものである。文様

構成は口縁に平行した回線を施し、その下位に蛇行した凹線を施すものが多く、回線を刺突列とみな

せば、石山式に良く見られる文様構成となる。凹線の中には、 爪形の刺突が見られるが肉眼でも観察

が難しく、拓本では表現が難しかった。爪形は凹線の転換点にわずかに見られる。これらの土器は石

山式の最終末に相当すると考えられる。また、 586は爪形がほとんど観察できない。 逆に、回線の底に

は凹線の輪郭に平行するよ うに、箆の引きずった痕跡が見える。つまり、回線の中に無意図的に沈線

が生じてしまっている。このような痕跡は爪形を刺突するような施文方法では生じにくく、 むしろ後

続する天神山式につながるよ うな施文方法であるような印象を受ける。石山式から天神山式への変遷

上にある資料と考えられる。なお、 583""""'587、589""""'592は口縁部が残存する。すべて口唇上に平坦面

を作出している。 583・589""""'592は箆状工具による刺突と見られる。うち、 583は刺突が浅く施文具は

員殻腹縁の可能性もある。 590・591は箆をやや寝かして斜めに刺突している。 584""""'587は口唇に刺突

を加えていなし、。

2種天神山式土器 (第110図~第111図629)

天神山式土器と判断し得た破片は100点である。石山式と同様に、文様要素が明確なものがここに分

類されているため、第3種に分類されている胴部をあわせると、当然出土破片数は多くなる。文様は

蛇行した貝殻条痕文で波状(山形)文を施している。パターンとしては、 蛇行が頻繁で、波状が明確な

ものと、蛇行があまり見られず条痕が横走するもの、条痕を口唇から斜位に波状に施すものなどがあ

る。595""""'614は蛇行が頻繁で波状が明確なものである。天神山式の特徴で、ある波状文が多段にわたっ

ている。一筆書きのような連続的な蛇行により波状文が現れるが、 597のように、 波状文同士が重なり

合うものも見られる。 608""""'614はそのタイプであると思われる。 595""""'601は口縁部が残存する。 601を

除いた全てが口唇上に平坦面を作出したうえに、貝殻腹縁を刺突している。 601は貝殻腹縁による刺突

はあるものの、口唇に目立つた成形は見られない。 615""""'625は貝殻条痕文が横走するものである。先

に報告した608""""'614もここに合まれる可能性を持つものがある。 615は比較的大きく接合した個体であ

る。条痕を口縁に平行する ように横走させている。地文には右下がりの条痕が施されている。口唇は

平坦面を作出した後に、 貝殻腹縁で刺突がなされている。推定復元値は、口径25.0cm、胴部最大径は

26.6cmである。残存高は18.2cm、器厚は0.6cmであった。 616も口唇上面に平坦面が作出され、その後

に箆状工具で刺突がなされている。 617も口縁部だが、口唇への装飾は見られない。 622""""'625は条痕を

若干押し引いているものである。第E群A類 3種としたものにも、同様の施文手法をとるものがある。

基本的には条痕文横走のパターンであるが、押し引く ことにより、波状をイメージしたものである と

思われる。 口縁部残存の622・623ともに口唇上面には平坦面が作出され、 622には貝殻腹縁の刺突があ

る。

626""""'629は条痕を口唇から斜位に波状に施すものである。628を除いて、口唇上に平坦面が作出され

る。 626・627は貝殻腹縁による刺突、 628・629は棒状工具による刺突が見られる。

3種早期末葉東海系無文胴部 (第111図630""""'633)

石山式と天神山式の無文胴部374点の出土をまとめた。 一部には、やや器壁が厚いものも含まれる。

あくまでも可能性にとどまるが、石山式に先行する土器の無文部が含まれている可能性もある。詳細

は第7章総括末尾の第169図を御参照されたい。総じて繊維の合有量は少なく、薄く硬質なものが多い。

630・631・633は遺構からの出土である。
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第 5章 縄文時代早期の遺構と遺物

C類 石山式併行土器(第111図634"'-'645)

石山式に併行すると思われる土器である。 分布は、打越式や石山式 ・天神山式の分布範囲と重なる

(第81図)。文様要素は石山式に類似するが、 器壁がo. 8mrn......_0 . 9rnrn程度と厚く、器面が黒褐色または灰

褐色のものである。分類は、口縁部が残存する634・635を中心に据え、それと似た特徴を持つ破片を

一括抽出した。 抽出数は破片にして38点にのぼった。中にはここに分類することに抵抗を感じるもの

もあるが、あえてここに分類しておく。出土は調査区東側の丘陵域に集中する。

634は箆状または半載竹管状工具によると見られる押引文が見られる。また、同様の施文方法を用い

て押引列の上位にも施文を施している。上部は破損し、一部しか残存していないため判然としないが、

山形文のような施文がなされていたと推測される。 内面には調整のための条痕が施される。 635は口縁

部が残存する。口唇には棒状工具による刺突が見られるが、あるいは器面の施丈に使用した半裁竹管

状工具によるものかもしれない。 634と同様に、口縁部の文様帯には山形文が施文されるが、 634の押

引文に加えて‘浅い沈線による施文も見られる。 636は口縁部付近の破片である。地文に斜位の条痕が施

され、破片上半には押引列が施されるが、634と比較すると押引は浅く狭い。破片上端には635にある

ものと同様の沈線が施されている。 637......_645は胴部の破片である。う ち、 637・644・645は他に分類す

べきものである可能性があるが、 胎土や内面の様子などから判断しここに掲載した。総じて内外面に

条痕が見られる。

第W群前期前葉~後葉の土器 (第112図)

A類上ノ坊式土器(第112図646"""_648)

上ノ坊式土器は、調査区中央谷部で検出されている(第83図)0646は口縁部が残存する。三角形を

なす刺突の下位に横位の刺突列を形成している。刺突列は竹管状工具によるとみられる左下がりの刺

突の繰り返しによる。 647・648にも同様の文様が見られる。 648は天地の判断が難しかったが、刺突列

の上位にある三角形の刺突カ~646と酷似していることから、この位置を正位置と した。

B類諸磯式土器(第112図649"""_658)

諸磯式土器は調査区西側の丘陵部と、調査区中央谷部から出土している(第83図)。両地域は60メー

トル以上の距離がある。文様要素などから 1種諸磯b式と 2種諸磯c式とに分類したが、判断ができ

なかったものは3種の諸磯式不明土器とした。

1種諸磯b式土器(第112図649......_652)

諸磯b式土器としたもののうち、 649......_652を掲載した。649・650は同一個体と思われるものである。

半裁竹管状工具により平行沈線を施し、同様の工具で爪形文を加えている。 651は浮線文である。浮線

文上には竹管による刺突が加えられる。磨耗しているため十分な観察はできないが、縄文を地文と し

ている。 652は浅鉢であると思われる。有孔鍔付土器の一部である可能性も考えたがその器形をイメー

ジすると、肩が上下に大きく蛇行することになるため、ここでは図のような位置を正位置として報告

した。 口縁は1/56程度、頚部~胴部は1/4程度の残存であると思われる。胴部の最大径24.6cm、器厚は

1.0cmで、ある。全くの無文であ り、ところどころに擦痕が見られるのみであるが、胎土は他の諸磯式土

器と同様である。

々
i

p
h
u
 



ζコ

議長十、

怒鳴

34
M
 

長い
v
=

河
i
i
d
n
苅
f
t、u

-
-

rp-岡
山
地
母

乙

∞
山
由

l
g
H
|
 

重
酪
川
村
M

門
型

S

旬、
ト加盟 園口

F
M職

名言
語種

時

<0 
にD

く二ユ

Jヰ~~~:.~
7ぜ:ー

前科、
i解

LO 
に£コ
ミεコ

て二-二二E

\"'~1. .:z1' 望'14;'

tすJ

o
u
u
 

時

.
1
~
J
J

R一

弘
通
4.1
J

・4t
a
h
-
-

二

港
出
品
市
開

S
A
F

A

『

V
や
昔
、
副
河
川
ヤ

ん
棒
切

モ
紛
州
知

1 ・~'.)-
4δ江r(.~~.-~")
{"':.1/~:~' 号 t!'~

V賞、引
..)"，も前:

九;.J~，

[:~1:::下・‘…山
~{ ~-，/}t;;.~~J./妙、

持制i
::~、けT"p
，，'.，;，).1 

ラ _.，名'、，
，'~ :s"\: ，~，・山、と

"‘ ~r' 守治Jて:......{~~ι

t. ・~.I-.;口、，~~~/.-...?":.:，.-;¥ .... iふ，
'"ゲ;うとガιU公、占ー.;.~.:.， .'.~、

ヶ・ ~...'j. '." -， ‘ンレザ ーf 、rI_<'
/jr~<ら円冷 f 心、?ム!::ぐ?当丘与ー:~
i 現t?;iiv.目Lt.-10:〆勺l'!:f~~'~~:ヂ:
晶臼 ~'，"'r. :-.~，、~口、-，~' ."':::ロー，
国ヰ十三.;.. ;.~ '~_lÌt.('.: コ，

....' '¥、主ゾ主1 日号つ時，勺"ー:iむ
性二点 ~-!...:~.~l:~:c 月 ''_ ..止~~.

¥;;¥<，ι<J'ι'骨i ザ

"~":;t;: 

てで士三75

dH 
f踏均震でおお
3議海老・、 :tJ.~c
、;，.，.モ~νb

白
山
由

ぺdJ-一
v
u
V
二

、
け
‘
手
に
仏
4
h
-
?
に
ι

、
-一

回
日
司

ピ

結，:~
t~~~.~ 

tji民:
F 号 ~....-

勺 =

C二三也

F
F
A
h
 也門事選、

f

，4
4
t
F品匝ヰ恥山戸、少一

ー
、

白
山
市
山

てミミ三コ
Jべ
F;~; 

f，f議%
/吋特定獄、¥

〈‘糾干減r~~~丸
、九;弘之〉ゴぷ

:.:~Ì}.: ・ L 、ヲて d

，t''';:品目:ミ'2，1
t型、'_i、.~~~ヨ主
、会k;":"一

と二二二二二ミ 写

ょこ二二ゴ
~.~喝拍手ら

式首都千，~~.~， t~~_ 
dづ ':Þ::.lt~:.己主ミAh

t立?~~~:. ~~ ~\'ももヒ弘
4 可恥~\:む九守，>"

一:L... 

'f~与が

も F

uj仁志子主
t:.i t.;.ι v、・ 4 に. ';'~ '~;r:~.;ず aゾ~，
ぷL..':!. 'J' ......サ A
L40場合'?;f~~}; f 

.. ~‘、 ‘J内 ・

川、Jν'}.""'.;，;. ，:;':':;'~.:白
喝、 F 官:~!'~:_;. .'，・': ，i~ 

1iJ 〉宅(it，~'-~:~.."ゐ ジ
~ -;，;/. :'-:~・{.~ ~:，1) ~ tl~ 
ω，'，. 令fぞい'寺町合、'
@..ふhぷ 4 、 ~.~~..ω 円
.舎に~r.-';:'.! ::: 
己司王・守 ;~-

くここコ

dZ紗
fVJRi(紛)
'd' 弘・ ~;-I' .f/ 

\~波点J
i路湾A齢、

-"'_V，~ '~l，~i::; 

刷:N~~'~~弘、‘
行i，~~.::1.:.I.1;η 円、ふ
~"! ;~>;: i:{~:?:!t~;でじ1

げ ¥.-t.....，t"._H..'.υ
正止バ ~::-，~a ~':~;7Ü1;;;" ~'f 
λ;~;~ .~~~，:::C;f?i~<.~: 
.T喝 Ia-. .~. ~認 t:. " ~._::...: .." 

~.::・・ ' 唱 1:，';' .Lf， 

~~~ ，~‘，~;"7\;.?ご :"\')ì
E守ぺ\.-:.~~;~.. f:'~< ~:::;... 百
戸~\%芯凡3‘U目:-. ~.~ <'t...:，λ 2 

、ンí(~史:沿~~\討1YV》\勺勺.汁:

訟b、:ρ‘;3'?ぬJ記ν;?可可ぎぷ:ιU
弘いY 、吋よ5.円 ~i芯亡千円只ψ誌

iF3Z 



第5章縄文時代早期の遺構と遺物

2種諸磯c式土器(第112図653・654)

653・654は諸磯c式と判断した同一個体である。 651同様に浮線文であるが、口縁部には棒状、文様

帯にはボタン状の貼付文が見られる。 地文はなでられたような跡があり、 縄文や集合沈線は見られな

い。浮線の上には押圧が加えられている。

3種諸磯式不明土器 (第112図655"-'658)

諸磯式であると思われるが、詳細な型式判定が不能だったものをまとめた。 655は平坦に成形された

口層が残存するが、胴部に欠けては無文である。 656は口縁部が残存する。口唇は厚く、平坦面が設け

られる。口唇端部には内外面それぞれに刻みが見られる。657・658は底部である。底径は6臼57初が主江10.0cm江m、

658カがミ喝8.0cmと推測される。 器厚は657が0.9cm、658が1.1cmで、ある。

C類北白川下層式土器(第112図659""'-'667)

北白川下層式は調査区中央谷部でのみ検出された(第83図)。 併行関係にある諸磯式土器は2地点に

分かれて出土しているが、 本類に伴うのは諸磯b式とした浮線文土器651である。出土した本類の土器

は北白川下層 IIc式""'-'ill式に相当すると思われ、編年上も妥当であると考えられる。

659""'-'662は浮線を有するものである。浮線にはすべて刺突が加えられる。 659は地文に縄文が残るが、

磨耗が激しく、原体は不明である。 IIc式に相当すると思われる。 660は口縁部が残存し、 3段にわた

る浮線が残る。 661も口縁部である。 660・661は口唇内面を平坦に成形しており、 内面端部に刺突が見

られる。 662は浮線上への刺突が、浮線からはみ出すようになされている。皿式段階のものであると推

測される。 663は口縁部が残るが、剥落が非常に激しく、詳細は不明である。内面は丁寧になでられて

おり、刺突等は見られない。 664は破片中央上端の一部分のみが外反している。内面から指で押したよ

うな印象を受けるが、破損しており、詳細は不明である。 665も無文の小破片で、ある。 666・667は底部

である。底部の押圧は666が深く、 667は浅い。 667の底部分はやや上げ底になっている。底径は推測で

8.7cm、器厚はO.6cm""'-' 1. Ocmで、ある。上げ底部分が薄い。

第V群前期末葉~中期の土器 (第113図)

A類十三菩提式~五領ヶ台式土器(第113図668""'-'675)

五領ヶ台式を中心とする土器群である。調査区中央谷部でのみ検出された(第83図)0668は集合沈

線の土器であるが、 669以下のものよりも沈線が細かく、十三菩提式に位置づけられる可能性がある。

同様の破片は別に2点出土している。 669""'-'675は五領ヶ台式土器である。すべて同一個体であると思

われるが、残念ながら口縁部は残存しなかった。胴部の文様は垂直方向の沈線を基調とする。また、

胴部と口縁部を区切るように多条の沈線が横走し、 このパターンは胴部下半の底部付近でも見られる。

沈線は胴部上半のもので4条、下半のものでは 5条存在する。この上下の多条の沈線によって区切ら

れた区画内に垂直方向の沈線が充填される。 この垂直方向の沈線は、水平方向に走る沈線と接する部

分で曲線的なモチーフを描く。そのため、この二方向の沈線群が接する部分に丁寧になでられた三角

印刻が存在する。また、垂直方向の沈線が曲線的を描くことで生まれた胴部中位の無文部分も印刻と

なっている。 669はこれらの破片の中でも上位にあったもので、右上がりの沈線が残る。同様に670に

も沈線が残るが、 670に残された沈線は左上がりのものである。 671も胴部上半の破片であるが、 672は

胴部中位、673"-'675は胴部下半の破片である。
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縄文土器棚

B類藤内式土器(第113図676・677)

勝坂式に併行すると思われる土器である。調査区東側丘陵域から 2点のみの出土である(第83図)。

676は胴部の破片である。キャタ ピラ文が残る。 677は底部であるが目立った特徴は見られない。 底径

は16.4cmと推測される。器厚は1.3cmである。

第113図

C類曾利式土器(第113図678・679)

曾利式土器も調査区東側丘陵域から 2点の出土である(第83図)0678・679ともに小破片で文様構成

も判然としないが、胎土の特徴等から他の時期の土器とは明確な相違が観察できる。678は沈線が施さ

れている。 679は無文である。
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第 5章 縄文時代早期の遺構と遺物
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第5章縄文時代早期の遺構と遺物

国IliNo 需吟 祖鴨11吟 グリッド 遺 構 分 顕 型 式 睡苦手帽位 外内面面色色圏圃 胎 土 竃t有轟降 且車晶' 

第朗自 59 1922抽 E-023 也合厨 | 第四昨AlI(ll11n 打瞳 式 口融ワ 25~%6 1 1!l.1l'.H園町飲置の白色粒子を含む.佳1-2・の長石を合む.

型肝86閏 60 13593 G-022 包含庖 制昨AllIlIl. I 打越 式 口. 75Y5YRR4/58/4 祖2":'3阻世2の・飲以質下的町灰長色石粒を子多をく含合むtt.極1園以下町II!色敏子を合tt.透明石英を少量含む. 有 良

'胸部闘 61 10725 G-023 包含刷 則酔A顕1植n I 打越 式 I!!'f' 2255YYRR55//8 6 11:.包l園以下回優石企む.径1・以下の織色瞳子.;駅色佐子 砂位を少量昔む. 有良

都86図 62 4拍7 G-023 包含眉 !l!mllA期l橿a 打圃 式 把手
5YR4I8 a.径l・以下町Jl石.砂世を少量含む。

7.5YR3/4 有 良

'脱出国 63 8120 G-023 包含庸 第四昨A矧1橿a 打雌式 口瞳 150YYRR45//6 3 官.控1・以下町長石砂祉を少量合む。 有 良

郷田岡 64 19470 不明 g安保 郷田昨A顕1掴a 5YR3/1 
倍.桂1皿以下町長石、砂祉を少量合tt.世1-200の脆い白色敏子を少量企む.7.5YR5/<1 有 鱒

郷町図 65 4375他 H-022 包含膚 !l!mllA軍I橿c① 打.式 口縁~・阿部 75Y5YRR4/46 /4 EむE..微世細2回な以週下明の石長?'i石を圃告石むを.告後む1・の肌色位子を合tt.世2-'"の歓置の白色世子唱と合 有 良

郷町闘 66 4511 H-022 也合層 第皿隣A掴1楢c(I) 打凪 式 口揖 25Y5YRR4/43 /4 密.世ゐ・以下町長石肌色粒子‘務、色位子医色粒子を告む. 無良

郷町悶 67 4182 H-021 也合刷 I !l!mllA割1摘。 打且式 日韓
2.5YR5/6 

密.世""以下町長石を告tt.oil回以下の間色粒子、 場、色粒子を告む. |布
5YR4/8 

良

!!I87図 68 9850 1-024 包合間 !!I血Il¥A額1檀c(j) IT邑:i!: 口融
5YR4/6 a.径2.以下町長石赤色粒子.灰色粒子を企む.唖1・以下の朗色粒子を合む.
5YR4/3 

無 良

1Il87悶 69 5回0他 H市021 包合層 第四11M膏11姐c(I) 打雌式 口~
5YR4/3 ，子~.を告径b1~.3・の白色世子{畏石}を合tt.径 1-21・の赤色倣・7ーを含む.世1・以下の無色世
5YR4/4 

有 良

!1187図 70 1100 1-022 也会. !!1m 11M額l橿c(J.) 打lI!式 口伝
7.5YR3/4 密子.をE告む1・.以微下掴町通長明石石を英少を量合含むむ~.恒1園町m色世子(輝石引を企む.径1-4ーの灰色位
7.5YR4/6 

有 艮

郷町悶 71 I 7218 H-022 也合層 !Il皿醇A朝1種CQ) 打畠式 口臨
5YR5/6 際の.歓置径3の・白以色下佐の子医を色含敏む子.を告む.径h・以下町長石.祖伝色粒子、 船色位予を合tt.笹l醐
5YR5/6 

11 良

都87臨 72 113槌5他 GI4002223 '01世周 第四野A閉1檀c① 打届式 口組 7755YYRR34//3 3 忠世YE2.自E32(長石}を告む・世即緋色世子白色遭明石脱合b・径叫有 Jil 
白血 を合む.

郷町悶 73 .'655 H-021 包世刷 第四勝A掴1樋ぷ1) 打且:i!: 日韓
5YR2/2 

やや粗.日3・以下の白色祉予[長石}を合tt.師石.p，閃石を合む. 本T や不や良
2.5YR3/2 

部87闘 74 17098 H-022 包含閉 開皿昨AffiHlcl① 打AI!式 口島 255YYRR45//3 6 世の.派筏色枝3・子以を下合師b向.色微粒掴子の(過長明石石)を11;企をむ告.む径'~2皿以下の鼎色粒子、 輝石を合む.極l回以下 11 S込

都町図 75 17272 G-022 包含鱒 !11m岬A膏f1fJ!c① 打AI!式 日韓 751話?i4 径抽以下町長田少量的・醐石を合む. 有 良

館町周 包色閉 !!I田野A町1橿c① 打舷式 日銀 75Y5YRR4/46/3 やや阻.世1.の白色粒子〈長石)を少10I合tt.圃石週明石拡を企む. マT
やや
軟質

都町間 包含駒 郡田野AIJ11暫£① 打信式 口融 150YYRR44//4 2 ，を~.企む世 l-3皿の白色桂子(長石}を企む.径iーの赤色粒子を合tt. 匝i園以下町間色組子 • ぬ

簡明白 78 1151 H-022 包含嗣 部阻宮下A曹11問:cQ) 打'.11式 日韓
5YR5/6 

続.径1・の畏石を告tt.1.関石を告む.
lOYR5/6 

11187凶 79 3641 G-022 包含胴 郷田鶴A額1柑c① 打lI!式 口融
7.5YR4/4 待告.む.径200以下の白色粒子(長石)を古tt.111園以下の凪邑也子、域、色位子.道明石lJiを
7.5YR4J4 

揖 民主

協87図 80 6636仙 H-023 包合府 郡田岬AmH:ftc① 打邑式 口融
2.5YR4/6 掴嘗~.のf週E明Sー石の英般を質少的岱白合色む粒.子含合む.世1・以下町畏石 !.I.¥色粒子 ~，色粒子を企む.微 マT 五込
2.5YR4/6 

部87同 81 4470 1-1-022 包合籾 111m醇八割1掴c① 打居式 1，姐修園孔mあgり) 7755YYRR4S//2 4 Eむ笹ゐ・の珪石ω 白色佳子を合む.径1・以下の白色世子を合む.蝿石.世~H!!\) 世代 有 a 

!i187阿 82 13担6 E-022 t込告別 部 mlM罰1同C<D 打AI!，史 円融 2 25SYYRR55//8 8 街.佳1・以下町白色敏子〈長石)‘陣石を企む. ぜI 出

節目凶 |白 8712 E-021 包合削 冨1m醇A割l伺C<D 打11式 口融 255YYRR4S/6/8||酷を.合世む1・以下の白色絵予{高石}を合む.佳200町本色位Tーを告tt.世z・以下の肌色紘子 n i込

部88桝 制 lお62 E-022 包世嗣 第四醇AMl岨c(l) 打且式 口融
5YR3/1 

待.t盈h・以下町民石を告tt.世l園以下回!日色桂子 赤色悦子を合む。 揖 小や-やl'i 5YR3/4 

郁朗図 85 n2.3 j~ 1-023 包合A'I 郡田陣A聞1押c(j) 打盤式 回 応
7.5YR3/2 gを<.少E往t告1・む以.ドの長石、敏百円向色也子.m也也子を合む.微調の週明石高を合tt.開石
7.5YR5/6 

無 1~

お88t;1 86 5748 ト022 包世間 問酔A聞1開。| 打越 式 l嗣郎 55YYRR55//6 4 統の.赤桂色3粒園子以下週の明白石色斑位をイ企ー(む長.石微}を調企なむ角.関住石ZをE含以む下.の!.t¥色粒子. 開石をi<む.髄1園以下 イミ 民

郡田開 87 332S G-021 t品i<制 酢即昨A踊l朗氏P 打魁式 I嗣i$
5YR5/8 む官包4・の匝自己小圃を合む.経ゐ・の歎宮町白色紘子を合む.t到園以下の公石を告
10YR5/6 術 t誌

節団凶 88 13国4他 (;..02:1 {1合M 郡山田λ傾1同c① 打越式 園出事
5YR314 官石.を白合む3加.の水色組子を企む.世ゐ・の量ぃ(1色也子を合む.続1・以下町民石を合tt.聞
5Y喰3/3

有 ぬ

部88同 田 7675他 [-023 tュA合h'l 第四昨A却1帽c(i) 打組式 口融
2.5YR5/6 'い1";.白世色粒1・子以を下合町b長.石開.石eをf、色合位U子 砂位を告む.世1・のm色世子を企む.世1-50・の脆 無 u
5YR4/2 

部品開 90 15412他 I-I-022 1+3包'1M合s胴石 軍国師A置illflc(J) 打位式 胸部 255YYRR4/53 /4 宇い宙.灰怪色也1・子以を下合町b長.石聞石4を色少悦J.l子合、む思.色也子を少11合tt.1.到 -2園町歓世の向邑位子 量 . If占

罰&U".(] 91 98剖 I-023 L品古制 都 UI昨A知1f恥<D fr結式 円祉 255YYRR4U/2 4 EbF1園以下町長石、制紘子. .9.H!!.胞子・砂祉 を 企 む ・ 枝 川 園 田 仰 の 自 色 舶 を 1毎 山

節団l叫 92 41田 H-021 {1合，..; 郡 田野A聞1開C(J) 打範式 ロ~
5VR4/8 続を.合世む2，ーの袋、色位子を含む.揖1圃的長祈 灰色紘一子を古む.桂3園町岬イ』を合tr....拡
10YR4/3 イfI r~ 

冒¥89肘 93 1698 j~ G-022 包合'1'1 第m酔A劃H電c(j) 打越式 IJU 
5YR3Jl やや阻.世h・の灰色肱子を3む.世200以下の欽慣の白色世子を企む.世[-3ーのが也位

11 や不や良
5YR1/2 予を企む.世1圃以下-2圃町民石を多I..tに合む.1・掴な1'，閃石鱒石週明石英を企む.

節目怜l 94 I 21<10 F-022 'clft"'1 部mll'A闇1開c(j) trAl!式 円u 7755YYRR56//3 6 やをや合符む.1任1131・I他以を下合町む山.色fq?世閃4石F をを合~む侃.に世合1む・.以下町長石を多101に合tr.週明石.i.聞石 11 I J込

沼田悦| 95 I 3m  G-027 協合1.1 部朋昨A甑1[!c(i) 打l!!式 口跡
5YR<l/6 

軒・町以下町依田町灰色粒子を仙.!l!'_以下白川功、色枝子医色枇子凶tt.1if 5YR4J.1 lミ

郡田阿 96 I 1356 j也 H-02J 'cl{守停! 第四10M冒111.. 'c(j) 打越式 U蝕
5YR4/8 

信.在7・以下町灰色雄子を合む.杭2・以下町長石を合む.5YR4/6 ぜ1I j;l_ 

第四ドl 97 I 3331 イ山 G-021 3り+土包器合出M'lt mm師A茸11A1c(j) 打飴式 口組~田i$ 23YR4/8l ltpMe..の1丑脆Z園い白以色下紘町一長fを石企をむ合.む.世1・・以下町出色敏子 株色雄子 肉色石英を少L!合む イfI I毛2.5YR<I/8 

節目同 98 362 j也 H-023 U合内j 郡田酔An1Hf.c① 打Al!よ 口融 2255YY市R441//44 歓綜.世慨の白1・・色以位ド干のーを長合石tt.砂訟を企む.筏1-2園田m色位子 治:也位子を合tr.筒1-3闘の イI 品

節目問 四 1065f也
E-'022 

包"'''1 郡田昨A却1晒C(J) 打位式 口融
E-023 2.5YR4/4 世.112園以下の白色也子{卦石).m色位子本色胞子を'"む.微掴週旬Ili拡を合I:r. 行 政

郡田l叫 100 13122 j也 H"023 .Jり土器臨'1' 郡田IlM町lf!c<D ず『酷式 円融 5YR4I.J 
1Ii.也1・以下町長石を合む.旺ゐ・以下町・U!の円色位子.赤色粒子、開邑位予を合tt.

5YR'I/4 
ずI 品

節目14 101 2.'8-[ I1息 H-022 (，!合!'i 官;UlIIIAml開C<D 打Al!式 口融
7.5YR3/3 曲密i圃!l!の3・灰色以位下子回茶'!:少色掛説合子むを.企む.世2・以下の長石 欣町田内色t~子.11\色粒子を合む. 舞
7.5YR5/6 ぬ

節目制 I102 9咽2他
[-[-023 

'01合閉 第 四11M闇1同氏P 打喧式 口融
7.5YR3f4 や1_や以阻下.の岱1111・色也の子砂を位合をむ合.む.世1-2・の長若を{1"む. 世2・以下町会t色祉ご7-を合む.笹 11 

H..02.1 7.5YR.I/4 n 

節目削 103 414 I~ H-023 
包合A'I 郡田郡A掴1開c(j) rr位式 口批

5YR3f4 灰¥ii.色也佳子I園以鉄下町の田長白石色開砂平位をを多少く仙合台tpbz.筏[-以下町田色佐子を合tt.W-3ーの蝿い 11 
ト023 5YR3/3 

良

節目凶 104 15.回 他 H-022 1+3包り合叫h訂i mm昨八閉1挿c(j) 打也式 口融
らYR5f6 官企l:t:誼1・以下町長-6~含む.阻z・以 下の緋色也子を古む.在3園以卜白血い蚊f!!rH-を 有
2.5YR.lf2 IA 

郡田間 105 68他
G-021 

包合嗣 第凶酢A額lfl1c① 打位式 n祉
5YR3/6 官週.明盟石2英・以蝿下E町-民1'，石問‘石ボe色合町む子。を合む.続1・以下町軟賓の白色石英 同色阻子を企む.

G-022 5YR5/6 11 E込

冒1叫珂 106 時国倫 H-023 包合閉 郡田陣A期lI~c① 打l!!式 日tま 7.SYR2I2 
宇佐.tf.2園以ドの向邑石;!iを告む.世1_以下の畏石、思邑祉予.論ミ邑世子を合む.

7.SYR3/3 
有I H 

冒1曲制 107 1日.7地 H-022 5{}f!:J.・J跡 郡山師A岨I開c(j) 打飴式 田郷土方
5YR・U6 やむ.や2阻-のE依1・買の以6下I{町!lt内也子色を位告子む.砂祉を企む.世Z園以ド町田色睦子 緋色位予を少~t合 ザF

2.5YR5/6 
員

郡田l司 108 S田7 G-022 i也合肝 第四時A冒1開c① 打瞳式 n融 2.5YR5'6 やFやの阻赤.色世筏子ゐ・を以企下むの.「割1脱{土帽佐の子週(明会長石石英)を世多告くむ合.む.匝ゐ・以下町m邑位午を合む.世1・以
2.5YR4/4 11 t込

節回肘 1田 9874 1-Q?..3 包古刷 郡田昨A頭lf世① 打飴式 口融
7.5YR5叶 府r;:世31・-2の園枯田土白慣色のti向子書{袋色石祉)予をを合合bむ"世zーの需色祉予を企む.世1-ゐ・の虫色拍子音合
7.5Y吹33 匝 (H圃の赤色桂子を告む.Ilt掴の透明石苦を告む.

有 良

節目1'， 110 12拍7 1023 包台前 窃皿昨A額l[fcJ) 打坦式 口融 7.5YR616 
由.岱1園町内邑位二Tヘ庇也位炉を企む.蝿石を企む.切れ口が車匝.2.5¥'R4.'2 揖 良

郡田悶 111 田74 E一位3 也会刷 都mllAlIll同c(j) tf且 式 円輔
7日.'R56

官.包1・以下町長石を世む.7.5YR5'6 有 民

拐団関 [12 4飢19 G-021 也合尉 第四!1M顕lf.t!c① 打館式 口融
日喰2'2 灰¥W.色位筏子Z園を以合下む町.長石、Il:Il目白色住子を企む.世1・以下町(1¥色佐子 答色位子 脆 い
5YR5，6 省 良

郡田何 113 910 {I也 円-022 祉ftlPl 京田醇A薗l緒d 打lI!:i!: 口祉
2.5YR4'8 由'1;1英世世2世・む以.下包両4ー高の石小.石本を色合院む予.を企む.住1園以下町Jn色敏子を告む.被掴-1園内透明 E込5YR4-6 

苓E

郁朗図 11' 1995 H-023 包合削 都国関A甑l国a 打範式 円融
日(R.I・2

官.筏1・以下の亜石.総色也子. ~I色也子を合む.億掴の透明百誌を合む.5YR4，6 平T E込

第9<)臼 115 J.1651 F-位3 也告圃 部副総A副l種c(j' 打II!式 口耐
5YR36 

官.怪h・以下町長石.目色包子を企む.!!1園以下町内色也子を世む.
5Y官48

事7 t込

郡田図 116 13327 G-022 也告踊 郡田町A額1開c(l) 打也式 口融
5YR3 1 官む 怯2.以下町民石、体色敏子匝邑粒子を告む.!l1園以下町内色敏子 皿色位子を企 '(>ゃ
SYRS，6 '患 不良

都咽凶 lIi 19，話他 E一位2 {1金蝿 罰皿酔A掴1個以F 打位式 日韓 7755YY喰R32F11 官.包l園田喝、色住子を合む.tl1・以下町長石を含む.透明石英を含む. " n. 
部曲悶 118 ;296他 G-D22 1主主国 前回IIA面l司ピド 打館式 口融 5Y円R5， 官通.剛世石2英・を以F下町内色世子{長石)を合む.佳1・以下回l~色位子、 赤色紘子を企む.悦掴 本7 f.! 5y円R5t4 I i!WI持合tr.

η
J
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図恒也 需号 遺骨番号 グリvド 遺構 分 翻 型式 後ず響調事位 外内面面色色圃闘 胎 1 組合躍有 属-品併

郷町国 119 1921 H一回3 包含届 !l!m;草A姻l瞳ぱIi 打JII式 ロー 55YYRR33//4 :l 島幸221f色粒子(師)柏 tt.凹 -200時 色粒子を告tt.阻 園以下の胆 粒子 |無 良

!l!9O回 120 10808 H-022 包合刷 !11m酔A簡i帽c① 打館式 口揖 55YYRR3U/3 3 待。桂2.以下町長石 飲置の向色位下を含む，径1・以下町語辞色睦子、思色敏子を合む. 鱒 良

錦町四 121 7817 r..023 包含胴 第皿I!IA顕1檀c① 町陰ヨE 口融 55YYRR4/46/6 掴密.後I聞hの・遭以明下石町甚長を石告をむ企日む開.桓1園町線色粒子、 帰邑粒子.軟賓の白色世子を合む.甜 鍋 島
Z.5YR4/6 .- 石を告む.

!119O国 122 9332 包合層 費高田昨A置u檀ぱD 55YYRR55//88 衡を.企後む3・圃以石下を町企長む石.を合tt.I蚤ゐ・以下町総色世子を含む.径1.以下の歓慣な緋色佐子廿 022 打畠式 ロ轟 官 良

!!I9O図 123 392 H-u23 包合膚 !11m酔A額l楓CQ白 打畠式 日量 5YR4/8 
I!.世3・の医色桂子を含tt.世1.以下町長石を合fi. • 良7.5YR5/6 

!119O図 124 3722 G-022 包含珊 餌思酔A掴l圃c① 打.式 日韓 55YYRR44//4 4 密の帯.径色世3・子以を下合町b白.色位子(Jl石]を告tt.後1皿以 下の爪色也子、赤色世子を古tt.世1醐 有 良

第90図 125 13062 1-023 包含層 !l!m;写A曹(l掴ぱ1> 打昌三生 口融 密.世1・以下町長石 働色桂子を少量含む.1.......2剛の脆い灰色世子を古む@ 有 良

111駅〕凶 126 14158 K-023 包含刷 第四隣A甑l岨c(I) 打且式 口組 2265YYRR44//6 4 週宙.明石4益曹h・を以合下むの.白色粒子(長石)、 思色粒子を合む。径1凹以下の葬色桂子を合tt.微111 • 良

開閉国 127 18762 E-022 包合層 !II皿昨A矧1僧c① rr昌三t 口瞳 5YR3/1 'むE..世2・以下町長石を合む.極3咽以下の綜邑精子を告tt.桂】園以下の，'11色桂子を告
有 良5YR5/8 

第90岡 128 4415 H-Q22 也企眉 第酒田A顕l極c① 打健式 口融 7.5YR5/6 
I!.佳ゐ・以下町畏石、灰色位予を企む.世1・以 下町出色敏子‘歓賓の白色位予を含む。 脅提 良10YR5/3 

第90図 129 14617 11-023 i込告E 郷田昨A膏il槌c① 打雌式 日韓 S5YYRR33//2 3 書以.下径町長4・石以を下合回む軟.世の白色粒子を企む. 径z・以下のn~色粒子、 赤色粒子を合む. lH醐 祖 E義

lf!90凶 130 9793 1..024 t組合居 第四昨A割l橿ば ) H畠><: na 2日:R3/6 得色.佐子径ゐを・合以む下.の像白摘色の石週聾明石皿英色を敏企子むを.合むe 径1・以下の長石、 f~閃石、 灰色粒干‘ 赤 • 良5YR3/6 

知90図1:31 110師 G-021 也合照 第四昨A膏il崎氏j) 打館式 口融 7755YYRR43J/4 3 密。恒z-以下町敏園田白色雄子、続ド色也子を合tt.径1・以下町長石を合むE ヰI 良

lf!90~画 132 19却。 コド叫 現保 郡田群A矧1割以]) 打越式 口融 7755YYRR4U/6 6 曹.径h・以下町長石を合む.慌l園以下町肌色粒子、鉄慣の白色粒子を合む。 何 良

郷町国 133 1016 {I由 H-Q21 包告閉 競田勝A傾1掴c③ 打畠式 口瞳 5YR5/6 
官。恒2・以下回白色世子(長石〉 赤色祉予を合む.世l園田脆い庇色桂子を合tt. 有 艮7.5YR4/4 

!lI的関 134 8218 i由 1-022 包告別 郡田野A姐1柚c① 打且式 口融 2255YYRR44//8 4 石帝.、輝桂石ゐ・‘以砂下也のを長合石b.15色桂子.j依色位予を合tt.搬掴~ゐ・の週明石英を合む.角関 有 島

郁朗図 135 2822 1-023 組合層 !II国際A掴1植c(I) 打11式 日韓 55YYRR44//l 6 際.世1・以下町民石 肌色世子様、色世子を合む.微掴の過刷石英を含む. . 且

'事蜘陪 1:36 13115 H-022 包合m 質汚掴師A頬l樋kd> 打.式 胴部
5YR5/6 膨.径1・以下町長石t:合tt.白1・以下町輝石t:合む.桂l・以下町赤色誼'fを含む. 有良5YR5/8 

部駒田 137 3366 F-022 包含層 lI!皿11M頓I種c① 打瞳式 胴部 I!.後1・以下の長石を世む.経3・の;1'色世子を合む.陣石を含む。 有良

餌901l< 138 6126 fl由 F--022 包含珊 郡田昨A類1僧c① 打昌式 園都 1 7~m~;6 語.径3ーの庇色世子を企む.径1_の白色石甚を企む. 〉台 艮

第制)個 l.39 135他
H-023 

包合網 第四昨A矧1開c① 打暗式 圃脅車 2255YYRR45//4 4 E魁~.子値を企1・む以.下ガ町ラ長ス石置、の砂徹位掴そな告桂b子.を桂少1量~合ゐ・bのDI.~色也子を告む" 桂1--3醐の敏置の白色
1-023 有 良

!lI駅咽 140 16246 H-022 3号住J.!‘iI' 郡田昨A矧l僧c(I) 打I!式 鳳略 755YYRR55ノA4 T包EZ.置2歪の1・D.¥の也世砂子位‘を企桂む1~.3佳.lの・亜以石下、町世要E3e.tをの少粘し土合置bの.小圃を告む.極l.........Z111nlの""色敏子‘ 有 Eミ

!II冊歯 141 12388 H-022 包合閉 都ml!lA矧l@ftc① 打畠式 園$ 55YYRRM4/63 官.在ゐ・の白色粒子を合む.恒3園町飲慣な白色世子t:含む.輝石、 1'1閃石を告む. 無良

解91悶 142 2481他 G-022 zq+臨包穴合紋膚土統 !IImlllA剖1陣c① 打越式 副館 1S0YYRRMV62 ・径3・径の2灰園以白下色町町位長干石ー.を企mむ色。桂子、赤色肱子を告(1.Rla以下の遭明石英.輝石官官む. 有 良

lI!91函 143 1920 1:-1>023 包告層 !II田陣A翻l極c{I) 打鍾式 周飾 55YYRlHZ/f14 密子.1四B色園世以子下を町合鎌b石.を8肱合掴b町.通1明歪z石・拡以を下含のむや.や硬い白色世子 欣置の白色世子‘ 旅色位 • I Iミ

lI!91悶 144 話国 G-i)22 包合眉 鰐田野A顕1橿c① 打越式 園障 曹径i"':恒ゐZ・ー四のやややや歓置置いの白白色色粒世子子をを告合bU..径鎗2掴・の以f下q閃の石長を石少.量ホ企色む桂.子.I!I色世子を合む. 鰻 良

lI!9J悶 145 9国6 H--D23 包含旭 郡田昨A翻1揖c① 打結式 閉館
7.5YR5/1 微皆掴.桂通2明・石以拡下を回企白む色。位子(長石} 鵬色敏子 赤色位-1ーを告む.径Zーの灰色世子を台む。 無 良5YR4/3 

!l!91図 146 12026 G-022 包含眉 !i\ m~1A顕1岨c③ 打陣式 回侮 55YYRR44//6 6 ややru.桂Z園以下の蝿い臼色勉予を合(1.後1・以下の長4玉を企む. 有 良

第911自 147 14280 日 022 包含層 依田陣A額l伊L{I) 打魁式 聞係 55YYRR3L/1 6 '色E世.置子he・古以む下.町灰白色粒子を合む.笹l四以下の長石.凪邑桂子、体色祉子.<<1:置の同 無 艮

郷町悶 148 3090 il山 1'-022 包告膚 第四昨A矧1種，(I) 打I!式 聞s 55YYRR44//8s ，むe..世微輔ゐ・の以週下明町石長英石を，少風量色告世む子.を含む.世】園以下向指色世子、やや硯い向色粒子を合 無良

節目国 149 11665 G-{J22 包告層 郷田僻A掴l慣c① 打畠式 胴鱒 2255YYRR44//8 6 '包E子.世を3告嗣む以.F径町1園長以石下.町灰帥色色世量子子をを含告むb。.14日酬のe;置白色也子を含む.後2剛以下の赤色 1嘆 良

節目阻 150 9236 H-022 包合層 !l!m昨A姐1慣c(I) 打且式 胴" S5YYRR54//4 3 g週!.明石後革h・を以告下b町.白色世子(長石) 鳳色粒子を企む.筏1園以下の赤色粒子を告tt.微細 有 良

!1191図 151 5805 H-022 也合膚 調何回昨A翻1種c① 打.式 周偲
SYR3/4 議If.色睡瞳予1-をh昔・のtt.白径色瞳1・子z沈(下!l石の)白を色合週む明.石径妻l、、週210明の石aB1t色瞳角子田~石企.む且.色a恒h子・の金聡合むい.畠微色量風週子明を石企英む.を含径hむ皿.の 七" 良SYR4/3 

第91筒 152 4013 G-{J21 包告. !lImn:A翻1樋cCD 打島式 胴郷
5YR3/4 l!t.怪2皿以下の灰色粒子を合tt. 径1園以下町長石を合tt. 庫石、 I~閃石を告む. 有 良7.5YR3/3 

第91図 153 5972 G-{J22 包告層 !11m畔A鮪i種cc)") 打艦;1: 周得 75Y5YRR5/46 /2 eを.含む4仙.闘白のく正キ也ラ世キ子ラ世光世るb魁.平世を掴台むの。歓置の白色町ーを合tt.向閃石 岬石、白色石英 有 良

!l!91図 154 6196 E-023 包含膚 第血醇A顕1噴cG，} 打且式 胴偲 55Y三F虫R44//66 官を.告径2岨以下町白色桂子(長石}を合tt.世h・以下町灰色桂子を企む.{ll・の赤色位予
有 艮

(1. 

際91国 155 担92 G心21 包合JII !IImlfA矧1掴c<li 打11;1: 周fIII 55YYRR34//6 3 111.筏2・以下回衆石を含む.恒l園以下町側邑綾子.敏賓の白色桂子を含む. '襲 良

lI!91悶 156 3018 F-022 也告周 餌mll'IA傾i個c<li 打結式 胴係 55YYRR44L//8 4 庇合.笹2醐以 Fの長石、/lI色粒子赤色也子 歓質的白色粒子を会tt..掴の週明石英を

ー-

良む.

買¥91図 157 1786l G-021 9号陥プ、状追総 lI!m酔A矧l慣c① 打瞳式 刷脅事 55YYRR44//6 6 官.桂2珊以下町長石.風色位ヲーを含む. 有 良

第91悶 158 15397 G-023 1号盟六状直線 第四酔A掴l暢C① 打届式 胴部
10三百2/J 111.世l皿以下町白色世子を微量に告む. 有 良5Y宝4/6

JIl9J図 159 167}'1 日一023 6号住凪跡 !lImllJA矧1刷c① 打魅式 胴部
7.5YR4/2 '告E.U.値径1園30町m砂の灰位‘白色恒小1-檀Z園を合町む長.石を企む.怪1-'嗣の綜色位子.1受1-2園町鵬色粒子を 無 良7.5YR4/2 

!!l91囲 160 同盟。 H-023 6号住脳陣 篠田降A曹tl閉ばD 打且式 嗣師 55YYRR44//3 3 ，粒!.子Eを告1・む0.3砂位、極1-2圃の畏石を合tt.桂1-3酬の旗色粒子を告む.径Zーの灰白色 有 良

買191国 161 l蝿51 不明 日号住届・6 郷田昨A顕1日c(j) 打館式 A胸部 150YYRR54//6 3 密。 1量1.以下の白色世子を合む.白色治Ieを合む. 有 良

!l!91岡 162 S鎖H G-022 包台車 部図書写A闇1輔c(j) 打.式 口融 2255YYRlUZ//2 6 置.t畳3回以下の赤色粒子医色桂子を合む.恒国以下の長石を合tt.週明石抗告む.1鏑 や飲や費

第91悶 163 丞321 H-023 包告膚 郷田解A劃1陣ι① 拝歯式 ロe 7755YYRR45//4 4 a.世1・以下町白色佐子〈長石).1.¥¥色笹子.体色桂子を合tt. 無 良

第91図 164 1714 {1M G-022 包合眉 郡田僻A顕l僧c①| 打厳式 胴備 1 ~m;: 密.世2.以下町長石.赤色瞳子.1.¥1色位子を企む.恒1・以下の飲置の白色粒子金合む. 有 良

鰐91図 165 7045 G-021 包台層 概mo事A闇l圃c① 打越式 l 聞係 ん61 書.!蔓2-4・の灰色粒子を含む.笹3・以下の綜色位子を含む.径1・以下の長石を含む。 有 良

!1191国 166 13764 H-022 包含眉 !11m酔A置tl掴CQ) 打越式 圃郁
5YRtj/6 

やや組.径1-2園町長石を合tt.径1・以下の赤色世子を合tt. 有 良5YR5!6 

!1191図 167 11058他
G-{J22 包含眉 lIlmo事A顕1国c<li 打11式 口修 7l，O5YYヨZ135//26 密.桂1園町!Il色位子 灰色位子を合む.怪1-2ーのま受石を企む. 有 良H-023 

第91岡 168 1157 {也 H-022 包告掴 | 餌田群A傾1櫨CQ) 打届式 口融~胴都 7755YYRR55//4 4 や(ワや)粗を骨iJ.ii畳!30・のE色組子を企む.径1・の赤色紘子を含む.醐右を合u.金色め量母 省一 良

胃19J図 169 6314 {也 H-023 包合掴 都mu手A矧1積CQ) I IT，晶式 口邑 755YYRR43//6 l 密粒.子笹を少3・量以合下b町.赤徹色掴世な子遭を明少石量英合金b少.量後企iむ園.以下の長省、 砂粒を含む.撞lmm以下の晶色 イ嘆 良

!119I臨 170 4952 H-023 包含l'.Ii !11m昨A捌l種c(I) デl越式 日韓 5511frRR25//2 8 密.!世-....の脆い匝白色睦子を会tt.後1園町長石弓砂E立を企む.角関るを合tt. 有 良

第虫歯 171 17119他 H-023 6号住居貯 第mlJA翻l種c① 打瞳式 腕傭 宝4/58/6 密粒@子径を告1~b4.闘微の掴飲な曹透の明白石色英位を予告をb合~tr. 筏ゐ・以下のa色粒子を合むP.径1回以下の黒色 有 良

!1192箇 172 13531 E-023 包含膚 第四隣A矧1圃c(I) 打届式 閣僚 ミR34//43 際週.明控石英1-を3・企むの.白色桂子(長石)、森色世子を合tt.包1・以下町鼎色粒子を合tr.微酬の 有 良

第92図 173 1290 f也
E-022 

包含眉 !I!田勝A頬11・c① 汀越ま 日韓 2255YYRR54//4 4 'の!.茶世色也2・子以を下合のb白.色世佐.... 子の{長庇石白)色町桂家子色金位合予むを.世微b量.週径明1割ゐ以突下を白合黒b色.世子を合tr.桂加盟F占022 有 良

!1192歯 174 4600 H-{J22 也合層 努面勝A頬Iflc① ヂT峰三更 口融 7755YYRR55//4 6 'の!.週明径石祖・聾以を下含町む白。色瞳子{長石)を含む.匝1・以下回帰色位予‘赤色粒子を合tt.徹a聞 有 良

開93図 175 6707他 G-{J22 2骨+土包曜告集屠中 !II皿酔A掴1掴ぷF ヂrlll式 目録~胴部 75Y5YRR5/56 /3 密を.少量径合~"む以. 下町長石を告tt.怪h・以下の晶色桂子 赤色障子を含む.徹圃な遭刷石拡 有 良

!I!93鼠 176 15024 il也 H-022 3号住届跡 ll!m解A掴l圏c(j) 打litil: 口量
5YR4/4 密t;:匝恒1ゐ~・2の・灰の色赤世色子世を子含をむ合;，;担""園町砂雄、白色石革を合tt.世1-3園町長石を多〈合 有 良5YR4!4 

第93図 177 15707 f也 H-022 3毎住居陣 | 第回開A矧1圃c① 打越主主 日韓 7755YYRR44//4 2 曹&:世怪I3E園以以下下の町砂医世色を町合小b圃.を径企1.む且.下笹町1~'E3Sー診をの少黒量色企量む子.を含む.担1-2・の長石を告 11河 良

第93図 178 16249 H-022 3勾住附陣 l 第皿酔A頬1掴C<D 打昌三主 口量 7755YYRR33//1 4 や多やく会阻ir:径径1.h白.の砂'位l!を~(含白b)を.合恒むI~.Z径園1置町長の石彬を色佐多子〈会を含bむir:唖1・以下町.111(鳳.白}を 士刊 良
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第 5i主 純文時代早期の遺構と遺物

図阪地帯号制桝グリヲド遺構 分 額 型式 帥 脳外内面面色回E 胎 土 聖書蜘
開 3図 1791131田 【悶 包含層 刑務A顕1橿ゆ 柑 式 日韓 75思ifG 凪桂7園以下回日位子を合む.笹1・以下町師粧を合む。 有 良

第四国 国 4163他日間 包合屑 第四 A類l壇。 打猷 口組-11'11$ 誤認 を S摂迭も?協2tF含む.山崎色粒子を的 。径叫 下の間 合 有 島

伽図 18111削他 Ho23I 1号性陪閉 1 !!1m酔A類l睡c:(j)| 打位式 日韓~胴師 iiEEij!I ~:r-~混f下の灰色組持舎b. 径2・以下町長石黒色絵刊企む. f受1皿以下の赤色 有 良

m l困 問附他 G叫 Z122Y 刷IMI11・~I 打圃式 口融 諮iji Eヨ混flZSE戦線おおt詑 t誌協主主122:駆 22柏 有良

阿 国 側 他 G-023I l.ç}~~炉問AIInlll~ 叫| 噌 i珪jji 普通宮部7らずの白色…日制.世1圃哨色佳子赤色位子山.制 有 良

側図 184 日'1他 GFイ02222 包含層 制恥掴l1110(j) 11 灯甑 口轟 255mYR35//4G 欄倍.径柏泊・関以石下吋町白b色.佐世子3・{長の石茶)色を粒含子むを.仙径h・.以糊下町週凪明色日世子拍.赤払色位千、蝉石を合む・ 有 良

僻 5闘 l出 S凶 他 11ii 包含層 制恥顕唱。 打直式 口組 |iEE:ji 密・ E 園町赤色粒子長石園町会む・長さ旭町長方形の鳳色佐子砧む. 有 良

抑 5図 l閉 山 32他 殺 包含届 畑脳部祖母 打猷 口融 l;建設 訟.tt:_以下町医色桂子を含む・径叫下町町長石を含む. 有 良

第岨 187 射届 H也 2 包告. I 細野A顕1圃~ 打猷 | 口揖 ;JE;j! I密・笹泊以下町帽の白色世子を合む・極1咽以下の長石を合U・師を合札 有 良

開時 四 回目 H22 包告層 明田nAmIlk① 打眠| ロ恒 1i諸説 |思議よ守?の長石を帥 ・笹l園時色粒子を柏・糊 な削 ガ ラ ス 慣を多く合む・ 有1良

節叩 189m田 他附3 包含層 別醇A類1槽C① 打喧式 日韓 i諸説 也控担以下時四子灰色睦子を合む・田園町長田合む. 有 良

努95悶 190 7974 G-023 包含網 篠田鰐A割1蝿~ 打鑑式 日韓 255YYR15H/6 ne.世I園町長石.灰色世子を合b.週明石タ在宅k合む. 有 良

開 5図 1 191~馴 Hl23 包合咽 刷昨A船積ゆ 打雌式 口聞 iEEiji E 雪2T瞳い白色住子を合b・位置の灰色敏子持 む・船田以下町長石を仙・聞 有 良

開国 192 捌 2 G-<l21 包合掴 畑廊崎掴c① 打瞳式 口蹄 諒ifiM.世ZE以下回畏石を的 ・ 怪1園町制敬子を合ba 有 良 l

首195悶 19312日6 H 022 包告周 第四瞬A顕1樋C① 打腫弐 口at I ~5YYRR35//2 6 l密.世1ーのlLL色世子e合む.筏1園以下司祭石赤色粒子を告b. 省 良

事95図 194 n6 G'O211 '<!l合珊 第四EJA翻1聞c① 打畠式 日韓 1loOYnRu3//l 1 際.世1園以下の長石を企む. 4有 t是

間 5図 l由 加 他 212 包合閉 !IlmlllA罰噌C① 灯鑑式 日韓 i完治 密・復2・以下町白色佐子、肌色睦子園石を合b・胸透明石附企む. 有 良

郷田園 196 ね36他 G-O21 包合問 !11m g手A薗I瞳~ 打昌三究 口昌 22 55YYRRS4//6m白~.色粒盟子1-を3園多町く合長b石.を後合2む..泊世・のゐ園脆以い下灰の色出粒色子粒そ子合b縁.色世子を合む.恒2~4Eの飲置の 有 良

餌畑 町 4206仙 H悶 包細 部国酔A筒l開。 打猷 日韓 i i諸説 | 宮北Z21f師.m色位子を合b・~園以下町赤色世子を仙台む町ト柏町庇有 良

制調 瑚 1蹴他 G山 包合開 制野A鼠1鰻c① 打眠 口綜 議;j! 1 m• 後1醐以ドの括的む・ 1を1~園田郎、白色位向合b・回石を企む. 有 良

ms問 問 4刷 他 G-021I 'o.!!合府 節目勝AlIUffc① | 時式 口u i諸説 213TZ競EzzrdおiZ?22綾子(民石川、色敏子山色住子を合む・ 4『 良

由開 捌 田1弛 G-m 包合肝 細恥顕l冊。 晴式 口G I n諒~;~ I :~E?以下の白色世子{畏却を企む.任国以下の血色也子を告ù. 微細な遇肺炎有 島

節目同 却! 日目仙 E-<l~l ω mml:'lA聞1岡崎 打猷 哨 ;i諸 ijiEJSTUffRE，PPEL.師齢、正色粒子を企む・憧4・以下町山付帯f 良

郷田開 202 附 )o'-'022 {!l.合間 Z5叫 A町lf同 即 日酎 i 誤認 詩。 町以下町師灰色佳子 ~:~a-(-~{1;tt・恒国以下州i色町-"，frù. J鯖 良

都95閣 20311289"7 I田2 包合府 側勝AIIU帽c① 間式 噌 75取(?6 E h昔話官辺誌f.I.L色敏子を仙・世1園以下回則的白色枝子灰色軒を合む・ 鍍 此

郡田向 山 田沼 E-023 包含制 細野A割1tω 打畠式 日韓 諮;;j I ~L?4・以下町請、色也子を合b. 世Z園以下町内也胞子(長石). !l¥&軒、通明石英を 第 良

節目凶 加 3793 G-021 I ~制 抑昨A矧l附 f蹴 「l齢 諮i注意包伊首潟f端ぬ調会主智子師を合b.匝1園以下吋叫-(- 有 良

抑制 抑 HO四 H悶 也州 第四脱却 附 打庖式 口融 j ;涼jj:I ~iニ2f符ZG，fflE帥合む.仙以下の向色瞳刊を石〉肌色組子を合む・ 篠 品

百~95f.'i1 20711回73 不明 必時 節mE事A顕if可制】〉 打'.81式 口融 S5YYRR55//6! I ~俊皆.圃住なゐ週・明以I下T悼町を内古色む組.子{民右}を企む.匝l醐以 Fの則色健子. Ji色位子.圃石を合む・ 有 良

都附 加 畑 G-021 I {!1合肝 細野A矧1冊。 打位式 口魁 i i藷jjf お読書芸王宮~色粒子{長却を合む・世1醐以下の出血ft了。‘料段下を合b・畑 イf 且

部州 制 6山 川辺 包骨骨j 仰昨八111同柿 打腫式 日姐 i諸説 |官・ 控仙の白色粒子的む・田園町内色位子凶b・fq町を合む・ ぜf A 
， 

抑制 |むO 醐 G021 附} 畑 町l附 崎式 口組 i i認定 |糊椛恕?色胞子出川合む・桂川 引の115色位7-・山子m.剛健且

問 211 55301 I I-022 I {j~"'f 郡岬A釦1附 打且式 口u 日連;l~ I :9i. th以向白色町長石)"'frtr.h以下町'R色 位 リ 色 也 子 加 仙a Tf 品

出95問 212I 8756 E--023 也州 都田昨A聞i問。 打畠式 日韓 ~ :~~~;，~ ， ~E知ぽ師、開の他位子.州位干を油・畑町通"制的く合む・ 優 良

部州 213 s688 1 F即 包制j 畑昨AlIil1Id 打畠式 口品 部ij; 晶匝協議日EEちも?"能川以下町内包粒子(1E石).!.I.I~断的む・醐伝的信 良

抑制 21'1112295 1 H-022 1 "".1'1 畑町川1冊。 tre!A一一一一ー一一Iーーー口ー融一ーーー ーi諸一一i一jj一一一恥 t山

館前同 川 描 9 G-022 I ~台前 節IU昨A劃1同c① 打岨式 l唯 iJEi混乱開国以下の長石.赤色枝子.!}'U:!粒子を合払 鯖良

第95阿 216 113おS IF-0Z21 {品企M 都国酔A副1回t<D 打瞳式 rm I ; 1~~~~ 特1.1丑4園以ド町長イzを:l-tr.世1・以ド円思色肱ー岳、本色紘子を企む.週明石英 向閃 布 品
7.5YR314 石.岬石を合む.

餌附 217 12凹 1023 I 凶附 則昨A1lI1開df噛よ ι14p m5YRm311 腎.m・"'jF由民石・ A.色桂子、州紘一fを合仏 符良

節目凶 218 倒 H-m 也刊 細昨A薗i同~ 打畠式 日比 75J部73 密・経3園町蜘、白血也子吋む・世1園以下回E石!.~地位子的tr. 省 良

市醐 219r 1価 1 I H-O白 地合制 畑隣AfOl帽。 打畠式 円位 二弘明4 払後Z圃以向陥‘灰色伽的む・桂回以ドの附位子州也子を告む. 有 品

抑制 捌 4叩 G..021 包什副 都田陣A薗1HO W旭式 口融 i誌iii 密・筏Z園以下の師加世子を合む・ Itl・以下町読色位同知。 館 山

抑 5回 221I 1蜘 N 22 1 ~合肝 細酔A111!11t<D 晴式 lJ韓 11品弘 51品帝京tL?泊{却
同~--;;-~仙 包合同 細 川1附 加 円融 2.5YR4/.1惜・ E旭町内色別l間的む・田園以下の白色純子仰を仙・ h 以下回附俸

2.5YR413 粒子荷色館予を合tr. 良

柳 川 師73 1 H--O22 川 棚田川f同山 口齢 i i諸諮問協など紙面iZ;dEI践の他位叫石)川町む・恒1~' 1 ts|良

開 凶 Iz2.1 1 3咽O G山I1 a合Ii'l ro皿昨A翻111~ I| 打雌式 l l 1'&'¥ 1 25~YR仙416 台修bi:t:2~ah叫Eの圃下い町向叫色純位子一子をを合仙むt.世h・以 Fの畏石を告tr.世1-3園内券色桂子ーを多く 帯 血

節団凶 225 叫95 日間 叫 J |沼田肌冒l問。 | 打坦式 口融 5YR3/6 乱在制下町長石を告む・怪1-田町歓罰的白色位子医色位予を油・径叫下 円 山

5YR3/6 の113色位手掛色粒子を告む.脱届の通明石拡を告む. 引 民

官制阿 2四 割削 G-021 凶刷 郷田陣A暫1開。 打猷 口組 i i諸if~ I ~bF3・以下回他位子惜石)を合b. 阻1_以下の出色肝.純U子透明石提を 円 良

宮S96ft副 22711<!.758 1 D-O211 'u!，告制 部mlMII11随db 打l!l式 口融 SSYYRR4Mノ66 苦.世Zーの龍い白色飽チを合む.td守 1mMの向色粒チを合む. 有 良

問問 228 1 4師 11・凹 凶 '" 1 roml!A割問。 打臥 口組 ;:;Eili 時.世泊以下の自己位判長 却を合b.世国以-F州 色怯'1'赤色位予を企む. 有 良

宮 市悶悶 13回 ト叩 包合肘 畑 mA1111冊。 打出 口H I ~:~語:jib24官官221fet子(耳石}的〈企む..匝】回以下町剛色也子制也子を合む・ 計 良

餌96向 230 I 72'12 I H-022 包合刷 l郡mlllA掴I再t<D 打位式 円融 2.SYR4/6 昔.径1・以下の向色也子(長石) 思色佐子様色性子を合ù. 径lーの~I 色週剛1 ""英を 包 h 
2.5yR3i-6 合む I- I ~

開閉幻1I 1413 I H一回 包合駒 制醇A罰l附 打臥 日韓 2255m1喰466 訟・径叫下町白色桂子(JHj) 拙位子孫色院予柏む・酬な透明石触合む・ 訂 |良

軍国国 幻2 蜘 H 昭 酬 i 細 川1開。 打猷 U融 i i需主主:結ゐ官主主収録石}・叫也子#峰子を合む・ 径lーの庄内色世子を合 有 艮

那珂問 2お l捌 ト022 凶附 加 mA統 制 打猷 口融 ;i鴇/i 際.t!1_QJ灰白色院予を仙. 有良

fT196図 2剖 511.1 T-022 1 {:!合肘 郡田陣λ置1鰻~ 打庖式 口融 S51、喰喰443~ 11E.怪2・以下町内色t立チ(長石) お邑牧子を含む.住l園以下の思色純子を企む. 利 良

抑制 235 14醐 1~.....123 包合削 おmoAm僧c⑦ 打 畠 式 口融 |12105YYRW.'26 平・匝畑町内己佐子ル』企む・ 有 島

部前向描 14730 I E-O21 叫制 問酔A割1冊。 打猷 口融 :JRjt 官 . 怪 抽 田 正 向 凶 吋 告 払 世2・吋色佳子を合札 有 血

お附幻7 附 H一回11 t!l合同 | 前回師A掴l信制 打即 日a< I ~誤認市・伍ZEの灰他船日む・匝祖以下叫色佳子を帥・ 有 災

郡部国 間 師 5 F-022 包告制 1，(l:mIJA如 何，，'T】 打位式 日M 755YYRRν1i '3 Efyrz.む.任徴当・掴以の下剤の録l石石持をを合合主払t.f'}1・以下両紋買の白色位子.怨色位子を告む.[，'.閃石毛 l|鐘 n. 
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関臨h '除吟 遺骨震の グ世7 ド 車揖 分 覗 型式 残存郁位 外内面面色色園町 胎 土 圃合組有 瞳員E

第国闘 239 235-1 H-021 包含層 第四醇A翻l置。 町量三t 口.
2.5YR5/8 

医~. t!.211・以下の灰色瞳子.赤色粒子を告{t.恒1・以下の袋石を告む. 有良2.5YR5/8 

1Il96悶 2.0 11551 (-023 包合国 都mU1A如1組C<D 打歯式 口n 55YYRRS5//44 8 ¥9!.径h・以下回赤色粒子を告む.包1・以下町白色粒子{長石} 思色桂子を合む. 有 品

廊崎悶 2.1 1202 F-021 包含l1li 郷田肺A置11橿'C<D 打越式 日韓 55YYRR44//3 4 密。桂2醐以下の白色敏子{長石}を告む.恒1・日下町111色障子、ポ色敏子を含む. 無良

!Il96図 242 437 H-023 包告麿 !IlmlM置11償C<D 打瞳式 口緑 2255YYRR55//6 6 111.恒1園以下町白色位子(1耳石札制也敬子を含む.微掴な週明石英を合む. 無 良

!Il輔副 243 14872 1-022 包含胆 篠田酔A額1岨c⑤ 打瞳式 口銭 55YYRR43//4 4 む務 怪怪11皿~以2皿下のの白角色関世石予(脚長色石位J.一子9を色企世む子.を微合掴むの.週恒明1石圃英のを遇合明む石i~. 白色週明石英をと含 恒 良

III剖悶 244 1 5025 j也 F-022 
包含繍 都町鮮A知i岨c① 打魅式 目録 世色.瞳子l!2を・合以む下.の長石弓同色粒子を合む.径1園以下町総色位千.匝白色敏子.依置の白 無 艮1-022 

側面 I245 2312 H-021 也告繍 liI凶/lIA頓1圃c① 打越式 口縁 255YYRR34//26 桂I!!.子径AZ~I色6世園子町&歓合置Uの.白微色細位の予週を明告石U碑.を慨少2・量以含む下.の畳石を多〈企む.怪3・以下の昔、色 無 良 l

111開閉 246 5210 ト023 也告瞳 餌国際AI耳1掴C<D 打畠式 口. 55YYRR33//34 む際微径掴2・の以週下明の石長革石を.告綜む色.粒子 山色粒子を合む.世3回以下のやや硬い白色粒子を合 情 良

!f!96悶 247 127日 他
H-022 

包合A固 第四昨A瓢1姐C<D 打瞳式 目録 150YYRRS4//4 2 曹.篠300目白色粒子会む.世1.以下町晶石を合む. l有 良H-023 

第閣制 248 1310 f色 H-023 也告隈 郡田昨AI罰l楠C<D 打届式 口融 7255YYRR54//42 合密.む.世3・の白色町小畠含告{t.I丑l蜘以下の長布、師石を多く合む.世4ーの赤色粒子を 百 艮

!Il96図 249 3419他 1'-022 包含阻 第四師A割IMlc① 打鑑三主 目録 2255YYRR44//G6 eFe止.を世合むゐ皿.以下町務.色世子'!:{I-{t.世2・の白血小園を合む.l:f石 I11せん石 圃石 自主 有 良

!l!96図 250 17199 H-022 包告別 第関昨A閉l岨c① 打鑑式 口融 2255YYRR43//2 6 型肝.径2・の円色位'f. ~.、色粒子ーを世{t. l!1園以トのま養イョを合む. 有 良

部96図 25¥ 681443HG40222 2 包告別 那国碑A翻l踊c① 打届式 口融 7.5YR3/4 や子やを創合1.ZP.f盟国以下町内色位子(長石)、灰色粒子を企む.開石を合{t.世1-ゐ・の~，色粒 有 艮5YR4/6 

11196図 252 1428 ff!' 叫山 II F 00 223 4 包合R句 第四昨A額1檀ばD 打ll!式 口融
2.5YR4/S 

務世.のS径E色4・位以子下.の続や、色や敏医子いをi-合I(むs勉.子世を1・合以U下.のfNlm~色3紘・子以を下企町む録.石微を掴合のU週.明役石l英回を以企下むの.飲 髄 良2.5YR4/8 

節目崎 253 10011 H-023 包合m 節悶肝A宜11唖ぷD 打瞳弐 日輯 2255YYRRG4//6 4 官合it:包ゐ・以下の白色粒子(民石) 、 !日色位子‘灰色粒子を合む.世1園以下の~，色枝子を 畢 良

篠田嗣 254 7868他 1-023 包合胴 節目昨AtJlI楠C<D 打起式 1-1晶 7iO5YYRR65//4 4 '!"Kl石Z蕗}Iを~企2・む.の白色雄子{侵宥) 匝白色位子を企む.匝1・の111色位:(.ーを合む.微掴の週 有 良

節目悶 255 11削06他 HI-W00223 3 包合郁 買吉田CIA!JIl冊C<D 打館式 胴係
2.5YR4!4 

3陪・.の1li白匂色・世の子H色{長世石子7をを告告をむ;:i筏EI2-~-以5・下ののE出II色色世雄イヘ子を“、告也む粒.子世を2企回む以.下鰍の鱒遺な明遭石瑚英1<;を提ftをむ合.む1E.l~ 有 良2.5YR4!6 

!Il96悶 2田 354 H-023 '"'合栴 那国師A矧1銅c① 打革式 口酎 ~ : ~~g;~ I帯な.週径明石3・英以を下告町む総.色位予を合む.世2mm以下の白色桂子(民石)、/s色栓子を合{t.微細 無 良2.5YR3/2 

11196図 257 6167 E-022 也合前 買1m酔A軍ill温ぱD 打瞳武 口組 2255Y目R百5//86 密.1!z.以下町匝色位一子を合(t.世l・以下町内色位乎{亜石)を世むa 有 や不や良

!1196閣 Z日 3072 F-022 包合眉 第mlllA叩l臼C<D 打畠式 口健 7755YYRR3S//33 e微掴.径の週z.明以石下直町をjll合閃b石.、軟賀町内色位予佐合む.!喪1・以下町長石 肌色位予告合む.

'" 良

第96悶 お9 8242 H'023 也会届 療血IIAJOI掴ばD 打畠式 口総 7.5Y宝 3/4 権(長.石世)3を・台以む下.回配色也子ーを企む.世2・以下回総色粒子金告む.包1・以下の白色也子 有R 良5YR3!1 

!1196闘 2田 1061 E-022 包合府 郡田群A暫iI岨C<D 打ll!式 口晶 2255YYRR32//1 6 ''ER.掴tの益ゐ週・明以石下英町を飲合園U町.内色敏子曜と合む.径1回以下町長石.依色位子.1)，¥色敏子を合む。

'‘ 
良

節目白 団1 1加28 1-023 包含眉 都盟陣AII11聞C<D 打足式 1:1晶 55WYR旧4//38 e石~.英唖骨骨2棚む且:nの赤色世子.也1・・以下町長石 !昌也粒子、軟質粒子を合{t.徹掴の週明 鱒 iゑ

!1196図 262 1172 H-022 包告胆 揮血幹A1!U個ばD 打革式 口融
5YR.1I6 

111.世1・以下の白色肱チ{毘石).1.且色勉千を合む.微園町週明石英を合む. 初 良7.5YR4/3 

第96図 263 15693 H-022 包合111 第E僻A割1圃c① 打畠式 日韓
5YR4!6 や週明や石皿東~:恒輝2-石4e園告田を町t.赤世色1粒・子町6民k合石むを.世恒む1-2畑町位置の白色粒子を合{t.白色石英 有 やや
5YR4/6 不良

!1196悶 264 4710 H-022 包含層 郷田膨A刻l欄c① 打草式 口瞳 55・Y叩R44//46 E色~.世包子.i~白ゐ色.週の明白石色菟位を子告(長b石5")を多く企む. 怪1-2.の赤色位予を告む.匝1・以下のm 有 良

第96問 265 4179 H-021 包合摺 郷田野A劃I紐c① 打睡式 日蝕 55YYRR33//6 4 制I!f.色位置Z子ーを以合下U町.長石 歓質的自色敏子.赤色敏子を企む.桂1.のやや硬い白色粒干、 悟 上美

111師悶 266 9.邸調。 1-023 也会蝿 節回昨A額l積c① 打越;!; 目録 7755YYRR55//4 4 密な.透明径2石園英以を下含のむ白.色桂子{量石)を告む.径1・以下町田色組子 赤色位干を世tt.世縮 績 良

，胸部図 267 H刷O他 I十位3 2S号R週聾初穴 !Ilm/llA矧lf!11c① 打a富豪主 目録 7.5YR3/3 
I!f. t事1-2園町長石を合む.植111lmの砂祉を企む.恒1園田重pj(白}を少血合む. 考T 良

10YR5/' 

館開闘 2時 l田49 H-023 Z状号量畷制穴. 第m，事A膏11檀C<D 打量式 口融
10YR3!2 下隆.町軍径隊1.を以少下し町告砂b祉.、筏lmm以下の畏石E:世{t.世ゐ・8"来色い也子を合む.恒l剛以 有 良
10YR3/2 

!II暗闘 269 1甜95 H.023 2状号遺竪4穴・郷町酔A期1橿ばD 打且式 口融 7.5YR3!1 111.唖!園町砂世.長石を合む.世l・以下町富母を合む.世1・の場、色桂子e含む. 有 良 |
7.5YR3/1 

111蝿簡 270 1$452 G-013 8状号土臨成穴 郷田陣Allll瞳ばD 打l!I式 ロ録
10YR3/6 

I!f.世2・以下の長石を告む.恒1・以下のl砧色敏子を合U.微掴の遭明石英を少量含む.-t込2.SYR4/6 

錦町悶 271 13916 他 HH ーイ{2Z 2 3 4-1;'子土ZJI催中 第mu手A顕1圃C<D 打単式 日.
5YR5/6 や位やを阻含むit:恒径h1n醐以以下下のの赤量色石魁.予肌を色@位〈予合をむ企.む佳IH-Zーの遭明石英を少量会{t.経1圃の砂 1- 良2.5YR5!8 

!1197図 272 16186他 H--023 l'手住居跡 別院A額lf1c(t 打組式 岡修
5YR3/6 

!!!.桂2・以下の長石を企む.世1・以下町撚色勉子赤色世子を少量企む. 有 良
2.5YR4/6 

!1197図 273 220 {I也 G-021 包合燭 郷田昨A額l帽C<D 打.式 圃略 150YYRR34//l2 や子やを阻合むit:世笹2~1聞4皿のの長依石質を的告灰b色.粒子を合{t.世2・の匝色粒子を合{t.世1-為・町旅色粒 千T やや
敏置

!1197酎 27. 4お6 H-022 也合膚 !11m田A膏11剛C<D 打雌式 醜偲 i諸説 鼠径2・以下の附の向色粒子 m色粒子を告む.ff:l_以下の前日む. 唱 上述

1!197t百 幻S 9375 仮出 H-022 包告層 間皿醇A町l瞳C<D 打届式 田錦 150yYqミR54//82 問!T..石筏蝿3・石以を下合のむ緋.色敏子を合{t.世1・以下町長石を告{t.恒1・の灰色粒子を企む.向 マ1 良

!1197図 幻6 14600 H-023 I 1叫}跡 !11m 171八割1I1c<D 打圃式 嗣ll!i
5'lR.4/6 密.世2.以下町長石、!J!30・以下町総色桂子. 1~1・以下の即位位子を合む. • 良5YFA/4 

!1197臨 幻7 14044他 H-023 2状号週監a穴・第m/llA翻l岨ぱF 打値式 目録 2755YYRR44//4 1 密.2・以下町砂粒‘長石を多くふくむ.筒1・以下の，聖母(隅)を少量合む. 布 良

!Il97図 幻8 15122 イ也 H-023 z状q遺竪構穴 開血酢A甑1慣c① 打館式 副都 5YR'!6 密(県i)極をふ2mくのむ匝.白色小圃を合む.径1・の砂世町長るをふ〈む.後1・以ト-1・の寝母 有 良7.5YR3/1 

11197図 幻9 3678 H-023 包含晒 第四酔A聞1酬C<D 打越式 腕鰭 7105YYRR43//2 2 密.世3・以下町赤色粒子，灰色也子を合{t.径l・U下町畏右を企む.I'IIJ(J石を告む. 可否 E幸

!lI97図 280 話担 抽 1-1-022 也合膚 !IIm/llA顕l掴c① 打届式 臨輯 55YYRR55//6 6 官風.色粒也5子ー‘の飲や賓やの硬白い色白世色ー子枇を子合をむ合.む.怪2醐以下の畳石、赤色桂子を合{t.径l阻以下ーの 慢 良

!1197図 281 11672他 H-022 包含層 那国俳A矧I績c① 打晶玉史 胴締 7755YYRRS6//4 6 やや粗.径白・以下の灰色小闇令告{t.世2園以下町長石&合む. 有良

!Il97圃 担2 11曲 不明 型建碑 餌ml7lA顕1団c① 打値式 圃幅 55YYRR44//6 8 密.祖3園町赤色瞳子を告む.世1・のI高石を合む.阻石 I'1閃石石英を企む. 有良

11197固 283 10.臼 I-u23 U告別 第四隣A廟1唖c① 打雌式 府部
5YR5!8 密置.の径白4色置世の子小を石告をb告.む怪~-ー径の2-脆3い園庇町色焼敏、色子粒を子合をb合t{t. 径2，間以下の長石 黒色粒子、 軟 有泉5YR312 

第97図 品4 12749 1--022 臼合眉 第即時A曹Ilf，量ぱむ 打組式 胴JI1; 755YYRR53//6 2 百~.笹3園以下の長石を合{t.瞳l園町惨色祉予を合む. 有 良

第97図 285 9品8 1-023 也合JfI 事国酔AJOl僧c(j) 打屈式 嗣鰐
5YR3/1 ef引.回匝以2園下以町長下石の灰を含色む粒.子週を明含石む英.を包世l~b2.圃の綜色位子を告む.径1・の凪色位子を合U. 有良5i.'R4J6 

第97図 担6 1却3 F-021 
包合掴 !11m師A傾1蝿c① 打l!式 nr~$ 5YR2I1 やや血.後2・以下町白色粒子を含む.桂1・以下の告を石を告{t.輝石を告む. 有良

表訴 7.5YR5/4 

第97図 Z町 忽49 F-021 也合膚 郷田醇A曹11抽c(j) 打越式 H尚徳 7105YYRR55//2 6 官.!}.2.の灰色粒子を合{t.怪1_以下の長石、勝色粒子を含む. 有良

!1197固 1-1-023 也合層 那国師A矧llJc① 打畠式 胴得 1m0YhRR54//6 2 曹.世2-3園町脆い向色粒子灰色粒子を告む.径1皿以下の赤色粒子 長石を合む. 有良

第97図 民主9 9781 11-024 也合眉 郷田昨A商I樋c① 打昌吉丈 胴lIIl 75SYYRR41/36 /3 e阻E).を世合3・{t.の聞赤石色枝を告子む.長石を含む.唖20mのサ モンピンク色の硬い世子(チャ トに酷 有 上込

第四国 笈調。 67目 他 G-Q22 2号+土包器告織・中 餌皿昨A観1圃c① 打圃式 E同館 5YR5/4 際合it:後z置.i園以以下下町町内的色閃世石子を(長企石む).を径合1U・.以桂下3の・側町駅色粒白子色を位合子bを，合微b掴.週世明h石.の吏茶を色告小む圃.を
10YR4!2 

第98図 国l 3剖5他 G-022 也合帽 !II岡田A頬1圃ぱj) 打陣式 胴lIIl 150YYRR64//6 2 密の.長石笹を1-少ゐ量・含のむ飲.賓角の関灰石白を色少位量子含会む合t{t.怪l園以 下の掛色粒子を少揖合む.j壬1醐以下 無 良

!1198図 292 6705 i也 G-022 2号+土包器告織眉中 第四/lIA矧1掴c① 打凪式 胴也事 55YYRR65//6 4 '色!.桂子佳1{畏~石2・}をの合般b質.的恒圧1白・色以桂下子回を角合閃む石.を笹少1量・合以む下.の担血1色5.祉の子歩を色合世む子固を笹合2圃b以E 下の白 3台 良

第98図 293 15625他 H-022 包含眉 MmoA罰ll1c<D 打雌式 胴部 55YYRR54//6 6 !P..後1・以下町111色桂子を含む.微細な長石、透明石英を会{t. 有 良

!119B圃 294 15臼7他 H-022 包含届 第四時A薗l種c① 打越式 胴部 55YYRR455/6 /6 や合むや.阻.微掴世な1-週h明・石骨提鉄置を少の量白企色む桂.子~{<{t. 匝1酬の黒色粒子を多く告む.微細な長石を 量 良

G-022 2，5YR2/2 やや
第時間 295 2667他 H-{)21 包含層 第四酔A順1極c① 打l!式 圃11 I!f.径2皿の白色粒子(長石)、灰色敏子を含む.透明石菜、圃石を合む. 有

H-022 2.5YR4/6 歓置

務98箇 296 1加'29他 H-Q23 包含層 第四隣A期1橿c① 打畠式
111‘ 755YY浪R4/38/3 密含.む.桂2皿以下の長石、 林色祖子 鍋色粒子を合む.筏1・以下のやや歓質的同色政子を .. 良 |

第98悶 297 8盟8他 G-Q22 包合層 |第山昨A曹11輔C<Jコ 打.式 圃 " 54YYRR43//4 4 際.笹2・以下の長石、凪色誼子。赤色控子を含む. 無良

節団関 298 718他 G-Q22 包含嶋 郷田昨A顕ll1c③ n圃式 圃邸 |♀755Y刊R44//34 ll!.径4・以下町白色粒子(長石).'"色粒子を合{t.径i園以下町掛色也子を合む. 有 良I
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第 5:i主純文時代早期の遺構と遺物

図駈~ I 標号 l 遺物器等 | グリッド | 遺 構

側図 1 2田 1 7即他 A722|也縄

開図 |捌 11醐 1 H-022 1 3号住居跡

附図|却11加 1 G-021 1 也価

抑留|抑 112叫 IH-OZ2 間 前

第四臨|叩 |叫62 1 H-022 1 包刊

第四回|制 1149日 IH一四 1 2-1')住居跡

"盟国 1305 1167幻 I H-022 1 6号住居跡

節目回 | 揃 12.四 1 G-022 

m四図 307 

!l!99図 3冊

!Il国臣 3凹

2号 陥穴
状土坑

1 ~ ^"O 1 2号陥穴3052 1 G回21| | 状土筑

剖79 1 G-022 1 ~号陥穴l l 状土坑

担86 G-022 1 2号陥穴
状土坑

開闘 I310 I加 2 I G叫 1 3号土器集中

第四国 1311 却開他 |i:12 包佃

郷田図 1 312 1 5刷 |ω | 包合膚

棚白 川13 曲10 1 G-022 1 包畑

棚田 I314 4叩 1H-022 1 叫 局

第四回 目 123回 日 11 包合府

側函 1316 1 95<2 H叫| 包畑

抑図 |訂71附 1 I H-023 働団

側図 |担81期 制 い-023 包含眉

附図 1319 1即 3 ド-0211 叫廟

糊園 1320 11附 |不明| 醐

棚困 1321 1回目 1 F-022 1 包側

部四図 1322 1醐 |旧叫 包含府

節目嗣 ! 悶 17師1 11田31 包合前

餌四国 1324 咽剖 ト0231 包合嗣

高i司ぉ2I 3251 F-022 I 

む |ニ他閥t::
問問 34215950 G-022 ~副
都1曲1，113.3 1幻町 11叩」ヱ竺

州国 13461 251 1 H拙し」竺

iilj|土問t

分 額 | 型式

第四欝AlIlllllc<II 1 打思式

細野A閉i園。 | 打鍾式

細野AIIUIllCU) 1 打越式

第四鰐A顕1祖ゆ | 打睡式

節目勝A掴1檀C① | 打甑

第四郎AtlHftc①| 打館主

蜘肌問。 1 打猷 l

削恥動植C①|打眠 1

脚恥刷。 1 抽式

第田恥問。 1打園式

郷田野AIIU附|打越式

細野柵置c<D 1 打眠

第阻昨担額l種c① 打昌三E

畑醇A傾I情。 | 打雌式

畑I:JArnlll!c<II1 打猷

刷 昨 岬 附 | 打魁式

第四野All1lllc(j) 1 打酎

刷陣A船積。 | 打齢

制酔明1櫨c<D 1 打越式

f属医昨川町1!1c<D 打邑式

別院A矧噌c<D 1 打猷

那国恥船団c① | 打眠

細野AII11種。 |打猷

脚酔AIII1lIllc<D 1 打猷

畑肝細l館。| 打町

細野t¥l(lfftゅ|打腫式

部illIf!Al!ll!llc(j) 1 打位式

細胞飢幅ゆ | 打齢

制脱却1摘。 | 打越式

部皿酔A型車1帽c① 打越式

部m酔A閉l同C<D 打位式

鰐皿肌額1問。 | 川式

milllf!A顕l開。 1 打猷

畑脱却1階。 | 打雌式

畑肝細i向。 | 打猷

都田昨AlIIlfj1c<D 1 柑式

部m帥A闇1岨。 | 打艦式

畑恥聞lltc<D 1 打眠

第四昨A顕l同c① l

畑昨柵憾。 | 打飽式

問隣A1'lU檀c① | 町昌式

部図昨棚 冊。 | 打畠式

畑僻A劃哩c<D 1 打雌式

部田隣Alltl!lc<D 1 打畠式

畑瞬 、IUflc<D 1 打猷

畑醇A閉1問。 1 打猷

畑酔AIU積。 1 間式

部血師AIIUIlIゅ | 打臥

第四1M阻1附 | 打位式

細川lfJc① |打猷

餌回目Al!lftc①| 打館式

第固辞出盟1!1c<D 1 柑式

mm凶1I1(:lc:1)1 打猷

郡田野A劃圃ゆ 1打齢

制瞬、劃圃c<D 1 打猷

mflAlltl岡崎 1問式

m11-'111附 1打猷

畑臥聞1伸。 1打鑑式

畑肌航船① | 打岨式

mmt'JA剖lftc<D I 打鎗式

賄側 i常事色調 | 胎 土 雌 l
|内面色圃 | 含有 1

酬 |5mAle.世個以下崎置の白色世子を含む.回以下町長石.腕世子・旗色粒子を帥・ |無 |良
| 日常./4 微掴の週明石葺.角閃石を命tr.
1 5YR4!4 1官.径:300_の灰色の圃を合む.世1-3園町長石を舎tr.世2・以下の風色粒子、 遭明 1~ 1 

胴都 5YR2il 石英を告tr.後四以下町赤色世子、砂祉 を 告 払 怪1・以下の.BIを少量告't':T.=.， 1 有 |良

1 2.5YR2!2 1密.桂2-5醐の飲慣の白色佳子金合む.笹1皿以下の長石.圃石を合tr.世l幽の赤色桂 1~ 1 胴修 1 25YR4i6 1 子、週明石英を告むI.V" r;;J ~t..L--.~(.，'U'"o =.lWW"，"， l.v....;IlI;-.:I. _"J;I1IL.....u-. ~.lQWIV-'J}I. C.t.lt. 1 有 |良

附 17淵 315hE地主翠f桂子を少量合む・ 笹1園以下のH ・lI&til"l-'l:含む・在1回以下の |有 i良

胴部 i諜ijiim.怪lmm以下町長石腕佐子純佐子帽の白色瞳子を企む 1• 1食

鵬 ~~~~;~ 1111・怪2皿以下回白色石高砂量告む・世叫下の酬を告む・棚な白色粒子時tr.1'If 1良
5;喰 5!6
5Y宋416

酬 |;i部活1やや粗・世皿の脚・ 赤色粒子 を 告 仏 匝1-3・の府在的・ 有 |良

|問削 1密・控7威主Y'(色 14活飴払 依田町脆い白色粒子を少量企む・後叫 1" 1 |有 |良iOY宜4!2 下の長石.!伝 子.鳳i桂子を 3'tr. 1 H 1 

酬 125説。61密・仙の灰色町合む・日以下の長芯/II&til"l-.iI>脳出 有 良

1 5YR3!3 1密.笹2..の飲慣の白色世子を合む.世200以下町総色桂子をと少量告tr.世1-3・の肌色 1_ 1 
胴部 5YR3I3 位子&少偉告払径回以下町長石を合む.角肉石、遭萌石英をz・ |有 i良

脚 |255258|密・ 桂3-国の帽の白凶刊帥・怪2・以下の軒削世子・腕肱平時む・ |保|良

1 7.5YR6!6 11!l.径宮田以下の長石を合む.世1・の肌色粒子 赤色位予を告tr.微細な週明石焚を告 | 
綱榔 1 'IOYRY;i 1 t;: 僚 | 良

1 5YR4!6 11密.桂4.以下町綜色睦子を告む.世2園以下の炎石.tI:置の白色世子を企む.世1醐以下
醐僚 I:"~"""A" 鍵 良| 5YR4!4 1の繍色也子.灰色粒子を含む.1故掴な週明石英を合む.

1 5YR4!6 11!l.径3・の般質的白色笹子を合tr.世2・以下の長石を告む.世1・以下町凪色世子、歓
圃締 ~，.l~~/I:; I ~~~~-:":;'~~':;~~~'J~;~閃 鯖 良l 5YR3!6 I賓の白色粒子を企む、微圃な週明石英を告む.

2.5YR4!8 I密.径1-4_ 下白鳳色粒子を合む.径h・以下町長石 総色粒子を合む.世h・以下の 1_ 1 
圏構 5YR3i60 

1やや跡、白色iみを合払 |鍍 l良

耐 1 ~諸説 |主22r以下町侵石、制粒子、 灰色粒子角閃石を仙・径回以下の帽の白色世|傭 | 良

1 5YR2!1 a.恒2・以下の侵石.やや硬い白色世子 歓置の灰色世子を含む.植1・以下町1，1，¥色世 1_ 1 餌冊 ~:':'::'，: ~';:;;:-:. '.:;"~:" ，-，-_.~=~ ， . ~~，，~=~，， ~U. "'_~"'." =~ I 鰐 | 良
| 5YR6!8 予.i依色桂子を告tr.
1 5YR3!6 1乱佳3園以下のやや跡、白色世子 '1唱を告む.後2園以下町長石間色也子赤色 1_ 1 

腕得 5YR3i6 粒子を合告.世1・以下町飲JICの白色世子を告tt.Jtl閃石を喜む，，~~. '.'.，=~ ， . ~= I 無 1 良

1 5YR5/6 I曹.怪2・以下の岳石.灰色世子、飲置の白色粒子‘やや硬い向色世子を告む.世1・以 1_ 1 
柵 SYRsIii 下町馳位子柏払酬な遭明石英をつ含むt..--...，--，-u;:y.rl l:H....-r~ .i!l U. t:l:l_"'" I鍾 |良

1 ~田川 崎園以下の1."岨子を仙・世泊以下の師仲郎、医色阻刊仙・恒叫下の
鍵|良5YR3!2 飲賓の白色範子を合tr.

附 1， 潤61脱獄町酬の白色位予付b・山下町師附世子山・聞な透到ヱ

2.5YR4!6 I 密。 佳3園以下のやや硬い向色粒子を企む.佳1-ゐ・の~，色桂子を合tr. 世む四以下の長
胴傭 25YR3i61石 灰色位子歓置の白色粒子をるむ. 鰐 良

1 5YR4!6 11!i.怪3・以下のやや匝い白色粒子を合tr.f~園以下の亜石、赤色粒子を合tr. 匝l帽の 1 _ 1 刷怒 5Yî~4í6 間色経子を合む':-\- - \-to;l:. V'r-IC.""'T"~ ..:o V. 1~~ ，''''''P;;'.I， ']I.~~.....-. .f. ~U-. 1;&.1，，""/ I無 |良

柵 175f.部九a.町以下の島石山色也子ーホ色世子.附自由凶刊他 |儒 良

ß~I$ 
2・世』以下吋色也子肌色世子舶、白色位持合む・ 筏1剛以下町晶石歓世田 l|鯖 良

色世子を告tr.
晶君震と下の長石附粒子・赤色位子を企む・ E叫下の匠色祉予闘の肉色 衛 良

官.笹2・以下町長石、肌色粒子.灰色敏子、やや硬い白色院予&合tr.盟国以下崎 |侮 良
質的白色桂子を合tr.微掴な通刷石英世合む ・ ι之

官.径3・以下町畳石 赤色位子を合む.世Z園以下町黒色瞳子を合む.世1・以下のやや ，._ 1 
然 | 良

硬い白色粒子.軟慣の白色粒子を合む.

世.ω・以下町家色世子 出血位子を企tr.恒国以下の長E 歓間町内邑紘子を企む.1 II 1 良

5YR4/8 
5YR4/3 
5YR5!8 
5YR3/4 
5YR4/8 
5YR3/2 
5YR3/3 
5YR4!8 
5YR4/4 
5YR4!8 
5YR4!3 11Ii.笛3・以下回畏石を企む.fl2園以下の烈也位子 赤色世子を合tr.世l聞の飲置の自 1_1
間 sis1凶子を合仏側な勤時的む.， "".，=~， . ~.~..' . QU.  =，"_'mw'~ 1 鋸|良

5YR4!8 1麿.t日・以下町 色怯干ーを合tr.径4園以下回歓胃の白色桂子を合tr.桂2岡田以下町民 1_ 1 
S四川| 石血色勉予を"it，:-'~' .O~. = '_~''''^H'''.~~' .ou. '"'"'"'"~'''H I 餓| 良

5YR3!1 I務.世3・以下の袋石を合む.佳2・以下の出色岨子 ポ色位子を企む.世l四以下町歓冒 1_ l'やや
5YR4/3 Iの由色皇子を合tr.世掴な透明石英世合tr. 1 - 1 不i~

S刊~~~ 1 密.径3・以下町長石金合む.世2・以下のやや齢、白血松下~'色也子、出色桂子.飲 | 鰐|良
5YR4/6 1慣の白色粒子を合む.微細与週明石見を合む 1m 1 
7.5YR5什 税.担1-2・の肉色祉予{長石上 出血位子を合む.酷1・以下の緋色位子.向山石を合 1_ 1 

|鴛 |良1lOYR./2 1む.

Dl 7S部)~' 1官。樹園以下の附の白凶'(-(<仙・世2園以下町師削睦子附加を合む・ |鰻 |血

間~í: I昨・也2・以下の師判断t仙.Ril・以下町田也粒子.酬の肉色悦子他・ 1 !ol 1 良
5YR4/4 

5YR3!3 151.世3・以下の赤色紘子を合tr.世h・以下町民石.1.11色世子.歓慣の白色勉平金合tr.1_ 1 5YR3is I 微細な週明石英を多〈合t.: uu• ~-~ ' '''''，. '""=，~，. ~"，，，c， ~，~-， ~uu'l !ol |血

5YR2!2 1 ~弘匝3・以下の岳石を合む. t並2園以下の体也純子 1I1色粒子を企む.t議1・以下の飲rt1 _ 1 
|無 |良5YR3!4 1の白色粒子を{¥む.微掴な過ゆl石!fiを合む 1= 1 

5YR2/2 1密.世3・以下の猟色V子を合U.俺2・以下町民石 m色紋下.歓慣の白色位予を企む 1_ 1 
5¥'IIji3 I畑な遭刷石批多く。'1鱒 |良

5YR"ν6 I c<. ~ ，_"'~_~__~".，.+.~.， ~O_'''~_ ~~ "".'..'.-' . '''.'..'~+.~'_ 1 _ 凸5YRsi6 世.014_以下の附の白色粒子を拍.tl!2園以下仲間、1.¥1色粒子州立子柏b・|鰭 良

1 2.5YR4!3 1皆.t削ーの匹色敏子を{¥tr.時2園以 下町赤色位下を合む.陸1圃以下の杓色敏子{長J噌， 1山周舗 1 ~ ' ~，'，~;'，~ I~: '-!i;';::';;!;'.~~~ ~"u. ""-~ ， '''，，' =~r~uu. ~'__A ， "n=''''~ 1 干f 良
12.5YR4!4 1石).!.t¥色祉予を合tr 1" 1よ ζ

1 2.5YR.!6 1宮.包4・以下の向色佳子(長石)を合tr.1玉3・以下のIs色粒子を企む.0¥210・以下のみ色J ψ 由

開 1 25YR帆 | 佳子を企む.世í~;;IF.の間色粒子を合tr. げf 良

1 2.5YR.!4 1輯.ffi30・以下の白色紘子(長石)を合む.径Z園以下の庇色肱子 功、色祉予を合む. l~1・ 1 _ 1 間移 1 i 5YR4íil 以 Fの!H色幼子を合む"，~"，， <uu. ~_~ ''''^~~，. ".~~ ， ~，'~. '~'_I 揮 | 良

嗣 1 75YR，i3 1 Si.ω・以下目白色睦子(軒}を怜・世叫下町川仰が凶刊仙. 川良
1Z.5YR4ノ61

1 5YR5/' 1密.包2・以下の白色粒子(長石上 前日色敏子を合tr.1引園以下回冊色祉予徹掴な透明 1_ 1 |鱒 |血5YR3!2 1石英を告tr.
1 2.5YR，'/6 1 官.往3・以下町内色敏子(長石上 間色粒子を合tr. 匝】園以下町白血週~I石高. 通旬l石 1 k， 1 圃師 I :;.;!':~~JJ': I ~.~_~:;~~~;~.~';;';~'，.，'.:'，~'':~' f"'=~JL I "'C.u...... LI'._........ 'H!-'O':':''''''.，..'.......... _'7''l-I I ft~ 良
|2.5YR4/" 1 i躍を企む.世掴な週明石英在合む.

m |25i高7f|宮北寝f下の白色怯子(亜石)を企む・唖2園以下の赤色位子を仙・怪1園 以 下 の 腕 |川 良

，m |25誕百'1害必殺下の白色断、間色佳子を企む・世1・ 以 下 町 制 軒 目 む ・ 紬 な 透 明 |鴛 |良

1 2.5YR5/6 1官.怪4・以下町白色位子(長石}を含む.世1・以下町田色也子 #邑佳子を合tr.微掴 1" 1 圃筒 125YR日 | な週明石英を企む:ac:.tJL-r\~1;I /~ i::IU.  u:._........ l.v..I.~' l=:.I:!L -r. '1f' ~_-r "， ，.'u. ......"" I ~T I良

町師 |ii諸説 1E誠謀長下df色也子(師}を仙・向以下の間色純子削佐子を企む・醐|有 |血

・ 1有 |良
lzm4/4l弘樹園以下の同胞子的む・径国以下町内色桂子(船舶肝を仙.0;1.1
25>1交4;6 以下町白血通明石袋を含む，

li諸jf:|音・包l園以下町白色粒子{長石)血色軒赤色桂子畑町告む・ いr 良

剛 |75;PU4|匙21F怯混ぜ誌協線誌ど色粒子柏tr.世1・以下町即位子、|無 良

1 2.5YR.16 1曹.佳h・以下回白色世子{長石).灰色位子を企む.径1・以下町思色粒子.家色世子 1 _ 1 
圃惇 I ";.~<:'.!.'."，'~u I ~~~~~~ ー志L tl | 無 |良|2.5R4川|白色週明英を告む・ 後圃な週明石聾を含む 1= 1 

1 5YR"6 1密.径s-の瞳い白色也子を告む・世2-'圃の称色世子を告む.匝2・以下の長石 山色 1_ 1由
| 儒 |良SYR4'4 I 敏子を合む.徴置な週明石英を合.t r1- 1 "‘ 

鍛iI|誌gf足許認Ph鵠晶玉往生弘.問主見詰紘mzzf|鰐良
酬 |25i認す|ZJ現fTZぷ乾挺僻説色r園以下由やや跡、向色町一 軒.m(，¥1鯖 |良

1 5YR.'勺|世.包抽師匠向色胞子を仙.笹3・以下回向色位子(亜石} 腕敏子的む.世Z園以 |有 良
5YR.14 1下町葬色枕子を合む.徴掴な透明石英を企む 1" 且

田郷 1 ~ ;:~~ :~ I官.世園以下回白色世子(1<却を合む.tH・以下町出色位一子保石、白色週明石甚を |有 良
12.5Y引 13I合.tr.被掴な透刷石高を合b'. 1" 1 .， 

15訂H/6 I t聖.佳3・以下町内色位子{長石}を合tr.也ゐ・以下町血色世子 赤色桂子を合tr.1設置 1.園 山制 I /5YR:'~3 1 な週明石終的む-'a=. tI.T\J.<'LI/~Llo'U. t.e..._........ ，'VJ;.l.H::.s-r. 'l'I'¥::，tJI.-，-. .:..，....... """""'" I無 良
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鼠甑h 111骨 遺物検号 グリ7ド 遺繍 分 開 担式 現存都位 l特色E H台 j 
瞳轟

櫨1&合干T

1111曲悶 お9 11酷8 F-022 包合JI 揮回野A曹Ill!o(j) 打昌三気 旧部 75Y5YRR4/63凡 gな!.遭明径石h・甚以を下告のむ白.色粒子{長石)を企む.怪2・以下回思色世子ω 体色世子を含む.微圃 有 品

揮l冊目 話。 11171 ，-022 包含膚 r.m醇A掴1圃c(j) 打位式 圃摺 l 11 55YY宜R44i/86 密.径5・以下両白色粒子を合む.陸沿圃以下の肉色粒子.灰色位子を合tt. rr 且

!IIl曲悶 高l 3403他 F-022 U合鳳 節目野A掴l掴c① 打瞳式 珊部
5YR416 iIi.世3・以下町晶色位子を世tt.桂1-2ーの白色tt子を合む.世1園の体色位子を企む.
5YR4/6 マF 良

!tllOu国 362 11346 G'022 也合層 !!lmllA翻1・C<D 打瞳盆 胴部
5YR4/8 I!!.佳3・のやや硬い庇色粒子を合む.怪2嗣以下の赤色桂子やや置い灰色量子を企む. • 5YR3/3 置l園以下 の 長 石 叫色粒子を合tt. 良

!!l1山岡 363 11%8 F~022 包含廟 第四IIA軍11槍C<D 打位式 胴部 密色.粒径子3・園以石下含回合ホむ褐.色徹睦掴子遭を明会石b黄.金径告ゐb量.以下旬円色住子(長祈)を告台。世1~以下の黒 イ干 t誌

都1凶図 364 12025 G-022 包合，. 鱗皿醇/¥1111圃c(j) 打位式 胴都 密色.敏怪子ゐ・縁以色下鐙町子場、褐白色色粒通子明を石告英bを.企在むZ.園徹以圃下な町遭白明色石紘英子を(長合石む)を合tt.径1mm以下の黒 無 良

!!I1OC函 365 18523 G-021 '01音崎 '匹目標A軍11縄c(j) 字TJ也式 脚部 2255YYRR44//6 E 宮遭.明石E英2..を以合下むの.白色粒子{長石}を告む。経1皿以下の現色也子.角関石を告む.微掴な 有 民

!!l1凹闘 366 438 H-02:3 包合JIJ 簡略皿野A顕1圃<<D 打鑑式 胸痛事
5Ylミ6/8

音.桂ゐB以下の飲置な白色世子を告む.長石、圃石.角関石.週明石英を合むe7.5YR514 有 l主

!lI1叩悶 367 2781他 1--023 包含畑 !!1m醇A置11植C<D 打越式 胸脅事
7.5YRS/4 密子.を世合むl~.3・総掴の伝白透色明也石子覧〈長を石合)bを'1-<企む.径1-20皿の赤色敏子を告む.世l園町拠色粒 有
10YR512 t込

第l凶問 368 r 2814 [-023 包含附 青写阻昨A曹Il~o(j) 1I燈式 胸痛軍
2.5YR518 

禽.世3園町脆い灰色砂位を合む.世2・の白色牧子(長石)を合む.内閃石を合む.
7.5YR4/3 

有 E込

第1田岡 369 2田5他 H'023 包世lfI ll!m酔A膏11団<(j) 打届式 岡信 55YYRE《54i//64 留(畏.石匝)3を園企田む歓.日世の1-肌2色・位白チ鳥ユを色笹企子む.を企t蚤むl~.4Eの水色位 2令官む.特1........3四の白色桂子 有
I-023 正追

!!!1回国 370 4797 H-022 包含胴 !11m醇A軍11同氏P 打越式 田錦 石密)、径第h色・粒の子匝盲色透敏明子石を英含をむftむ径.ゐ輝園石以を下合町む肌.色佐子を告む.世l皿以下の白色位子(長 銀 t込

II!IC図 371 5052 I--023 包合病 百.mllA顕l帽c(j) 打畠式 圏諸S
2.5YR4/6 

¥，lf.恒3m以下回ホ色綾子を合tt.恒h・以下町長石、肌色位子、軟賀町内色桂子を企む。 鍍 良
5YR3/3 

'刷C図 372 7759 1-1-023 包含網 部mllA聞1閉c① 打畠式 酬栂 55YYRR334//4 6 徐1I'i.掴世な3週・明以石下英のを出合色b紘.子を台tt.匝2・以下の長石ー匝色位予.飲置の白色桂子を告む. ・ E込

!!Il0C図 373 10445 H)23 包含廟 mmllMlll岨C<D 打畠式 嗣郎
5YR3/6 む'E..世世h1~・以3ー下の町白赤色色石世英子を、企軟む慣.の世白ゐ色・粒以子下を町企長む石.微血掴色な也遭子明石や英やを合硬bい.向色世子を合 ，康 食
2.5YR'/6 

鰯100図 374 11275 H..023 t品企閉 郷田野A矧l岨c① rrl!式 胴部
日常4/4 '磁T..圃tな量通Zー明の石灰英色を粧合乎bを.合む。 桶1-2IJUI]の白色勉干{長石上緑色世子.D.¥色也子を台む.
5YR4/3 I!!段

第四0悶 375 12766 1-022 包合m 第mllA頓l肺c① trl!!式 1111鴨 5YR5/6 際飲.置のf費2白~色4粒園子町を'"'合色b位.予t奄を】告・む以.下匝町ゐ11.1色の雄や子やを硬合いU向.邑桂子を告む.1奄2・以下町長石、
5YR5/G '‘ 

i主

!riIOC図 376 15756 1-1-023 .，号tt届跡 部mllA額lftc① 打AI!式 圃俸
7.5YR2Il 

1If.恒1・以下町白色粒子を少鼠告む. 有5YRS/6 Sミ

郷町 関 377 17109 Gイ023 包含胴 冒1m.事A置111・c(j) 打瞳式 圃傭
5YR311 むや.や阻角閃.径石3を・告以b下.町脆い白色泊予を合tt.径h・以下の灰色位子.白色也子{袋石}を会 有 艮
5YR.jJl 

第100回 178 ，1392 H--022 包合JI fi':ml'Jt¥踊1橿<<D 打腫式 圃侮
7.5YR3/4 iil. t!2o・以下の長石 111色粒子を含む.後i・以下町赤色種子.飲曹の白色粒子を合む。 錘 良7.5YR4/2 

節目ol!il 379 954他 H-022 包含lIf 郷田陣A哩lIl!!o(j) 打岨式 胴徳
5YR4!6 官む..a1E般掴h・な以週下明の石や?Aやを硬世いむ白。色位予を合tt.恒z・以下の長石、稼色世子.JA¥色世子金合 傭 良
5YR4/6 

G-020 2.5YR5/6 瞳I!!.子7を蔓3告・む以.下徹の圃I，~な色遭粒明子石.革8を町、色含世む子. 聞石を告む.1l!2・以下町白色粒子(長石) 灰色!!ItOOI!! 担0 11326 j~ G-022 也合用 mmC'M顕1輔c① 打111式 圃iIII 'ff良
[I-OZ2 5YR4/1 

!1ll001由 381 4555 H.022 包含府 師団解A割1揖cc)) 打艦式 -臥鴨
2.5YR4/6 機子.、角向閃3・石以を下合のb紫.色微粒掴子な、通，明I、石石笑をを合合むむtr.持2・~.n町長石を合む. Iモl・以下の肌色舵 111 良
2.5YR4/8 

!!Il0C尉 382 ]2761 H-022 包含届 ll!m昨A暫11極cc)) fr館占 圃修
5YR4/6 密.1.予ゐ・以下の毘石を含む.Ifl園以下町m色佐子を告む.
7.5YR5/4 傭良

部lOJ居 383 ]066 E-022 包含閉 !f!mr事A割l樋ぱ%> 打薗式 口融
5YR4/6 f色圭h世・子以を下合のb畏.石徹掴田の色週種明子石を荏合をb少.血世合3む~~以下町事色佳子を企む.1l!1・以下の4Il:曹の白
5YR3/6 有&

旅101園 384 19426 不明 袋路 第ml事A甑l掴c② 打越式 口線 5YR4/4 
1I'i.匝ゐ・以下の長石.血色住子 縁色佳子を合tt.1査1・以下町般曹の向色世子を合U.5YR5!6 • Jll 

期101聞 385 1271 G-022 包合眉 第血酔A罰1抽c③ チ]越~ 日量 55YYRR44//8 8 留の.週世明石1-英3園を企町む長.石を含む.後2・以Fの凪色桂子，世h・の軟質向色位チを合む.径1皿 量 t込

第101聞 現6 7470 G.'023 包合層 !II国際A恒l四.<<:> 打瞳式 副書事
5YR2/1 曾.世ゐ・以下の長石赤色粒子を告む.径4・の歓置の8色紘子を企む.径1・以下回限i. |τ 
5YR4/4 色世予を含tt.微掴の置明石英を多く会tt.

'l!101図 話7 87581也 E-023 包告層 !IImlllA矧1掴c③ 打畠式 回S ~~~!;: I!引e.園世以ゐ下・町以下1
'
，閃町石長石令官.む鼎.色微世圃子の、週赤明色石也英子をを合合むむ恒4・以下回飲聞の白色世子を告む. 瞳 2民

!!!101閉 388 9み.18j~ G-Q23 lサ聾穴状追柵 郷田野A顕l植c② 打届式 圃濁 55YYRR43//42 'を~... 苛径むII園以下町民石 11¥色也子を告tt.世2・以下町本色粒子を告む.微圃の遭明石夢< !It 1長

第101図 389 11386他 G-022 包含届 郷田勝A翻1鶴c③ 打且式 口 . S5YYRR43//4 8 '機e.色位径2子冊を以合下b町.長石.綜色祉予を告む.113園以下の軟置円色位予を企む.笹1皿以下の 無 t処

察101闘 390 5243他 I凶3 包含眉 節目IIIA割1掴c③ 打居式 圃官事 55YYRR33//4 3 径田ゐ色・也以子ト、の軟畳置石の、白や色や佐硬子い.匝週色明也石子英をを合合bむr.後3醐以 fの体色瞳子を含む。後1皿以 下の 鎌 良

第101悶 391 1921他 R023 包合圃 郷田勝A町1f1d3) 打瞳式 回簿
日tR4/8 枝密.子合匝む2凶.以下の長石 崎色世子‘ 赤色世一7ー.依置のI~] 色位ニTーを合む. 住1四以 下の灰色 鍵
7.5YR3/3 E込

修101悶 .392 1314fi E-022 包告眉 !l!mlM甑l櫨c③ H櫨式 E凪11 S5YYRR33//4 1 径h・以下の長石町着t色桂子を合tr.lI1_以下の血色桂子e合む. ヲr 1注

餌101酎 393 4631:1他 H-021 
包合周 郷田野A割1Mc@ 打腫式 日韓 S5YYRR令4//46 密血.色桂匝子1-をゐ告;tのt.白怪色世1・子以(下長の石角)l関k会石b角.関匝百祖を・告のを白t.色a誼，子.週(笹明E石jaを{j企k告むむ&.掻El~hゐBの.の医威白色色世小子穫を世告1t・，聞.のH-022 乎r I s込

第101自 394 12叩9他 H-022 1+3吟包告郷隆石掴 !IImlllA闇1開C@ 打・S式 聞修 7105YYRR44//1 1 'の~.冊t色量也1-子3・径の1白~色3帽悦の子赤{長色石位)予をを多含〈む含.む.径1・以下の角閃石を多く合tr.1l!1・以 ド 有 £ミ.掴週明石品を告む。

第101歯 395 9638 H..022 包合眉 第m僻A寄11圃C@ 打届式 ロ融 55YYRRRR4M/6 4 e2・.の8週1明-Joo石・英の白徹色掴世週子明(石長聾石を)を合多bく.告怪b1・.以桂下1・の以保下色の粒1子今週を移合LU角.関石を多〈合tt.桂 恒 正弘

第101!31 396 16721 fl血 H-Q22 6+母包住含居眉跡 第mllA盟Ill1c@ 打直武 口車~周得
7.5YR4/4 密唖i圃筏由1・連明白石砂荏位を企揖むI~.3径・1の・白の色赤枝色子粒{子長石肌}を色告世む子.を筏告1む・.以下- 1~の角関石を世tt.
7.5YR4/4 有 k込

第101図 397 4788 イ也 H-Q22 包音順 !!I図師A・tI砥C@ 打111式 日量 宮合.む.世拒1~1・3・以目下白の色岡白地子位{子長却を多く含む.世1・の週明石直を合むE 怪1・以下を多〈 マF 五主!f.色徹子を合tr.

第101歯 398 11122 G-022 包合廠 !fI!UIIA劃1岨C@ 打担式 口融 5YR6!6 !!i.径2..以下町白色粒子(長石}を多く含む.世l園以下町14閃石を企む。 徹圃週明石甚
品5YR5/6 を企む.世1園町赤色粒子.佳】園以下町m色粒子ーを企む. 有

第101図 390 7250 G"022 '.!I合府 !II血IIIA軍1閉C@ 打鑓式 副書事
2.5YR4/4 E1E・.以世下lの~向3ー閃の石白、色~.\粒色子桂{子長.石事}を色多世子〈企をむ告.む1l!1園以下 1皿の遭刷石英~~， <*trG 1ii! 鯖
7.5YR4/4 Eミ

第101図 400 1681 G-022 包合膚 冒E田町l\tlH瞳.~ 打魁式 日韓 5YR4!2 際.径勾・以下町長石 赤色世子を合む.恒1・以下の織色位子、市:置の白色粒子合合む. 提 五a5Y1<4!8 

鄭101闘 401 3123 G-022 包告周 開E瞬A閉1植c@ 円園式 口融 55YYRR44//4 4 I!!.世3園以下白銀石含む.世2・以下のやや硬い~1色世子， 11\色悦子を告む. T民 良

第101図 402 2257 j血 F-OZl 包合膚 第四IIA矧1極c⑤ 引越式 日韓 5YR5/6 1!!.佳ゐ・以下町長石.緑色紘子.IU色拍子.軟置の白色粒子を合む。
5YR4/3 

f旺良

部101図 403' 751 i由 G-021 包含嶋 第悩昨A圃1紐c⑤ ヂj程式 日韓 5YR5/6 書の.週明世h石・革以を下告町む長.石，歓冒白色桂子、 出色世子を告む.怪Z園内向せん石を昔む.微細
5YR5/6 無 良

第101闘 40. 1852 {I也 G-021 包合廟 第国酔A割1種c⑤ 打結式 口融 1!!.怪2岨以下の長 石 赤色粒子、m色敏子小石歓慣の白色世子をfrt.r. 揖 良

情101園 405 3354 G--022 t品企層 賓1m師AlJtI鰻必) 打111式 口融
5YR4/6 得。桂h・以下町長石、赤色桂子、やや匝い白色世子.依置の白色雄子を合tt.微掴の遭
5YR4/3 明石英を合tt.簡1園以下町p，閃石を会tt. 録 良

lt!101困 406 3701 G-022 t込合層 第岡野A罰l唖c⑤ 打越式 日量
2.5YR4/8 E下.の笹血2色・世以子下の歓長置石の.白総色色位位子子をを告合むむtt.1J!4・以下のやや硬い白色雄子を合む.経1m陶以
2.5YR5/8 .良

第101園 407 1019 H-021 包含層 第四隣A顕1橿.~ 打腫式 口101 55YYRR34//2 6 I!!.置2-6・の稼色粒子'!:会tr.径2-4園内長石を企む.径2ーのやや硬い白色雄平金合 量 E込
む.1l1_の鳳色敏子を合tt.微掴な透明石英を合tt.

第101固 .08 14269 G-023 t込合層 第四隣A軍tI哩.~ 打瞳式 口融 5YR4!6 ，白!.色怪世2子・を以合下bの.長石、務色位予を告tt.在h・の胤色健子を合む.径3mfll以ードのやや圃い 11 I 1込5YR3!1 

節目1図 409 173担 他 G-023 ''"告膚 m皿IIA掴1圃c⑤ 打且式 回線 55YYRRR35//2 8 英際.をt含王むz..以下の長石、 鳳色世子 匝い白色粒子 般質的自色世手を含む.微細の通明石 . 良

!II10l悶 410 8093 H'-022 也合層 !!1m僻A掴Il1c⑤ 打昌三主 胴部
5YR4!2 石信.革恒を2告.bの.角閃石.径2加盟以下の長石、 議色也子、飲慣の白色位子を合む.融帽四週明
5YR4!6 量 良

!IlI01鴎 411 15711 H-023 4骨住居跡 郷田野A盟1纏ぱ岳 打睡式 口縁 ~副都 倍.包1・以下白白色舷子を合む固 有良

第101図 412 1843 G--{l21 包合眉 第mllA額1櫨c⑤ 打越式 盲蝿 55YYRR44//4 4 子I!!.を告世ゐb・.以微下掴町の畏週石明、石や英やを硬合いむ白e 色粒子 軟質的白色粒子をfttt.惜1・以下の鼠色粒 古良

第101鴎 413 2963 G-021 包合照 第mllA掴1樋c⑤ fj湿式 ロ量
5YR2/3 

帝.後2醐以下の長石を合tt.径2n1l1l以下の軟置の白色祉子、 111色祉予.9駅色雄子を合む.
5YR4/6 

有 良

G"021 2.5YR4/6 4EEー.の世綜4・色敬の子脆金い少灰量色企枝む子.を合む.包3回以下の長石を合む.極l置の紗位を合tt.在1-第102囲 414 776 jr山 G-022 包含朝 第mo事A掴ll11c⑥ 打瞳式 口a・ 良
1-023 5YR4/6 無

第102国 415 8245像
H-023 

包合脳 jA副総A絹lliic<lD 打鍾式 口. 55Y1ぐRR54//62 [-0幻 Ii'i.後1-4・の依置の白色也子を合tt.径1園以下の長ゐ 静也晶色世子を合む. 鱒 且

節目2図 416 19440 不明 表採 第皿II-A頬1掴c⑥ 打越式 口睡 55Y1YRR43//6 3 eを!.少笹量z告・b以.下微町掴lIiの石週を明合石む葺.を径告ゐむ・.以下の鼠色世子を合tt.径2・以下の歓置の医色敏子
'眠

E込

第102図 417 5386 1-022 包含層 第四AlIHIld5>I 打躍式 口. 勾2 !IJ.在h・以下町長石を合tt.桂h・以下のホ色世子.組色誼子を台tt. " 良

nδ 
弓

t
-i
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聞版}もi lli'号 週 物 .号 グリッド 車揖 分 E 型 式 畳移・5也 外内面面色色園町 胎 土 署管 桂成

鯨102国 418 677 G-Q22 包合網 制 E拍車l掴c(6) 1 打眠 口轟
5"YR3/2 

種事.恒1.以下町長石を合tt.恒1.以下町駅色世子句恒2・以下町蒜色位予を合tt.2.5YR4/4 無 良

費1102国 419 17216 H~023 包告晒 第 皿!lA頬i帽c@ 打鰹式 ! 口融 2255YYER34//6 6 -石!.現後を少h園量以含下む町.長石を合tt.径1・以下町緋色敏子 園臨色瞳子を少量含む.徹圃の週明 無 良

第 102岡 420 5116 1-022 包告隈 l 揮図書写Alnl槽ぱE 打且式 ロ蹄
2.SYR4/6 2'Em.以極下細の・灰以色下粒町子白を色含石む英.を含む.量h・以下町長石を含む.tll.以下町鵬色世子 恒
2.5YR5/6 

情 良

第 102図 421 19291 H-023 包世層 !l<m群A置1瞳c⑥ 打眉式 日韓
2.SYR5/6 111.径1園以下の長石を含tt.径2園以下の凪色桂子を会tt.機掴町通明石タ症を含む.
5YR5/4 

. 良

!l<102図 422 四61抽 G-Q22 包含層 l 節園野A顕1111，ぱ量 打艦式 日韓 2255YYRR44//6 6 Sを!.少量後2合・b以.下徹の圃長町石通を明含石む英.を筏会2b・.以下町鳳色位子を含む.怪z.以下の飲置の灰色世子 . 良

第102悶 .123 16425 H--{)23 2時住居甚 IIm!!A頬1圃ctil> 1 打c式 l口昌~副都 5目Y安R55//68 際色.粒子径ゐを・微以量下告のb長.石微.量笹な1透・明以石下翼の‘砂角腫関句石径を1・微量以下含むの，I!¥色敏子を合tt.Q1・以下町紫 有 良

第102図 42.1 5207 他 ii:~~ I 包+痩含編探 !l<mllA割111<:⑥ 打且式 口瞳
5YR5/8 eを~.企む桂。30・以下の虫夏石を合tt. 恒1・以下の縁色量子、1I色瞳子を会tt. 徹掴の週明石英 無 良

1-023 
5YR4!8 

節目2侶 425 4300 H-022 包脅層 第図書帖唖11種。 打館三里 回線 55YYRR45//8 8 密曹.を少桂量1・合以b下.町4"，長の石歓を置告のb灰.色1園粒以子下をの告緋む。色粒子 制色佐子を少量含む.徹掴な週明石 有 良

第102箇 426 7493 H-023 也合周 !l!mlM罰1圃c⑥ 打昌三受 口量 lr&o31 膏.世h・以下の長石を会tt.ru.・以下町緑色瞳子 応色位予を含む. . 良

第102幽 427 2188 {I山 F-{122 包含層 |岡野崎1積ctil> 1 打届式 口 . 22 55YYRR45//86 街l園.以後下ゐ町・角以せ下ん町石長を石企をむ合.b笹iZ;径E以l・下以の下白町色属石色英桂を子企、む唖.ゐ9険・制以の下遭の明灰石色聾敏を子合をむ含.む.恒 11 良

!l<102図 428 12673抽 H-023 包含燭 第四時A商l圃ctil> 打・E式 口轟 2.5YR3J4 
密.担Z園以下申長石紋置白色世子融色世子台む.笹1・以下町赤色桂子合む.

2.5YR3/6 
無 良

m1021!i1 .129 7括3 1-023 I 也会層 第E群A顕i櫨d 打草丈 口轟
2.5YR3/3 

tl'!.世h・以 Fの長福 風色包子 坊、色祉予を舎(t.世1・以下町歓置の白色桂子を含む.
2.5YR3/6 昌良

鉱山2図 430 9795 1-024 包含. 第 皿酔A.11種d 打.I!!式 口融 2255YYRR43//6 6 信.担z..以 F町長石晶色値千を合む.世1・以 ドの灰白色敏子を含む. l傭 E込

首n02図 431 15130 1-023 l号鎗土制、 第四野A矧1瞳d 打酷式 日量 2105YYRR33//6 6 密t;:憧ゐ・以下町長石を含む。樫h・以下町黒色位子を告tr.唖2割以下の赤色佐子を告
無 且

第102図 .132 76]8 H-024 包合鳳 '事国際A割l犠d 打lI!式 胴 傍 ii語;ji蛍.日以下崎町b・棚な週明石草地合む・径3.'"闘 の 白 色 瞳子を告む. 脅延 長主

第102悶 433 72H1也 1.1--022 也合周 !11m酢A1II2姐a 打o圃e行宜 口融
5YR5/6 !l1.世1・以下町長石を少量告む.匝l・以下町凪色粒子を合む.1-3園内務色世子を告

無 1~2.5YR5/6 む.1-2酬の歓置の白色粒子を告む.輝石を少量含む。

富n02潤 434 121571lh 1-023 t込合周 !!Imr事A額2圏a 打OaFE符式 日韓
5YR4/4 石gE3.震桂を企1圃むの.白色佳子(長石}を合む.径1醐以下の角閃石.aRl(ヲ}を含む.微掴の珪明
5YR4/1 有 t込

都102偲 435 9815 他 1-023 句会閉 部皿酔A額2慢a 打o起e符式 口陪 285Y、R「R4E//66 E石.、旗後色1.粒の子1.1.'を4色少粒量子づ多っ〈合含むむ。径2-3・以下町歓質的白色佐子を合む.恒1・以下の長 有 t民

部102掴 436 14731 E--021 t込合掴 郡田野A顕2圃a 打併.I!!行式 胸部
2.5YR5/6 

i!i.笹1・以下のJl石 砂位.晶色桂子.赤色位子を各少量企む. 有 良5YR4/6 

但02里 3690 1{-'023 包含閉 京mlM甜2姐b 打併腫行i<: 日量 g色E枝.子世4を・告のb灰.色径小1・圃以を下合~む1~圃tの業11~4関3園石町を内告色b世.チ(愛福)を合む.世l園内田色桂子、 赤 恒m t主

都102閉 438 12172 j臨 1-022 包合fI mm醇A姐Z掴a 打i路届行式 口融 255YYRR55//66 稽.世l園以下の長石砂位鼎色組子を含む.世z..以下の舜色粒子を合む。 • 1~ 

部102図 4拍 朗朗 E-023 也合前 部 ml'!A顕2曲b 打t維c持式 口ほ
5¥'R4/8 

I!.世l・以下町長石.1¥¥色紘子e合む.世h・以下回赤色雄子合tt.7.5YR412 イず 血

部102図 440 19549 ，-022 包合肘 mmrM1II2岨b 打o越e行式 口改
5YR212 

修.世h・以下の軟質的向色肱子を企む.世1.以下の長石 砂粧を少j，)告tt.5YR212 毎 R

!:iH02悶 441 回08他 E-023 包世相 都m:lA置12帽b 打併畠行式 刷簿
5YR5/6 

i!i.世1・以下の長石。部色位子を合む.担3・以下町家色健子.蝿い白色位予を企む.
5YR4I6 有 良

古川02同 442 15039 j也 H-023 2状号遺畳構穴 部血酔A暫12開C I 打併.t!行式 日誌 7m /321U思fP諮ら笹川 EZE手尽く含む・酷叫下の制叫〈合む. 有 良
5YR<l/4 f}1-Z.Q')~~GT， f!1_(7)!n色世子を 合tt.

買H02悶 443 11496 f-[--023 包含附 mm，宇A矧2陣c 打i井鑓行式 胴 IS 5四 5/6 I倍子.功佳、S色園粒町子民をい少灰M色合敏む子.を微合掴tt.週世h・以下の長石を合む.径10m以 下町砂位 血色位 樟 民5YR4!6 T， な明石英佐世tt.

部102闘 44，1 lu675 H-u23 包合.'1 第四11M劃2陪c 打併鑑符式 口融
7.SYR4/3 1i1. f~l-z..の白色位子{長石}を多く合む.佳1・の曲、色粒子. [1，¥色世:?を合む.世1醐
5YR4/4 以卜のi'j閃石、 砂粒を合tto徴用の週明石摂を合tt. 有 良

fi'H02図 445 2124 F-022 包合廟 部m!lAllI2lfc FfO畠F行式 口融
2.5YR5/8 位割腹.予包を2企~む4。・閣の飲回の由也子を合む.径ゐ・以下町長石を合tt.信1・以下回砂ti.!{¥色
2.5YR6/S !!I良

節目2回 446 8481 H-022 包合刷 都mlMM2師c ヂTi井起行式 口融
5YR5/3 111.岱1・以下の民石.砂粒.靖:色粒子を合iIJ'o
5YR5!4 t!I 1 j;¥ 

!IlI02同 447 1引~73 H-023 2丹住んI}o: !IlmlM顕2開c 汀傍.I!!符式 劃i5 7.5YR5/4 待.IU・以下町会毛布、白色石提そ舟む.僚1・以下の婦と色粒子、m色粒子音合む.
5i.'R3/4 量 且

部103隈 4，18 16618 H-023 .j.r.}性たi肺 車問昨A顕311. 打.I!!式 副書S 10YR3/1 事f.世3-5帽の灰白色の歓置に魁干ーを合tt.怪』以下の長石を合む.筏1・以下町聞石.
10YRG/6 i'l閃石を企む.散圃な遭明石持を合tt. 有艮

~1I03~4 449 1<187 j~ H-022 包含嫡 郡田:lA1II3冊。 打位式 日韓~圃1:1< 255YYRR3S/d /6 位密.子世を少1・組以合下b町.長石 砂胞を合tt.径1-20・の場、色粒子を告{t.径h・以下の脆い向色 有 品企

節目3阿 4日 512 ffu E-016 包{~fJ 部皿昨A翻3帽a 打鑑 式 n肱
2.5YR5/8 書しf、.白世色粒i・子以ーを下合回U録.石. 砂位を合む.径1-20・町赤色粒子、 !!】色也子を告tt.匝a園町障
5YR4/3 極 良

部103閉 451 864' F-022 包含刷 餌皿I1A訓.3f... 打感 式 日韓
7.5YR3/3 FなT..向閃佳石2・、以週下明回石白英色を位合千b(.長石)を合tt.世1・以下白血色位子町赤色世子を合tt.微圃
7.5YR4/3 量 良

宮11031i!I 452 '983 H-024 包合嗣 郡 田酔A制3岨a 何畠 式 口融 55YYRR43//4 2 週帝.明石怪英1・を以企下む町.内邑也子t長石). m也也子を企む.Q20・以下町柿色位二子を告tt.織掴 a・ 1乾

郡山Iti!l 453 4.¥94他 H-022 包世間 mmPA顕31.'. 打凪式 口齢~成鰯 25157YRRU56 /6 子官.を佳告む1・.以下のま造石を合tt.径Z剛以下の脆い白色位子を少J，l企む.住1・以下回凪色佐 マr 良

節目4悶 454 17$6 1-1-023 包合胴 百円羽田A制31有a 押C式 口融 2255YYRRE5//16 3 岱む.】回以下の長石 山色位fーを合tr.敏掴な通明石英を合tt.概z..以下町赤色位子を企
健 良

節目4問 '!55 2578 j也 H--022 包合閉 第四醇Al耳3f-lD 打信式 口組
lOYR6"i::; 宮下.町径通ゐ剛・石以英下をの企円む色.也怪子ゐ(・長以石下}町をl多q色〈勉合予bを.合世b1・.以下目的せん石を多(frむ.径l.m以
lOYR5/3 有f 以

ヨ¥1刷阿 456 1009 H-022 包f奇駒 古1m昨A矧3同a 打信i<: 円融 55YYRR43//4 3 英街.、 微Q量3・な以i'l下凶の石白を色企tむ章子.{世長1石E}以を下合のb山.色笹粒h子・以下旗の色粒白子色を週企明む石.拡を企む.微掴週明石 鰐 良

節104国 457 6256.f:i¥ H-022 包合前 郡田醇A翻3縄a 打.I!!式 口融 1100YYRR44//3 4 面週.明世石Z英Eを以合下b町.白色I~子{録石} 旅色魁子を告む.唖1_以下旬!!l色桂子を合む.微細i 鐸 民

部104岡 458 14222 r-022 包合同 冒1町野AII13帽a 打腫式 口融
2.5YR4/6 陣官.い世向色l園位以子下をの企通む析rr.，'.r.t色也子、砂粧を企む.Q1-Z.町本色粒子を告む.世1-3・白 銀
5YR3/3 

トミ

郡山4図 459 12216弛 IHト0O2幻4 包告隅 部阻酔A!Il31喧a 打暗式 口融
5YR314 週官.明石世英h・を以企下むの.白色佐子(民石}を企む.佳】園以下のf!¥色敏子 赤色位下を企む.1険制 鍾
5YR4I.' 

良

冒110.1闘 '60 刷。 F 022 包合問 第四酔AII31la 打.C式 口融 755YYRRMU44 敏~;;.子世を3合・U以.下徹町掴白週色明位右子耳(を民企石む)を.合む.匝l園以下の肌色結子をfrtt.径2・以下の存色 . 艮

部104問 461 8441 H-02J 包含削 第四隣AlII3開a 打昌三更 口融 7755YE，RRU4J2 3 官. 111園以下の長石、iÞl~を企む.1-2帽の赤色睦子を告む. l!i 民

!ii104b1 ，162 1-1852 I-l-023 包告別 部岡野A圃3fJa 打畠式 口融 SnY FRR43/f6 l !ii.世1-以下の白色笹子〈長石} 烈色位子を合む. 寸 !!I 良

111104図 463 16862 H-023 14号線石 mmC;A1Jt3陪a 打畠式 口昆
5YR311 

出.径1・以下町長石血色位予を少組合む.径1_の瞳い白色位子を少量告む.
五YR3!1 錘 良

官no.l闘 464 11-107 1-024 包含附 都田I1A1Il3穐a 打l!!式 円融 7.5YR3/2 I宙iin石英佳をI園告以b下.町内色桂子(袋石上血色也子を企む.怪l園町泌邑位子を合む.1・掴な遭
IOYR3/2 

I!I 1 s主

郡山41宝1 .65 唱団 H.022 包合肘 !!1m脚AlII3fta 町飽食 口組
5YR3/3 

密.世1・以下の白色也子{長右肩上思色位二千.総色t立子を台tt.
5YR4I3 

信 ~~

!f-:to.1(ヨ "66 1093 H..021 也合間 郡田野A額311a 打侶式 口融 7.5YR.12 務下.のZ血li30色・位以子下を町企白む色.也子{長石}を多く企む.径1・以下の角せん石を多〈企む.径1刷以
7.SYRoI/3 

無 良

都104図 467 11887 F-022 ;，t告別 !Ilmll!A盟3樋a 打a量式 口融
5YRm 官微.掴な世遭h・明以石下英両を向告色む粒.子{長石} 脆い血色位子を企む.怪1・以下のiI'色位子を含む.
5YR514 

情 Z免

胃1I倒M .168 16(迎他 ト022I 5:守包住合陪刷陣 第四日3"a I 略式 口融下方
2.5YR514 綜音.色世筏子』・の朗脆色い位白子色を粒合子むを.少匝量1_合以b下.町Q長2-石3園砂町世歓を置企のむ白.色住子を告む.世』・以下の
5YR5/6 

有良

罰10-1悶
H-O包

1込色E踊 冒Imr下A1I3'・a 打起式 口跡
5YR4!6 斑~;.を径告む1・.以桂下ゐの・の目週色明粒石子主{長を石合}む.思笹色1佳ー子の白赤色色透世明子石を英企をむ合:fi微.量な灼せん石 週明石

H-02~ 5YR4!・4 " 』集
事104図 H-023 包合制 | 第四醇峨惜a 打邑式 口器 S51Y喰R341/44 勉出.子怪を合1・b以.下の白色也子(長石)合tt.世Z園以下の白茶色位子を合む.世1・以下町四色 僚 良

部104問 .171 12794 H-Oお 包含珊 部皿鴨A甜31・8 打睡式 口融
SYR3/4 

官.怪1_以下町白色也子(長石1.1¥色勉子紫色位予そ含む.
5YR4匂

J!! 

部10.1鴎 472 87日 E-023 包告踊 那国際AII3圃a 打且式 ロ砧
7.5YR4!1 

苦.径ゐ・以下の向色佳子(長石上赤色世子を告む.世1園以下のm色粒子を合む.'.5YR4ん1 有 t込

書11倒悶 473 46甜 他 1-J-022 祉会嗣 係国昨A割3祖a 打畠式 圃簿
玉、，'R5/6 や世や1-組7;・径の瞳1園い以向下己町粒長子石を.会血b色.粒子を含む.世1-ゐ・の赤色佳子を含む.蝉石を企む. 鰐
5YR3/3 

且

部10-11;，1 "4 14453 H-023 包合珊 宮~møA罰3帽8 打侶式 副館
2.SYR4l6 Ebr以下町長石、赤色住子・鵬也子、砂誼を少量合b・径1-3ーの附の白色位子 | 鰭
5叩 312 良

前1().'悶 m 2409 1+，0幻 c!!合制 m固醇λ冒3帽a 打位式 問繍 775日、tFRSM凡Z 1fI. QJ.以下の白色也子{長石}を鈎・仙の匝白色位子を企む.径叫下町舵桂1"
良

子.称色也子を合む.径h・以下町透明石荏を告tr.微細週明石高を告む.

部叫4悶 .176 お羽他 G-022 包合財 那国民A阻3f.4 摘式 | 脚 |lOYR5fS 普をf.少径極告1・b以.下町袋石.;1>色粒子.m色也子ω 砂粒を少~t告む.径1-3・の瞳い向色位子 有 良
2.5YR5/6 

部lO.lt!l 477 J 15.157他 H--03 川凶梓 IrilmDA副311a 打畠式 I 圏 簿 ~~~~~ 官少叫.佳合b1~.Z輝園石町eをk合Rむ町.内也位二Tーを合む.輪、色松子 鼎色位予を合む.包l園以下的高石を 有 良
日1'R4/S

n
H
d
 

吋

i
h



図匝N<> "号 遺物各号 グリ γド 置情 分 額 型宜 残存修位 外内面面色色圃圃 1台 土 圃合韓有 智也'it

第104園 478 14447 H-022 包合廟 都m~事M1l3僧a rr圃;1: 聞節 7755YYRR4MJ32 密.世ゐ・以下町白色世子{長石上鳳色世子を告む.鰍掴週明石提を含む. 有 良

111倒閣 479 16159 H-022 6号住居iI< 111m酔AIIII3掴a 打鍵式 廟脅g 7755YYRRV4/33 密む 恒lーの砂盤、長石を合tr.世1・の感色組子を会tr.径1園以下回ali(処}を少し合 • t処

!II1帥園 4国 6613 G-022 包含廟 !Ilm昨A顛3帽a 打陣式 同僚 55YYRR44//36 子EE..径佳ll回回以以下下のの風白色色桂世子子を(餐含石む).を鰍合掴bな.角恒関3ー石の灰像白掴色週粒明子石を英合をU合:r;世112・以下町総色栓 祖 良

第104園 481 5461 H-021 包合眉 I!田野A町3里.. 打畠式 胴部 55YYRR43//3 4 密.笹1醐以下の長石、砂世.i無色枇予を合tr.唖1-2園町歓置の灰色粒子を少量合tr. 有 良

第1加国 482 5572 H-022 7号機石 !II皿!lA甑3橿a 打瞳式 胴部 75Y5YRR53//6 2 密赤.色桂粒子1・を以告下むの。畏石、鼎色粒子を少量告tr.住l田町脆い白色粒子を少量含む.在1聞の 有 良

第104図 483 15252 H-023 包含麿 !Il国際A矧3揖b 打腫式 岡部 755YYRR44//6 6 膏.桂1醐以下の長石、 黒色世子を少量企む. l!2-'・の脆い白色粒子~少量含む. 有 良

鱗105図 484 616他 F-022 包含居 務皿鰐A額3掴b 打越式 ロ録~胴部 75Y5YRR44/4 /3 
官.世4・以下の白色世子(長石)を告tr.恒h・以下町間色粒子‘赤色粒子を告tr.睡4皿
の灰白色世子、微掴週明石英を合む.

綜105固 485 3412他 F-022 包含III !!1m醇A軍(3掴b 打届式 口銭~圃鯵 75Y5YRR44/6 /3 密.以錘下3町・且色下世の子白色世子(長石b)i、後旗踊色週粒明子石を英合をむ合. 控4mm以下の灰白色粒子を合tr.径
1_!;l'F<1)OM!>.IIH.蝿石を合 . む.

有 良

第105図 486 19866他 G-023 1号塵+穴線4路k遺構 jplml写A顕3樋b 打越式 圃得
10YR2/2 密.桂ゐ・以下の灰色粒子を含む.担2_以下の量石を企む.世1園以下の血色勉'1-<1:-合

祖 E込lOYR4/3 む.

第105図 487 8823 E-023 包含膚 !11m昨Am3姐b 打邑式 口線 7755YYRR23//1 2 密い.白色径2粒・子以を下含のむま重。石 体色祉予を企む.世4ーの敏曹の白色世子を告をt.t量ゐ・のやや磁 fItt 1 I込

第105図 488 237 H-021 包含層 !!1m昨A傾3種b 打畠式 口1Il 55YYRR44//4 6 密.桂1回以下の白色粒子(長石) 鵬色世子 赤色世子を告む.微掴遭..石英を企む. • 良

第105悶 489 制 7他 G-0211 包含層 第珊酔A額3mb 打越玉突 目録 55YYRR55//4 6 英iIi.を径含む2・.以微下細の週白明色石敏曹子を(合長b石，1を合tr.匝1・以下町純血佳子、 白色透明石革、道明石 有 良

第105図 490 114佃 G-021 也合II'J 第沼酢A曹13栂b 打結式 口1Il
5YR5/6 

密通.明桂石ゐ英・を以合下bの.白世色z.位の子E(長白石色}雄.子!IIを色企位む予 世輝1石園を町合週む明.石筏英l、園微以蝿下な0)週俳明色石桂革子を.告白む色。 恒開 良5YR4/6 

第105儲 491 2974 G-021 包告層 !IImCM膏13極b 町且;;1: 口島 25Y5YRR5/56 /8 密.極3・以下の長石微細週明石揮を合む.世1早以下の砂位を少混合む. 領 良

節105回 492 15512 H-023 2状勾遺竪a穴， !!1m酔A曹13紐b 打届式 口修 55YYRR34//6 1 3や圃やの阻虫.山恒措1置園の田圃砂を也告、むl~.2・町長石を合む.極1園以下のIlfltWl1をわずかに告む.怪 飯 島

!!I105悶 493 16440 1m [-023 34号~;n亜・穴 mmllfA館3輔b 打掴;1: 口&¥! 5SYYRR33//4 JZ 笹.径2_以下の長石、後1園以下のI!¥色世子.世2_以下町緋色世子ーを企む. 融 良

lI!105図 494 1650 G-022 2状号土陥焼穴 !IImc事A刻3梱b 打畠式 口録
5YR4!1 

1If.世1・以下の白色世子を微品企む'.1120・の匝色世子を含む. キr 良5YR4!6 

111105臨 495 15曲4 E-023 包合晒 第田際A額3繍b 打届式 口.
5YR3/1 

官.世2・以下町長石、総色世子を合む.後1園町制色也子‘軟置の白色粒子を合む.
5YR3!6 

111105図 496 8926 G-022 包含眉 耳障田昨A掴3圃b 打a自主主 口111 5YR4!6 111.唖ゐ・以下町長石 叫色世子‘ 赤色世子を告む.桂1-3皿の依置の白色粒子を合む. fItt 良5YR4!3 微掴の週明右長を企む.

第105図 497 7888 H-023 包含圃 郷田勝AlJI3揖b 打越 式 ロ睡
7.5YR3/2 密.恒z.叫下のま受石.体色粒子を合む.笹1・の昂邑也子を企む.世1・以下の飲置の自

有 良7.SYR2/2 色粒子を会tr.鰍掴の遭明石英を合む.編修孔あり.

111105国 498 51日 他 1-022 包含膚 舞毎回野A割3姐b H瞳主 口&¥!
SYR5!8 e融.制径の2週園明以石下高町を長告石むr.品色世子.i依色祉予を合tr.経1-3咽の飲置の白色枇子を含む. 平r 良5YR3/1 

第105図 499 13719 f自 H-023 包含眉 第田野A置[3樋b 打'AI!式 回線 5H2ji 密・結弘法:G~å'む・径四の長石を仙・恒国のやや置い白色世子関色勉 | 鰻
5YR4 子

良

第1051!1 500 6516 G-022 包合眉 係田野A瓢3祖b 打AI!式 目録 i廷;iiI ~tr~富山品主主獄 仇以下叫1色世子叫平副1:01<<1:-無 | 良

第105図 501 日62他
H-022 

包 含掴 !11m'事A額3圃b 打AI!弐 目録~圃揮 7105YYRR56//46 曹子.を径告2む~.6世園町l圃脆のい晶匝色白粒色子桂を子企をむ舎~tr. 桂2回以下の長石を多〈告む.佳1-2ーの亦色位 有 良
[-022 

第105図 502 241 H-022 包含漕 胴醇A剣瑚b I 打瞳式 口縁 U~~ii li'i.径2・以下町袋石.総色桂子.I!I色世子を世tr. 鴛 良

揮105図 503 包含層 第四1M膏13橿b 打届式 圃師
5YR3/1 官桂.子径をゐ告・b以.下徴町踊白通色明桂石子英{長幸含石む}を.合tr.程2凹以下白黒色世子を合tr.怪1阻以 ドの赤色 有 良5YR3/2 

第105図 504 3172 F-022 包含膚 第血僻A曹13圏b 打越式 間無
5YR4/6 官.邑ゐ・以下町長石、ややい硬い白色世子.品、色世子を含むー桂1"-'4mmの小石を合む。

瞳 良5YR4/6 唖1・の旗色世子を含む.怪Zーの歓質的白色敏子を含む.

第四5悶 505 1122 1-023 包合層 '何回野A輔Z岨b 打AI!式 圃M< 7755YYRR44//3 l 密.遭径明1石・葺以4下の白色位子(袋五)、甚黒を色粒子、径稼1色圃世の子白を色告週t明t.石微英sを・'古£角閃石を含む.怪1圃以下
の を含む.世h・の遭明石 含む. 合む.徹a・週明石英を含む.

無 良

第106固 506 16596他 H-023 4連'圃E叫R骨S量+E1骨+包量穴含圃紙 IIImrlA1I13瞳c 打併.骨式 口縁~副都
2.5YR4/6 

苗.径2m!以下円羨石、径1園以下町間色粒子、怪Z園以下町~色粒子を告む. 有良2.5YR5/8 

111106国 507 15465他 H-023 4寺住由 跡 111m醇A顕3捕c 打併畠行式 口a・~園都 55YYRR55//6 8 密を.含笹む1園怪以3-下5のM長の石腕をい少白罰色金粒む子.をE告hb・.以下町綜色桂子‘ 11色世子を含む.世1・の砂祉 -医 良

第106図 508 14括4 Hザ023 包告膚 !!Iml!lA矧3柵c 打併届行式 口.
2.5YR5!6 密告tr径l!2a・以下回白色桂子(長石}を合tr.l!1・以下の揮邑桂子e合tr.I険掴週明石英を 梧良
2.5YR5!6 

僚106図 509 12114 H-023 包含層 係国際A囲3檀c 打併瞳行宜 口.
2.5YR4/4 管なI4閃径石h・を以含下む町.白色瞳氏(長石}を合tr.世1皿以下の晶色栓+. i示色誼チを合tr.1II掴 領良
2.5YR4/4 

第106闘 510 15464他 H-023 4号住騒 跡 節目鵬AII13圃c 打併雌行式 口倍付近 55YYIRH5//6 6 1If.径1・町長石.世2・以下の赤色桂子世世む. 良

!!II06図 51! 1545 H-022 包含膚 節目群A薗3届c 打t芹昌宵三t 口修 55YYRR44//8 8 1If.桂h・以下町長石、荷風色也子.;修也位予を含む. • 長

111106図 512 1149 H-022 包含層 I!m!lA掴3111c 打o越e行式 白血 .l 12285YYRR44//6 6 密.担1・の侵石を企む.世ゐ・以下町狩色桂子を合tr.恒l園以トの鳳色祉予を合む. 無 良

節目6図 513 19425 不明 2健保 I!田勝A顕311c 打併lI!符式 口揖 2255YYER44//G 6 密.径2園以下の長石、ホ色祉子、やや硬い匠色世子.MI邑世子を企む. 無 良

1I!106国 514 包含JI !!1m野A新3岨c 打併越行式 国軍 755YYRR4/43 /2 僚.世1-3醐の体色世子を告む.怪1-2皿の白色世子{長石) 風色粒子を合tr. 良

第106図 515 554 H-022 包合 層 郷田降A額3慣c 打併越符式 周都
5YR418 恒b2.回以下の長石弓鳳色位子を合む.桂3四以下回旅色粒子を合tr.径2-3皿の小石を合 無

良5YR312 

第106固 516 4627 1-1-021 包含溜 郷田酔A顕3積c I 打併越行式 園都
2.5YR4/8 径む2mm以下の隻石飲置の灰色粒子を合tr.担1-3・の小石舎合む.恒1...の凪色魁子を合 111 良
2.5YR4/8 

111106図 517 4704 J-022 包合窟 鱗皿醇A顕3積c 打併lI!行式 園開 S5YYRR44//8 8 世iiil色粒怪2子・会以合下む町.長石 やや硬い白色世子を企む.怪3・以下の綜色粒子を合tr.径lーの 傭 良

第106図 518 984 1-1-022 包告眉 酷田昨A顕3橿c 打併AI!行式 圃lIi<
2.5YR4/6 唐合.む径1l!2園以下の長石 赤色世子を合む.l!3・以下の品位粒子を企む。径2園町fq閃石を

無 良2.5YR4!6 

111106図 519 13850 1-1-022 包告111 郷田野A顕3帽c 打併越行式
圃偲 I 25mii6 関を.合世む2"，以下の長石 やや煙い白色世子 体色也子.間色世子を合tr.微細の週明石英 植 良

節目6図 520 2680 H-022 包会面 郷田騨A闇3傾c 打併晶行玉史 園都 255YYRR4/34 /3 密.極ゐ・以下町長石 ~.、色絵手を企む.世3圃以下町瓜也位午を合む. 極 良

第1同国 521 8091 H日022 包会周囲 餌田勝A顕3困c 打併紐行式 園部
2.5YR2/3 石官.を径告む2~.6世・1の・やのやI!.¥硬色い粒白子色を敏合子むを.官む. l!2岨以下の赤色位干ーを告b.極1・・以下町畏 壊 良2.5YR4/6 

111106困 522 制お 1-1-022 包 含晒 事国騨A閉3櫨c 打併.行式 I 四--則
2.5YR3/6 英a.主t告盃Zb園.以ドの長石 田色瞳子 ""色雄子を告む.桂1四のIJ、石を合む.微圃な透明石

'‘ 
良2.5YR4/6 

第107図 523 3603他 G-022 包合闇 初回目手A額3槌d 打畠 式9 口昌
7.5YR4/3 

密.径z.以下町長右を合tr.桂1_の妙〈色枇チ.赤色桂子を合tt.岨<iを合tr. 有 良
5YR3!6 

第107図 524 3522 G-022 包合闇 第四Il1'A矧3檀d 打園式? 口師 25~ií2 1 麿.桂3皿以下の向色世子(長石)を告tr.桂1皿以下町風色桂子、坊と色瞳子を合む. 有 艮

第107図 525 3573他 G-022 包含屠 餌ml事MI!3瞳d 打腫式? 口瞳 2255YYRR34//6 6 也e子.をE告3凹む以.下町赤色位一子を合tr.極2岨以下の白色世子(長石}を告む.世1・以下の肌色 有 良

第107圃 526 2933 F-021 包含圃 調芦田昨A顕3繍d 打館式ワ 口，. 150YY豆R32//61 桂を1含~むh.皿の赤色粒子、 長石を企む.敏嗣-2_町通明石英を多く合。.桂1・のR¥色粒子
有 良

第107図 527 8789他 E-023 包会周 111国際A顕3岨d 打魅式ワ 口線 2255YYRR24//2 6 担白色i園世の子!!<邑光祉る予世を子含をむ含圃む唖11:2.以下町長石 総邑の脆い桂子を告tt.微掴な遭明石英、 有 良

第107図 528 13513 E-023 包合眉 !!!田昨A顕3帽d 打AI!式? 口. 7105YYRR44//2 3 やや租.世l-Z.の長石を企む.世，_の綜色位予を合tr.遭明石甚蝿石を含む. 有 艮

第107図 529 255 1-023 包含層 111国際A顕3圃e 打瞳式? 口111 55YYRR44//3 6 密t:極担zl・皿以以下下のの鵬白色色世粒子子を(長含石U)..径81色・雄以予下を回合緑U色.世径子4を・合以b下.の微白掴色な睦角子せ(録ん石石をワ〉告をむ合. 有 良

第107園 530 16892 1-1-022 包含珊 !Il沼野A矧3緬e 打値>I:? 目録 55YYRR33//2 1 ヨの!.灰世白h色・睦以子下を町企白む色.世子(長石)を告む.世1・以下町黒色粒子、赤色位予を告tr.径2岨 111 良

lI!107図 531 11093 G-022 包含腐 郷田勝A聞3掴e 打昌司つ 口. 55YYRR45//4 4 合1If.笹2皿以下の白色世子(長石}を含む.径1・以下町農邑組子を含む.徹掴透明石英を

む.
手1 良

第107図 日2 3品3 G-023 包含周 IIImrtA創3掴e 打掴室生ヲ 口11 5YR4/4 2・遭世1園以下の白色位子(長石). I!l色世子、赤色位予を会U・微細な角閃石を合む.微 有 E込
5YR4/4 明石英を企む.

!l!107図 日3 7倒 G-022 包含眉 !IlmllA粛3圃e 打鎗式? I ロ・ 1| 12255YYRR43//4 3 If.世1・以下回白色世子{袋石).鳳色桂子.赤色瞳子を合む. '息 Q 

第107図 日4 140.担 !-l-023 包告膚 | 細 野A1II3t1c 打瞳>I:? 日韓
5YR4!6 者~.匝h・以下の袋石 白色石失を合tr.微細~径1皿の遇明石英を合tr. 有 良2.5YR5!8 

第107囲 535 2695他 H-022 包告膚 第m.事AII13園。 打lI!式ワ 日韓 150YYRR44//4 2 密色.世畳1園以下白微白掴色な粒角子閃〈石長‘石微上細白週色明週石明喪石を英む.赤色粒子を含む.径3皿以下の脆い臨 血山仏

子を含む. 合 h 
良

第107悶 536 6531 F-Q22 包告圃 第四勝A頬1哩e 打越式? 口鎌 7755YYRR44//3 2 曾.後1・以下回白色桂子{長石)、剖色佐子、ポ色粒子を含む. 有 良

!II107図 537 7488 G-023 包含聞 音声mc事AIIT3・e 打越式? 日韓 55YYRR44//4 3 密色.粒世子h園紫以色下祉の予白を色企粒む子f(長石)を含む.桂3皿以下町灰白色粒子を合tr.世1園以下の泌 有 2是
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国阪地 lI'i号置物番号 グ日ヲF 竃揖 分 却 璽t 幾存有事位 外内面緬色色圃圃 1合 土 聖書制
!II107園 538 10262 イ他 H-023 包告層 !!1m酔A矧3種d 宵瞳弐? 口車 7755YYRR54//2 4 導稽.通剛桂石1・英以を下合町b白.色徹也開子な{州A閃石石上を体告色b位.子を含む.桂2・以下町I!I邑粒子ーを含む.徴圃 有 良

111107図 問 115市他 H-023 4号住厨・6 !l!m騨A顕3哩e 打且式。 口融
7.5YR4/3 皆ん.石唖.hae・色以位下干のーを白含色む世.子径(1長・石の}白を色合週む明.石怪英Z園を以企下むの"!lI色世予を合む.置1・以下の絢せ
7.5YR312 有 良

~l07図 540 157田 他I-I-023 包含層 !!I田勝A類3掴e 打紐式? 口瞳
2.5Y1之516 管事訴.色佳径h子・を以合下む旬.白微色掴桂週子明(石長タ石症を)を会合bb..砂恒世1を園含以む下.町径白姐色・週の明茶右色英世、子角~閃合石b.. 8民色世子、
5YR414 

有 2後

第107図 541 田町 他 1-022 包含m・ 第四酔A績3種e 灯陣式ワ 口轟 5YR416 密色陸.桂予4を・告以b下.の微白掴色週世明子石(英長.石角)を関告石bを.告桂b2.・以下町灰白色祉予を告む.笹1回以下町赤
5YR4/4 量 重量

!l!107図 542 17蝿お F~021 包含眉 開昨A1I3f1e 1 鳩 町 日韓
2.SYR4/4 恒の岬4園石出を下告町U白.色粒子(長石)を合む.世ゐ・以下の織色桂子 赤色世子を告tr.世l皿以下 鎗
2.5YR4/6 A 

節目7閏 543 9377 I H-022 包含周 !l!血脈AIlI3圃e 打畠式? 日韓 5YR414 明際.石径英2を・合以む下.の微白細色週粒明子石〈英長を石合}をむ会b織.掴径1_以下町白色思色位子、 坊、色位子 白色遭1-
7.5YR412 む. な角関石を含む. 良

第101白 544 1188 1-022 包含膚 原田野A顕3圃e 材陣式。 口瞳 2.5YR5/6 密祉.予世を3含・む以.下微町掴白な色1'1阻閃子石(を幾含石む)を.合む.112a・以下の峨色位予を会tr.径1・以下のが色 有
2.5YR4/6 2民

!!II07幽 545 5128 1-022 也念. 第四酔A頬3組e 打位式ワ 日韓 Z5Y5司RR44//24 eのe.JR径色也3・子の、灰圃色石世を子含をむ4.Eb.世ゐ・以下の白色桂子(畏石} 体色粒子を合tr.桂1・以下 :fT 良

胃1101図 546 6271 H-022 包含層 第四昨A額3掴e 打植式つ 口轟 7755YYIRR44//2 1 石Il!.英筏を3合・b以.下微の細白な色i~位せ子ん{石隻石.')Rを掴告週b明.石笹英1を・合以b下.町風色粒子を合tr.後l.o・の白色週明 有 E民

節目7図 547 15盟8 H.'023 l骨倹リo酔 !IImUM顛3帽e 打.~式ワ 口融 7755YYRRS6//66 むe..世1-以下町白色世子(長石}を合tr.世1圃-1・以下町削色也子を合tr.砂位を会 開 良

!11107図 548 12896 I-I-022 包含閉 第四隣A司自3種f 打届式ワ (櫨修園E都，， ~ ) 5YR4/6 揮網野.を企唖む1園.以世下l園町以長下石回をt告~~色む敏.子笹 1-体』色.世の子蝿をい少灰量色合瞳b子.を角多関く石合をb企.む笹:iî'!lmm以下の週明石
7.5YR3/4 修 良

第107図 549 2275 G-021 也合. 第皿昨A餌311( 打ll!式。 1M修国孔締あり) 2255YYRR44//6 8 e含~.む世t!l・以下町長石 田1園町蝿い白色粒子そ含む.唖1園町虜:色枝子、血色世子を少量
有 E込

!II107掴 550 8236抽 1-022 包含廟 篠田勝A顕3温f 打越式ワ {補修圃孔暢あり)
5YR4!6 e祉~.予世恒i・ゐ以・白下血町い長灰石色位周子邑を世f子sむを.含iむ・.以径下の1_白以色下石の英赤告と色微控量子告、む世'<1-3皿の飲曹の白色
5YR4/6 I!I 1込

111107図 551 2698他 H-{};詑 包会廟 第四昨A!liS瞳f 打屈式? 田郡 75Y5YRR4/46 /3 e以~.下t町引総園色以粒下子のを長f石を，，<合む.世2・以下の'"曹の白色世子 I!¥色桂子を合む.経1醐 健 Eミ
以 含む.

節目7図 552 16717他 H叩 | 叫岬 1 !11m醇八割3紐f 打組式つ 圃偲
7.5YR5/4 官の.灰径白色lー小の闘砂を位告、b極11-2園町長石を多〈合tr.桂l嗣以下町雲母111.11を多〈合む.担S皿
7.5YR5/4 有 良

自~108図 5臼 14577 11血 H-023 lo¥.}住出鯵 自何回酔A矧3f!f 打ll!式つ 閣韓 2105YYRR32//6 3 ，合e.b.径3微.細以な下冊町色長敏石子を、企綜む色.粒世子2を・少以血下合町む白.色飲世置子のを庇企色む枇.子白を1圃少以品下企のむ週.明石英を少量 n 良

開IOS~) S臼 1701311血 G-022 包告由 111田酔A!Il3団f 打越式ワ 周信事 2255YYRR5S//6 6 官少.鼠合1-む4.皿の軟置の白色粒子を多く企む1園町長石を合tr.!登1・功、色敏子 肌色粒子を n R 

官事1咽国 日5 7619 1-023 也告別 都国酔A瓢3国f 打越式? JI郷 7105YYRR23//l 2 信.世1・以下町長石を多〈告む.1・以下の赤色位子を臼くむ. 鍾良

管11咽豚l 5団 16690抽
1--022 

456勾号住住M尉iI'跡 第四僻A顕3樋f 打館式? Ii!侮 ~~:a;3 1 札合tr回以下町内色-粒a 色子也倒子径的6・bの・佳即鼎色投干一 部園以下の緋色粒子を少量 有|民
I-I-O担 7.SYR'I/3 I -a-tr.世.，・田敏賀町H 匠色位子を合む.砂位台む.

!!H08制 557 16676他 }-022 5号住!!l跡 !I!皿昨A町13t-1lf 打ll!式つ 車揮 5531rrRR44/J64 子稽ー.を告径bt..以下町白色粒子を少品企tr.世3_の白色粒子を合む.慌2・の灰白色の阻い位 有 民

15527他 H-023 i号制耳障 都E師Al!13種f 打館式つ 証寵 7515rYRR54/S /6 下際.回避1~2明園石以英下をの企長む石.、出血世子、 が邑位一下を合truz.以下の陣石を少凱合tr.1.11皿以 無 良

節目S凶 559 4053 F-021 包告別 冒1m僻A額3同f 打昌三~ ? ‘~$ 55YYRR54//6 4 功院、.也敏開子1-を3合・むの.白色紘子(長石)合む.1.11・町通明石英を告む.径1_以下回UI色也子、 有 Jil. 

開l08t~1 射訓O 19873 F-022 包合眉 打置式ワ 鬼幅
5YR513 

111. !査'-3園町内邑粒子{亜石}含合む.砂位を合tr.微掴通明石英そ合tr.10YR5/2 有 i込

都108伺 部1 2677 1-022 t広告捌 車由民A置13岨f 打革式? 弘事 7105YYRRM5/34 穂合.むt!微1-掴2ー週刷の石白革色性を合子む{長.石)を多〈企む.匝1・以下の肌色也子 功、色敏子 "'J閃石を 有 良

都108困 562 制帥 他 H-022 t盛合ki 第四時A額3祖f 打越式? 也梶 150YYRR4S/H4 続勉.干世を合1~bZ.ー微の掴白通色明勉石子持(長を石合}むを.企世む3~・匝の灰l園白以色下笹の子1!1をi邑合粒む子，..，:告tr. 包z・以下町帯色 布 Jil. 

節106鴎 部3 3184 イ白 P-022 包世嗣 胃，m昨A額3姐f 打ll!式? 雌 傭
5YR413 予む告..1微E掴，-週h明・石の甚白を血敏企む子1長石} 肌色也子を合む.世1園町内色遣明石英 体立，，~子を合
7.5YR514 

11 止n、

都108問 564 6582 E--023 {，j合刑 |岡野AIlI3同f 打陣式? 府諸事
5YR4J4 型む肝世1-"・目白色純子(録石}を含む.世1園以下の出色性子を合tr.徹掴遭.1石;-.;を合

7.5YR5/4 
合良

部1時同 I565 11707 G-021 包合問 郎E昨A耳13開f 打ll!式? 匝貧S 7.5YR4/4 締を.合bt国1-2皿の白色粒:'f(長石}を多く合む.世i・以下回目色也子を合tr.磁掴通明石英

トーーー
7.5YR3/3 

何 凪

節目9問 566 11796 F-021 包合胴 第m僻A舗4tR I伸之本合式 I-IU 
7.5YR5/4 ぎ♂副都牒22-bF石)を{:;仏経団の砂粧を合U・佐川 ド-lmm州 附石を|無
10YJW2 H 

部1国同 567 17929 (;，，021 gド~-}臨穴状土杭 第四肝A胃I4fR 神之木台式 鵬陣
7.5YR516 

11:.世h・以下町録石を合む.包1・以下の舗ε色也子を合む.徹掴な出色粒子を合tr.
7.5YRS/6 ..良

tiH凹同 S剖 17邸4 G-021 g.;}臨プミ紋土杭 郡田昨A置14m 神之本f，.~ 圃格
7.SYR6/6 合純子.む.世微h・掴以な下週町明必有平拡;をを合企むむ..包聞1布・を以企下むの1(1色石英を少“合ttwfll_以下の出色性子を
10YR5/4 I!I 1 J込

節1曲凶 569 33岨 G-021 包含閉 都皿昨A期5同 ~'i(文系不 IJ融 25Y5YRR4J56 /6 e3・..のII赤~3_色位以子Fをの少脆hいI合肉む色.白子を少帥合tr.経1園以下の1;':石..'2¥色純子を企む.桂1-
IUJ 骨密 民

部l凹t~ 570 4158他 H-021 包合制 ~í，m昨A鎖5(.貫 5t:1l'{文系不
庇慨

5YR4/6 時.筏1-2園町出色也子を合む.世1・以下-2ーの向色位子{丑石)を合む.tJ<，・の帖 t
191 5YR5/6 町の(ls位子 flll月石を合tr.微掴r，r，遭剛石;-.;を合む. 有 1i

!ill09阿 571 l-r}~í'\状置l~ 郡田昨日曹Uf-R 石山式 口晶 1100Y、明R35//13 稲荷.tl'!2_以下町内色干f拡を告む.極1・以下の亜石を合む.徹掴な透明石拡を合む. 憧 1込

郡山9同 572 486他 1-1-023 包含嗣 節目，~担割1同 石山式 IJU 5YR616 密子.1!日景3色.位以一Tードをの合向む色.石英、脆い肉色敏子ーを合む.世l園以下の亜石。やや依買の白色位
5YR5/8 鯖 H

節l回出 573 1267 F-'021 {!!~胴 第四昨8矧1楠 訂山式 EMm1l10YR5// 2 傍な.退1問畳3E園拡町を市多色〈肱合干bーを.合砂む祉.をf合引b園.町千l色位下(長石) 週明石タ~ . ftJl月石を合む.微掴 ~i 以10YR5/2 

部'09t~ 57，) S剖9 G"021 lr}~穴状週間 郡山昨8筒lf!fl 手IllJよ 円制 10YR7/4 開石.拡佳を告1園む以.下回亜石、!.'.¥色敏子を企む.!壬1・以下肉体色敏子告と少lottttr.微掴な過剛
'層 上之IOYR7/4 

節1凹悶 575 146.15 E-023 t込合嗣 第四師8矧1';1 石山式 量暗
5YR5/6 t宮r..1E2・以ド的役石 川色純干 やや硬い肉色紘子を告む.佳1・以下町灰色松子を合
5YR516 '"艮

部l四回 576 11067 {也
G-021 I 

{1{:守肘 第四醇B'lllffi 石山式 司鼠$
5YR3/2 千干百.灰阻Z色園Il以干下，の場、や色や枝硬子いをl合こ1{b27.t子を企む.世l園以下町長石. 向色石タ~. 歓世町内色位

G-022 7.5YR5/6 
.. 良

間109同 57i 2184 ['-022 I 包合肝 百，m昨BIOI関 石山式 副11< 7105YYRR65//4 4 世微.掴週臼2明・石の持ドを1&合透む明.石砂4雄4をを合合むむ..mI園町内色也子(録石} 白色石英 1.1.¥色位子を企む. 有 良

tiH09阿 578 7705 [-023 包含肘 郡田酔B顕lIt 石山式 凪樟
10YR4/1 荷ab.6t1H園町内H邑I園週町明内石邑挺石'"持合むヨ.怪1-2園町週明石英をど合tr.桂I園内[1色純子(品石}を
IOYR614 く む. 吋を合tr. 徹掴な透明百提を1-く合む.砂位を{~む. 有 良

rrH聞阿 579 11039 ~也 1-02<1 包合刷 部0l8JB1O1It 社[山式 口肱 5YR3/2 
街.開Z園以下のm色怯チを世む.!登..以 Fのf耳石.匹色位子 佐賀の肉色也子を合む.

5YR4/6 

'ー

J< 

部1個制 fi80 14415 H-023 t且合肘 錦町8JB劃l帽 石11，式 1111< 10YR4/2 密5;時mfthl園}を以少下抗の告fむi也.石器.11:11の自色位予.加色敏子を合む.微細な適切l石拡を合む.
7.5YR51' " 島

部l咽11 国1I 7地 H-023 包含削 mmlJ組閣11.噴 石山よ 口耐 7105YYRR64//4 2 HQR引.住を少h・叫以合下む町.白徹色掴石な英透を明企石む'!t;.を世告1む・.以下町飲質的n色紘子 思色粒子を企む.! W  

-ー

良

!i11岨阿 582 163師 他
H-023 

1 r.}(~4~陪 加昨8額1措 | 石山式 白齢
問、(R4/1 結iiil則帽金3)園を以少下制町合内む色.石徹英闘をな古週む明.石世英Zを圃企以む下.町田色瞳子 長石 歓間町内e桂子を合む.

1-023 IOYR513 '蜂 艮

部l四t~ 詔3 伍7他 G-023 包合開 百1m昨8矧11~ 石山式 口融 10YR5/3 世英.をtfbEl〈~含ゐむ・.町長世1石E のfjlq邑I町石石提を合出b色.遣砂明粧石を9告4をむ企.む.悟l園町週明石革、微掴な週明石
IOYR5/3 fi 良

第1曲閉 団4 5206 I~ 1-023 包含府 郡田陣Bll1lf量 石山式 口融
1OYR31】 時的.手H径町個石・を以告下むの.硬い灰色白子を合tr.径1園田遊朋石甚、徹掴な週明石英を合む.世l・
10YR3/2 '賢良

前1由同 s85 10492 m 1-023 U合胴 第四隣B担111 石山式 口融
IOYR7I6 石1>1.高怪砂1-位2・を合のむ白.色敏子(長石)を企む.怪1.....3.5・の週明石英を多く企む.1脱帽な週明
lOYRSJ4 

鰐良

節目9図 民56 Z担S他 ト023 也告隅 知園田B町1掴 石山弐 口融
5YR-tJ4 位Ii'i.を告鴎むl~.Z園町白色石英世む.恒1園田遭刷石英を，，<合む.同l園町内閃石を合tr.砂
5YR4/4 

量 E込

宮¥1四国 587 5田7 Gャ021 包合間 都m酔BIIU帽 石山式 口融 5YR2Il W1.径h回以下町向色石持瞳い向色敏子を合む.匝h・以下町医色世子を少量企む.佳
5YR4!8 1・以下の依質的向色粒子を告む.径1・以下町議、色世子.血色敏子を少bl合む.

鎗良

節1凹lヨi 日8 1国70飽 H-023 lq髭穴状遺構 部mll!B割1同 石山式 圃:'1
i.5YR3'l Eむ 径1園以下町内色石英 飲日町内色位子を青む.iII掴な通明石英を合tr.:;JN(~)合
7日tR3/3

保良

都109問 589 19466 1、明 t陸協 lllm酔s:u槽 石山式 n融
IOYR313 官剛.石現佳zを・合以む下.の依置の白色位子を合む.世1_以下の長石 田色位-7ーを企む.倹蝿な過
lOYR<lf3 鎮 t主

~'11回開 5剖 185-1 G-021 包合附 首1m師B冒flfi・ 石山式 口融
7.5YR7/6 宙平.場世2色・佐以子下を町告長b石. 白色石英 脆い白色粒子を合tr.包1・以下回出色桂子、灰色睦
7.5YR7I6 " 良

第109131 591 1脱却01 F-022 包告制 郡田昨B阻1ft 石山式 口帥
10YR6/3 週世.原l石世B1G~をZ園多田く告自主色r.石砂!J~位をを合合む'i.t.世1・以下-，圃の向色位子{長石)11:多〈合tr.I険個な
lQYR6f3 鍵良

百II回図 592 11848 F-022 包合M 都mro:B町'" 石山式 口融 IOYR5f3 出微.細恒な週1-明泊石園町英を白合色む佳.子砂(耳粒石を}fをsb多.く企む.匝1・の向色石英、 黒色粒子、宮吋を合tr.
" 良IOYR6，3 

節目9凶 593 8 1-023 包合制 事mllB町l同 石山式 冒鴨
7.5YR5/.1 官総.帽fなE透Z園明以石下括両、院11い~;白(企血)枝を子企をむ告frtr. 径l園以下町長石. 白色石英 医色組子を告tr.
7.5YR56 

強 E込

前l国l可 59" 105田 H-023 包台前 知田陣B副1ft 石山式 間榔
7 日~.1 '2 昨('，1;)径を少】園総以合下bの.ま毛石 杭慣の白色位子 潤色也子を合tr.隊掴な週明石拡を企む.11低
7.5YR.1I6 !!t 良

那1101寸 595 7師6他 11-023 {!l{tA4 第四昨8頭2団 主神山式 口骨~酎得
5YR5f6 官.世5・以下町匝色徹子を古む.世.，・以下回白血桂子{膏右)を企む.世2_以下町内色
5YRS'.1 遣問石持を合tr.任1・以下町出色悦子.週明石英. ~i邑位干ーを合む '賢 且

.i.tlllOfョ1 596 5“lO f& 
1-1-023 

包~"i 都町昨B1l12fJ J、神山式 口齢、閉館 SYR6f6 英官.を企世む4・.以係下圃のな匝遺色剛'1石、聞英をを合多bく.企佳む2・以下町内邑世子{畏百) 肌色位一予 1'18透明石
H-Q2川 5YR5(6 '署

良

m-llOI;:j 597 2101 ff! F-022 包{:;M 冒lmllJB割Z開 荒神山よ 日韓~副部
lOYR5/4 官，，1;)を佳企2..む以.下町内色tt子(長石).(1色週明石持を合tr.臼1・・以下出出血位子、宮時
7.5YR5'4 ヰ， n 

寸

inD
 



図版尚 番号 週鞠香骨 グリ 7~ 置揖 舟 割 型式 残存錫位 外内面面色色圃圃 胎 土
岨蝿

陣底会有

第110図 598 8322 {i血 H-023 包合層 第E畔B甑Z檀 天神山式 口融 7755YYRR55/凡4 l!な.遭明径石Z園英以令下会町b緑.色粒子を告白.径1~以下の白色世子(長石ト綜色桂子を合tt. 微細 有 Eを

妨110図 S抽 U剛 IG-022 I 也音順 !11m勝BII2種 天神山式 口緑 1|7lO5YYRR65//44 札英を告佳む2師.以下の白色遣明石英 鵬色敏子を舎をt.径回以下町自ω立子(長石)、遭明石 I:i 皇

第110国 600 6640 H-{)23 包合n・Iilm醇BIIl2鋼 天神山式 口融 î~~~~~ 111.後1・以下の白色世子{長石ト緑色世子、来色睦子を舎tt.微掴な畳明石聾を合む. 有良

第110図 601 8318 H-023 包含月号 第四IIB町2種 荒神山式 口縁 71051Y官R66//44 寄を.告EU.3・微以圃下なの透医明白右色英世を子企をむ告.む.111園以下の白色粒子(長石)、 用色佐子、あ色粒子 有良

第11C図 602 15814他 H-023 包企届 IilmllB顕Z瞳 天神山式 風輯 7io5:::6~1 1 :世.子怪金合ゐ・b以.下徹の掴Eな白遭色明組石子英をを含含むむ.111珊以下の白色世子(長石上白色遣明石英、 赤色 有 良

!lmo図 603 5却1他 H-023 包含眉 型肝ml事8顕2撞 天神山式 JlIJI; 7755YYRR66//36 e含.む.径径2・1・以の下白の色白週色明也石子英{長を石企)むを.合徹b圃.な世週1圃明以石英下町を告飴b色.世子町 匝色笹子 茶色粒子を 航間 良

III11C図 604 師46 H-023 包含眉 !11m群8掴Z瞳 天神山式 田1$
10YR6/4 密拡.を径舎Zb園.以徹下掴のな綜遭色明佳石子英をを含含むむ.。桂l・以下の白色粒子(長石).M¥色位予.白色遣明石
7.5YR6/6 有 良

第110国 60S 1942 E-023 包合眉 第四段B罰2櫨 天神山式 圃徳 7755Y1官R55//34 密む.1益1・以下町白色世子{長石) 白色透明石英 111色睦子を合tt.微掴な週明石甚を含
有 良

1I!110囲 6田 7058 H-023 包含膚 節目隣BlIt副司自 笑仰山式 聞飾 7755YYRR66//4 6 際[長.石E}白・鳳の色白誼色子遣明S石6j高l金を}合をb含.む.怪2・以下の灰色也子を告tt.置1・以下町白色也子 傭 良

第110閣 607 12256 f臨 H-022 包合眉 部mllB矧Z櫨 天神山武 圏構 1100YYRR55//2 4 '白~.色恒4・以緑下色旬白色週灰明色石粒甚子をを企合むt;.包h・以下回白色世子(長石)を告む.怪1園以下町 有 血石聾. 色世子 徹掴な遭明石英を告む.

!II110図 608 3096 F-<l22 包告掴 軒町野8矧2櫨 荒神山式 腕孤 7755YYRR65//4 4 麿む 恒Z園以下回白色遭明石英を合tt.恒1・以下の白色世干 透明石甚.凪邑世子を合
有 良

!II110図 6国 3976 G-022 包含周 !l!ml手B曹12掴 天神山式 胸痛事 7755YYRR45//4 4 密む 径1・以下町白色世子(長石} 白色透明石蕗 偲色粒子を合む.徹掴な遭明石英を合
無 良

第110固 610 7094 日-023 包含周 割高ml手B顕2積 天神山式 圃締
10YR6/4 密む.111・以下の白色世子(長石) 白色遭明石英 風色敏子を含む.徹掴な週明石英を合
7.5YR4/3 

4昨 良

第110岡 611 6282 H'-022 包合圃 篠田昨日翻2掴 天仰山式 胴IJI;
7.5YR5/4 密.控1・以下回白色世子(袋石).灰色盤子.U¥色位子.白色週明石英を告tt.径】皿の
7.5YR5/4 ガラス曹の凪色世子を合む.微掴な週明石英を合tt.

担〔 良

部110図 612 10155 H-<l23 包含眉 !11m'手B翻Z曲 荒神山式 胴締
5YR4/4 gな~.週明経石1・葺以を下告のむ白.色位子{長石} 凪色組子を合tt.世hlmの白色遣明石英を告む.微細
7.5YRS!4 輔皇

第110固 613 131a8 F一日22 包合間 百四醇醐瑚 荒神山式 後初 7755YYRR55//4 4 際む 後1・以下の白色枝子{畏石上白色遭明石高 周色敏子を含む.微掴な通明石斑を告 有 良

第110国 614 19501 不明 残酷 都国際8矧2輔 究神山式 E河僚 7755YYRR6S//6 4 宮な.週怪明石1・英以を下含目む白.色胞子{袋石上田色位予を合(1.径1・の白色透明石英を合tt.微細 有良

H-022 7.5YR5/4 E白f..色笹石4英園以}，¥I下5色町位白7色、敏匝子色{長粒石子}をを告合むb..E唖13・・以以下下申町週白明色石遣革明を石合提Uを.告唖b.1・怪ゐ下・の以下町
第110図 615 16718 1-十023 6号住:.l8跡 第四Il'I'B聞2蝿 天仰山式 口融~圃冊

G晶022 SYR4/4 (冊}と怪ZーのZ聖徳(自)を合む. 以 魯時
t!I 良

第110図 616 7850 I-023 包告眉 鱗回師B恒2種 天神山式 日韓
10YRS/4 密.世....以下の白色石英を含む.径3・以下回白色粒子{長石}を合(1.径1醐以下町白色
10YR5/4 週明石葺 凪色世子を合(1.微調な週明石英を告む.蝉石を告む.

. 良

第110図 617 2514他 G--{)22 包含刷 第四郎BII2岨 買仲山互主 口録
10YR6/4 ，匝e.1・世以3・下回以初下年色町位白子色を週告明む石.甚微を掴合なむ透.明控石1園英以を合下む町.白色粒子(長石).I!I色粒子を企む.
10YR6!4 鰐 良

'-:11(1図 618 4337 H-022 包告眉 !IImll'l'B顕Z掴 天神山式 周侮 255Y1YZRF5/6 /6 世I!.・Z歪以3下・の以凪下色の粒白子色を週含明む石.葺徹を掴企なむ遺.径ゐ・以下町白色也子{長石} 白色石英を含む. 省 良l_Ur~lII~ttT~ft~ ..~ 明石英を企む.

第110国 619 2 )-023 包合掴 第血瞬8罰Z岨 荒神山式 閣僚 11001Y官R56//33 II!.世1・以下町白色粒子{長石上向色週明石聾.週明石現を合む. 有 良

1I!110囲 620 5018 1-022 包世眉 Jl!mllBII2圃 天神山式 間自g 10YR6!3 ，を~.告む後3・以下の灰白色世子を含む.極1園以下の白色粒子{長石} 飴色佐子 週明石英
10YR6/3 有 E表

解110岡 621 日39 H-O幻 也会届 餌血騨B町2・ 天神山式 回得 1100YYRRG6//3 3 官.世1・以下町円色世子{長石上鼎色桂子を告(1.徹腫な週明石英を合。. .1良

!tHI0図 622 8493 H-022 包告珊 !l!ml手B矧2檎 天神山式 口融
ペ

'bE. .世1園以下の白色也子{長石上白色遭明石担 割民色世子を合む.縁圃な通明石"fiを合
布 良

~ 110図 623 8由。 H-022 包含届 盟百四勝B甑2圃 天神山式 日韓 7755YYRR55//4 4 管子..E遭3明・石以事下をの告白む色.遭明石英を世主t.径2剛以下町灰色肱千世告をt.径1園以下町凪色佐 有 良

第110国 624 909 -fl也 H【022 包含胴 第mrlB割2掴 天神山式 口a 5YR5/4 gむE..世磁掴，_な以通下明町石白葺色を世告子む(長石}を含む.桂1皿以下の匝白色世子.風色也子町庫石を11'
5YR4/6 

優 良

節目O回 625 4747 H-Q22 也告最 郷田野B期2・ 天神山式 嗣穆 2755YYRR55//36 徹e掴.桂な遺Z園明以石下英のを白合色b位.予{重要石1を含む.後J，・.[:.1.""1'の白色週明石葺 凪色也子金含む. . 良

1II1l1図 626 10030他 H1442233 包告膚 !iiml手B町2圃 天神山式 口融~圃帽 7755YYRR76//44 官以.下世の3白・邑以週下明回石白弘色.粒週子明{石長高石を}を含告むを.ま.径世1・ゐ・の以白下色町石医英色を佐含子む、， ~\色位子を合tt. 続1剛 有 良

!l!111国 627 1715 1& G-022 包告層 郷田野BII2棚 天柿l川式 口.
1.5YR5!4 gZE.傍径{金h)・を以合下bの.白徹色掴世な子週(明長石石現上を白告色む雄.子.灰色敏子を告む。 曜を1皿以下町昂色位7-.
7.5YR5/4 有 良

!l!lll幽 628 2498 G-021 包合層 '属国際B顕Z掴 荒神山式 口.
10Y豆7/4 a.怪ゐ・岨下町灰白色世子を企む.世h・以下町白色粒子{長石)を含む.匝1・以下の自
7.5YR6/4 色週明石英風色世子園石.偲{金)を合む.径1_以下の遭明石英を多〈企む. 有 良

~111図 629 10643 il也 H~023 包含磨 揮田野B矧従量 天神山式 口腔~周帽
10YR5/4 S臨~.色世世子h・.以.下母町{金白}色を桂含子む 畏石).白色笹子.灰色桂子を告。.世1・以下回週明石英、
10YR6/4 有 良

ftl1111ii 臼o 16258 H~023 包会層 第四醇B期3M ，K.樽R文JI< 冒隅 1100YYRR35//1 4 l!.符孟園以下の長石を企む...BI(白)を合(1.I険掴な週明石英を合む. !!I 良

鯨111!li日1 14956 H-023 包含' 部ml撃B由3掴 JI(無揮文系 圃舗 7105YyrRR66//6 6 II!.径2・白白色石英を少量含む.微掴な軍隊(自)を多く合む. . 良

第1111.1 日2 11215 H-023 包会. !lI皿Z担割耳置 '民'晦R文動 圃締 1l0DYYRRG6//34 唖企2む・.以下の白色雄子(長石上白色週明石革、週明石英を告む@笹l皿以下の黒色桂子を 有 良

第11leil 日3 16310 H-023 包合暦 細野B矧3M 'R'漏R文孫 圃締
7.SYR6/2 111.桂l園以下町白色世子を含む.微輔な116砂 白色石英を告む. l悠10YR1/3 艮

都1111!i1 634 10444b II--00幻22 包合' 開田若手C掴 石併山行武 冒民‘
10YR3!1 む宙..1E査益21~~35酬聞のの白白色色瞳石子英(を長企石む}を.多包2〈~告4む・.の砂茶世色を枝含子むを.合tt.恒h・の白色週明石英を合 青弓

lOYR3/2 良

1I!1111li1 635 3753 C-021 包含層 第四ぷC捌 石併山行式 口. 11001YぐRR44//12 'を~.古む径.2~笹31岡皿田以茶下色の雄鵬子色を世告子白を.告笹U1.・微の掴白な色遭石明英石{英長、石Z)EをIII多?くを告合むむ'. 径1・の白色石撲 有良

1I!1111ii 636 78日 1--024 包合層 !lImlFC顕 石併山行式 司臥濁 1100YYRR55//2 1 g遭~.明石恒英2-を3含・むの.白砂色瞳石を英fをl'tt含.む。径1-2田町白色粒子{長石上茶色を多〈舎tt.微細な 有 良

第11l国 637 2810 1-023 包告踊 事町酔CIlI 石併山行式 司鳳‘
10YR2/2 

密.径，_以下町白色石甚.10ftの白色世子を告む.怪1・以下町長石、赤色世子を合主t.10YR3/2 持 良

第111図 638 ~%7 F山022 包合層 郷田IIIC矧 石t体山行式 胴侮
7.5YR6/6 官町.長石E‘2・飲以置下の町白白色色粒石子英を‘告綜む色.世微子掴‘な侭透色明世石子英、をや世むや.匝い白血粒子を合tt.得l皿以 ド ゐ才散扇

10YR3!1 良

第lH聞 639 11950 F-{)22 包含暦 第田膨C餌 石o山e行武 冒楓 55YYRR44J/2 1 枝I!.子恒園.... い以白下色町祉灰予色を粒会子むを。令む。極2・以下町白色石斑を合tt.径1・且下の長石、風色 銀 良

1!!111臨1 640 14745 D-021 也告lIt 第四醇C園 石耕山行式 周締 10YR3/1 需。 憧6個以下の白色石英を青む.112・臥下町長石.歓質的白色綾子世合む。極1師以下 位
良10YR5!3 の昂色粒子を含む.

1'111図 641 13584 F-022 包告. 1!!田酔C置I 石併山行式 閣si 10YR412 石l!.を怪含hむ.以微下掴のなや週や明硬石い英白を色合祉b予.を合tt.径，_以下の白色石英を合tt.極1_以下白墨 付戸
10YR3/1 良

第111函 642 5998 C-021 但舎周 郡田宮下C町 石併山行武 胴部
lOYR4/4 密.径4皿以下の白色石英を含む.在3・以下のやや硬い白色瞳子を合tt.径ゐ・以下町風
lOYR3/1 色世子、綜色2章子を合tt.桂1・以下町長石.歓置の白色桂子を合む巳

4暗 良

111111図 643 1部7 G-021 包告暗 節目醇Cllt 石併山行式 周部 1100YYRR43//2 2 密色.桂笹子3を咽告以b下.町世灰1園色以世下子の長や石や.置白い色白石色3世~.子郎を色合世む子.を唖含2む・.以下町総邑桂子.軟盲目白 量 良

第111図 644 15840 1-023 3枚号遺竪構穴 mm昨CIt 石併山行式 圃締 1100YYRR5S//2 3 e少!.量鐙会2むE.以2下6毒の{自白)色を世微子量を合少む量.合tt.笹1・以下の長石を会む.極1・以下町I!I色世子を . 良

第111図 645 166剖 1-023 3総骨量竪級穴 第四昨C傾 石併山行式 圃fIII
7.5YR5!3 e石e英.睦を少l岨量以含下むのe長石、白色石高を告tt.世1・以下町綜色粒子を少量告tt.微掴な遭明
7.5YR3!2 無 良

第112固 646 17510 F-012 包含1II Jl!IVIIM翻 よノ樹式 口修 55YYRR55//4 6 帝.続2醐以下の黒色粒子を合tt.怪1・以下の白色枝子(長石} 稼邑魁子を合む。 無良

第112国 647 17603 F-012 包合廟 !l!IVIIA朝 よノ甜式 閣僚 55YYRR44//2 1 世。極1阻以下の白色敏子{長石上 総色泊予，;n<也也子を企む.縁組な週明石英を含む. 有 良

第112図 648 17477他 F表0保12 包含思 !il1V醇A矧 よノ明式 胴陣
7.5YR4/4 

官.恒l園以下の白色位子{長石).111色綾子、赤色敏子を告む.徹掴な週明石喪含む.7.5YR5/4 有良

lI!112国 649 19189 G一朗4 包含層 第IV'下B矧I種 聞置b式 口縁 55YYRR44//6 6 灰密.色極世子ゐ・を以含下むの.鳳重色低粒{金子}を脆多い〈白合色む世.子鍬圃依'"置週の明石白高色世を含子むを.含むa 径1mm以下町長石、 無 良

第112幽 650 191開 G曲4 也会届 第W僻B割1慣 開廟b式 腕fIi 55YYRR44//66 密子.を合世bゐ・.以11下録町{金MU}色を量多子〈を含含むむ:i徹t朗Eな.週以明下石町英長を石合.む灰。色粒子 総色世子 脆い白色位 無 良

第112図 651 18076他 H-D12 包合掴 前IVI事B矧1橿 開.b式 JII揮 55YYRR44//6 8 密.径ゐ園以下のm色粒子、軟賓の向色粒子を含む.径1・H下の長石、匝色絵子を含む@ . 良

1I!112悶 652 19196他 G佃5 包含層 揮IVt草B期i掴 ".b式 目録~園鶴
5YR5!8 

後自.色石笹曹ゐ・を且合下bの.蝋極色l園敏以子下町飲医置色の桂白子色を桂少子量含脆むい.白.色61組{金子)をを台多む<'含径むl.m 以下の長石、
5YR4/6 I!! 良

第112図 653 191851& G揖-田乱4 包含層 第W昨8姐Z掴 醐ilc式 日韓 255YYRR4/46 /8 密黒.色粒笹干2師、以灰下色の佳蝿子いを白企色む也.子.飲置の白色位予を合(1.世l間以τの長石 白色右翼、 量 E桑

部112因 654 18804他 世田5 包含. 第IVJIIB蝿Z岨 耐磁c式 闘部 5YR4!6 ii1.径6_以下の歓置の灰色栓子を告む.匝3_以下町瞳い白色怯チを合&.桂2胴以下の
I!! 良5YR4!6 脆い白色世子を合tt.篠1・以下町長石 燃色佐子を含む.，聖母{金)を多く合む.

!IIl12図 655 19521 不明 撹乱 事IVIIB盟3M 崎不直明式 口量 55YYRR33//4 3 E舎tr:極笹4皿1皿以以下下のの軟長置石のを白合色b桂.子白を色告石む英.径h・以下町医色桂子 黒色也子 旅色馳子を 篠 やや

包合・ | 努晴
を少量会tt.角関石を多〈会tt. 不良

第112図 656 18066 C--012 陪不畢明式 目録 7755YYRR44//3 4 gSE.56径{金2.)を以多下くの含飲む質.の白色粒子を合むE 桂1_以下の菱石、巣色粒子、述、色粒子を含む. f挺良

第112悶 657 119179 {，也 G勺 05 包含屑 | 第時 B掴3橿 蹄不串明三党 底部 55YYRR44//6 6 e.後3・以下の脆い白色桂子を合tt.桂1・以ドの長石鍋色雄子涼色lJi子を合tt. 1忠良
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一
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部113闘 I674 I 198他 IG-012 

冨l1l3国 I675 I 163他 IG-012 

節目 閏 I676 i 641 I F四

都口調 |何 I190他 |刊 2

第113悶i問|拙 11-023 

mll3図 16791 284911悶

遺構| 分 割

包古層 捕W酔B甜3掴

也合圏 第lVClC節

也告層 | 肺勝cm

包告層 1 f!1V昨氾翻

包含層 | 肺野C則

包告層 | 第W癖C聞

包合.. 1 第W肱簡

也合.. 1 脚院C則

包合調 !lilVIIC顕

也告暦 | 肺醇叩

包告届 | 姉V隣AlII

包含層 !IlV昨AI!

包合膚 1I!V岬A割

程合膚 | 第V隣A知

也合廟 | 第V昨A個

包合胴 I JlVC'f:A銅

也合III 1 由V帥A町T

包合間 I !!!V岬A甑

包台附 | 部V醇8111

包古I/l !IlV昨醐

包合胴 | 罰V昨cm

U合日 I ~}V群岨

C14年代測定土器観察表

型式|桝制 12E22| 胎 土 |聖書| 制

聞.式 1 5YR5/8 
不明 | 酬 |75YRM e.径1・以下の帽の白色粒子、師 、灰色位子‘腕佐子を仙徹 |島

幸魁 | 副都 | 11諸問 I ~錯誤夜船(前)黒色粒子山・ h以下の舶世子山・ 蜘 | 鍾 | 食
北白川 I M_ 7.5YR7/41曾.極ゐ・以下町白色世子を合む.桂1醐以下の皿色也子‘赤色祉予を合む.徹掴な週明 1_ 1下届式 | 口録 ; 5YR6í~ 1英碍を帥.:'VJl=lt::.UI.-.-4::COU-. l!:1:::.1I1OU""， "v-'mctJL，. ，"， CQl.T'~.:'，， 'I...T. ""_''''-14''''' I 有|島

北白川 M~ 1 lOYR7/4 11'11.匝h・以下の白色粒子{長石}を告tr.世h・の匠色粒子を告む.世1m)!以下の白色遭閉 | 
口縁 ""，.，..，，， ，. 鰻 1& 下層式 1 10YR6/4 1石英、県色世子を告tr.

| 口録 ，nvn~l..， 見 |有 良
| 北自)11 I M_ I 10YR5/2 11'11.回以下町山側)を的・四時闘子を仙・田副下回白色醐

下腸式 ，._ 1 10YR6/2 1石英‘鼎色位子をむ.

北白川 M_ I 10YR5/2 1!Ii.笹3-50・の灰白色敏子を含む.世Z園以下の白色位子(長石上灰色粒子 融色縄粒子 |
下相 | 晴 |畑 山|を仙.笹1叫下町随時舶軒帥む'P I::..tJJ..¥l:'::'P/. J;O<. t::~lI.... ，，'.t1::."'.II.-， I有 良

北白川 | 口融 |mYR6/1|弘山以下の白色値引前}・腕世子・白色酬 碍 柏b・径四時醐子を |川 良
下..'" 1 ~_ 1 10YR6/2 告tr.徹掴な遭明石高を会tr.
北白川 __  I 10YR6/3 I麿 笹3-5・の医色位予を告む 邑2・以下の服色位子緑色粒子を含む.世1・以下町 I~ 1 
下相 | 醐 1 IO¥i6i2 1 砧品<i1iíを含む.徴献金明石英を帥，..=~" ~=~'~OY. ='_~ ' "' I 有 川

北白川 '"_  I 10YR6/3 11'11.笹』・の匠色世子を含む.笹S園以下町白色桂子(亜石}色合tr.笹1・の白色遣刷石甚 I~ I 
下遍式 1 1岬 1 ;OYR7i; 1を仙.世1園以下の白色融制服脱也子純子制(劇的払 |無 良

北白JII I __~W:R I 10YR6/2 I唐.径3・以下の灰色雄子を合tr.匝2・以下の白色魁子{長石) 蝋色世子を告tr.怪1・ k 山

下層式 |酬~底解 |1m52 |以下の純粒子を知.酬な遺明石肝油. 圃 有 民

主孟明;-1口a t探削弘福留知znらも年tdS?・以下町風色也子.圃石を企む・恒国以下 傾 良

I M_ I 7.5YR5/4 1乱世泊以下の白色也子(長却を含む.恒国 以下の庇色位子.白色週明石斑 肌色位 1_1
五側ヶ台式 | 口融 1 'IÒ印刷 | 子、 圃石 2録(釦、 l~位子を合t":. u:.'_"，̂ l' VJtAt::.lIlT.  I:::JCJ4'Y1'P?:， f.'.U:;".IL I傭 |良

I ""IØ.~__ I 7.5YR5/'1 11乱世ゐ・以下の白色粒子{長石)を合tr.世2・以下のm色瞳ヲーを合む.世l園以下の灰色 1_1
五個ヶUIロ揖~肺 1'SYRS/fi'l世子、料粒子.自国拍車、前酬(劇的む:c..U'-"4"V.tzl_..... ""'''rTi.t::.1無 | 良

五恒ケ州|白川11¥11鴻%'I亀}き按京証協粧品写蕊?む・笹叫下回白色桂子仰、灰色粒子・宮町盤|良

|五日式|酬 |鴇見刊 紙 、』地判官主127tW湖沼山色肘灰色勉子白色遥 |無 !良

五側ヶfht1 酬 1 'SYR5/6 仙・後回以下の赤色敏子柏む・微細な酬石抗告む~V. ~'_"，n=="v~'. 1 餌 l 血! Jitll'rfht 1 |7mM|乱世2園以下町白色粒子(悶J.匝色位子， ".1色粒子を世む・世2園町内邑週明石批 l

I __  I 7.5YR5/4 1曾.世ゐ・以下町内色睦子{長石)、医白色位予を合む.世1園以下町m色絃乎.的関石を I_ I 
五 酌 台 式 | 酬 1 'SYR5/6 1仙.酬な週明石抗告む"...~n~.~ . .OY. =_~ ' ""'，.~....， r'~~~ 1 無 |良

I __  17.5Y曳5/41宮.径2・以下町白色位子{長石) 巨色誼子、間色世子角閃石赤色粒子置付{金}を |E傾ヶ[，''''1 附 1 'SYRS/6''1弘、酬な週明石抗告;;.1:1/. l7'.UUI.-'-， i.~1 t::.UI.-'-， J'JIN'P. ""t::.fJl.T.  atPI'¥)l(;/"<l:; I無 良

幽内式 | 酬 | 7mU6 | 札世叫下叫石山色粒子を合札 附砂aft~ 1僚 | 良
17.5YR5/6 

幽内式 | 附 ~;!~<~ 乱桂2・以下の闘世子‘脆い白色粒子を仙. (fl園 以 下 町 師、 i色 肘 凶 む・|鍍 政
| I 5YR5/8 1!l!1園以下の敏置の白色位予を合む.富町(虫)を多〈企む.通明石斑を企む

酬式 | 酬 1 ;!~!\~ 1低血・以下の師附粒子的む紬な酬石1英 断 的 む .f州日仙. 1篠 |良| 17.5YR5/41 、._'.~'m.， ~， ~'."Y. "'~'.".UY. I = 1 

制式 | 酬 li諒;法igbEl園以下由民石畑敏子日む・断的む・微細な酬石抗告b・酬を少|鮒 |且

臨臨11>. 務り 遺物帯り グリ7ド 週間削I~ ク} 首I 型式 睦If繍{立 外内而面色色副調 胎 土 警幹 世車

部170阿 1 8361 G-022 包含閉 節団昨Aml向d]) tr~式 "1$ 55YYRR45//3 6 体間.色世tf.2子.を以少下組町合民む石. 微圃な通明石英を合tr.世1・以下の 出色敏子を合tr.怪1・肉 録 a

都170悶 12 3158 1& G-022 包合桝 節回野AlJl1師c① | 打崎よ 口融
5YR3/1 

や子やを"fTしtr.径径ゐ・l園の灰以下色~祉2子圃をの合長b石.を後多2叫圃に以合下む回.歓微世掴町な内j色'1閃粒石子を回企石む.透日明1-石3英園を町合泊、b色.位 有 や不や良5YR4/2 

部17011:(1 、》 72号。 G-022 包i¥嗣 前田町八割1純じal 打AI!，t 胴侮
2，5YR4/4 経下.町匝内l1町~石3、園J町1~色内紘色子位.干ー4は町.色高石位}子ををIJ，合くb企.む.由1・以下町週明石拡を多く告をt.径1・以
7，5YR，I/4 無 lミ

前170同 4 2312 H-021 包含朋 出血11M額lHk① 打鍾式 口融
2，5YR4/6 務.t釜2-6・同紙費出白色也子をi¥tr.世z-以下の長石を多く合む. f日園以下町~‘色
5YR3/2 胞子、出色位予を合む.微掴町通刷石英を少M合む.

側 良

部170凶 5 I 4495 H-022 ¥ll世嗣 都町昨A掴If~c① 打峰式 百A揖 5YR5/6 
i弘 枝h・以下回袋石を企む"本色位ヲーを少仙台む.3-4ーの瞳いドi色位ニFーを企む.IOYR2/1 杭 1込

部170闘 6 7679 1-023 {1~M 郡田町AIl13姐f 打~よ 嗣"
7.5YR3/2 僻.世1・以下の民石を多く企む. 1・以下回~，色粒子を日 くむ.lOYR2Il 量 良

部170hl 7 珂79他 撹乱 包合研 部皿昨8蹟3同 車.揃文県 圃liI
IOYR4!2 府向.色粒f:E子l園を以合ドむ町.、録石を合tr.1般圃な透明石1ji， 1園以下の砂位を合む.2・以卜の脆い '費 出
IOYR3/1 

部17叶対 8 I 7936 H-023 包含刷 第四酔B矧3fll iI!際jjj文，長 副揖
lOYR6/ol 特〈白~ ) 経を合1・む以.下町 E石m色粒子を少日告む.佳z・以下のI~I 色石英を少1止合tr. ::l隊
IOYR5/3 無品

第17昨耳 9 1 5揃他 1-023 包合府 官1m昨B餌1伺 1:IlLIi:¥. "雌 1100YYRR33//2 1 腎のj(J閃!l!'石・を以合下む町.硬い灰色純子を告tr.世l聞の通剛石英 世掴な週明石英を告tr.世1・
'怠 H 
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2.石器

ここでは、縄文時代遺物包合層より出土したものを中心にまとめた。なお、草創期の石器と思われる

ものは第4章で報告しているため、本節では報告しない。漸移層より 出土した遺物については早期より

も古いものである可能性があるが、漸移層下部から休場層にかけて出土した草創期に該当する石器類と

出土地点の高低を比較したところ、 同じ漸移層であっても上部と下部とに分かれるこ となどから、 漸移

層の遺物でもより上部のもの、特に集落域に近いものは早期以降の遺物と考え、ここで扱うこと にする。

器種により 当該時期に扱う には不適切なものはそれぞれの時期で扱う。

出土した石器は遺構内外合め、石槍1点、石鍛158点、削器29点、掻器 l点、石匙1点、石錐3点、石

核55点、両面調整石器3点、模形石器82点、加工痕の有る剥片62点、使用痕のある剥片66点、快状耳飾

2点、打製石斧7点、機器24点、磨石類272点、 石皿55点、台石12点、砥石1点、原石 1点、その他剥片

5，917点の総数6，752点である。それぞれの器種ごとの石材は表にまとめた。

第44表縄文時代石器一覧
器 組

石 石 背リ 掻 石 l石 石 両 模 力日 使 珍と tJ E襲 被磨 石 ぷ口二、 石墨

面
工 用 石:;ri

7移 世主 1怠 状 製
調 の の

. Jl普
重量 あ あ

石 る る 耳 石 凹/.)技
石 剥 華日 石

石 質 給|嫉 |器 器 匙 錐 1;核 器 器 片 片 自布 斧 都}石・ 1[[ 石 石

神津島恩馳島群(KZOB) 1 130 11 1 1 3 37 76 54 61 375 

天城柏峠(AGKT) 3 3 

黒曜石 箱根畑宿(HNHJ) 4 4 

(Ob) 和田英蓉ライト (WDHY) l l 

諏訪星ヶ台(SWHD) 4 1 5 

分析不可等 9 4 3 19 

ホルンフエルス(Hor) 3 6 2 2 2 15 

「一元フス質黒色安山岩(仙) 1 6 7 1 1 3 1 20 

チャー ト(Ch) 2 2 

赤色チャート (Ch(Re)) l 2 3 

デイサイ ト(Da) 3 3 

玄武岩(Ba) 7 34 13 3 57 

多孔質玄武岩(VBa) 38 19 2 59 

i開1石安山岩(Anωy)) 3 2 15 157 20 7 1 205 

多孔質安山岩(VAn) 26 3 29 

細粒安山宕(FAn) l 1 1 3 

角閃石安山岩(An(Ho)) 1 1 

流紋岩(Rhy) 2 4 l l 8 

閃緑岩(Di) l 1 

細粒斑レイ岩(FG) 2 2 

頁岩(Sh) 2 3 5 

赤色頁岩 (RSh) l 1 

細粒凝灰岩σT) l 1 

粗粒砂岩(CSS) 5 5 

中粒 砂岩 (MSS) 1 l 

細粒砂岩 (FSS) l 1 

水晶(RC) 2 2 

タルク溶岩(Ta) 2 2 

アプフイ ト(Ap) l l 

fコ入 計 1 158 29 3 55 3 66 2 7 24 272 55 12 1 834 

個別の石器は明確に時期を特定する ことはできないが、遺構内あるいは遺物包含層中より出土する土

器の多くが縄文時代早期末葉であり、石器の多 くも 当該の時期のものであると考えられる。
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号163i8)

~ "，_Iは 1点出土している。縦 ?素材とし、医面には:、 J ヲ一一一'一: 一 一形の素材

言、 Jノ1 vノノ1/い (!../J'.jノ H している。ノ 一周にわたりー ;がなさf ほどに

にかけての

一り返されて挟入? 一:出されている。 2 →ー一一側から、イ ーー雪面

形している。 Fh入部はう のものでJ一、 7えられるが、二部

;を考えると「一一一 、った可Lー~_)るoE l馳島君、:

』ま

117図75)

157点出土している。平.---.， .~状および扶りの様子で分し一一 ~. ヲ... .. I部がL…、状のも

の もしくは~.カーブさせてい、 、ー ー形」とした。また、 2 部の

形λにより、 u'..→りがあるもの、戸 :J、挟りがj ‘一一 ぶもの

:脚」とした。単 d形'

いてもう:一、-• た。 j
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→ーごとに主 2の仕方に:"0
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しては

E 

こL

黒曜石製神津島臆馳島群32点、箱根摺摺群2点、諏訪農ケ台群2点、黒曜右産地不明 1点、その備の石

材としてはガラス質黒色安山岩製1点、チャート製 l点で、あった。このうち22点を捕載した。素材剥片

の面を表裏商面に残すものは17、19、22、24、25の他計7点、表裏のいずれか 1面に残すものは施、 26、

29、35の他計7点である。ちなみに信州系石材の2点は紫幹事j片の面を残していない。細部調整につい

て辻、 A類は10点、 B類は13点、 C類は16点である。

m群平面三角帯・長脚(第117図38"'-'43)

全部で6点出土している。思耀石製で神津島思馳島群3点、諏訪農ケ合群1点、和田英蓉ライト群1

点、天城柏峠群1点である。数は少ないが黒曜石産地のパりエーションが寵む。繋材剥片の面を表裏両

面に残すものは錦、 43でありいずれも黒曜石製、神津島思馳島群である。 39は挟りの奥の部分表裏面と

もにすりガラス状になっており、局部磨製石錬である。黒曜苓製で産地は和田英蓉ライト群でるる。細
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第 5i;i 縄文時代早期の遺構と遺物

• • 。
)( 

• • • 

C二ミo 

.，--、

i へ、左「。 • 

• 
• 

回・ • • • 圃

•• ソccs• 
• 可。 。• 

• 
• 日• 

• .・・
圃 • 。 • 

• 
。 。

• • 
。 • 。 • 

• 
。

/ G 

• 言 . 
A AGKT 。• • 

.・ 正〉
HNHJ 

薗 • KZOB 

• d 

主コ * SWHD 

」
)( 推定不可

。 • 
)( 

。測定不可。
• • )[ 

F 
Ch 

• 工互 Ch (Re) 

• • v Rhy 

• マ RSh 

.・・
E 

• 

。 10m 
22 

第115図 縄文時代石槍・石鉱産地石材別分布図(集落域)
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第 5章 縄文時代早期の逃檎と遺物
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部調整については、 A類は2点、 B類は2点、 C類は2点である。諏訪星ヶ台群の長脚鍛についての考

察は第7章総括でふれる。

町群平面三角形・基部不明 (第117図44，，-，45)

基部欠損品ではあるが、刃部の様子から平面形状は三角形であると予想されるものをまとめた。4点

が該当する。そのうち 2点を掲載した。黒曜石製で神津島思馳島群2点、天城柏峠群 1点、諏訪星ヶ台

群 1点である。細部調整については、 A類は2点、 B類は 1点、C類は 1点である。

V群平面湾曲三角形・平基(第117図46"-'49)

刃部がわずかながらも膨らむような湾曲しているもので平基のものをま とめた。4点が該当し、すべ

てを掲載している。内訳は黒曜石製神津島思馳島群3点、 黒曜石産地不明 1点で、あった。素材剥片の面

を表裏両面に残すものは46、49、どちらか一面に残すものは48である。細部調整についてはA類なし、

B類は1点、C類は3点である。

VI群 平面湾曲三角形・凹基 (第117図50"-'63)

平面形状が湾曲三角形で基部に挟りのあるものをまとめた。 22点が該当し、 内訳は黒曜石製神津島恩

馳島群18点、 黒曜石産地不明 1点、流紋岩製 1点、赤色頁岩製 1点、赤色チャート製 1点であった。こ

のうち14点を掲載した。素材剥片の面を表裏両面に残すものは52、58、59の他5点、どちらか一方に残

すものは51、55、60の他6点である。細部調整については、 A類は3点、 B類は6点、 C類は13点であ

る。 51は裏面に縦溝状剥離ι思われる先端部からステップ状の剥離が見られる。

四群五角形(第117図64)

64の1点のみの出土である。細部調整は不明のC類である。チャート製。

四群 欠損品(第117図65"-'67)

平面形状を推測するのが困難なほど欠損が大きいものをここにまとめた。 32点が該当し、全て黒曜石

製で、神樟島恩馳島群25点、箱根畑宿群 1点、天城柏峠群1点、産地不明5点であった。このうち 3点

のみ掲載した。 素材剥片の面を表裏両面に残すものは3点、どちらか一方に残すものは9点である。細

部調整については、A類は3点、 B類は4点、 C類は26点である。

1x群 未製品 (第117図68"-'75)

本群では明らかに未製品と思われるものをまとめた。 24点出土している。黒曜石製で神津島恩馳島群

23点、産地不明 1点であった。このうち 8点を掲載した。石蟻の尖頭部を作出しているものが68から71、

周縁部に平坦剥離を施しているものが72から74、石鎌を志向した剥片を剥離し、わずかな調整を加えた

段階のものが75である。ほとんどのものが素材剥片の面を残している。細部調整については、 A類は2

点、 B類は 1点、 C類は20点である。

(3) 削器 (第120図1"-'第124図15)

30点出土している。 石材は黒曜石11点、ホルンフェルス 3点、ガラス質黒色安山岩6点、輝石安山岩

3点、細粒安山岩 l点、流紋岩5点、細粒凝灰岩1点である。このうち15点を掲載した。

特徴的な形状であるものとして、刃部の一部を尖頭状に整形もしく は残しているものがある。 1は石

刃のような縦長の断面三角形の剥片を素材と し、 右側縁は裏面に連続した剥離を施し、左側縁は裏面に

連続して、かつ表面は断続的に剥離を施し、両側縁に刃部を作出している。下部は集中的に表面に細か

い打撃が加えられており、 尖頭状の形状を意図していた可能性がある。流紋岩製。 2は打面を残す大振

りな員殻状の剥片を素材とし、下部および左側縁の表裏両面に細かい調整を施して刃部としている。正

面上部には連続した打撃の痕が見られ、打面を除去しようとした痕跡と考えられる。 3は右面の自然面

が残る場所を打面とした幅広の剥片を素材と し左側縁に両面から連続した剥離を施して刃部としている。

nu 
nu 

---



第 5主主 縄文時代早期の遺構と遺物

右側自然面からは表面の一部に打撃を加えている痕跡が見られることや、下部には尖頭状の形状を作り

出そうとしたような痕跡が見られる。 9号陥穴状土坑より出土した。 ガラス質黒色安山岩製。4は幅広

の剥片を素材としている。左側縁上部と右側縁は表面側に連続した剥離を施して調整し、その後裏面に

も加工を施して鋭利な刃部としている。上部は尖頭状の形状を意図している可能性もある。 4号住居跡

より出土している。ガラス質黒色安山岩製。

刃部を比較的大きい剥離を連続するこ とで鋸歯状にしているものがある。 5は左側縁に階段状加工を

施し、刃部を作出している。細粒凝灰岩製。 6は縦長な剥片を素材とし、左側縁裏面側に連続した調整

を加えて列部としている。流紋岩製。

刃部を複数持つもので一部掻器のような角度の大きい刃部を持つものがある。 7は断面三角形の細長

い剥片を使い、 右側縁全体を刃部としている。下部には細かい調整が施されており、掻器のような刃部

を持つ。 黒曜石製、神津島恩馳島群。

刃部が広い範囲にわたって作られているものまたは複数箇所調整が施されているものをまとめた。8

は石匙にみえるが、突出部を持たないので削器とした。 横長の剥片を素材とし、左側縁部全体は裏面に

連続した押圧剥離を丁寧に施して刃部を作出している。 右側縁に打面を残す。 黒曜石製、 神津島恩馳島

群。 9は円f擦を原石とし、自然面を多く残す。原石から横長で嵩高の剥片を剥離した後に右側縁の表裏

両面に調整を加え刃部としている。 上部は裏面にも連続して敵打している。 輝石安山岩製。

多少の調整は他にも見られるものの、刃部として使用された部分が 1つであると思われるものに以下

がある。 10は左側縁を表裏両面から断続的に打撃して刃部を作出している。 9号陥穴状土坑より出土し

ている。 11は自然面を多く残す横長の剥片を素材と し、右側縁中部から下部にかけて両面から調整し刃

部としている。ホルンフェルス製。 12は縦長で幅広の剥片を中央で折り取り、細長い剥片としたものを

素材とし、左側縁および上部の一部に、表面に連続した抑圧剥離を施すことでスク レイパーとしている。

黒曜石製、神津島思馳島群。 13は厚めの横長剥片の下部を表面に調整を施して刃部としている。 9号陥

穴状土坑より出土している。細粒安山岩製。

若干の挟りが見られるものが2点出土している。14は縦長の断面三角形の剥片を素材としている。左

側縁上部と右側縁上部に装面から加工を施し、刃部としている。 15は右側縁中央付近に挟入部を作出し

ている。上部には微細剥離が見られ、 刃部と して使用した際の使用痕であると思われる。 2号陥穴状土

坑より出土している。 左側縁中央には、同じく裏面より集中的に剥離を施し、挟入部を作出している。

いずれも黒曜石製で、産地は神津島思馳島群。

(引掻器 (第124図遺物番号9461)

1点出土している。縦長剥片を素材とし、下面に平坦面を作出した後に裏面側からの刃部加工を施し

掻器として使用している。 黒曜石製、神津島恩馳島群。

(5) 石匙 (第124図遺物番号8859)

石匙は1点出土している。横長の剥片を素材とし、一部素材の剥離面を残す。摘み部は表面側から折

れて欠損している。刃部は主に背面側からの連続した押圧剥離により作出され、 嵩高な断面形状になっ

ている。刃部再生のためか押圧剥離開始面が剥片の厚さがあるところまで後退しており、刃部は掻器の

ような急斜度になっている。 4号住居跡から出土している。 黒曜Zゴ製で産地は神津島恩馳島群。
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第 5主主 縄文時代早期の遺構と遺物

(6) 石錐(第124図1・2)

3点出土している。 1は全周を非常に丁寧に調整している。出土場所は調査区中央の埋没谷付近であ

り、集落とは時期を異にする可能性がある。 2は剥片の一端を尖頭状に整形することで石錐としている。

集落域で出土している。 3点はいずれも黒曜石製、産地は神津島恩馳島群。

(7) 訣状耳飾(第124図1・ 2)

決状耳飾が2点出土している。いずれも調査区東側に占地した集落域西の包合層から出土した。 lは

断面が楕円形を呈し、乳白色、灰白色、黒色とが原石の層ごとに見受けられ、斑状に色が混ざるように

見える。スリットとは反対側に穿孔があり、その近くから欠損していることから補修孔と考えられる。

穿孔内には稜が見られることから表裏両方向から穿ったのであろう。ス リットの部分は丁寧に磨き上げ

て角を取り、滑らかに加工してある。左面に見受けられるように、断面の円に沿うよ うな線状痕が側縁

に残る。 整形時の磨り痕であろう。

2は断面が楕円形を呈し、光沢のある褐色をしている。これも同様に表裏両方向から穿ったと思われ

る内部に稜を持つ穿孔がある。穿孔付近の折れは風化し、さらに磨かれたかのような光沢をもっo 反対

の折れはスリット部であると忠われるが研磨の痕跡はみられない。

両者はともにタノレク溶岩いわゆる滑石製であるが、色、手触り、ス リット部の研磨の有無などかなり

異なる。前者はミニチュア土器と、後者は特異な形状の石皿とに近接して出土している。出土様相から

の考察については第7章総括において触れたい。

(8) 石核(第127図1"-'第131図16)

54点出土している。 黒曜石は41点、産地の内訳として神津島恩馳島群36点、諏訪星ヶ台群1点、分析

不可等4点、ホルンフェルスが6点、 ガラス質黒色安山岩が7点である。石鎌以外で製品において諏訪

星ヶ台群の黒曜石を使うものは石核 1点だけである。このうち16点を掲載した。剥片石器の素材となる

員殻状剥片を作るために、打面の転移を頻繁に行っている様子がうかがわれるものが多い。 主要な剥片

剥離の様子から大きく 4群に分類した。 1群は打面を作り比較的定まった方向から打撃を加えて剥片を

取り出そうと意図しているもの、 E群は石核の周縁音防ミら求心的に打撃し剥片剥離を行、っているもの、

E群は両極打撃のように対極的な方向からの剥離が残る方法で剥片をとろうと意図していたもの、 IV群

は石核の多く の面を多方向から打撃し剥片剥離をしているものとした。 1群は先定剥離作業的な要素が

見受けられるが、 E群からN群は優先的な打面をもたずに剥片を剥離するたびに打面を選び作業をして

いる点で異なるといえる。

I群 (第127図 1"-'第129図8)

打面を作り定まった方向からの打撃で剥片を取り出そうとしたものをまとめた。 1は非常に大きい石

核である。上面に多方向からの調整を加えて平坦な面を作り、表面および右面を主な作業面として上か

らの打撃を加えて縦長の剥片を剥離している。下方には剥片剥離開始面とは対極的な細かい剥離が見ら

れる こと、さらには下方エッジには潰れが見られるこ とから台のようなものに置いて作業をしたものと

考えられる。黒曜石製、産地は神津島思馳島群。 2は上面を裏面倒より打撃し平坦面を作り、それを打

面として正面、 裏面において幅広の剥片を剥離している。ガラス質黒色安山岩製。3は上面を打面とし

て剥片剥離をしている。自然面を残す。 1J号竪穴状遺構から出土した。 ホルンフエノレス製。 4は石核上

部を裏面側よ り大きく打ち割り打面を作り出している。 表裏両面に作業面が残る。ガラス質黒色安山岩

製。 5は上面を平坦に調整した後に打面として員殻状剥片を剥離している。 4号住居跡出土。黒曜石製、

産地は神津島恩馳島群。 6は上高を打面として調整し剥離しているが、正面左方向からも剥離をしてい

ハ叶
υ

円
叫
υ



N 

M 

L て三
快 一一一K 

J 
¥ 

「一一一一一一一一一レ/ ¥ / 
企 .. 。レ~

一一'-----ー~
口。。:ぬ才一レ/

。
、」ーーーーーーーー

。O~ ¥ v H 。
k 。 』守以 。o ~ 

、"・・ . '. 
G - 闘P

h 
。 ー=コ恨口

Eコ
一 亡コ " • 

F 一____，___、
Cコ . ~・.. . 

戸¥卜¥

ど~E 

卜~... Hor 

L D TC GAn 

• KZOB 

~‘ C * SWHD / 亡 コ 未聞査区峨

。Ob(産地不明) '-...J 医ITZl同IJ平区域
B 

~ 23 1
24 

2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 

I
MCO
-

縄文時代石核石材別分布図第125図



A Hor 

" GAn 

・KZOB

* SWHD 
~ Ob (産地不明)

。

o 
Cコ

。
同

岡

同 -o 

。

O 

Cコ

。
• 
く〉

第 5 ~ 縄文時代早期の遺構と遺物

血

。 0(;き

0.0 0⑤切同

<> 

A 

.Cコ

0 

・o.

。

亡〉

0 

• 

G 

• 

第126図 縄文時代石核石材別分布図(集落域)

22 

1i
 

nu
 

q
L
 

岡

血

• 
F 

• 
• E 

10m 
23 



る。 黒曜石製、産地は神津島恩、馳島群。7は上面を打面として整えた後に表面と裏面を作業面としてお

り、上方向からの打撃により目的とする貝殻状剥片を剥離している。特に裏面側の剥離に際して打面調

整を施したような痕跡が残る。2号竪穴状遺構から出土した。 黒曜石製、産地は神津島思馳島群。 8は

上面を打面とした剥離を最終作業面としているが、下面にも作業面を残す。 4号住居跡から出土。 黒曜

石製、産地は神津島恩馳島群。

E群 (第129図9"-'第130図11)

石核の周縁部から求心的に打撃し剥片剥離を行っているものをまとめた。 9は自然面を多く残す角の

磨耗した礁を素材としている。表面を周縁部全体から敵いて剥片を剥離している。 表面は平坦になって

おり打面として利用することを考えていた可能性もある。 10は大きい原石を使用している。正面左側上

部は節理で割れている。ホルンフェルス製。 11は接合資料である。 亜角礁のガラス質黒色安山岩を素材

とし、自然面を多く残す。遺物番号1173の石核に2309の剥片が接合した。

E群(第130図12"-'第131図15)

対極的な方向からの剥離が残る方法で剥片をとろうとしたものをまとめた。作業台の上に置いて加撃

し剥片剥離を行ったのであろう。 12は上方向からの剥離を最終作業面としているが、その際に剥離の痕

跡にステップが見られ、対極的な方向からの力が加わったものと考えられる。2号住居跡から出土した。

黒曜石製、産地は神津島恩馳島群。 13は上方向からの連続した打撃に対し、下部に細かい剥離が見られ

る。黒曜石製、産地は神津島思馳島群。 14は諏訪星ヶ台群の黒曜石を使用しているもの。自然面を打面

として剥離した剥片をさらに石核として打面転移を行いながら剥片を作り出そうとしている。なお出土

層位は砂沢スコリアと比較的上層であること、調査区中央部埋没谷付近から出土していること、あわせ

て産地が本遺跡では希少なことなどを考え合わせると早期末葉の遺物ではない可能性がある。 15は接合

資料である。 正面上方からの打撃により貝殻状剥片を取り出した際に生じたと思われる小さい剥離が下

方にわずかであるが残る。石器集中 (BL02)より出土しており、石核17765は剥片17772と接合した。黒

曜石製、産地は神津島恩馳島群。

町群 (第131図16)

打面転移が頻繁に行われているものをまとめた。画一性は見られず、作業過程で生じた平坦な面をそ

の都度、打面としている様子がうかがわれる。接合した 1点を掲載した。モi核2308は剥片1863と接合し

た。ガラス質黒色安山岩製。

(9) 両面調整石器 (第132図1"-'3)

両面をほぼ全周にわたって剥離が見られるものを両面調整石器とした。が適当なものも含んでいる可

能性がある。 3点出土しており、ホルンフェルス 2点、ガラス質黒色安山岩 l点である。

1は握りこぶし大の大きさで、正面は全周を裏面側から求心的に、 裏面は正面側左側縁部を直接打撃

により剥離を行っている。削器の可能性もある。 1号住居跡から出土している。ホルンフエノレス製。 2

は比較的横長の不定形剥片を主に表面側に調整を加えている。石核の可能性もある。ホルンフエノレス製。

3は接合資料である。 18319、18517が接合している。自然面を一部残す幅広の剥片を素材としている。

正面は右側縁を、裏面は左側縁を調整しており、 中央で2つに折れた後も折れ面から敵いた痕跡が一部

見られる。削器のように使用された可能性がある。ガラス質黒色安山岩製。
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第 5章 縄文時代早期の遺構と遺物

(1目標形石器 (第135図 1"-'第136図22)

81点出土している。このうち22点を掲載した。黒曜石製が75点でほとんどを占める。黒曜石の産地内

訳は、不明が2点でその他は全て神津島思馳島群である。 本器種では、 I群としたいわゆる 「曽根型細

石核」といわれていた石核的な要素が多いものと、 E群とした剥片状のものに両極打撃を加えたものと

の2群に分類した。 前者は残核をさらに分割しようと試みたもの、また後者は剥片をあてた状態での打

撃により対象物を割ろう とした作業の産物であると考えられる。また、 後者の中には、 石核から石銀の

素材となる剥片を剥離しようとする作業のなかで作り出されたものも合まれている可能性もある。

I群石核的要素の多い棋形石器(第135図 1"-'5)

特に細長の剥離の痕跡が見られるものを本群とした。 17点が該当する。そのうち 5点を掲載した。3、

4は両極打撃による剥離のほかに側縁部にも小さい剥離が見られるものである。横方向の剥離の対面は

いずれも折れてなくなっているが、横方向も使用した可能性がある。 いずれも黒曜石製、産地は神津島

恩馳島群。その他のものは敵打方向を基本的に転移させず上下に両極打撃の痕跡が残るものである。 1

が水品製で、他は全て黒曜石製、産地は神津島恩馳島群。

E群剥片状の棋形石器(第135図6"-'第136図22)

剥片形状のものに両極打撃の痕跡が残るものをまとめた。 64点が該当するが、 17点について掲載した。

6"-'8は両極打撃の痕跡が上下と左右といったように敵打方向を転移させていると思われるもの、 9"-'

11、22は上下一方向のほかにも打撃痕が見られるが一方が折れ等によ り確認できないもの、それ以外は

主に敵打方向を基本的に転移させず上下などに両極打撃の痕跡が1対残るものである。15は水品製、19

はガラス質黒色安山岩製、他は全て黒曜石製であり、産地は13が不明であり、 残りは全て神津島思馳島

群。

。1) 加工痕のある剥片(第137図1"-'第138図25)

61点出土している。このうち25点を掲載した。素材となる剥片の形状を「縦長の剥片」、ir幅広の剥片山

「貝殻状剥片」、「不定形な剥片および不明」の大きく 4群に分類した。調整が加えられていることから

素材剥片の形状が不分明なものが多いため、分類はあくまでも傾向として捉えていただきたい。

I群縦長の剥片を素材とするもの (第137図 1"-'4)

素材剥片の長軸方向にリングが生じているもの 6点をまとめ、そのうち4点を掲載した。3は模形石

器の可能性もある。全てが黒曜石製で、産地は神津島恩馳島群。

E群 幅広の剥片を素材とするもの(第137図5"-'第138図10)

15点をまとめ、そのうち 6点を掲載した。 5は正面側を連続した押圧剥離で調整を加えている。石鍬

を作ろうと していたのかも しれない。 7は折れ面以外ほぼ全周にわたって調整を加えられている。下部

を刃縁とする撮形に近い形状の打製石斧が欠損したものである可能性がある。頁岩製。図化したものの

うち、7以外はすべて黒曜石製で、産地は神津島恩馳島群。図化していないものの中に、輝石安山岩製

のものが1点ある。

E群 貝殻状剥片を素材とするもの(第138図11"-' 12) 

幅広の剥片の内、特に調整前の素材剥片が貝殻状であったと予想されるもの 5点をまとめ、 2点のみ

掲載した。11は輝石安山岩製。その他は黒曜石製で、産地は神津島恩馳島群。

N群 不定形な剥片を素材とするものおよび不明(第138図13"-'25)

35点をここにまとめ、うち13点を掲載した。 18、22、23は尖頭状の形状を意図していた可能性がある。

19が流紋岩製。その他は全て黒曜石製で、産地は神津島恩馳島群。

ハヨハUη，ム



N 

M 

L 

K 

一一←一一一一一

刊

レ
J 

一[¥. 

~主

e、

白÷| 
H 

堂、コ
ト」

Cコ

『去二半半とと半~

f、竺
←一一一

t 

。
ζコ

-T一一一ト¥
ナー一一、

E 
一一←一寸 1'" 模形石器

o 1 1 0 使用痕のある華1)片

一一一一--I---j口 加工痕のある剥片

C 

B 

18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 24 
~ 

t 

0 2Om 

縄文時代模形石器 ・加工痕のある剥片・使用痕のある剥片分布図第133図



可F

二コ

。

。
〈コ

@ 

。
。。

。
QJ 

v 

/ 
10m 

第 5I主縄文時代早期の遺構と遺物

可F

-.. 0 。。

。

「ー1 r可o ~. 口

V門③rhJiv 

i:l口

G 

。
H 

。
v 

Vミコ。
田

。往二〉
。

門
『 o v 

可rOI -.. 口 V

a F 。
v 。

V 模型石器

。使用痕のある剃片

E 

v 

可F

。

22 

第134図 縄文時代模形石器・加工痕のある剥片 ・使用痕のある剥片分布図(集落域)

寸
l
-

吋

i
a

つゐ



内
閣

官

b

斜
uc
G

A
M
W
 

問
M
M
u
r

。

白

凸

日

閉
削
劇

4 1149 
KZOB 

町

必
己

C 

hv
勺

5 1370 
KZOB 

くフ 8 15439 

7 9628 包P KZOB 

KZOB 

亡〉 4三ヲ でヲ
fイ1 /ぐすヲ守で宮司』 l、v、 i 唱 rヲ「ー芳、 .-、

ミミテ

~-i議Q重量
ζ二〉 9 7970 V ViY ν ¥iP !{j 11 17270 

KZOB KZOB 

G ~ 
10 1374 ρ 

KZOB 

ζコ 。

第135図 縄文時代石器(14)模形石器 1

212 -

G
C
 

3 16930 
KZOB 

~ 

3問。圏
~ 61，:~nO 

てコ

~ 



第 5章 縄文時代早期の遺構と遺物

自畿地 命令静
匂

d 1139 

ゆ-~~。ρ

εぅ9
ゆ
品
川
旬
。
ρ

白
口

19 15576 
GAn 

ミミ
て3

18 15787 
KZOB 

hヨ
一J爪

川
川
川
川
り

文芸三三ヲ
ζ二二フ

21 15977 
KZOB 

じ二3
ζコ

22 8976 
KZOB 

3cm 

つd--
円
λ山



一一一一 ー，副幽胸抽目栴“ー-一一町一--一一一一一一一一一

ハ
い川
以側仰

の
昨
幽
5

A
劇
割

8

2

〉

臥

悶
悶
喝

/
L
ぬ
闘
関
ww
m
m

九
岬
川
ほ
げ
ν

4

〉!仇
綱
川

同

協

V
〈
い

でZ て1

1 9480 
KZOB 

~ 

亡コ

一 214-

月い
V

7 1763 
Sh 

〈三ミ〉
2 10486 

KZOB 

間
U
M
M
V

A
関
開
銀

問
げ

心。3 1502 
KZOB 

6 1778 
KZOB 

j合同
C二二コ

6 8 7546 
KZOB 

~-~~ 

第137図 縄文時代石器(16)加工痕のある剥片1

D 9 10396 
KZOB 

?司cm



でき空う

第 5:l!J: 縄文時代早期の遺構と遺物

~}b-~ 躍盈
竜三ヨ

4き習塾 10 7344 

どこ三二コ

KZOB 

ζつ
制母

亡フ
ζ:::::-， 13 9205 

ζ二二コ
4二;斗ドー

KZOB 

11 14821 
r択'1. 1で下干「、

An (py) 

ζ二コ
15 10279 

KZOB 

九四脚
倫
瞬

間

w
繍糊
ム

17 4887 
KZOB 

。髄0b議

智
一一Cミ二二二フ

25 1444 
KZOB 

~ 
16 7352 

KZOB 

午ミ

口

-紅一色
て〉ロOB

てξご3

切00
43 19Z13 
ζ二三

て〉

一感一議

とこ〉
22 11175 

KZOB 

第138図 縄文時代石器(17)加工痕のある剥片2

戸

k
d

円
〆
“

14 1927 
KZOB 

j替問

内-1)
p kZOB 

。 3cm 



(12) 使用痕のある剥片(第139図1"--'9) 

使用痕が肉眼で観察されたものをここにまとめた。全部で52点出土している。ここでは大振りなもの

や使用痕の比較的顕著なもの 9点を掲載した。 図化したものの石材の内訳は神津島思馳島群を産地とす

る黒曜石8点、赤色チャート 1点である。 加工痕のある剥片と同様、素材となる剥片の形状を「縦長の

剥片」、「幅広の剥片J、「員殻状剥片」、「不定形な剥片および不明J の大きく4種類に分類した。

I群縦長の剥片を素材とするもの(第139図1"--' 4) 

比較的縦長の剥片を素材としているものをまとめた。 1は端部に、 2は左側縁下部に、3は左側縁下

部から端部に、 4は左側縁にそれぞれ微細な剥離が見られた。全て黒曜-'6-製で、産地は神津島恩馳島群。

E群 幅広の剥片を素材とするもの (第139図5) 

5は自然面を多く残した赤色チャー ト製である。左側縁上部と端部に、微細な剥離が見られた。

E群 貝 殻 状剥片を素材とするもの(第139図6"--' 7) 

6は右側縁と左側縁下部に、 7は端部にそれぞれ微細な剥離が見られた。2点は黒曜石製で産地は神

津島思馳島群である。

W群不定形な剥片および不明(第139図8"--' 9) 

8は右側縁に、 9は左側縁に微細な剥離が見られた。 黒曜石製で産地は神津島思馳島群である。

使用痕のある剥片に分類したものの中には、非常に微細な剥離が連続しているものも多い。微細剥離

については剥片剥離の際に偶発剥離が生じることが剥離実験によって確認されており、 使用による微細

な剥離との識別は難しいとされる。実験から偶発剥離は背面側に生じることが多いという結果があるの

で背面側に微細剥離が顕著に見受けられるものの中にはあるいは偶発剥離も合まれている可能性がある。

(西秋1994、御堂島2005)

(13) 打製石斧(第140図1"--'第141図7)

7点出土している。 1は刃縁偏刃の円礎石斧である。素材である円礁の自然面を多く残す。調整は主

として裏面側で行われているが、刃縁のみ両面から調整している。ホルンフェルス製。2は刃縁直刃で

短冊形の打製石斧である。幅広の剥片を素材とし、裏面に主剥離面を、表面には素材剥片の面を残す。

ほぼ全周にわたって剥離末端部が周縁に留まるような細かい調整がなされている。刃面の一部には研磨

したように滑らかになっている部分があり、使用による磨耗であると思われる。頁岩製。 3は刃縁凸刃

の円礎石斧である。ほぼ全周にわたって剥離末端部が周縁に留まるような細かい調整がなされているが

右側縁は敵打痕が集中しており、素材剥片を薄くしようとしていたのかもしれない。主として表面側に

調整を施している。ホルンフェルス製。 4は見j縁直刃の石斧である。縦長で嵩高の剥片を素材とし、 裏

面に主剥離面を残す。裏面の左側は欠損している。欠損部を除くとほぼ全周にわたって剥離末端部が器

体の奥まで及ぶような調整を施している。頁岩製。5は細長い形状と両側縁をエッジ状に稜線をそろえ

ていることから打製石斧とした。 剥離末端部が器体中央にまで及ぶような念入りな調整が施されている。

刃部があったであろう部分は正面倒lからの折れにより欠損している。頁岩製。6は刃縁円刃の円礁石斧

である。素材である円礁の自然面を表面に多く残す。表裏両面の周縁部に調整を施しているが、 特に裏

面は剥離末端部が器体の奥まで及ぶような調整であり、断面凸レンズ状の形状に整えている。細粒安山

岩製。7の打製石斧は17930の剥片と接合した(接合番号S-15)。原石を周縁部全体、特に左右両側縁と

下部から連続して敵打し、素材を薄くしようとしている。 左側縁下部からの敵打により17930の剥片が剥

離し、さらに細かい調整を加えて刃部を整形している。剥片は9号陥穴状士坑 (SF23)より、石斧はG

022グリッ ドより出土している。ガラス質黒色安山岩製。なお、このガラス質黒色安山岩は互層状に混入

物があり、均質感に乏しい。 総論に石材について若干の考察があるのでご参照いただきたい。
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石斧整形時に剥離された剥離末端部が器体の周縁で終わっているのか、 あるいは奥まで及んでいるの

かの違いは、石器製作時の素材に対するハンマーの敵打角度に関係があることが考えられる。(大工原2004)

日4)礁器(第142図 1"-'第144図19)

機器が23点出土している。そのうち19点を掲載した。伐採などさまざまな用途に使われたであろうと

考えられる。原礁の形状を多く残し一部敵打によ り刃部を形成しているものがほとんどである。刃部作

出の方法が表裏両面から作出されている両面機器と片面で作出されている片面磯器刃部とに分けた。用

途は特に違いはないと思われるが、輝石安山岩の剥片を利用した削器があることから、 剥片を取り出す

ための石核も合まれている可能性はある。なお、 10は石皿16821との接合関係が見られる。詳細は石皿の

項に譲る。

1"-'6は交互剥離をしている両面牒器である。刃部の様子は4が直刃であり、 他は凸刃である。他は

すべて片面にのみ剥離を施して刃部を形成している片面礁器であり、 15を除くすべてが凸刃の刃部であ

る。

機器作製時の素材選択という観点から見ると、 12のみ円離を素材としており、他は亜角礁を素材とし

ている。但し10のように磨り面を有し、石皿から転用されたと思われるものもあり、亜角礁を素材と し

ているものの中には、 石皿を素材としていたものも合まれる可能性がある。 1、6、14などがそれに該

当する。

(15) 磨石類(磨石・敵石・磨敵石、 凹石) (第147図 1"-'第151図47)

磨石、敵石、凹石は全部で272点出土しており、 そのほとんどは植物質食料加工に利用されたと思われ

る。但し、敵石の一部には石器製作時に使用されたハンマーも合まれている。遺物個々についての観察

では、磨りの痕跡だけが観察されたものを磨石、磨りの痕跡と敵打痕が観察されたものを磨敵石、敵打

痕のみ観察されたものを敵石、磨りの痕跡、敵打痕のいずれか一方も しくは両方あるもので明確に部分

的に凹むものを凹石とした。用途としては全体的に大きな違いはないと思われるが、一部特徴的な敵打

痕のあるものは敵石のところで報告する。また形状により球形、円盤形、棒形、小判形に分類している

が、分類基準は第7主主総括で詳述しているのでそちらを参照されたい。また破損が著しく、分類できな

いものも多かった。

敵:(::Iは、敵打痕のあるもののみを分類しているが、中には風化により磨りの痕跡が確認できなかった

ものが合まれている可能性はある。このうち、 6点 (17・18・24・26・33・43)は敵打痕が直線状とな

っており、 溝状に窪んだ断面がU字も しくはV字状になっているものである。御堂島正の分析した、 両

極剥離作業に使用された際に生じた敵打痕に類似する(御堂島2005)。また、 40"-'42はいずれも砂岩製で

あり、形態的にも特徴がある。いわゆるハンマーストーンとして石器製作等に用いられたと見られる。

(1日 石皿(第154図1"-'第156図17)

石皿は55点出土している。そのう ち、 17点を掲載した。石皿は使用状況の違いで4群に分けた。 1群

は石皿の表面は平坦で、あり全体的に磨った跡があるが、磨耗等によりまったく凹んでいないもの、E群

は表面全体に磨った跡があり、全体的に凹んでいるもの、 E群は表面の一部分が径10cm程度の円形状に

凹んでいるもの、N群は使用状況がわからないものや欠損品をまとめた。磨り面については平面図で図

示しているが、なお、石皿については総括においても若干の考察を加えているのでご参照いただきたい。
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形状分類

器 種 球形 円盤形 棒形 小判形 形態不明 合計

磨 石 磨 り面の みを有するもの 9 7 3 。 18 37 

磨 敵 石 磨り面+敵打痕を有するもの 36 55 13 9 17 130 

敵 石 敵打痕のみを有するもの 33 19 19 9 14 94 

凹 石 明確な山み を有するも の 5 4 1 1 。 11 

iにbコ、 計 83 85 36 19 49 272 
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I群(第154図1'"'"6、第155図8・9)

17点出土しており、 8点を掲載した。 3は礁器17750と接合した。ここでは接合した状態の実測図を掲

載しているが、礁器のみの実測図は143図10に掲載している。 l諜器にも磨り面が存在することから、 石皿

は使用に耐えうる状態であったにもかかわらず、礁器作出のために意図的に破断されたのではないかと

考えられる。 また、この接合は本遺跡内で最も距離のある接合であり、その距離は99mを測る。石皿が

集落内に残置されたのに対し、 機器は集落外に持ち出され、何らかの作業の後にその場所で役目を終え

たと考えられる。

E群(第155図10'"'"11) 

6点出土しており、 2点を掲載した。 掲載したもののように両面に磨り面が見られるものが多い。

E群(第155図12'"'"第156図14)

4点出土しており、 3点を掲載した。 接合した12の石皿は比較しでも凹みの範囲、深さが小さいが、

表裏面と もに凹み部分に多数の打痕が見られる。

N群(第154図7)

28点出土がここに該当する。そのうち遺構内から検出された1点についてのみ掲載した。

(17) 台石(第156図15・16)

磨った痕跡がないものを台石とした。 12点が出土しているが、 いずれも明確な敵打痕は見られなかっ

た。 2点についてのみ掲載した。素材礁の形状は、亜円礁のものと角棟、板状礁のものが見られた。

(18) 砥石(第156図17)

l点出土している。大部分が破損しているため詳細は不明であるが、残存部には謄られた痕跡が見ら

れる。 しかし、 磨石として使用するには磨り面が利用しにくいと考えられるためここでは砥石とした。

(1引 接合関係の見られた石器

接合関係が見られたものについて、出土状況を図示した(第157・158図)。

この うち、実測図を掲載したものは、掲載順に、 S-16、S-25、S-12(以上は石核+剥片)、S-14(両

面調整石器+剥片)、 S-15(打製石斧+剥片)、 S-7機器、S-17'""'S-21、S-26(以上は磨石類)、 S-22'"'" 

S-24 (石皿)である。
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第46表 縄文時代早期石器観察表

図版需り 遺物語寄号 俗 掴 グリッド|『FJ 面 {立 右耕 車地 J格 1植合 重Cg量) 盛Ccm径) 熔Ccm笛) 厚Ccmさ) X鹿掴 Y鹿掴 Z鹿欄 舟矧

都冒1H1166図図 石1曲
16348 石信 Hヤ 023 SB04 国土 Ob IαOB 680 

ーー・
14.7 6.6 2.0 0.7 -90.126.341 35.814.359 256.522 

10467 石瞳 1-023 AN-FB Ob KZOB 542 1.4 2.1 1.8 0.5 -90.119.598 35.816.921 256.729 

買事116嗣 2 10579 石盤 H-023 AN-FB Ob KZuB 543 1.2 2.1 1.3 0.6 -90.123.653 35.816.460 256.724 

簡 116臣I 3 13784 石雌 H-022 ZN Ob IαOB 30 0.6 1.7 1.6 0.4 -90.129.957 35.804.516 257.141 

部1161ii1 4 8876 石雌 E-023 AN-FB Ob KZOB 529 0.7 1.5 1.4 0.5 -90.155.995 35.813.253 255.664 I 

第116図 5 450 府副院 H-023 AN-FB Ob I包 OB 473 0.7 1.6 1.5 0.4 ー90.123.321 35.816.915 256.832 I 

部116盟 6 8396 石厳 G-021 AN-FB Ob K20B 524 1.1 2.2 1.6 0.4 -90 .139.065 35.799.826 257.151 I 

都 ll6函 7 5437 石畳 H-022 AN"-'FB Ob K20B 508 0.6 1.6 1.3 0.4 90，123.945 35，802.037 257.721 I 

lIlll6白 8 13589 石歯医 G-022 AN-FB Ob KZuB 575 0.4 1.4 1.0 0.4 -90.137.773 35.805.571 256.673 

!!lll6悶 9 5723 石酷 1-022 AK-PB Ob KZOB 509 0.5 1.5 1.2 0.4 -90.115.181 35，808.024 257.622 

第116闘 10 3508 石盤 G-022 AN-FB Ob KZOB 500 0.8 1.5 1.5 0.4 90，133.570 35，803.346 257.358 I 

!lm 6闘 II 3598 石瞳 G-022 AN-FB Ob KZuB 501 0.5 1.5 1.1 0.3 -90，]31.026 35.801.281 257.574 I 

餌116悶 12 19<104 石臨 農 協 Ob KZOB 793 0.2 1.3 1.1 0.3 

節目自国 13 7209 石雌 H-022 AN-FB Ob KZus 516 0.5 1.6 1.3 0.3 90.128.121 35.803.257 257.460 

官1116国 14 13474 石雌 G-023 TAOl 磁土 Ob KZOB 573 0.3 1.5 0.7 0.4 -90. 132.056 35，814.550 256.558 

節116閏 15 13447 石館 H-023 TAOl 取土 Ob KZOB 572 0.2 0.7 1.3 0.3 90.129.890 35.813.383 256.654 

1974 石幽 F-023 AN-FB Ob KZOB 487 0.3 1.1 1.0 0.3 -90.147.942 35，810.212 256.115 

2338 石館 H-023 AN-FB Ob HNHJ 489 0.7 1.6 1.4 0.5 -90. 124.685 35.819.503 256.808 

6045 石雌 G-021 AN.-.....-PB Ob KZOB 510 0.5 1.6 1.3 0.4 ー90，131.373 35.797.496 257.693 I 

6154 石雌 F-022 AN-FB Ob KZOB 511 1.5 1.7 1.7 0.5 -90，149.847 35.806.980 255.8<15 I 

6611 石雌 F-022 AN---FB Rhy 0.4 1.2 1.4 0.3 90.140.445 35.曲5.791 256.690 I 

75団 石盤 E歪023 AN-FB 口b K20B 520 0.5 1.1 1.6 0.4 ー90，124.508 35，812.736 257.012 

10268 石盤 H-022 AN-FB Ob KZuB 540 0.7 1.6 1.3 0.5 -90，121.213 35.809.915 257.218 I 

13322 石. G-022 AN-FB Ob KZOB 569 0.2 1.2 0.8 0.3 -90，137.717 35.803.921 256.833 i 

13809 石厳 H-023 AN.......PB Ob KZOB 578 0.3 0.8 1.2 0.2 90.120.223 35.817.702 256.689 I 

19418 石. 虫館 Ob ](ZuB 614 0.6 1.8 1.2 0.4 

首1116悶 16 11523 石館 1-023 AN-FB Ob HNHJ 553 0.4 1.2 1.3 0.3 90.119.163 35.817.796 2臼 720 11 

苛1116悶 17 15759 石厳 H-023 5s04 閣土 Ob KZOs 595 0.7 1.5 1.5 0.4 -90.127.947 35，814.697 256.450 E 

宮H16闘 18 11740 耳有徹 G-020 AN-m Ob KZOB 557 0.4 1.3 1.5 0.3 守 90.130.511 35，787.847 257.951 旺

部1161苗 19 19531 石雌 表 照 Ob N，)話不可 615 0.5 1.6 1.1 0.3 H 

首¥116国 20 14087 石11 H-023 AN-FB Ob KZOB 580 1.3 1.8 1.5 0.6 ー90，122.'157 35.810.262 257.064 E 

お116怯1 21 15320 石雌 H-023 TA02 床而 Ob KZOB 590 0.1 1.6 1.5 0.3 -90，126.66<1 35.819.033 お6.281 rr 
苛1116鴎 22 制)24 有鵬 G-021 AN-pe Ob KZOB 530 0.3 1.6 1.2 0.2 -90，133.656 35.797.284 257.459 B 

ml1GI~ 23 15425 有雌 G-023 TAOI 限土 Ob KZOB 591 0.7 1.5 1.8 0.5 90.130.830 35，813.317 256.517 E 

都1161喝 24 14984 石鉱 H-023 5s02 国土 Ob KZOB 588 0.4 1.4 1.3 0.3 司 90，121.907 35.812.914 256.826 E 

部116凶 25 646 有働 F-022 S5C Ob KZOB 475 0.4 1.4 1.4 0.3 90.140.313 35.805開8 256.891 日

!O116同 26 18813 石雌 F】006 55C Ob KZOs 610 0.3 1.5 1.1 0.3 -90.140.457 35.642.108 257.215 E 

官m日頃 27 3683 石雌 1-1-023 AN-FB Ob KZOB 503 0.7 1.9 1.4 0.1 90.126.505 35.817.238 256.850 n 
部 116附 28 12132 石幽 I--023 AN-FB Ch 1.1 2.6 1.6 0.3 -90.119.390 35.817.793 256.692 E 

部116凶 29 18352 有‘ G-013 SSC GAn 1.3 2.4 1.8 0.4 90.131.047 35.712.535 254.840 日

部116問 30 309 石創匝 H-023 SSC Ob SWHD 469 0.8 2.2 1.6 0.4 90.122.346 35.817.947 256.900 日

ヨ1116向 31 524 有雌 F-OI3 AN-Fs Ob KZOB 474 1.3 3 0 1.7 0.4 -90.1.'6. .'89 35.719.838 お.1.053 E 

部116肉 32 1431 石世 1-023 AN-Fs Ob I<ZOB 482 1.5 2.2 1.9 0.5 90.116.737 35，814.171 257.3剖 E 

百1116阿 33 773<1 石自匝 H-023 AN-F日 Ob KZOB 522 0.6 2.0 1.3 0.3 -90，121.131 35.813.314 257.054 E 

古1I161匂 34 18661 有量跡 F-OIO AN-FB Ob SWHD 607 0.7 1.9 1.1 0.4 90.lol6.377 35，689.365 255.120 E 

百11I6向 指 17824 有雌 G-022 SFOl 回_c Ob KZQB 606 0.3 1.3 1.1 0.3 -90.138.610 35.807.101 256.279 日

首n17同 36 13441 'fi凪 G-023 TAOl i唖土 00 HNI-IJ 571 0.5 1.3 1.3 0.4 -90.130.095 35.814.395 256.534 H 

百":117同 37 2244 打雌 F-021 AN-rB Ob I<ZOs 488 0.5 1.0 1.5 1.0 '叩 .142.276 35.796.207 256.717 n 
258 4百世 H~023 SSC Ob IくZOs 467 0.4 1.6 1.2 0.4 日開 123 田7 35.8)4.719 257.138 日

お3 石幽 H-023 ssc Ob 1<208 468 1.1 1.7 1.5 0.6 調90，123.019 35.817.3'19 256.864 u 

861 .f-iil値 H-023 AN-:FB Ob I<ZOB 478 0.7 1.6 1.5 0.5 -90.124.571 35.811.280 257.294 日

1394 4可自陣 1-023 AN-Fs Ob KZOs 481 0.3 1.3 1.0 0.3 -90.117.856 35.814.5，'9 257.265 E 

1461 石同夜 H-023 AN"'FB Ob KZQB 483 0.5 1.3 1.5 0.3 “90，126.151 35，810.035 257.343 E 

2602 干7雌 H-022 AN"-FB Ob I<ZOB 491 0.4 1.4 1.2 0.4 -90，123.727 35.809.590 257.219 E 

2612 .fiii H 023 AN-Fs Ob KZQs 493 0.5 1.4 1.4 0.4 90.120. ，130 35.810.5l<1 257.283 H 

7512 石雌 H-022 AN-F日 Ob KZOB 519 1.4 1.8 1.6 0.6 90，129.G55 35.805.705 257却2 E 

9307 行箪 G-022 AN-FB Ob KZOB 532 0.4 0.9 0.4 90.13J .167 35.8国 232 257，140 E 

9597 石像 1-1-022 AN......FB Ob KZOB 537 0.2 1.1 0.7 0.3 -90，120.583 35.S田 970 257.298 [1 

1師 41 石. H-Q23 AN-.Fs Ob 1<20s 541 0.4 1.9 1.1 0.4 一90.123.679 35.811.793 256.9回 E 

11<181 打厳 H 022 AN-Fs Ob 1<2013 552 0.4 1.4 l.2 0.3 90.122.071 35.807.838 257.274 日

12452 石雌 G 022 AN-Fs Ob I<ZOs 563 0.3 1.7 1.0 0.4 -90.131田S 35.801.9岨 257.280 E 

13492 :ri雌 1':-023 AN-Fs Ob I(ZO日 57'! 0.5 1.1 1.8 0.4 90.153.681 35.812.132 255.7関 日

13837 .r;織 1-1-022 2N Ob KZOs 38 0.7 1.2 1.7 0.4 -90.122.030 35.804.0∞ 257.467 日

1，1277 イf繊 G-021 2N Ob KZOs 63 0.3 1.1 1.6 0.4 90.131.328 35.799.630 257.409 日

15739 :(1繊 ! 023 八N-fs Ob I<ZOB 591 0.3 1.0 1.2 0.3 -90.1l9.914 35.819.846 256.569 E 

冒~11 7同 38 18811 :f，'融 F-006 SNZ Ob SWHD 609 0.7 2.5 1.5 0.4 ー90，143.852 35.643.086 256.380 E 

節目71"1 39 1甜 14 行自値 H 飢J6 AN-FB Ob 、I{!コHY 611 0.4 2.2 1.3 0.3 90.123.566 35.645.513 261.297 田

部117作1 40 10745 ぷ幽 日目023 AN-FB Ob I<ZOs 547 0.4 1.9 0.8 0.4 90，129.187 35.815.8-18 256.663 阻

部1171討 41 320 訂描 H 023 SSC Ob AGI<T .70 0.2 1.8 1.0 0.2 90.121. 734 35.815似加 257.055 国

~H17阿 '12 17682 イf植 G-012 ssc Ob K20B 回5 0.6 2.0 1.1 0.5 -90.135.330 35.705.341 253.5-17 田

~1l7阿 43 15801 7ia H.023 5B04 慣土 Ob KZUB 596 0.7 1.6 1.1 0.5 -90.127.650 35.816.123 256.109 田

~117阿 4-1 18821 .(;1‘ G 010 AN-Fs Ob AGKT 612 1.4 2.4 1.6 0.5 -90，131.149 35.684蝿9 258.231 W 

~117闘 4 Il041 ;r，酋量 G.022 AN-Fs Ob KZOs 549 1.2 2.6 1.5 0.5 -90.138.897 お .8剖 726 2話 924 W 

1615 石園血 H-022 AN-PS Ob KZOB 485 0.4 1.0 1.2 0.4 ー剖 128.070 35.802.116 257.719 W 

19193 石盤 G一朗4 SSC Ob $WHD 6].) 0.5 1.3 1.4 0.4 山田 .133.133 35.628.552 261曲6 N 

節目7阿 46 4351 石雌 1-1-022 AN--FB Ob KZOB 505 5.4 3.3 1.9 0.9 -90，124.905 35. 80S. 8'15 257.349 V 

冒'SIl7問 47 7739 石晶 1-023 AN-Ps Ob KZOs 523 0.5 1.5 1.3 0.<1 -90，l1B.950 35，810.59<1 257.280 V 

都117岡崎 14559 有雌 H-023 5sOl 隅上 Ob 推福不可 583 0.5 1.2 1.2 0.4 90，123.258 35.817.173 256.522 V 

mllif4 49 10670 石雄 H 023 AN-fs Ob KZOs 545 0.8 1.6 1.5 0.5 90.122叩6 35，811.834 257.043 V 

出I I7I~ 50 12580 石a匝 H-023 AN-m Ch(Rc) 3.3 2.8 2.2 0.7 90.122.010 35.813.605 256.828 、~

古H17阿 51 7514 石雄 H-022 AN-FB RSh 2.0 2.3 1.7 0.4 90.128.257 35ι07.584 257.258 、n
tj>; 11 7肉 52 12147 石島甚 ト023 AN-FB Ob KZOB 561 3.1 2.5 1.9 0.7 ー曲 .119.331 35，817.0'19 256.672 Vl 

~1l 7同 53 9129 石雄 H-022 AN-FB Ob KZOs 53，' 0.5 1.4 1.4 0.4 冊，125.614 35.803.042 257.565 、n
ti1 1 In~1 54 6979 "織 G-021 AN-FB Ob KZOB 515 0.7 1.8 1.4 0.4 ー凹 138.379 35.798.976 257.268 vl 

第11n，(1 S5 11042 石揖 G-022 AN-f8 Ob KZOs 550 0.4 1.4 1.0 0.3 90.138.8<17 35.S曲部3 257.000 、.~

笥117何 回 19<03 :(7厳 llt:: Ob KZOB 792 0.6 1.3 1.5 0.4 vl 

信117凶 57 13321 石細 G 022 λN-FB Ob KZOB 同8 0.6 】7 1.2 0.3 ' ~)O . 137 .578 35.804.0回 256.833 vl 

tol171蛍 58 163抽 石歯車 11-023 5804 寝土 Ob KZOB 600 0.5 1.5 1.1 0..1 到)，126.365 35，815.361 256.463 、q
;017悶 59 15080 石織 H 023 5BOI 胃土 Rhy 1.3 2.2 1.6 0.4 一回 123.376 35.815.8回 256.591 、n
官H17凶 ω 2銘5 石雌 Fヂ022 ，.¥N-FB Ob KZOs 495 0.7 1.7 1.5 0.4 -叩 145.740 35.801.952 Z珂 331 "1 

t01li印 刷 11595 有雌 【←023 AN-FB Ob KZOB 556 0.8 1.7 1.7 0.4 ー回 ，114.567 35.815.194 257.049 、n
!4Hlïf~ 62 3671 石織 G-023 AN-Fs Ob KZOB 502 0.3 1.4 1.0 0.3 一田。130.739 35.812.828 256.8四 、t
ZD1l7園 田 目前6 4可僧 H-023 TA02 曜上 Ob KZOB 597 0.6 1.7 1.2 0.3 回，121.068 35.817.909 256.347 、τ

714 平予織 G守022 5SC Ob IくZOB .'76 0.8 2.0 1.3 0.4 一曲 139.710 お .8田 789 257.139 VI 

2987 有厳 G-022 AN-fB Ob KZOB 496 0.9 1.3 1.7 0.5 -90 .137.703 35.803.0田 257.183 、.1
7324 平?歯 1 023 .;l，.N-FB Ob 推定不可 517 0.9 2.0 1.4 0.4 -90，116.029 35.81.'剖l 251.17，1 、q
8673 イf織 F-022 AN-FB Ob KZOB 526 0.5 1.1 1.4 0.4 90，145.388 35.801.583 256.271 VI 

10354 行織 H 022 AN-Fs Ob 1"::208 5，11 0.2 1.0 1.3 0.3 -90.129.178 35.807.647 257.078 ¥n 
11970 有雌 G 022 AN-FB Ob KZOB 559 0.4 1.5 1.1 0.3 ー曲， 137叩5 35.803.536 257.058 ¥n 
}.1844 有雌 E 023 AN-PB Ob KZOB 585 0.3 0.9 1.2 0.3 -90. 152.6i4 35.812.850 255.683 、q
1239 イf織 H-023 AN-PS Ob KZOB '180 2.0 2.5 1.4 0.9 90，125.526 35.819.3田 256.820 、，

~117閉 64 16349 石蟻 SB().j 11土 Ch 5叩 0.3 1.3 1.0 0.3 同 .126.502 35，814.579 お6..54 1置

tiH17何回 167田 石圏直 5B06 出I師 Ob KZOB 603 0.3 1.1 0.9 0.<1 90.123.566 35.810.1叩 256.787 1霊

節目7何回 16586 10織 1-023 TA03 電土 Ob 確定不..1 602 0.1 0.8 0.6 0.3 -90.118.980 35.816.';'日 256.541 ，~ 
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図版喬号 遺骨番号 器 植 グリッ ド 圃遺査構区 眉 位 石材 産地 析Ob恭分号 掻告 手書 哲 組(""畦) 厚(ιmさ) X廃園 Y座掴 Z座掴 分暫1

第117函 67 15299 石 値 H-023 SBOI 1Jl士 Ob K20B 589 0.4 1.5 1.0 0.4 -9()，123.204 35，815.248 256.560 1哩

352 石 館 H-023 ssc Ob KZOB 472 0.3 l.l 1.0 0.3 -90，120.430 35，815.131 2国 958 1贋

472 石 雌 H-023 AN-FB Ob 測定不可 <0.1 0.5 0.5 0.5 -9()，12I.679 35，817.200 256.816 '!R 

1210 石歯車 G-022 AN-FB Ob K20B 479 0.5 1.2 1.3 0.4 山90，130.560 35，804.219 257.496 1哩

初142 石圏直 F♂ 022 AN-FB Ob K20B 770 0.1 0.8 0.9 0.3 -9()，148.215 35，805.840 255.877 ¥lli 

2445 石雌 H-022 AN-FB Ob KZOB 490 0.1 0.9 0.7 0.3 -90，126.319 35，808.083 257.406 百E

2604 石繊 H-023 AN-FB Ob KZOB 492 0.2 0.8 0.9 0.4 -90，122. 159 35，810.086 257.240 、祖

3142 石 雌 G-021 AN-FB Ob KZOB 771 0.1 0.9 0.9 0.2 90，134.835 35，799.635 257.426 ¥Il 

3199 石 甑 F-022 AN-....FB Ob KZOB 497 0.4 0.9 1.0 0.'1 90，143.232 35，806.503 256.514 、担

3305 石 雌 G-021 A)!-FB Ob KZOB 498 0.9 1.2 1.6 0.5 90，134.698 35，798.314 257.420 ¥Il 

3471 石 雄 G-Q22 AN--FB Ob KZOB 49S 0.4 1.8 1.0 0.4 90，132.639 35，806.071 257.252 、担

4705 石 雌 H-022 AN"'FB Ob KZOB 506 0.2 0.9 0.9 0.3 -90，122.941 35，802.694 2号7.771 咽

4曲5 石 櫨 H-022 AN-FB Ob KZOB 507 0.4 1.6 1.0 04 -90，127.573 35，804.295 257.598 vID 
6294 石 盤 H-022 AN-FB Ob K20B 513 0.5 1.8 1.0 05 -90，125.251 35，803.763 257.622 、担

7367 石 雌 1-023 AN-FB Ob K20B 518 0.2 1.0 1.2 0.3 -90， 119. 523 35，812.321 257.234 vm 
9413 石 織 1-1-022 AN-FB Ob K20B 日3 0.5 1.1 1.3 0.4 幅90，124.106 35，801.536 257.701 唖

9866 五 臨 1-023 AN-FB Ob 測定不可 538 <0.1 0.6 0.5 0.2 -90，118. 123 35，817.496 256.839 V~ 

JO曲6 石 描 H-023 AN-FB Ob 1<2OB 546 0.3 0.7 1.3 0.3 ー90.120.564 35，817.519 256.713 咽

11397 石 櫨 G-021 AN_"'_FB Ob K20B 551 0.2 1.1 0.8 0.3 90，136.695 35，798.395 257.251 '" 11619 石 圃 H-023 AN--FB Ob K20B 788 0.1 0.9 1.1 0.2 -90.125.122 35，819.630 256.578 四

11863 石 盤 F-022 AN---FB Ob 措定不司 558 0.4 1.4 1.0 0.4 90.143.874 35，806.125 256.354 vm 
12750 石雌 ]-022 AN-FB Ob K20B 564 0.2 0.6 1.2 0.4 ー凹.118.603 35，809.714 257.239 市

12848 石 盤 上1-022 AN---PB Ob 制定不可 565 く0.1 0.8 0.7 0.3 90.122.423 35，8四 462 257.162 1狙

13023 1511 H-023 AN........Fs Ob J<ZOB 567 o 4 1.0 1.3 0.4 -90.123.311 35，817.025 256.640 ¥Il 

13043 石雌 H-023 2N Ob K20B 10 o 2 0.9 0.7 0.4 -90，121.805 35.817.861 256.602 VIII 

14336 京 瞳 H-022 AN-FB Ob K208 581 0.3 0.8 1..2 0.3 -90，122.184 35，809.840 257.076 、'"
11864 石歯医 1-022 AN-FB Ob KZOB 586 0.4 1.0 1.3 0.4 -90，117.053 35，808.146 257.432 w 
15147 石圃 G.-022 主区 Ob HNHJ 123 0.1 0.9 0.9 0.3 90，133制2 35，801叩1 Z日 915 1直

15545 石竃 H-022 AN-F8 Ob KZOB 592 0.3 0.7 1.6 0.4 -9日，122.661 35，8田 689 257.070 VIII 

18805 石司良 G-OI0 AN'"'"'FB Ob AGKT 608 く0.1 0.7 0.8 0.2 -90.132.429 35，686.926 257筑)() ¥Il 

部117尉 68 6338 石臨 G-023 AN-F8 Ob Iく208 514 3.4 3.1 2.1 0.8 90.132.410 35，813.496 256.680 IX 

第 117図 的 16170 ，，11 H-023 5806 回斗 Ob KZOB 598 0.8 2.1 1.6 0.4 -90，122.638 35，810.276 256.944 区

第 117図 70 9却2 石圃 G-023 TAOl 磁土 Ob KZOB 531 1.8 2.2 1.6 0.7 90，132.025 35，812.760 256.552 IX 

餌 117困 71 145G6 石首匝 H-023 5801 担土 Ob KZOB 584 0.5 1.4 1.1 0.4 ←90，123.853 35，816.551 256.598 IX 

都117図 72 14558 石雌 H-023 SB01 覆土 Ob K208 582 1.9 2.1 1.9 0.5 -90，123.310 35，817.186 256.543 IX 

揮117図 73 14974 石僧 H-023 5802 硬土 Ob [(20B 587 1.3 1.6 1.4 0.7 -90，121.248 35，812.447 256.812 IX 

節 目7闘 74 14020 石雌 H-023 TA02 磁土 Ob K20B 579 0.3 0.9 1.1 0.3 -90，126.330 35，818却1 お6.358 lX 

""7図 75 16405 石・ H-023 5BOl 床間 Ob K20B 601 0.4 1.1 1.1 0.4 -90，122.485 35，817.265 256.458 E昆

お5 石・ H-023 55C Ob KZOB 471 0.4 1.6 1.4 0.4 -90，121.507 35，817.169 256.944 lX 

835 石雌 H-023 AN-FB Ob KZOB 477 1.1 2.1 1.6 0.4 -90，125.024 35，813.997 257.105 lX 

1494 石‘ H-022 AN，._.FB Ob KZOB 484 0.5 1.5 1.2 0.4 -90，12<1.246 35，805.123 257.602 E 

1929 石雌 E-023 AN-FB Ob K20s 486 く0.1 0.9 0.8 0.2 -90，153.757 35，811.341 255.863 lX 

2848 石繊 I-023 AN'"'-'FB Ob KZOB 494 0.4 1.3 1.1 0.3 -90，117.131 35，817.368 257.073 区

3683 石盤 H-023 AN.-_FB Ob KZOB 503 0.7 1.9 1.4 0.4 90，126.505 35，817.238 256.850 lX 

4261 石厳 H-023 AN-Fs Ob KZOB 504 0.7 1.8 1.1 0.4 -90，121.429 35，811.079 お，7.336 立

6205 石盤 E-.022 AN.......FB Ob KZOB 512 0.5 0.9 1.2 0.5 90，153.966 35，8凹 938 255.747 E孟

7604 石雌 F-022 AN-Fs Ob K20B 521 0.3 1.5 1.0 0.3 -90，140.082 35，801.871 お7.002 lX 

8.131 右掴 G-022 AN-FB Ob KZOB 525 0.9 1.5 1.4 0.4 90，131.144 35，800.529 257.471 lX 

8696 石雌 F-022 AN--FB Ob KZOB 527 0.4 1.3 1.0 0.3 -90，146.704 35，800.184 256.049 lX 

9559 石世 H-023 AN-FB Ob KZOB 535 0.8 1.3 1.4 0.4 -90，126.770 35，813.082 256.925 lX 

11025 石甑 H-023 AN-FB Ob KZOB 548 1.7 2.2 1.8 0.6 -90，126.636 35，817.126 256.590 IX 

11581 石楢 1-024 AN-FB Ob 雌定不可 555 0.2 1.0 1.1 0.3 ー90，112.016 35，820.815 256.548 lX 

12067 石. G-023 AN---FB Ob K20s 560 0.3 1.1 1.6 0.3 -90，133.988 35，812.669 256.520 lX 

12270 石掴 H-Q22 AN""PB Ob KZOB 562 1.4 1.8 1.7 0.6 90，122.342 35，806.385 257.365 E 

12981 石雌 H-022 AN.-._FB Ob KZOB 566 0.6 1.2 1.4 0.4 90，128.202 35，805.444 257.194 lX 

事120国 1 3097 )!jlj器 F-022 AN-FB Rhy 166.1 13.5 5.4 2.5 90 ， 144 . 4~凹 35，802.438 256.461 

第J20陸 2 15673 削lIlI H-023 AN~FB GAn 39.5 6.1 6.2 1.1 -90，120.418 35，810.378 257.174 

第J21図 3 17840 削却 G-021 SF23 週 土 GAn 33.4 7.8 3.4 1.5 -90，139曲8 35，794.579 256.791 

餌121図 4 15468 剛也 H-023 S804 E置土 GAn 11.5 5.3 4.0 o 6 -90，126.557 35，814.705 256.508 

第J21個 5 149 用組 G-012 55C FT 12.4 4.4 2.5 1.5 -90，137.474 35，704.134 253.507 

餌J21図 6 18803 削密 H-006 AN.......FB Rhy 16.7 5.1 3.4 1.2 ー90，124.575 35.641.966 261.407 

!11121国 7 11247 削置 H-023 AN-FB Ob KZOB 448 15.8 5.6 2.3 2.0 -90，123.279 35，811.422 256.980 

部J22図 8 17268 l副都 H-022 2N Ob KZOB 289 38.9 6.8 5.5 1.6 -90，123.315 35，808.849 256.942 

餌J22図 9 19402 削密 車 保 An(py) 119.7 7.7 6.5 2.8 

揮J22図 10 17品 8 削剖 G-021 5F23 間土 An(py) 18.9 4.2 3.7 1.0 -90，138.843 35，795.1初 Z臼 735

餌1お図 11 5652 削盤 G-023 AN........FB E王m 97.9 8.3 4.4 3.2 90，131.258 35，814.066 256.702 

揮1勾図 12 7412 削器 H-OZ3 AN.......FB Ob KZOB 677 15.2 6.8 2.6 1.2 -90，120.992 35，818.247 256.771 

第J23国 13 17828 削部 G-021 SF23 植 土 FAn 1136 10 3 6.1 2.0 -90，139.119 35，794.170 256.961 

構J24図 1<1 15309 削ll:l H-Q23 TA02 床面 Ob K20s 766 17.1 5.8 2.9 1.7 90，126.957 35，817.3賂3 256.284 

部J24図 15 2468 削器 G-022 SF04 蹴 土 Ob K2コB 765 8.4 3 8 2.4 1.1 ι90，136.516 35，802.303 257.249 

1182 削鉛 1-022 AN-FB Ho' 26.6 5.4 5.3 11 -90，118.131 35，802.072 257.810 

1337 市l密 H-023 AN-FB Ob KZOB 675 13.1 3.4 3.2 1.3 -90，127.343 35，814.521 257.036 

1593 1制欝 H-022 AN.......FB Ob K20B 674 11.5 3.3 2.9 1.6 -90，129.561 35，806.154 257.402 

1759 i剃盟 G-022 AN........FB GAn 12.9 4.5 2.7 1.2 -90，131.136 35，808.216 257.239 

2334 削器 H-023 AN-FB Ob K20B 676 19.8 4.6 3.4 1.4 -90，123.367 35，819.556 256.792 

28u7 削器 1-023 AN-FB Rhy 17.2 4.5 3.4 1.2 -90，113.891 35，813.746 257.188 

5的8 削器 ]-022 AN---FB GAn 68.3 5.4 7.2 1.8 --90，114.509 35，804.652 257.889 

5537 1甥器 ]-023 AN---FB Rhy 12.1 5.7 2.6 1.0 90，115.889 35，815.957 257.091 

6477 剤器 H-023 AN-FB E王。x 50.9 6.0 5.5 2.0 90.120.655 35，819.532 256.734 

9812 i羽鶴 ]-023 AN"'FB 口b KZOB 678 10.5 5.5 2.8 1.1 -90 ，119.219 35，818.632 256.686 

11962 明器 G--022 AN-FB GAn 25.4 5.4 3.5 1.5 ←90，138.7回 35，804.846 256.958 

14148 日現器 J-023 2N Ob K20B 54 8 5 3.5 3.3 1.0 -90，119.107 35，818.8回 256.531 

14199 剤訟 1-023 AN-FB Rhy 5.0 3.3 2.0 1.2 -90，115.884 35，812.5剖 257.055 

16839 明器 H-023 ZN Ob K20B 190 3.3 2.5 2.0 0.8 -90，120.893 35，814.297 256.782 

18228 剤器 H-012 55C ~~(P-刃 ーー・・ーー
30.8 6.8 4.4 1.2 -90，128.755 35，704.'182 254.732 

館124図掻惣 9461 揖鶴 H-022 AN-FB Ob K20B 673 17.8 6.0 2.7 1.5 -90，124.3田 35，803.928 257.553 

i第H112244図図 ゐ1匙
曲 目 石地 G-023 TAOl 楓土 Ob K20B 528 4.3 1.8 3.9 0.8 -90，131.4冊 35，813.095 256.600 

18059 石雌 壬{-012 ss仁 Ob K20B 時3 1.8 5.0 0.8 0.6 90，127.285 35，700.906 254.942 

第124凶 2 1666 石蝿 G-022 AN"-'FB Ob KZOB 681 2.2 3.2 1.2 0.8 -90，134.501 35，801.029 257.509 

7曲 4
石耳瞳障

]-023 AN-FB Ob K20B 682 1.6 2.7 1.0 0.6 90，119.370 35，815.938 256.925 

第124図 1 2546 H-022 AN'-"'-PB Ta 3.8 3.0 1.5 0.8 90，126.400 35，803.336 257.596 

第 124図 2 17136 
石耳障被

G-Q22 ZN Ta 6.4 3.3 2.1 0.8 -90，130.994 35，805.863 256.804 

第 127図 1 7709 H-023 AN-FB Ob K20B 442 664.5 8.4 9.2 9.4 -90，125.692 35，818.407 256.629 I 

餌1泊図 2 4756 石檀 H-022 AN-FB GAn 232.5 7.8 5.9 4.4 -90，125.976 35，800.725 257.681 I 

餌128国 3 12842 石揖 G-023 TAOl AN-FB Hor 69 2 4.1 6.8 3.3 -90，133.309 35，813.511 256.434 1 

餌 128国 4 13878 石核 G-022 AN-FB GAn 83.9 5.J 7.6 2.7 -90，137.857 35，805.059 256.824 I 

前128図 5 15459 右骸 H-023 5B04 置土 Ob KZOB 459 7.9 1.5 2.4 2.2 -90，127.151 35，814.816 256.538 1 

間128図 6 10563 石核 H-023 AN......FB Ob K20B 782 5.3 2.6 2.3 1.3 一90，121.233 35，816.520 256.760 I 

部1四国 7 16010 石摘 H-023 TA02 橿土 Ob K20B 461 6.2 2.1 3.6 3.6 -90，126.182 35，817.187 256.359 I 

開129図 8 15760 石怯 H-023 SB04 硬土 Ob KZOB 46C 18.3 2.6 4.4 2.8 -90，128.329 35，814.939 256.431 I 

5135 石油 1-022 AN-----FB Ho， 181‘4 5.6 7.8 3.9 90，112.758 35，806.321 257.734 I 

6841 石懐 G-022 A1"'¥.J""'-'FB GAn 140.8 5.0 51 5.1 90，134.957 35，800.818 257.307 I 

8627 石櫨 F-022 AN-FB 日0' 269.8 5.3 8.2 6.2 90，144.447 35，806.102 256.312 I 

9223 石桔 H-022 AN""'FB Ho， 137.1 4.9 7.0 3.9 -90，129.346 35，800.826 257.493 I 
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第 5主主 縄文時代早期の遺構と遺物

図版香号 遺物番号 密 種 グリッ ド 圃遺査構区 匝 位 石材 車t也 続o審b分号 接合 重{g量) 鵠 短{，径η) 厚(εmさ) xa圃 Y座掴 I z座圃 分置I

11229 石核 H-023 AN-FB Ob KZOB 447 57.5 3.6 6.9 2.4 -90，123.080 35，812.832 256.909 I 

第129図 9 16711 石核 H-022 SB06 床面 Ob 制定不可 463 171.0 7.0 7.3 40 -90，123.897 35，809.570 256.901 E 

事 L29図 10 16524 石核 H-023 AN-FB Hor E王or 732.7 13.2 9.6 5.6 90，129.776 35，810.075 256.847 E 

揮 L30図 11-1 2309 剥片〔接合) G"021 AN-FB GAn 5-16 9.2 2.8 3.1 0.7 -90，131.529 35，791.638 257.970 E 

揮 130閣 11-2 11733 石棺 G-021 AN-FB GAn S--16 80_0 5_2 6.6 2_2 -90，131.134 35，791_837 257 _849 E 

2115 石核 F-02Z AN"'FB Ob KZOB 434 45_9 5.0 4.6 2.4 -90，141.893 35，803_857 お6.349 E 

2525 石核 F-022 AN-FB GAn 37.8 3_9 5.7 1.8 司90，141.056 35，804.951 256_733 E 

8012 石核 H-022 AN-----FB 日or 431.1 12.7 10.2 3.8 90，125.823 35，808.450 257.185 E 

16957 石核 G"022 ZN Ob KZOB 215 8.7 3.8 2.8 1.3 90，130.265 35，805.S53 Z国 924 E 

18718 石按 E-022 SNZ Ob KZOB 465 16.2 3_3 4.0 1.5 -90，154.489 35，804.893 255.154 E 

!I1130歯 12 14975 石睦 H-023 SB02 慣土 Ob IαDB 457 5.6 3.4 1.6 1.5 90，121.244 35，812.512 256.892 E 

第 130国 13 9448 石核 H-022 AN-FB Ob KZOB 648 13.1 3_2 2.3 1.9 -90，125_244 35，804.459 251.477 m 

都130図 14 15236 石核 G-012 SNZ Ob SWHD 458 3.0 1.9 1.7 1.2 -90，135.180 35，700.405 254.785 E 

1583 石核 H-022 AN-FB Ob I<ZOB 431 21.8 4.4 3.3 1.5 -90，129_377 35，809.826 257.192 皿

7032 有核 H-022 AN-FB Ob I<ZOB 437 9.1 2.9 2.5 1.9 90，122.379 35，803.917 257.558 E 

7559 石核 H-023 AN-FB Ob K20B 441 27.1 4.9 4.9 1.9 -90，121.098 35，812.693 257.115 E 

12709 石骸 H-023 AN-FB Ob 他定不可 452 18.4 5.0 2.4 1.9 -90，126.700 35，813.382 256_868 国

13664 石肱 E-023 AN"'FB Ob KZOB 453 8_0 3.8 1.9 1.5 -90 .152.253 35，812_603 255.845 皿

16484 石肱 G-023 AN~FB Ob KZOB 462 6_0 2.5 1.8 1.3 日90.135.138 35，813.069 256_233 u! 

18081 石骸 G-012 ssc Ob KZOB 464 5.2 3.0 1.6 1.5 90.133.860 35，705.052 254.159 E 

第131凶 15-2 17765 石核 H-023 BL02 ZN Ob KZOB 322 S-25 9_6 2.5 2.7 1.5 ι90.126.540 35，813.3幻 256.303 1V 

節目1図 15-1 17772 剥片 (陸合) H-023 BL02 ZN ob KZOB 329 $-25 0_8 2.0 1.3 0.4 90且126.674 35，813.597 256.306 lV 

第 131陸I16 2 2308 石儲 G-021 AN~FB GAn S-12 96.4 4.7 5.0 3.3 -90，132.455 35，793.491 257_843 lV 

第 131図 16-1 1863 剥片 (綾合) G"u21 AN-FB GAn S-12 5.1 2.7 3.5 0.7 開 .131.779 35，794.552 257.866 lV 

367 石棺 H-023 ssc Ob KZOB 426 13.7 2.5 3_7 1.8 -90，120 _ 469 35.816.741 256.867 lV 

617 百植 F-022 AN-FB Ob KZOB 727 99.2 5.2 9.6 2_7 -90，144.391 35，802_428 256.5田 W 

771 石陣 G-021 AN.......FB Ob KZOB 427 6.3 2.3 2_6 1.3 90，132_162 35，796_626 257.797 lV 

1458 有陣 H-OZ2 AN-FB Ob KZOB 430 13.2 3.6 2_5 1.9 90，12'_155 35，809.724 257_355 lV 

1621 石被 H-Q22 AN-FB Ob 健定不可 432 10.8 2.7 3_7 1.5 -90，127.104 35，800.973 257.749 lV 

1755 有植 G-022 AN-FB Ob KZOB 433 4_9 1.7 2.3 1.3 -90，130.456 35，806.423 257 _347 W 

3129 石拙 G-'022 AN_"'_'FB ob KZOB 435 8.0 2.9 '_6 1.4 90，136.325 35，801.425 257.356 lV 

3842 石棺 G-Q21 AN-FB GAn 146.1 5_1 6.1 4.3 -90，131.635 35，792.453 257.937 1V 

6953 石棺 [<'-023 AN_"'__FB 。b K?:Os 436 10_9 2.2 3.3 2_3 90，141.602 35，810拍 7 256.517 lV 

7341 石陣 1-023 AN~FB Ob KZOB 438 8.2 2.3 3.5 1.9 90，117.687 35，817.083 256.954 lV 

7515 石棺 H--022 AN---FB Ob I<ZOB 439 3.5 2.0 2_1 0.9 -90，129.542 35，809.322 257.127 lV 

7520 石棺 H-022 AN-FB 06 KZOB 440 15.9 3.0 '.0 1.8 -90， 125.269 35，807.642 251.309 lV 

8659 石陣 [0--022 AN-FB Ob KZOB 443 23.3 2.4 4.5 2_7 -90，145.624 35，808.529 256.207 lV 

10122 石棺 H-023 AN-FB Ob KZOs 444 4.3 2.1 2.3 1.2 -90，121.587 35目817.190 256.742 W 

10410 布陣 1-023 AN-FB Ob KZOB H5 5.0 2.4 2.5 J..2 -90，117.393 35，819.562 256.681 W 

10853 石棺 H-022 ^N-FB Ob KZOB 146 67.1 4.6 6.7 2.8 -90，124_314 35，806.59⑪ 257.335 1V 

12301 石臨 }J-022 AN-FB Ob 祇記不百l 450 3.7 1.9 2.7 L5 -90，123.770 35，804.611 257 _390 1V 

12578 石棺 H-023 AN-FB ob KZOB 451 19_9 3.7 3.5 2.2 一90，122.649 35，812.338 256.893 1V 

13田Z 石版 H-023 AN-FB ob KZOB 454 32.5 3.4 5.6 2.7 90，120.980 35，812.932 256_900 1V 

13813 石怯 1-023 AN.-_FB ob KZOs 455 3.4 2.2 1.:) 1.7 90，119.327 35.817_971 お6_600 1V 

14858 石怯 1-l-023 AN---FB ob KZOB 456 3.1 2_0 2.3 1.3 90.126.822 35，813_6国 256届9 1V 

18718 石儲 E-022 SNZ ob KZ08 465 16.2 3.3 4.0 1.5 90，154. .189 35，804_893 255_154 1V 

第 132悶 1 16181 両面調範石置i H-023 5B01 床面 Hor 269.9 10_7 6.5 3.6 一90，123.687 35，816.814 256.，I'J2 

部132悶 2 ].1114 両面調盤石盟i G-022 AN-FB Hor 24.4 5.0 2.8 2.1 90，134.485 35，801.1国 257.256 

加132閏 3 18319 両T百調態石盟1 G-012 SSC 。An S-14 18.3 3.3 3.6 1.5 90，132_973 35，704.267 254.249 

節m目1325悶悶 3 1 
18517 訓J;"(桜合) G--012 

--昼間隔開町
AN-FB GAn 

ー・---明-- 骨--司司ーー
S-14 1.1.7 3.0 3.5 1.0 -90，133.121 35，70<幻9 253.959 

13810 四冊石器 日 023 AN-Fs RC 3.7 2.6 1.1 1.0 -90，1却 223 35，317持4 お6ω9

部1351'司 2 15450 明形石zl H-023 5801 慣土 Ob Iα013 666 2_2 2.1 1.3 0.9 -90， 122. 303 35，817.509 Z号6.577 I 

立11351吋 3 169:却 伊P彰石~: H-022 ZN Ob KZOs 202 7.0 3_0 1.9 1.4 -90，122_062 35，805.515 257 _256 I 

部135問 4 J149 隈形石包 H--022 AN---FB Ob KZOs 618 4.3 3.0 1.6 1.0 90.124.771 35，807.567 257.443 I 

部135悶 5 1370 収形布置} H--023 AN-~FB Ob KZOB .J28 7_3 4.2 1.9 1.2 90，120.566 35，811.255 257.315 I 

1440 横翼手石zl 1-0:;目 八子-i"'PB 口b KZuB 620 1.7 2.5 1.1 0.7 一90，117.878 35，813.'135 257.365 I 

1971 4現形石器 F-022 AN-FB ob KZOB 623 3_9 2.8 1.3 1.2 90，143.141 35，809.218 255.969 I 

2012 帽形石田 F-022 AN--Fs Ob KZOB 624 1.9 1.8 1.3 0.8 90，143.787 35，806，994 2国 4回 I 

5289 慢形有也 1-023 AN........FB Ob 1<20B 633 1.6 2.3 0_8 1.0 -90.111.972 3，宅，818，121 2国 920 I 

12626 幌形石組 1-023 AN-"'FB Ob KZOB 658 3.2 3.3 1.3 o 8 -90，116.660 担 ，811so< 257_163 I 

12986 明形布団i G-012 AN-FB 00 KZQB 659 1.7 2.9 2.1 1.1 -90，131.236 35，805.193 Z57.015 

14720 幌形石盟i H一位Z ZN 00 KZOB 95 3.2 2.2 1.3 1.1 。0，122却6 35，809.236 257.0S7 

14748 1買形石出J Dμ021 KGP Ob I<ZOB 66-1 0_3 1.9 0.7 u.4 -90，162_111 35，790.810 250.666 

17u17 棋形石宮2 H-022 ZN Ob KZOB 228 2_3 J_O 1.6 0_7 日 90，127_734 35，801.126 257.329 

17178 棋形有期 1-.022 ZN Ob KZOB 670 3.5 2.7 1.5 0.9 一90，119.936 35，809，642 256.956 I 

173仏雪 明形石a;， H-023 ZN Ob KZOB 301 2_7 3.4 1.4 0.9 -90，124.172 35.813，450 256.561 I 

19365 隈耳石器出 G-022 ZN Ob I<ZOB 419 1.1 2.2 1.1 0.7 90，133.581 35.801.898 257.054 I 

iil1351習 6 13430 明昨石宮1 G-023 TAOl 国土 Ob KZOB 570 1.9 1.7 1.6 0.6 90，131.194 35，813.677 256.612 E 

iil1話国 7 9628 明形石~: H'.022 AN_""'_'FB Ob KZOB 708 4.2 3.4 1.8 0.9 90，12<1.189 35.807. 14i' 257.273 E 

~"1 135問 8 18439 幌形石鰐 壬】-023 5801 昨匝I Ob KZOB 721 3.6 2.9 3.5 1.5 -90，122.976 35，815.0n 256.529 E 

部135図 9 7970 横路石船 G-023 AN-FB Ob KZOB 642 5.4 2.6 3.1 0.8 90，1お 471 35.812 391 256.714 E 

iil135181 10 1374 棟形石器 H-023 AN-FB 。b I<ZOB 429 9.3 4.4 2.4 1.0 ョ叩，122_839 35，811.448 257.276 11 

節目5図 11 17270 棋形石宮} G-022 ZN Ob KZOB 291 2.4 3.2 1.1 0.9 -90，130.562 35，804.636 2四SS3 E 

節 136開 12 15428 捜'"石部 G-023 TA01 覆土 Ob KZOB 665 1.4 2.0 1.3 0_7 90，131.510 35，813 449 お6.498 E 

iil136悶 13 14597 E男都石邸 H-023 SB01 恒土 Ob 推国不可 720 2.2 2.4 1.8 0.7 一90，122_632 35.815.9>11 256_610 E 

節136闘 14 16309 横形石宮} H-023 SBOl 積土 Ob KZOB 669 3.9 2.6 1.7 1.1 -90，122.743 35，817.131 256_516 E 

知136悶 15 4841 慣1杉石器 H-022 AN-FB RC 2.1 2.4 1.5 0.7 -90，129.385 35.802.3岨 257.499 E 

お136問 16 1時35 幌~石鉛 [-023 TA03 覆土 Ob KZOB 723 1.5 2.3 1.3 0_6 4叩，1l9.557 35，817.943 256_572 百

泊136図 17 15728 慣形石摺 f-I-022 SB06 寝土 。b KZOB 593 0.5 1.6 1.1 0.4 一回.123.384 35，809_794 2珂 927 日

;75136悶 18 15787 慢形石宮} H-023 5804 覆土 Ob KZOB 667 4_9 3.6 1.7 0.3 一回，126.326 35.814凹 1 お6_525 E 

引136図 19 15576 慣形石al F-020 NSC GAn 9.0 4.8 1.3 1.5 ー曲.140.973 35，7お 781 256_219 H 

者~136図 20 3回6 慣形石宮} F-021 SFOZ 覆土 Ob KZOB 629 1.6 2.3 1.6 0.6 司叩 .142.131 35.7困 8田 255.170 E 

耳1I拓団 21 15977 慣酔有担 H-023 SB06 床面 Ob KZOB 668 3.4 2_8 2.5 0.6 同 .1幻 018 35.810.892 256_811 且

ml36悶 22 8976 慢形布留 F-Q22 AN-FB Ob K2QB 685 21.6 5.2 3.4- 1.7 ー田，143.686 35，802_597 2珂 401 E 

487 横車右寄 f-I-023 AN-FB Ob KZOB 616 2.3 2.5 1.6 0.9 一回 121.036 35.814.576 2る6_941 E 

1046 慣影石濁 1-022 AN-FB Ob KZOB 617 5.3 2.7 2_0 1.4 ー叩 .116.276 35.叡ヨ9_793 257_574 E 

1383 幌鵬石盤 H-023 AN.......FB Ob KZOB 619 1.6 2_1 1.2 0_9 ー叩.127.5槌 3S，Sll.812 257.142 E 

1707 慣Jj石盤 G-022 AN-FB Ob KZOB 622 3_3 2.1 l.B 1.0 一回，134.173 35，803.130 257.'167 E 

2355 慣耳石也 H-023 AN........FB Ob KZOB 625 5.5 2.5 1.9 1..1 一明，127.687 35，817_303 256_799 E 

2曲4 横形石ZI E-023 AN-FB Ob KZOB 626 3.5 2.3 2.0 0.8 一回，156_075 35，811..136 255.747 E 

2906 模揖石器 E-023 AN-FB ob KZOB 627 2.9 2.3 1.4 1.2 同 .154.378 35，810_561 255.769 ロ
3且 l 慣形石部 F-022 AN-FB Ob KZOB 628 1.2 2.] 1.0 0.6 -90.143.614 35.SO-Ll51 256.541 E 

3452 襖昨石摺 G-022 AN-FB ob KZOB 695 lA 2.0 1.2 0.7 ー田，132.113I 35ιS回世94 257曲9 11 

4207 !'J!耳石却 H-023 AN-FB Ob KZOB 630 2.6 2.2 2.1 0.9 257.054 E 

4回9 摂形石盟 H-023 AN-FB 。b KZOB 631 1.5 2.2 1.3 0.7 一個，125.395! 35.810.051 257.389 日

5040 捜耳石組 [-023 AN-FB Ob KZOB 632 1.0 1.1 1.4 0.6 ー田 .117.504I 35，815_543 257.120 E 

5309 棋~;石田 1-022 AN-FB Ob KZOB 634 三O 2.0 1.2 1.1 勾叩 ，118岨3i 35.803.184 257.S回 11 

560，1 襖形石宮J 1-023 AN-FB Ob KZOB 635 1.4 1.4 1.5 0.8 品開，113.807 3S.815_Q]4 251.121 2 

5699 襖形有田J H-023 AN-FB Ob KZOB 636 2.0 2.1 1.5 0.7 守閣.125.031 35.810.212 251.272 五

5343 隈耳石器J J-{-022 Al"¥J-FB Ob KZOB 637 2.1 1.7 1.8 0.9 一個 ，126.572 35_801.238 257 _673 豆

|間77806452597 13 1 

慣}f;石原 H-023 AN-FB Ob KZOB 630 2.1 2.1 2_0 0.6 一曲，129_906 35.815.589 256.735 E 

慣形石間 H-023 AN-FB Ob KZOB 639 0.9 1.5 1.1 0.5 一朗 .123.-135 35.817_831 お._756 E 

t里形石器 1 023 AN-Fs Ob KZOB 641 1.7 1.9 1.6 0.3 -90.117.256 35，819_49.1 2国 782

1'11&石田; I-!-023 AN-FB ()b KZOB 643 2.0 2.5 1.8 1.8 -90.122.833 35，810.279 257.185 E 
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図版稔り 誼拘置E丹 l 僻 極 グリッド 調遺査構は 掴 位 石材 車地 3払|懐古lm 長(，m桂) 間|開 Ix欄 Y腔掴

8587 隈形石zl 1'-022 AN"'FB Ob I<ZOB 703 1.6 1.7 1.5 0.8 -90，143.420 35，806.094 256.438 E 

8593 慣形石濁 F-022 AN-FB Ob I<ZOB 645 2 1 2.3 1.6 0.7 -90，142.252 :妬.804.715 担6.546 日

8668 慣曜午;脇 1'-022 AN-FB Ob 拙}g不可 646 0.9 2.2 1.1 0.5 -90，146.523 35，805.409 256.109 E 

8924 幌形石器; G-022 AN-FB Ob KZOB 647 9.1 3.8 2.1 1.0 自90，134.966 35，802.889 257.248 E 

9408 横形石船 H-021 AN-FB Ob KZOB 777 0.7 1.7 1.0 0.9 -90，126.110 35，799.895 257.682 E 

蝿35 構形石部 H-022 AN-FB Ob KZOB 649 3.6 1.8 2.2 1.1 -90，]22.543 35，803.800 257.502 E 

9797 慣形石棺 1-024 AN"'FB Ob KZOB 650 2.2 1.9 1.8 0.7 -90， 119.535 35，820.405 256.625 E 

10118 慣形石器} H-023 AN-FB Ob KZOB 651 1.7 2.1 1.4 0.7 90，126.479 35，816.754 256.705 u 
11075 幌形石加 G.022 AN-FB Ob KZOB 652 3.1 2.8 1.5 0.9 ←90，136.733 35，801.223 257.040 E 

11788 摂形平ia:; F-Q21 NSC Ob KZOB 653 2.6 1.7 1.7 1.0 -90，145.097 35，794.820 255.865 E 

11934 幌串布留} G-023 AN-FB Ob KZOB 113 0.7 1.8 0.9 0.5 日90，133.881 35，812.937 256.506 E 

11946 幌形石部 F-Q22 AN-FB Ob KZOB 654 1.8 2.6 1.3 0.7 90，145.229 35，曲2部3 256A15 E 

119坦 幌市石綿 G-022 AN-PB Ob KZOB 655 2.0 2.4 2.0 0.7 -90， 137 . 042 35，802.321 251.141 E 

12326 横形石官} H-022 AN-FB Ob I<ZOB 6国 1.8 2.1 1.2 0.9 90，124.656 35，801.518 251.562 日

12175 積層布置i G-021 AN-FB Ob KZOB 711 0.9 1.4 Ll 0.1 -90， 136 .169 35，7田 019 257.225 H 

12560 幌Jr~Æi世} H-023 AN-FB Ob I<ZOB 718 1.0 2.1 1.1 0.6 90，123.536 35.815.596 256.736 E 

12579 摂形布出i H-023 AN-FB Ob KZOB 657 3.4 3.1 1.7 1.0 -90，121.962 35，812.451 256.928 H 

13628 幌麻布部 H-022 AN-FB Ob KZOB 661 1.4 1.9 1.5 0.6 -90，128.058 35，801.362 257.420 E 

13640 領府平13:: H-022 AN-FB Ob I<ZOB 576 0.9 1.7 1.0 0.7 90，129.563 35.804.119 257.20<1 日

13688 慣形石al H"023 AN-FB Ob K208 577 0.9 1.7 1.5 0.6 -90，120.296 35，810.699 257.088 E 

13761 横形石置1 H.022 ZN Ob KZOB 22 0.9 1.4 1.9 0.5 90，121.9'9 35，806.149 257.340 E 

13897 槙形石盟i H-023 ZN Ob 開足不"1 49 2.4 3.2 1.4 o 5 一90，121.311 35，818.927 256.528 E 

14459 幌陪抗出 H~022 AN---FB Ob KZOB 662 1.5 2.0 1.7 0.7 90，123.918 35，809.947 251似渇 E 

14G53 幌形石:l:} 1+022 AN-FB Ob KZOB 663 6.1 3.2 1.6 1.3 ー90，120.819 35，809.415 257.172 E 

15611 幌形石:r. G-022 ZN Ob KZOB 141 2.4 2.1 2.1 0.9 90，13'.256 35，804.436 256.936 H 

16810 喫形布由i 1-023 ZN Ob I<ZOB 189 1.. 2.1 1.1 0.7 -90，118.229 35，817.895 256.543 E 

18777 甥南平7即 E-022 SNZ Ob KZOB 671 1.9 2.4 1.7 0.6 -90，156.160 35，807.611 255.162 E 

19405 
加u慣棋の昨IあT剖るi刷片

器保 Ob KZOB 794 6.9 3.1 2.1 1.4 E 

第137闘 1 9480 H-022 AN-FB Ob KZOB 706 28.5 4.8 3.6 2.9 ー90.124.251 35，806.162 257.322 I 
問、137間 2 10486 VII.-仁棋のある嗣片 1-023 AN-FB Ob KZOB 781 1.4 2.6 1.5 0.6 -90.117.472 35，817.O3l 256.843 I 

買1137悶 3 1502 1m工痕のある制片 H-022 AN-FB Ob KZOB 691 1.5 2.7 0.7 0.7 ー90，122.183 35，806.654 257.588 I 

節137図 4 10711 加工棋のある刷片 (;-023 AN-....-FB Ob KZOB 784 0.7 2.6 0.8 0.5 ー90，133.320 35，814.252 256.641 I 

16978 加工師のある制片 F-022 ZN Ob KZOB 223 0.5 1.3 0.9 0.5 -90，141.923 35，800.636 256.640 I 

17282 加工棋のある刷片 H←022 ZN Ob K20B 294 4.6 3.1 2.2 0.9 90，122.738 35，808.552 256.977 

開137函 5 12369 加工棋のある刷片 H-022 AN-FB Ob KZQB 714 0.8 1.9 0.8 0.6 -90，128.322 35，804岨3 257.271 E 

節目7闘 6 1778 加工叫のある刷片 G-022 AN~FB Ob KZOB マ69 7.0 3.3 2.8 0.8 90，138国1 35，803.448 257.016 日

惰137図 7 1763 加工棋のある刷川 G-022 AN-FB Sh 81.6 9.4 5.2 1.9 -90，133.433 35，808.312 257.230 E 

節目7悶 8 75.6 知1]棋のある制片 H-023 AN-FB Ob I<ZOB 775 0.7 2.1 1.3 0.3 -90，124.469 35，816.170 256.829 E 

明言137図 9 10396 加工痕のある制片 H-022 AN-Fs Ob KZOB 779 1.4 2.2 1.3 0.7 -90，129.690 35，803田6 257.284 E 

第138悶 10 73ψ1 加工躍のある刷片 1-023 AN-FB Ob KZOB 773 3.9 1.8 3.2 0.7 時90，118.408 35，816.870 256.915 E 
816 ;!Jll工棋のある制片 H-023 AN-FB Ob KZOB 688 2.1 2.3 1.8 0.4 -90，123.616 35，819加3 256.833 E 

2745 加工痕のある制片 1-023 AN-FB An(py) 35.5 5.5 7.9 1.0 90，119.378 35，817.839 256.923 H 

3718 加工槙のある制片 G-022 AN-FB Ob KZOB 696 3.4 2.5 2.3 0.7 -90，134.096 35，803.606 257.303 E 

6354 加工痕のある制片 H-Q23 AN-Fs Ob KZOB 698 2.2 2.3 1.8 0.6 90.123.826 35，811.100 257.196 E 

7883 加工躍のある制片 H-023 AN-FB Ob KZOB 701 9.3 2.7 4.3 0.9 90，122.440 35，812.494 257.058 B 

10615 加工棋のある制円 H-023 AN-FB Ob IくZOB 783 3.2 1.9 3.5 0.7 -90，123.609 35，810.577 257.133 E 

11337 11(1.1.:艇のある剥片 G-022 AN-FB Ob KZOB 787 7.7 2.7 2.8 1.1 90，139.084 35，803.137 256.895 E 

11469 加工出のある制片 H-022 AN-1'B Ob KZOB 711 0.8 1.5 2.0 0.3 90，121.223 35，809.247 257.263 E 

11511 加工偵のある制片 1-023 AN-FB Ob KZOB 712 0.9 2.3 0.9 0.5 -90，118.872 35，819.109 256.652 E 

書1138国 11 14821 加印刷のある制片 C-020 NSC An(py) 21.3 4.2 4.7 1..2 90，177拍9 35，781.113 248.598 E 

第138図 12 860 加工痕のある剰片 H-023 AN-FB Ob KZOs 689 5.8 3.8 2.1 0.9 -90，124.255 35，811.-166 257.298 E 
4771 加l工岨のある刷片 H-022 AN-...FB Ob KZOB 697 0.5 1.5 1.3 0.3 90，126.172 35，802.964 257.667 E 

12401 加工艇のある制片 H-022 AN-FB Ob I<ZOB 715 0.9 1.6 l.5 0.4 -90，128.689 35，808.515 257.002 III 

13856 加工棋のある制片 H-022 ZN Ob KZOB 44 1.1 1.2 1.9 0.7 -90.127.407 35，801.367 257.450 E 

鮪138図 13 9205 加工直のある制片 G-023 TAOl 積土 Ob KZQB 704 0.4 1.5 0.8 0.5 90，131.241 35，813.087 256.534 lV 

前138図 14 1927 加工痕のある制片 E-023 AN-FB Ob KZOB 693 5.8 3.5 1.8 1.1 90 ， 15'l.373 35，812.028 255.848 1V 

百1138歯 15 10279 加工臨のある制片 H-022 AN-FB Ob KZOB 778 2.1 3.0 1.6 0.6 90，123.713 35，809.298 251.188 lV 

都138図 16 7352 加工痕のある制片 ]-023 AN-FB Ob KZOB 774 4.6 2.7 2.2 1.0 ー90，117.964 35，815.425 257.032 lV 

第138闘 17 4887 )111工症のある制片 H-022 AN-FB Ob I<ZOB 772 1.1 1.5 1.1 0.8 -90，127.371 35，802.157 251.611 lV 

部l羽図 18 12710 加 I痕のある制片 H-023 AN.......FB Ob KZOB 790 2.4 2.0 1.9 1.1 ゐ 90，126.662 35，813.217 256.712 町

第l諸国 19 6913 加工棋のある制片 H-023 AN-FB Rhy 1.0 1.3 1.5 0.5 -90， 121 . 770 35，817.5l.<l 256.195 lV 

餌138図 20 1525 加工痕のある制片 1-022 AN-FB Ob KZOB 692 0.3 1.5 1.2 0.2 -90，119.481 35，808.539 257，527 lV 

!l!138図 21 1<1549 加工棋のある刷片 H-023 TA02 国土 Ob KZOB 719 0.2 0.8 1.3 0.2 -90， 126.083 35，818.166 256.366 lV 

開138図 22 11175 加工直のある剥片 F-022 AN-FB Ob KZOs 786 2.1 3.2 1.3 0.6 -90，141.369 35，801.081 256.853 lV 

!l!1羽図 23 15321 加工富のある制片 H-023 TA02 席而 Ob KZOB 791 0.3 1.7 1.2 0.2 -90，126.560 35，819.067 256.282 lV 

第l甜悶 24 15730 加工植のある制片 H-023 SB06 碩士 Ob KZOB 722 0.7 2.J 1.2 0.7 90，123.543 35，810.120 256.876 lV 

第四8図 25 1444 加工棋のある制片 ]-023 AN-FB Ob KZOB 768 0.7 1.5 1.8 0.3 90，118.976 35，813.967 257.267 lV 

67 !m:r.簡のある軒目 G'-022 AN"'FB Ob KZOB 466 0.9 1.9 1.2 0.6 90，138.608 35，806.738 256.817 lV 

305 加工艇のある制片 H-023 ssc Ob KZOB 686 0.8 1.9 1.1 0.5 -90， 121. 732 35，817.044 256.913 lV 

333 1J!1I慎のある制日 H-023 ssc Ob KZOB 687 0.3 1.4 0.8 0.3 -90，121.568 35，816.667 256.907 lV 

1234 加 E躍のある制片 H-023 AN.......FB Ob 推出不吉T 690 1.1 2.3 u 0.4 -90，124.558 35，817.434 256.837 lV 

1763 加工棋のある制片 G-022 AN-FB Sh 81.6 9.4 5.2 1.9 90，133.433 35，808.312 257.230 lV 

2851 加工偵のある制片 1-023 AN-FB Ob KZOB 694 2.9 1.7 2.6 2.6 90，118.178 35，814.086 257.278 lV 

6370 知I.Tf，直のある制片 H-023 AN-FB Ob 舵定不可 699 2.2 2.2 1.9 0.8 90，122.666 35，810.377 257.237 lV 

7725 加工唱のある制片 ]-023 AN-FB Ob KZOB 672 1.8 2.2 1.3 0.5 -90，117.8.13 35，816.072 256.963 lV 

7950 IJIl工痕のある制片 G-023 AN-FB Ob KZOB 702 0.4 1.1 0.8 0.6 -90，131.452 35，813.617 256.666 N 

8973 力11工痕のある制片 F--022 AN-fB Ob KZOB 776 0.2 0.8 0.9 0.4 90.143.700 35，802.884 256.418 N 

9343 加工痕のある制片 H-022 AN-FB Ob I<ZOB 705 1.0 2.0 1.1 0.8 90，129.193 35，801回6 257.462 N 

9484 加工直のある制片 H-022 AN-FB Ob K10B 707 0.2 1.6 0.7 0.3 90，125.251 35，805.849 257お0 N 

10050 加工痕のある刷片 H-023 AN-FB Ob I<ZOB 539 0.5 1.4 1.1 0.4 90，122.775 35，813.3∞ 256.916 N 

10450 加工棋のある刷片 1-023 AN-FB Ob KZOB 780 27 2.3 2.3 0.9 -90，119.344 35，818.621 256回8 N 

10717 加工棋のある制H G-023 AN--FB Ob KZOB 785 8.5 2.7 3.2 1.2 -90，132.023 35，813.439 256.620 N 

10721 加工駐のある劇片 G-023 AN-FB Ob KZOB 709 0.2 1.1 0.9 0.3 -90，131. 729 35，812.889 256.683 N 

]2418 )111工症のある伽l片 H-022 AN-FB Ob 権定不可 716 0.1 0.8 0.7 0.7 -90，127.241 35，803.432 257.334 N 

12520 加工棋のあるIIIJY H-023 AN-FB Ob KZOB 789 0.5 1.9 0.9 0.3 -90，123.052 35，816.666 256.672 N 

15593 カ11工症のあるIIIJ片 E-023 ZN Ob KZOB 137 1.3 1.4 2.0 0.5 -90， 156.610 35，812.402 お5，316 N 

15741 加工艇のある刷片 J-023 ZN Ob I<ZOB 155 0.3 1.5 0.9 0.4 -90，119.976 35，818.503 256.567 N 

17196 加工植のある刷片 G-022 ZN Ob I<ZOB 270 0.5 1.6 1.0 0.4 90，134.032 35，801.469 256.973 N 

17259 加工寵のある制片 G-022 ZN Ob KZOB 288 1.0 1.2 1.5 0.7 90，131.922 35，804.452 256.834 N 

19406 加工曜のある刷片 表探 Ob KZOB 795 8.9 5.4 2.0 1.4 
ー.】ー・圃. - ~-

N 

事139闘 1 16712 使用直のおる制片 H-023 SB06 慣土 Ob I<ZOB 762 15.5 4.9 3.1 1.6 90，123.079 35，810.106 256.983 I 

都139図 2 9056 使用車のある制片 F-021 AN-FB Ob KZOB 748 11.4 4.0 2.6 1.5 90，140.406 35，799.416 256.981 I 

事139図 3 17123 世用慎のおる制片 H-023 ZN Ob KZOB 763 7.1 3.4 2.1 Ll -90，122.214 35，810.447 256.816 I 

第139図 4 14961 使用躍のある制片 H-023 SB02 磁土 Ob KZOB 759 3.9 3.0 2.2 09 -90，122.100 35，812.103 256.911 I 

冒113913J 5 2251 使用蝿のある船l片 G-022 SF04 国土 Ch(Re) 10.8 3.3 4.0 1.6 -90，137.026 35，802.631 256.665 E 

部139図 6 4559 使用曜のある刷片 H-022 AN-FB Ob KZOB 740 2.8 2.0 2.7 0.8 -90，124.907 35，804.632 257.630 E 

第139図 7 922 使m慣叩ある劇片 H-022 AN-FB Ob KZOB 729 14.7 4.3 3.7 1.8 -90.126.178 35，806.380 257.604 E 

餌139凶 8 13990 使用慣のある刷片 G-023 TA01 回土 Ob KZOB 756 1.5 1.8 1.4 0.8 -90，131.497 35，812.634 256.538 lV 

揮賓111 34 90 図図 9 1 
15802 使川棋のある剥片 H-023 SB04 覆土 Ob KZOB 760 2.6 2.5 2.1 0.7 -90，126.949 35，816.178 256.391 N 

13526 打眼石斧 E-023 AN-FB Ho< 220.0 11.4 6.1 2.6 ←90，155.850 35，811.472 255.728 

冒H40閑 2 5738 打担石斧 1-022 AN-FB Sh 115.2 14.5 5.2 1.6 -90，116.021 35，806.218 257.686 

餌140図 3 8186 打観石斧 G-021 AN-FB Ho< 174.4 8.6 5.5 2.9 90，132.987 35，7四 929 257.410 

胃H40図 4 9701 打製石斧 J-023 AN""'-'FB Sh 86.6 7.6 4.1 2.6 90，106.950 35，819.031 256.462 

第140図 5 2530 打県石斧 F-022 AN-FB Sh 8l.2 6.6 4.5 2.4 90，142.829 35，801.753 256.722 
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第6章弥生時代以降の遺構と遺物

第 1節遺構

概要

調査区南側の緩斜面地で円形土坑3基を検出した。 緩斜面地には地震によるものと想定される地割れ

が東西方向に幾筋も走っている。その地割れ部分に落ち込んだ縄文時代以降のスコ リア層を掘り込む形

で検出された。 愛鷹山近辺でよく検出されている、いわゆる中世の円形土坑といわれるものである。

土坑

(1) 5号土坑 (SF05)

5号土坑は調査区南側のD-020グリッドの緩斜面地に占地し、標高は249.70mで:ある。円形を呈し、長

軸l.lm、短軸l.05mを測る。残存する壁の高さはlOcmで、ある。

(2) 6号土坑 (SF06)

6号土坑は調査区南側のE-Q18グリッドの緩斜面地に占地し、 標高は252.60mで、ある。 円形を呈し、径l.lm

を測る。残存する壁の高さは8"-' 18cmで、ある。覆土に微量の炭化物を合む。

(3) 7号土坑 (SF07)

7号土坑は調査区南側のG-012グリッドの緩斜面地に占地し、標高は252.60mである。楕円形を呈し、

長軸l.02m、短軸O.92mを測る。残存する壁の高さはlOcmである。 覆土に微量の炭化物を合む。

1号円形土坑(SF05) 2号円形土坑(SF06)

F188よmり+
東へ

/予三士三h 、

A (f ¥1 A' 

3号円形土坑(SF07)

G-12より
北へ3m

+ 東へ伽

A A' 

249.80mム K 252. 60m _A_ A' 254. 20m _A_ A' 

夜二ZZ芳 秀秀努t!s;
1 黒褐色土 (10YR3/2)暗褐色土が多量に混じる。

2 鳳縄色土 (10YR3/2)暗得色土が少量混じる。

1黒褐色土 (10YR3/2)ゆ2-5mmの黒色スコリア、
ゆ1mmの赤色スコリ アを
多量に含む。

2 黒褐色土 (10YR3/2)骨2-5mmの黒色スコリア、
φ1mmの赤色スコリ ア、

微量の炭化物が混じる。
日音褐色土が多量に混じる。

1黒褐色土 (10YR3/2)ゆ2-5mmの黒色スコリア、
ゆ1mmの赤色スコリアを
多量に含む。

2 鳳褐色土 (10YR3/2) ゆ2-5mmの黒色スコリア、
φ1mmの赤色スコ リア、
微量の炭化物が混じる。
日音褐色土が多量に混じる。

。
m
 

第159図円形土坑
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第 6芽t 抗生時代以降の遺構と遺物

第2節遺物

概要

縄文時代よりも新しい時代に属すると思われる遺物をここにまとめた。石製品としては砥石が2点、

土師器と思われる土器 1点、近世の陶磁器2点、近代の陶磁器 1点の総計6点である。いずれも遺構に

伴うものではなく 、小破片で、あるために遺物からは当該期の活動を予想することはできない。

1 .土師器(第160図1)

調査区西側の丘陵部、砂沢スコリア層より出土した。外面には刷毛目が見られる。 蜜の一部であると

考えることができるが、小破片であり、判然としない。弥生土器である可能性も否定できない。

2.近世の遺物 (第160図2)

2点出土している。 2は瀬戸美濃系の灰紬の碗である。調査区東側斜面地より出土した。急傾斜であ

ることから現位置には雨等の影響で流れてきたと推測される。内面には重ね焼きをした際の痕跡が見ら

れる。紬は外面になく、 内面のみにかかる。 外面には箆削りの跡が残る。 17"-'18世紀の遺物であると思

われる。高台の径は8.5cm程度と推測される。 3も瀬戸美濃系の灰紬の碗。はっきりとはしないが内面の

紬のひび割れ具合などから、 2よりも若干新しいものと推測される。表採。

3.近代の遺物(第160図4・5・6)

3点出土している。 4は瀬戸美濃系の柿紬もしく は鉄紬の壷の体部破片。 19世紀以降のものと推測さ

れる。 表採。 5，6は流紋岩製の砥石である。時期は不明であるが風化の度合いから現代より前のもの

であると判断し、こ こにまとめた。

第47表土器・陶磁器観察表

造物番号 器種 グリッド 庖位
残存 色調(断面)

日台 土 焼成
音R位 (紬)

18796 土師器? H-005 SNZ 底部付近
内外面とも 密。径1mm以下の長生I.透明石英・黒色粒

良
7.5Y6/6 子。砂粒を合む。

14800 碗?鉢? F-019 KGP 底部
2 .5Y7 /3 

密。長石を少記合む。 良
5Y7/4 

19867 lf宛 表採 口縁部
2.5Y8/2 

密。長石を少量合む。。 良
5Y7/3 

19868. 査 休部
10YrR/3 

密。長石を少量合む。 良
5YR3/6 

第48表石製品観察表

遺物番号 器 種 層 位 石 材
重 E 長径 短径 厚 さ
(g) (cm) (cm) (cm) 

19393 砥石 表採 Rhy (37.1) (5.6) 4.5 1.5 

19401 砥石 表採 Rhy (63.0) (5.2) 4.2 1.7 

※土器・陶磁器の分類については、木村忠義 静岡県埋蔵文化財調査研究所技術員に依頼した。
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第160図 弥生時代以降の遺物

D~ 
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19401 
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《参考文献》

岩本質・木村忠義2005I五反田遺跡J W来光川遺跡群 II~ 財団法人静岡県埋蔵文化財調査研究所
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第 6~ 弥生時代以降の遺構と遺物

第7章総括

本遺跡では、縄文時代早期を中心として、 旧石器時代から近世までの遺物が検出されたが、ここでは

集落が形成された縄文時代早期を中心として取り上げる。

1 .旧石器時代

旧石器時代は遺構・遺物ともに検出は極めて少なかった。 第E黒色帯をはじめとして、 AT下位からも

遺物の検出を見たが、遺構・遺物の大部分は休場層にて検出されている。中でも注目されるのは、休場

層中層で検出された円形の土坑である。該期の土坑の検出例は極めて少ない。この土坑を含めて、旧石

器時代に関する考察は第3章で、行っているため、 そちらをご参照されたい。 石器の器種や石材の組成、

黒曜石産地分析の結果などから推測すると、本遺跡の旧石器時代は遺構・遺物の検出は少ないものの、

周辺遺跡と同様の活動が展開されていたと考えられる。

2.縄文時代草創期

縄文時代草創期は石器ブロックこそ検出されたものの、石核の検出が無く、また磨耗が激しく、接合

関係を見出すことができなかった。石器ブロ ックの石材は軟質細粒凝灰岩で、 愛鷹山麓では比較的珍し

い石材である。石器製品は有舌尖頭器や左右非対称の半月形両面体などが出土し、該期の人々の存在を

示唆するが、草創期に位置づけられる土器を検出できなかったため詳細は不明とせざるを得ない。裾野

市内において、草創期の報告例は少ないが、今後の成果をもって、 本遺跡の該期の活動が明らかになる

ことを期待したい。

3.縄文時代早期

縄文時代早期には、本遺跡において活発な活動が展開された。それを示すのが住居跡、竪穴状遺構等

であり、また打越式土器の大量出土である。 打越式土器に付着した炭化物の放射性炭素測定年代結果は、

概ね6450""6550yrBPを中心とする年代を示している。なお、年代測定を行った炭化物付着土器は、本章

末の第169図にまとめて掲載しであるのでご参照されたい。また遺構内における東海系土器との共伴関係

も注目される。 250ページ以降で縄文時代早期末葉の集落に関して行った考察を掲載するが、その前に出

土した打越式土器に関して、簡単に触れておきたい。

本遺跡では8，435点の土器の出土を見たが、そのうち、打越式の範鴫に含まれると見られる土器の出土

は7，642点にのぼり、 全出土土器に占める割合は90.6%に達している。文様は打越式に特徴的な山形貝殻

腹縁文を施しているものが多いが、まれに菱形や目結文なども見られる。また、腹縁文が不定形なもの

も少なくない。本遺跡出土の打越式土器において注目される事象は、横位に隆帯が貼付された土器がほ

ぼ全く見られないことである。口唇が外に張り出すような形で隆帯を形成するものを含めてもわずか2

点のみであり、口唇から離れた位置に隆帯を貼付するものは全く見られない。第E群A類 1種とした一

群も、すべて口唇より貼付された垂下隆帯を有するものであり、横位の隆帯ではない。横位の隆帯を持

つ打越式が神之木台式の直前に位置づけられるという考えに従うのであれば、本遺跡の打越式土器は、

打越式の新しい段階のものとは位置づけられない。

打越式に併行すると思われる東海系出自の土器も出土している。石山式~天神山式であると思われる

土器は517点を数え、全体の6.1%を占めている。無文胴部が多いが、石山式の文様要素を持つものが43

点、天神山式の文様要素を持つものが100点出土している。また石山式に併行すると思われる在地の土器

ヴ

i
A
生っ白



も38点出土している。覆土内ではあるが、遺構内でも共伴関係が見られることから、本遺跡が営まれた

時期は、東海編年の石山式期~天神山式期であると推定される。

他に、石山式併行期の土器とした、石山式を模倣したような土器も出土している。この土器は胎土の

色調、合有物に特徴がある。 条痕施文が著しく 、注目に値するものである。また、本遺跡からは 1点の

みであるが、 入海 I式を模倣したような土器も出土している。 胎土は打越式のものに似るが、 断面三角

形の隆帯上には刺突が見られる。

未報告ではあるが、類例は下ノ大窪遺跡(第二東名No.l46地点)に存在する。下ノ大窪遺跡は本遺跡の

南の尾根に隣接している (巻頭カラー図版参照)。本遺跡と同様に打越式の集落遺跡であり、ここでは本

遺跡で見られなかった横位の隆帯を持つ土器が出土している。調査者によると入海 I式を模倣した土器

は、 横位隆帯を持つ打越式土器と共伴しているようである。本遺跡出土の土器と同様に、 下ノ大窪遺跡

でも放射性炭素年代測定を実施しているが、測定年代は驚く ほど近い。 下ノ大窪遺跡は未報告の遺跡で

あるため詳細は報告書の刊行を待つこと になるが、現在資料整理が進行中であり、報告書の刊行が待た

れる。本遺跡の性格また出土土器の位置づけも、 下ノ大窪遺跡の報告書刊行後に再検討されることを期

待したい。

最後に、興味深い出土状態を見せた遺物番号5062他について触れておきたい。遺物編では、第105図に

501として掲載されているもので、 第161図にも再掲した。 色調は明るく、胎土に合まれる繊維量も多い。

内外面ともに条痕が残る。拓本では、 破片左上部に腹縁文、または縄文のよ うなものが見えるが、器面

が剥落したものである。この土器は、 第169図にあるように、2つの地点でそれぞ、れ集中して出土してい

る。 何らかの廃棄行動の結果ではないかと考えたため、図面では廃棄A地点・廃棄B地点とした。

A地点では5点の接合が確認された。また近くには、接合した5点と明らかに同一個体であると思わ

れるもの3点 (5616・5617・6395)も出土している。これら 8点の出土は、半径30センチの円内に密集

している。一方B地点では4点が接合している。 6号住居跡の上面に位置しており、 廃棄は住居の廃絶

後になされたと考えられる。

接合状態は、それぞれの出土地点で口縁部から胴部上半までが接合しており、 それが互いに接合した

という状況である。 A地点と B地点とでは標高差はほとんど無く、直線距離にして約6mの距離がある。

自然の所作としてそれぞれの地点に集合したとは考えられず、何らかの人為的な所作を感じる。また、

それぞれに口縁部が残存すると言うことは、 地点を移しての再利用という可能性も否定される。 1体の

土器がなぜ、別々にEつ密集するような形で廃棄されたのか。 または廃棄とは全く別の意図をもってな

された行動の帰結なのか。 該期の人々の活動を理解する一助となる資料である 。(成田)

-248-
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縄文時代早期末葉の集落および遺物について

梯ヶ尾遺跡(以下、本遺跡)の中心は縄文時代早期末葉の集落である。そこで本遺跡および周辺の遺

跡を交えた早期末葉の集落について若干の考察を試みたい。

考察の進め方は、特徴的な遺物の様子とその分布から個別遺構の性格を検討し、その後で集落域全体の

把握から遺跡の立地と石材等の搬入というより大きな視点からの考察を試みたい。

〈遺物について〉

1.遺物の分布状況と出土遺物

本遺跡の集落域の造物出土状況図を見ていただきたい(第78図)。東側調査区外との境界線で右半分を

切られた径30mの半円形の範囲内に遺物が集中している。そしてその中央部には遺物の出土が比較的少

ないところがある。

環状に遺物が出土している様相からは、集落域南側に住居が存在したものの検出するこ とができなか

った可能性も否定できない。仮にそ うであったとするならば掘り込みは浅かったなどの形態の違いがあ

ったのかもしれない。

集落域が明確な環状を示していたかは判然としないが、遺物出土が少ない空間が明確に意識されてい

たことから何らかの空間利用に関する制約があったことが予想される。広場のような空間を持つ環状の

生活領域と言えるのかもしれない。

以下ではまず遺物を視点として考察をはじめることにする。 縄文時代の推測される生業から、石器は

「狩猟活動に関わるもの」、「植物質食料加工活動に関わるもの」、「装飾品のような生業に直接関わらな

いもの」、の3つの視点から考察する。石器全体としては西田正規(西田1986)が指摘していることであ

るが、早期のこの段階では各種の石器がすでに揃った状態といって良いような、一揃いがあるという印

象を受ける。しかし器種ごとの量には差があるこ ともあり、必ずしも長期の定住を予想させるものでは

ない。

また、遺物ごとには特異な出土状況のものもあり、石材やその産地、あるいは器種内における形状分

類などを組み合わせる ことで集落構造の理解につながると考える。以下、順次概観していきたい。

2.石鍬の様相

① 石材、産地から

早期末葉以降と思われる石鍛は158点出土しており、その石材も様々であるが黒曜石が151点で94%を

占める。さらに黒曜石産地分析の結果神津島産が130点で石鍬全体の82%、黒曜石中では86%を占める。

神津島恩馳島の黒曜石以外では天城柏峠3点、箱根畑宿4点、和田芙蓉ライト 1点、諏訪星ヶ台4点、

分析不可などの産地不明の黒曜石が9点、ガラス質黒色安山岩 1点、チャー ト2点、赤色チャー ト1点、

流紋岩2点、赤色頁岩1点となっており、神津島思馳島群の黒曜石がほぼ全てを占めるこ とになる。 (184

ページ第44表参照)

黒曜石の石鍛についてみると第一の特徴は産地が被数存在する ということである。当たり前のよ うに

思えるが、本遺跡出土の黒曜石製石器において、天城柏峠、箱根畑宿、和田芙蓉ライト、 諏訪星ヶ台と

複数の産地を持つ器種は石鎌だけであ り、黒曜石を使う他の石器では石核で諏訪星ヶ台が l点出ている

だけである。周辺の遺跡で黒曜石産地分析を比較的網羅して行っている遺跡を見てもこのような偏 りが

あるものは少ないようである。また第二の特徴として、本遺跡出土の石鍛は産地ごと、 一部形状などに

違いが認められる。第三の特徴は、未製品出現率は24点で15.3%であるが、 1点の推定不可を除きその
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第 7主主総 括

ほとんどが神津島産で、あった。また、石鍛未成品が含まれている可能性がある、加工痕のある剥片と分

類したものもすべて神津島産であり、 本遺跡においては神津島産以外の黒曜石で石鍛を製作した痕跡は

ほとんどない、といえよう。神津島恩馳島群黒曜石の利用状況からはその圧倒的な量の流入が想像させ

られる。

ところが、形状別に見ると、長脚鍛 (本遺跡では器長の1/3以上の脚を持つものを分類)の産地分析の

結果は神津島思馳島群3点、 天城柏峠 1点、諏訪星ヶ台 1点、和田芙蓉ライト 1点であった。 資料数は

少なく、 神津島恩馳島群が半数を占めるものの、圧倒という様相は示さない。諏訪星ヶ台産の長脚鍛(第

117図38) の出土場所をみると、調査区西側丘陵部付近であり、集落域とは位置を異にする。その周辺に

は集落の主体となっている早期末葉の土器は全く出土していない。調査区西側丘陵部側の諏訪星ケ台の

長脚鍛が出土した付近からの出土土器は前期後半諸磯b式及びc式である。また、石鹸が出ている層位

は第2層の砂沢スコリアを合む層であり、早期末葉の住居跡があるものよりも上位である。以上の点か

ら、この諏訪星ヶ台産の長脚鉱は前期後半の諸磯期に伴うものであると考えられる。

また、 和田芙蓉ライ ト群のもの(第117図39) は局部磨製石鍛であるが、同じグリッ ドには撚糸文の土

器片 1点を伴う集石遺構があり、こちらは早期前葉のものである可能性がある。

このような黒曜石産地と長脚鍛との関連性は、周辺地域の事例と照らし妥当であろうか。ここで、石

倣の産地分析を行っている静岡県東部の愛鷹山東南麓・箱根西麓にある近隣の遺跡の状況を分析した。

対象となった遺跡は、初音ケ原、中林山、乾草峠、下原 I、加茂ノ洞B、八田原、上ノ池、桧林A、下

原田、北ノ入A、(以上三島市)葛原沢第N遺跡 (a. b区)、拓南東(以上沼津市)である。これらの

遺跡の産地同定対象石鍬464点をまとめたものが第49表である。長脚鍬は産地別には、旧判別群の霧ケ11降

系(新判別群の諏訪星ヶ台産 詳細は附編黒曜石産地分析を参照)は全体の80.5%、和田峠系を入れれ

ば信州系は約83%を占める。一方神津島は10.4%、天城柏峠約2.6%、箱根畑宿約1.3%であった。 この

結果からは、愛鷹山東南麓・箱根西麓では長脚鍬の8割以上が諏訪星ケ台産で作られていることになる。

長脚織における信州系の圧倒である。

第49表 愛鷹山東南麓・ 箱根西麓の石鯨の様子

神津島|箱根 天城 続ケ111争 和田11様 夢科 不明 言十

長脚 8 1 2 62 2 。 2 77 
※( )内は各産地合計に対する割合(%) (3.4) (4.3) (7.1) (42.2) (16.7) (0) (12.5) 

長脚鍬全体に占める各産地の割合(%) 10.4% 1.3% 2.6% 80.5% 2.6% 0.0% 2.6% 100% 

長脚以外(形状不明を合む)
117 12 18 62 8 1 9 227 (49目 4) (52目 2) (64.3) (42.2) (66.7) (100) (56.3) 

米製品 112 9 8 23 2 。 5 159 

各産地合計 237 23 28 147 12 1 16 464 

欠損品について

※( )内は各産地欠損品合計に対する割合(%)

長脚

長脚鍬における欠損品出現率

正E泳3三ロr 

68 

88.30% 

9 
160 (90) 

41.50% 

10 228 

49.10% 

各産地欠J員品合計

長脚以外(未製品を合む)
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に伴い素材剥片剥離面残存度も低い。これらの違いは一見して雑か、丁寧かの印象を与える。全体の傾

向としては長脚畿の中でも述パたが、黒曜石産地の違いにリンクする作り手の遣いを感bきせる。

石材、産地ごとの、形状の遣いの数的構成については、黒曜石では、神津島思馳島群産は平面三角形

が多い中に湾曲三角形が含まれる形になるが、他の産地の黒曜石では基本的に湾曲は作っていない。し

かし、黒曜石以外の石材では湾曲させているものの方が多くなる。また基部のまたりについても黒曜石は

ばらばらな感bを受けるが、黒曜若以外になるとそのほとんどが換りをもつものになる。

黒曜石だけをみると閉じ石材で多様な形態を作るように見えるが、他の石材についてはある軽震は形

状に制約が働いていたように感じる。チャートの産地は比較的紅場のものとして、神奈川県間部の丹沢

山系が知られている。本遺跡からは見ると黒購石産地は南北に、チャート産地は東にあるQ :fi材移動の

方向の遣いが何らかの形状の違いに影響を与えているのかもしれない。
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第50表石鯨形状別一覧

平面形状・基部形状

湾 湾 湾 玉 不 不 不

総 角 角 角 角 曲 曲 曲 角 明 明 明 素材剥片面
未製

残存率%
数 平 凹 長 不 平 凹 不 凹 平 凹 不 未製品を除く

品数

基 基 胸l 明 基 基 明 基 基 基明

KZOB 130 23 32 3 2 3 18 6 1 18 66% (70点) 24 

SWHD 4 2 1 1 0(0点) 。
WDHY 1 1 0(0点) 。
AGKT 3 l 1 1 0(0点) 。
HNHJ 4 1 2 1 75% (3点) 。

推定不可 ・測定不可 9 1 1 1 5 22% (2点) 1 

ガラス質黒色安山岩(GAn) 1 1 100% (1点) 。
チャート (Ch) 2 1 1 0%(0点) 。

赤色チャート (Ch(Re)) 1 1 0% (0点) 。
流紋岩(Rhy) 2 1 1 100% (2点)

赤色頁岩(RSh) l 100(1点)

次に刃部を整える際の細部調整の様子について見てみる(第51表)。遺物編のところで触れたが、 細部

調整の様子が若干異なる。細部調整をA類としたものは最終的な細部調整が一面に片寄るもの、 B類は

細部調整が左右両側縁部で表裏一対で組調整と細部調整が組み合わさり、かつ右側縁と左側縁とがそれ

ぞれ異なった調整で 1面が構成されているもの、C類は細部調整と粗調整とが複雑に組み合わさってい

るものあるいは不明のものである。

形状と産地と組み合わせてみる と、 神津島思馳島群産では、三角形 ・平基にA類が多いが、三角形・

凹基は全て措抗していること、信州系黒曜石ではB類が多い、という傾向が見られる。しかし全体的に

概観すると特別な偏りがあるよう には見えない。

分類ごとのそれぞれの違いが意味しているところは素材剥片から目的の形状を作る際の方法の違いで

あると考える。A類は大まかな形状を作ってから最終的には片面でのみ形状を整える という方法を、 B

類は刃部ごと個別に最終的な調整をしている方法を、 C類は頻繁に作業面を反転させながら最終的な調

整をしているという方法をそれぞれ表していると考える。

これらの違いが形状・石材ごとに偏差があれば製作者集団の 「くせ」のよ うなものである可能性があ

る。しかし、 前述のように偏りがないとなると、それぞれの調整方法は全ての製作者において選択され

うるものであったということになろう。縄文時代の剥片剥離技法においては、旧石器時代とは異なり定

型的な剥片を連続して作るという制約は乏しい。これは本遺跡出土の石核を見れば打面転移を頻繁に行

っている様子から容易に理解できる。素材剥片の形状、厚さにはかなりのばらつきがあったことになり、

そういった素材剥片がもっ問題を解決して目的の石器を作るためにさまざまの方法を臨機的に採用した

ことであろう。臨機的に対応する上に、 画一性が見えにくい様子はまさに縄文的である。

また、欠損しているものが多いことから部位別に欠損状況をまとめた(第52表)。先端部と脚部が欠損

しているものが多く、石鎌形状による差異はない。特徴的な欠損としては先端音防ミら中心に向かつて縦

溝状剥離が見られるものが3点(第116図6、13、第117図51)あり、特に第116図13と第117図51は剥離

末端部がステッフ。状になっている。御堂島正の石鍛使用痕の実験によれば、これら先端部にみられる特

異な剥離は衝撃剥離痕である可能性が高い(御堂島2005)。
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めると、形状の違いにより作り手あ

るいは時期の違いを想像させるもの

があるが、製作技法については大き

な差がないこと、 主体を占める石材

(本遺跡では神津島の黒曜石)は量的に豊富で・あるからか組雑なっくり をするものが多く 、その形状も

ランダムである印象を受けるが、その他のものについては形状にある程度制約があったようであるこ と

第51表 石鉱石材別細部調整一覧

平面形状・基部形状

細 T室: t誇 弓ミ 不

部 角角 角 角 曲 曲 角明 明 明

調
平基 基凹

長 コf' 平 凹
基凹 平基

凹 不
整 J出i 明 基 基 基 明

A 12 9 l 1 3 I 2 
B 4 10 1 1 3 4 

C 7 13 l 1 2 12 6 1 12 

A 1 

SWHD B 2 l 

C 
←一一

A 

WDHY B 1 

C 
A 1 

AGKT B 

C 1 1 

A 1 1 

HNHJ B l 

C 1 

A 
推測定不可 B 

定不可
C 1 I I 1 1 5 

A 1 

GAn B 

C 
A 

Ch B 

C 1 I l 

A 

Ch侭e) B 1 

C 
A 1 

Rhy B 1 

C 

A 

LRSh B 1 

C 

合計(%)

28(26%) 

23(22%) 

55 (52%) 

1 (25%) 

3 (75%) 

1 (100%) 

1 (33%) 

2 (67%) 

2 (50%) 

1 (25%) 

1 (25%) 

8(100%) 

1 (100%) 

2 (100%) 

1 (100%) 

1 (100%) 

1 (100%) 

1 (100%) 

が言えよう。

形状別欠損部位出現一覧

合計
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全ての欠損品について、使用の痕

跡なのか、製作時のミスによるもの

なのかを判じる ことは難しいが、使

用痕として認定できるような剥離が

見られることから使用した矢は特別

問題がない限りは持ち帰ったのでは

ないかと思われる。もちろん、対象

物に刺さったままで持ち帰られるこ

ともあったであろう。 前掲の御堂島

によれば石鍛製作は当然であるが、

矢柄製作もかなりの時聞を要する と

ある。消耗品である とは言え、使用

できるものは当然持ち帰って再利用

したのであろう。 石搬についてま と

3.磨石、敵石について

磨石、敵石は製粉の工程で使用されるものであると考えられており、どちらもワンセットの工程であ

る (殻を割って砕き、中身を磨る)ゆえに両方の性格を兼ねている ことが多い(以下この磨石、兼敵石

をも磨石という ことにする)。磨石の用途は製粉作業と漠然と考えているが重さ、形状によって使用目的

が違う可能性はないだろうか。製粉用具の形状と重量分布について見てみる。製粉用具の形状は従来、

円操、亜円棟、棒状楳あるいは隅丸方形、円盤状などに分けられるのが一般的であろう。また トチタタ

キ石 (渡辺誠1975)のよ うな使用方法を念頭に入れて使用面を平坦に加工したスタンプ形石器などもあ

り、 捉え方により形状名称が多様となっている。そのよ うな状況の中で、調査者の主観によらず、 数値

で形状を把握し磨石の機能や使用方法について検討を試みている論考がある (桐山秀穂2004)。本遺跡は

桐山論文の形状分類に沿った形で、 本遺跡内における磨石の形状分布と出土分布から考察をしたい。ま
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括

ず、分類であるがZ加ggの図表という、 主に地質学において使用される立体を表現する図表を使用する。

詳細は桐山論文を参照されたいが、これは対象物の長さ、幅、厚さを計測し、それぞれの数値のうち最

大値を長径(図表上ではaと表記)、 2番目の値を中間径 (b)、最小値を短径(c )とし、中間径と長

径の比および中間径と短径の比で立体を表現するものである。ここでは桐山論文にならい、2つの比0.66

を境界とし、数値の交点がフ。ロッ トされる場所から形状を把握する。

総第 7章

数値分布による形状

小判形

球形

棒形

円盤形

0.66 

。

。
8 

. 

0.66 

b/a 

0.66 

0.66 0.00 
c/b 

悌ヶ尾遺跡出土磨石類形状分布図

形状把握に関しては完形品のみ223点を対象とした。この磨石をフ。ロット した図が第162図である。球

形状 (83点)、円盤形状 (85点)が多く、棒形状 (36点)、 小判形状 (19点)が少ないことが見て取れる。

これらの形状別に重量分布をあらわしたグラフを見ると、形状別にいくつかの重量ピークが存在する (第

163図)。円盤形には401'"'-"550 g、960'"'-"1150gの2つのピークが、球形は51'"'-"200g、棒形も51'"'-"200gが

重量別に見た際のピークといえる。小判形は全体的に少なく、ピークといえるものはない。 円盤形は比

第162図
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較的重いものが、 球形は軽いものが多いという傾向がうかがえよ う。

これら石器の形状別に集落域の出土状況を図示してみる(第164図)。どの形状も特別にどこかに集中

している場所があるわけではない。数から言えば石皿 ・台石は68点、磨石類は272点出土しており、単純

計算で石皿 ・台石1点あたりに磨石類は4点になる。磨石類のほうが石血などよりも多いのは作業工程

の中で大きさ、形状の違う磨石類を組み合わせて使用したことの表れであろう。特定の形状が集中して

いるわけでないこともその流れで理解できる。

次に、実際に球形、円盤形、 棒形が併用されることを確認するため実験を行った。 特に重量グラフ中、

出土の多かった球形と円盤形、それと棒形に該当する1擦を海浜で採取し、実際にドングリやクルミを対

象として殻割・荒割・製粉の過程 (渡辺誠1975)を試みた。 実験で使用したのは比較的小型の球形に該

当する110gの安山岩、および中型の円盤に該当する460gの多孔質玄武岩の円礁である。棒形はピーク

がいくつかあるが51g "-'200 gにもっとも大きいピークがあるのでそれに該当する120gの多孔質玄武岩

を使用した。受け手となる石皿には、多孔質玄武岩の肩平な礁の平面中央部を敵打により凹ませたもの

を使用した。

まず小型の球形についてであるが、 殻を割る際には軽すぎるため、相当な力が必要とされ、加減が難

しいと感じた。殻を割る過程で中身は割れることはなかった。製粉についても荒割り、 製粉工程とも軽

量で小さいために使いにくく、 後述の中型の円盤より力を必要とした。 殻割の際に中身が殻とともに割

れることが少ないであろうというこ と以外は長所が見られなかった。何よりも、 製粉作業はかなりの量

をこなすはずであり、小さい磨石では効率が悪いと思われる。殻割、荒割ではなく、 例えばより細かく

する、 あるいは練る、といった作業に使ったのかも しれない。 小さいものを少量つぶす、といった作業

も考えられる。

中型の円盤はすべての工程において使いやすかった。平坦面があるために殻割は打ち損じが少なく、

石皿の凹み利用 して礁の縁辺でたたくと容易に細かくなる。欠点を挙げるならば、やはり重いことであ

る。 短時間の使用において問題はなくとも、 長時間の使用に向いているのかどうか。民族事例を見ると、

アメリカ先住民であるカ リフオルニアのNornlakiは、 1家族の 2"-'3日間の食糧に相当するドングリの

製粉加工を、女性が4"-'5時間連続して作業にあたることで得ている旨が報告されている (B.フェイガ

ン2005)。製粉作業は女性による という民族例が多いことを考慮すると、重いことは長時間労働に不利で、

ある。場合によっては軽いタイプに持ち替えたり、 あるいは殻割・荒割には重いタイプ、製粉には軽い

タイプという具合に使い分けていたりしたのであろ うか。 実験の感触からは、 重量のある磨石があれば

製粉までの工程は十分である。

棒形に関しては小型の球形と重量が変わらないにもかかわらず細長くなっているため、細長い先端部

を使用して敵くと若干対象物を捉えにくいという印象があった。 あるいは扇平な面を使用するほうが有

効なのかも しれない。その他は使いやすさについては小型の球形と大差なかった。 あるいは食料加工作

業ではなく、石器製作のハンマーも含まれていること もあろう。

実験から得られた結論として、いずれか一つの形状で作業する ことは確かに可能であるが、一長一短

であるために三者を補完的に使っていた可能性は十分あるということがわかった。三者の組み合わせが

特別なものでないため、全体に分布して出土するのも当然であろ う。
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4.石皿について

石皿についても若干の検討を試みた。まず石皿のタイプであるが全体形状を把握できる石皿を見ると、

本遺跡から出土しているものは大きく 3群に分けられる。

I群..ー石皿の表面は平らであり全体的に磨った跡があるが、磨耗による凹みがまったくないもの

E群一石皿の表面は全体的に磨った跡があり、全体的に凹んでいるもの

E群・一石皿の表面の一部分がスポット的(主に径10cm程度の円形)に凹んでいるもの

o群) (II群〉 (皿群〉

第165図石皿分類概念図

これら 3タイプの石皿はどれも用途が同じであるのか。 1群と E群は、 I群を使い込んでいったらE

群になったと捉えることが可能であり、用途は同じであると推測できる。しかしE群は一部分だけを集

中的に使用しているか、もし くは凹ませて成形していると考えられる ことから別の用途があったのかも

しれない。

E群は使用により凹んだのか、 それとも成形してそのような形になったのかの違いは意味がある。作

業過程で凹んでしまうのであれば、磨石の接触面があまり大きいものではない(大きいと全体的に凹む

のではないか)ということを意味し、またあらかじめ成形していたとするならば小さく凹むことが必要

とされていたことを意味し、その意図は異なる。この違いを考える一つのヒ ン トとして、E群の石皿で

ある接合資料S-24(第155図12)がある。凹みの程度は少ないが仔細に観察すると、スポット的に凹んで

いる上、表裏面ともに激しい敵打痕があり、凹ませようとして強く敵打している際に大きく割れてしま

ったと考えられる。 このこ とから石皿の凹みは意図的に作り出されたものであり、必ずしも使用頻度、

使用期聞を反映していない。

製粉作業を考えれば、ある程度凹んでいたほうが使用しやすいのは言うまでもない。 実際に、先述の

磨石での実験に使用した石皿は意図的に凹ませた多孔質玄武岩を使用 したが、成形する際に磨石による

研磨 (製粉作業の再現)で試みたが成人男性が 1万凶以上強くこすりつけても2.5ミリ程度しか凹まなか

った(2)。代わりに叩いて表面をつぶして整形してみたところ10分もしないうちに凹みができた。当時も成

形してから使用したのであろう。

次にE群の石皿の出土位置を見る (第166図)0 1群およびE群のタイプは集落を中心に全体的に見ら

れるが、E群は3号住居跡南東のG-022グリッド内の石皿の集中域にそのほとんどがある。 E群の使用

していた作業場所に偏りがある といえよう。ただし、 E群の近く から I群及びE群の石皿も出ているの

で、 E群の石皿は作業の一環として使用する場合もあれば、そう でない場合もあったと考えるほう がい

いのかもしれない。形状の異なる石皿がセッ トで集中して出土していることは、皮むき、荒割、細紛化

といった堅果類加工工程を考慮するとむしろ当然なのかもしれない。磨石類のところでも同様の結果が

得られていることは先述した通りである。これら作業はある特定の時期に集約的に作業が行われたはず

であ り、 当然、共同作業も行われたであろう。その結果として作業場所、つまり石皿の集中域が形成さ

れたと思われる。
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第7章総括

その他のタイプについてであるが、遺物番号16901のE群の石皿(第155図10)は6号住居跡床面直上

から出土した。全体的に凹んだ形状は磨り潰したり粉末をこねたりするのに適している ようである。製

粉加工作業はアク抜きなどに水が必要であ り、また殻などのごみも出るので、屋外で行い、粉になった

ものを住居に持ち帰り食用に供したのであろう。

植田文雄は縁の有無で用途の違いの可能性を指摘しているが、 当然加工対象植物種の違いもあったで

あろう(植田1998a、1998b、山本2002)。本遺跡出土石皿は意図して凹ませたであろうことはわかるが明

確な縁があるようなものではなく、かつ打製石斧が8点と極端に少ないため植田の言う根茎類採集を予

想、させるものではないが、本遺跡でのタイプごとの機能 ・用途の分化は十分に考えられることである。

残念ながら植物遺存体の出土がないため分化の可能性を指摘しておくにとどめる。

5.映状耳飾とミニチュア土器、石皿とのセット について

本遺跡からは滑石製快状耳飾が2点出土している。この映状耳飾と石皿、加えてミニチュア土器(第

104図453)が近接して検出された。 166図を参照すると、集落域西側のH-022グリッドから員殻条痕文が

格子目状に施文されているミニチュア土器と遺物番号2546(第124図1)の挟状耳飾が近接して出ている。

また、 遺物番号17136(第124図2)の映状耳飾が皿群のタイプを合む石皿集中箇所付近から出土してい

る。これらは何を意味するのであろうか

前期中葉の例ではあるが群馬県中野谷松原遺跡は石皿や磨石を模したミニチュア土製品が出土したこ

とから、大工原豊は食物調理に祭把的な意味が付与されていたことを指摘している (安中市教育委員会

1998、松本2005)。本遺跡から検出されたものは深鉢形のミニチュア土器であるが、 煮炊きなどの食物調

理作業を念頭においた製品である ことに変わりはない。したがってこの ミニチュア土器の存在もそのよ

うな作業に従事する人問、つまり女性を想起させる。また、映状耳飾そのものも女性に伴うものである

可能性が古く から指摘されており(西口1983)ω、映状耳飾とミ ニチュア土器の共伴はその場所が特に女

性に関わる空間であった可能性を示唆する。また墓域の可能性もあるが、土坑が検出されていないため

わからない。もう一つの決状耳飾が出ている地域は石皿の集中域付近である。民族例の見地から、石皿

自体も、女性の道具であるとの意見もあり(渡辺仁1980、酒井1990)、同様に女性に関わる空間であろう。

石.皿の集中域については製粉作業が集中的に行われた場所であろう。そのよう な食物加工作業に何ら

かの特別な意味が付与していたことが玖・状耳飾との関係から予想される。

映状耳飾は縄文時代早期から見られるよう にな り、末葉から前期初頭にかけて全国的に急激に数を増

やす。着装するということは一見して非着装者と区別できることが利点である。装飾品は富に付随する

ものというイメージがあるが、大きな集落であっても出土しない場合もあり、逆にその反対もある。経

済的な豊かさとは無関係であろう。春成秀爾は耳飾が集団内での出自を表していた可能性を示唆する。

着装者はその土地の出身者であり、非着装者はいわゆるよそ者である。それが集落の双分制の原理とな

ると指摘する(春成1982、網野他1998)。自他を明確に区分するという観点からは説得力のある説である。

遺跡ごとの耳飾出土のばらつきは春成の論じるよう に単なる所有の概念とは異なる。たとえば習俗など

に関わりがあるのかもしれない(4)。

ともあれ、作業空間と性別との関連の可能性、及びそれを周囲に認識させる必要性とが存在していた

ことは本遺跡の様相からうかがえる。
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第 7章 総括

〈集落域全体の様相〉

1.住居跡を中心とする遺構の新旧関係とその性格について

縄文時代早期末葉の集落域において検出された竪穴住居跡は6基であった。また、住居と思われる竪

穴状遺構が2基 (TA01、02)、その他、住居とは判断しがたいが何らかの上屋構造をもつものであった

ろう遺構が1基 (TA03)検出された。これらについてその出土遺物や遺物の接合状況、周辺の遺構との

関係、その他包合暦出土遺物の状況等から推測可能な範囲において、遺構の新旧関係について若干の考

察を試みたい。

覆土から出土した土器を見ると、全ての住居跡が打越期となり、 遺構の新旧関係は土器型式上からは

判明しない。しかし、 2号、 5号、 6号住居跡のよ うに非常に近接しているものがあり、これらは仮に

上屋を葺いたとしたらお互いに干渉する距離である。また第5章第1節遺構編でも述べたが、住居跡の

新旧関係が一部予想できる状況が見られることから、全ての住居が同時に存在したものではないことが

想像できる。さらに、住居跡等の遺構はお互いに切り合っていない。集落域に密集して構えられた住居

が切り合わないということは偶然ではあるまい。 同じような立地条件で住居を構築しながらも切り合う

ものがないということは、それぞれの遺構の痕跡が認識できるくらいの非常に短い時間内に全住居跡等

が構成された可能性を示唆している。

住居跡等の形状、遺物などを一覧にしたのが第53表である。

まず大きさであるが住居跡については3種類に区分できる。比較的大きい 1号・ 2号・ 4号住居跡、

それより少し小さい5号住居跡、 より小さいサイズである 3号・ 6号住居跡である。竪穴状遺構につい

てみても、大きいものが 1号竪穴状遺構、中位が2号竪穴状遺構(調査区内は半分であるが、推定で判

断した)、小さいものが3号竪穴状遺構である。大きさで3系統ある ということは共通している。

柱穴の配置の様子についても 3系統の様子がうかがわれる。もちろん、検出できなかった小さい柱穴

もあったことは考えられるが、検出したものでは、外周をめぐるように配置しながらも住居跡平面形の

半分に多くが偏るようになっているものは 1号 ・6号住居跡、外周をぐる りとめぐるように配置されて

いるものは3号・ 4号住居跡、中央に配置されるものがあるのが2号・ 5号住居跡である。柱穴の様子

については2号住居跡と 6号住居跡の一部の柱穴が直上の土層と異なる様子が観察された。柱穴の形状

を観察する限り、柱穴の一部が崩落したものが混入したと思えず、人為的に一部埋め戻したものである

と考える。柱の付け替えのような行為を予想させる。また他の柱穴も合め、中に遺物が合まれていたも

のは 1基も存在しなかった。 床面直上には遺物が存在することから、柱穴内への流れ込みもありそうな

ものだが、まったく無かったということは柱穴の埋没過程が住居床面とは異なるのかもしれない。

遺物の出土様相についてみる と、 まず覆土全体での土器・石器出土総数で、多いものが1号住居跡、

1号・ 2号竪穴状泣構である。 1号住居跡は350点、 1号竪穴状遺構は332点、 2号竪穴状遺構は調査区

外にかかっているため半分程度の大きさにも関わらす233点であり 、いずれも非常に多い。 150点前後の

中位のものが2号・ 4号住居跡である。少ないものが3号・ 5号住居跡である。 3号竪穴状遺構は小さ

いからであろう、総数は一番少ない。 3号竪穴状遺構は住居跡とは言い難い大きさなので除外する と、

やはりこれも 3系統に分かれる。

床面直上から出土した石器についてみると、狩猟具である石鍛が出土しているものが 1号住居跡、2

号竪穴状遺構、石鍛とともに植物質食糧加工具である磨石、石皿が出土したものが6号住居跡、石錬が

床面直上から出土しなかったものが2号・ 3号・ 5号住居跡、 1号竪穴状遺構である。特に3号 ・5号

住居跡は覆土上層も合めて石織は出ていない。狩猟活動の象徴的な遺物である石織の欠如は、その住居

が狩猟活動に関わらない者の住居である可能性を示している。これもやはり 3系統に分類できる ことに

なる。 しかし 形状や遺物出土の様子などの特徴が複数重なり合うものはなく、それぞれの系統が意味
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第53表 住居跡及び竪穴状遺構出土遺物等一貫

(X長方(短cm納角軸) ) 
深さ 平面 土籍 石器数 床面直上 覆土上庖

土穏の桜子
床面直上 寝土上層

炉 柱穴
(cm) 形状 数 (剥片数) 出土土器 出土土器 出土石怒 出土石器

-打越式 (口唇よ
石鍬 1(KZOB 7 

.胴部無文 り斜位の沈忠良状 大ぶりにな 石鎌S(不明Obl・

SB 300 
242点 るものあり

1)・両面翻盤石
KZOB3・Rhy1)

l (外周

(東西) 36 楕円 108点、 (打越式?) 腹縁と山形腹縁 告書1(Hor) ・模 (中央に をめぐ
01 (229点) 文の刺突) (覆土上層 踏石1.模形石器3

x258 -石山式 ・打越式 (耳打l突) 形石総1(KZOB 配置) るよう
打越式)

1) 
(不明Obl'K2OBl) 

に配位)
-東海系胴部無文

-打越式(刺突)

-打越式(版縁ラ 7 

ンダム)
石鎌2(KZOB2)・ 1 

(中央

SB 317 
105点

-条痕文の上に凹
UF1(KZOB1)・ (長恥bの

で十字

02 
(南北) 27 楕円 37点

(99点)
なし 線 小さい破片 なし

石核1(KZOB1)・ 一方に寄
に交差

x278 -沈線による格子 するよ

目
敵石2 って配置)

うに配

-天神山式 置)

-東海系無文

-打越式(刺突)
5 

大ぶりにな 1 (外周

SB 208 
48点 ・胴部無文

-打越式(若干押
るものあり 磨磁石1 l密石1 (長軸の をめぐ

03 
(南北) 30 梢円 61.点

(44点) I (打越式7) し引き)
(覆土上問 磁石l 磁石1 一方に寄 るよ う

x 193 -打越式 (条痕の

上に刺突)
打越式) って配訟) に 西日

置)

-打総式(条痕の
石槍1(KZOBl)・

6 
304 -条痕 文 石蕗4(KZOB3・Chl)・ 2 

SB (北西か 102点 (斜位)
上に刺突) 床直に大ぶ

敵石1 削器1(GAn)・ (短軸総
(外周

42 楕円 48点 -条痕文(格子目 りになるも をめぐ
04 ら南東) (90点) .*海系胴

状) のあり
砥石l UF1(KZOBl)・ 状に一対

るよう
x275 部無文

-条痕文(波状)
石核2(KZOB2)・ 配置)

に配配)
模形石総l(K2OBl)

-打越式 (条痕の

255 
上に刺突) 1 3 

SB 60点 -胴部無文 -打越式 (市[J突) (長紬の (中央

05 
(南北)I 24 梢円 44点

(56点) (打越式7) -条痕文(絡子目
小さい破片 磨石1 敵石3

一方に寄 と外周
x224 

状) って配置) に配置)

-条痕文 (波状)

-打越式 (格子目

状条痕の上に山
石鎌l

形2段l対を刺
(KZOBl) 4 

218 突) 石鍛1(KZOB1)・ 1 

SB (北西かー 101点 -胴音l無文 -打越式(条痕文 比較的小さ
石核l

RF1(KZOBl)・ (長軸の
(外周

28 円形 35点 (不明1) をめぐ
06 ら南東) ¥92点) (打越式7) の上に刺突) い破片

模形石器l
UFl(KZOBl)・ 一方に寄

るよう
x205 -打越式 (がl突) 模形石様l(KZOBl) って配置)

l -条痕文(打越&
(KZOBl) に配置)

ー、 、 J:9磁石1・Al皿1、 長?)

。天神山式
、，

石鯨5(HNHJl・

-打越式 (~下降 KZOB4)・

， 帯を持つ、JJil:縁 石匙1(KZOBl)・

TA 380 不整
263点 • E岡部無文

文後周) RFl(KZOB1)・

01 
(南北) 28 、形精 69点

(246点) (打隆式7)-打越式 (縦条痕 小さい破片 なし UFl(KZOBl)・ なし なし |
x355 円 の上に刺突) 模f石器2(K2OB2)・

-打越式(刺突) 磨磁石1・

-石山式 敵石4・凹石1

ゐ核l

(201) 
-条痕文の -打i溢式 (刺突)

石鎌2(KZOB2)・

TA (北西か 164点
上に波状 -打越式 (条痕 石鎌1(KZOB1)・

RFl(KZOBl)・
30 楕円 69点 の凹線 文と刺突) 小さい破片削lI:H(KZOB1)・ なし なし

02 ら南東) (156点)
.JJ阿部無文 -条痕文(打 魁 RFl(不明1)

ゐ核1(KZOBl)・

x242 
(打越式?) 式?)

敵石l

160 -打越式 (条痕の
石鍛1(不明1)・TA (北西か 28点 -東海系胴 上に刺突)

03 ら南東)
16 円 18点

(26点) 部無文 . *1毎以西の早期
小さい破片 なし 模形石器1 なし

x155 末土器 (IDC)
(KZOB1) 
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第 7章総 括

をなす分類であるかどうかもわからない。

時期決定に重要なのが土器であるがこれもはっきりとは見えてこない。床面直上からは新旧を述べら

れるものは無く、打越式土器の形式内に納まってしまうため、また条痕のあるものや無いものなども本

遺跡では住居変選を追うのには明確な指標とはなっていないために判然と しない。指針として成り立つ

のは早期末葉の東海系土器であるが、これも覆土上層から出ていたもので論じるものは難しい。ただ、

覆土内から石山式土器が出ているのは1号住居跡と 1号竪穴状遺構だけである。古い段階に属する この

土器が出ていることで、両者は全体の中では比較的古い可能性は有る。この両者はサイズが大きいこと、

遺物が多いこ と、覆土中も含めれば石鎌が多く出て、 磨;P'も出土していることなど共通点は有る。しか

し、残念ながら両者の同時性を示す資料はない。住居床面直上検出の遺物だけでは前後関係を言うのは

難しい。

そこで遺構内出土土器は覆土全体を含めたセットでまとめてみる。廃棄の組み合わせであるので厳密

な時期特定としては情報の精度が落ちるが、 覆土検出の造物よりも、 遺構の構築が古いことを示すこと

はできる。

まず編年が整備されている東海系土器を基準とする。 本遺跡では、 石山式と、後続する天神山式が出

土している。石山式土器は1号住居跡、 1号竪穴状遺構から出土している。

石山式土器より新しいと される天神山式土器は2号住居跡、 6号住居跡から出ている。

次に打越式土器において特徴的なものについてみると、 垂下隆帯を伴うものは 1号竪穴状遺構からの

み出土している。また、条痕文を施した上に貝殻腹縁文を施文するものはほとんどの住居跡・竪穴状遺

構から出土しているが、唯一2号住居跡からは出ていない。

隆帯を伴う打越式土器は谷口康弘によれば(谷口1984)打越式土器の中でも新しいものと位置付けら

れており、 次代の隆帯を持つ神之木台式土器につながると考えられているが、 本遺跡の南に近接する下

ノ大窪遺跡(第二東名No.146地点)においては、石山式より古い入海E式土器とともに垂下および横位隆

帯が貼付されている打越式土器が出土しているようである。垂下隆帯の土器は本遺跡においても右ー山式

土器とともに 1号竪穴状遺構ーから出ていることから相対的に古い可能性も考えられる。また、天神山式

土器とともに出ている、条痕文を持たない貝殻腹縁文のみの打越式土器は相対的に新しい可能性がある。

また、天神山式土器ではないが、打越式土器と同じ胎土を用い、貝殻条痕を波状に施文する土器が4

号住居跡から出土している。天神山式土器の文様モチーフに影響を受けたと思われるこの土器は、石山

式土器に比べれば新しい可能性はあろう。

以上のことから、この磁土全体からの考察では

① 1号住居跡および 1号竪穴状遺構に比べて2号 o 6号住居跡は新しい1可能性がある。

② 4号住居跡も 1号住居跡・ 1号竪穴状遺構に比べて新しい可能性がある。

とい うことが指摘できょう。

さらに包合層出土土器の接合から得られた情報も検討に加えたい。

l号住居跡床面直上検出の石山式土器(遺物番号16306)は3号竪穴状遺構検出面上の遺物包含層出土

土器(遺物番号7659)と接合した。この事実は、 1号住居跡が構築された際には3号竪穴状遺構は埋ま

っていたことになり、 3号竪穴状遺構が古く、 1号住居跡が新しい可能性を示唆する。

また天神山式土器がやはり 1号住居跡炉の高さから40cm上の包合層から出土しているが、この土器片

が同じように2号住居跡炉から20cm上、検出面すぐ上より 出土している土器片と、さらに4号陥穴状遺

構の検出面50cm下の深い層から出土している土器と接合した(第167図 接合番号P130)。これらは標高

が256.9"-'257.0mの高さにそろっている。このことから新旧関係に関する可能性が2点指摘できそ うで

ある。まず1点目は、 1号住居跡のほうが2号住居跡よりも古い可能性がある ということである。出土

内
4
1
u

F
h
u
 

円

L



}，_' 

A 

4号陥穴状土坑(SF03)

1-22より

十東へ5m

1号住居跡(SBOl) 

_Q' 

。

。c 

B 

A' 

主 ------------_----L J.r 49 

//~~ル//.ρタ~///万川公 放 て京宍二 王

勿タ

一

dm

ム

-
N
E
|
 

257.00m 

。 号m

縄文時代土器接合図(P 130) 第167図



第 7章 総括

遺物の標高値はほぼ同じであるが、 地形は西から東へ下る微傾地であるため、2号住居跡よりも 1号住

居跡の方が床面の標高値は低い。それにもかかわらず接合する土器は標高が変わらない。また2号住居

跡検出面直上の遺物は住居跡中央に行くに従い標高値が下ることからこの遺物が廃棄されたときは窪地

で、あったこ とがわかる。 これらのこ とから遺物が廃棄された時点では、 1号住居跡がすでに完全に埋ま

っており、かっ 2号住居跡が少し窪地を残している状態のときだと推測される。したがって、 1号住居

跡のほうが2号住居跡よりも古い可能性がある。 2点目には、これは住居跡ではないが、 4号陥穴状土

坑近接の検出面より低いところで出土した包含層中の土器が住居跡上層で出たものと接合したことから、

平面的に同じ高さで分布した状態で廃棄されていた土器がすっかり埋まりきってから土坑が掘られたこ

とになる。 4号陥穴状士坑は 1号住居跡や2号住居跡より もかなり新しいことになる。これは土抗の土

居もそのことを示しており 、集落とは関わりのない遺構として認識したほうがいいのかもしれない。 1

号住居跡と 2号住居跡については同じく天神山式土器接合番号P129の280、9551他の接合でも同様のこ

とが看取できる。

以上包含層の遺物と住居跡、竪穴状遺構の遺物との接合状態から推測される新旧関係は

① 3号竪穴状遺構が 1号住居跡より古い。

② l号住居跡が古く、 2号住居跡が新しく、 4号陥穴状土坑はより新しい。

ただし、これは少ない点数の遺物の接合から話しているので、情報と しての精度はおのずと低い。接合

すること自体は事実であるので、あくまで、可能性のーっとして考えていただきたい。

これに加え、遺構編のところで推測された新旧関係は

① 5号住居跡が古く、 6号住居跡が新しく、 2号焼土跡と13号集石遺構がより新しい。

② 3号竪穴状遺構は古く、 1号焼土跡は新しい。

③ 4号住居跡は古く、 6号集石遺構は新しい。

5号住居跡 3号竪穴状遺構 1号竪穴状遺構

/ 
6号住居跡 l号住居跡

2号住居跡 .4号住居跡

これら一連の流れをもとに作成した表が第54

表である。この図に合まれない遺構もあり、横

に並んでいるものも同時性を示しているわけで

はない。あくまでも可能性として述べているだ

けであることに注意していただきたい。打越式

土器の編年は本遺跡の住居跡に適応できるまで

細分化されていない。また、この遺構変遷の推

測は確証としては精度が低いものである。そのため住居内出土土器にも新旧関係を援用できう るレベル

ではないことを付記しておく。

それぞれ個別の住居の新旧関係と出土土器・石器・平面形状などの様相とを先程の出土遺物等一覧で

みるが、前後関係が推測されるものに明確な関連性はない。住居がすべて同時に存在していなかったで

第54表 住居跡等遺構新旧推測表

流れ1 流れ2 流れ3

あろうことは推測させる情報はいくつかあるが、残念ながら正確な住居の変遷について把握するにはい

たらなかった。

この結果からは逆にいくつかの推測が引き出せる。まず、住居が埋まりきった上で遺物が接合したり、

覆土上層に焼土坑が形成されたりと、お互いの住居跡が認識できる短時間での変遷であったのではない

かとはいいながらも、集落域全体のタイムスパンはかなり長いことになる。隣接していたかのように見

える住居跡であっても、新しい住居を構築した際には隣接する古い住居の上屋構造・柱などはすでにな

く、竪穴はほとんど埋没している ような状況であったと考えたほうが説明しやすい。本遺跡は集落域と

は言いながらも同時に存在していたのは2"-'3基程度と見たほうがいいのかもしれない。集落の構成員

が常に一定ということは考えられず、出産、死亡、結婚など構成員の頻繁な出入りがなされるたびに集
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落全体の様相が変化する ことは民族学的な研究において紹介されている(遠藤1997)。そうであれば細か

い変遷を追うことは難しいと言わざるを得ない。

また、環状に見える遺物分布には検出することが出来なかった住居の存在も可能性と しては残るが、

遺構の形態、遺物の様子などからは同時性や共通性を保証するものはないことから環状というのは見か

け上のものである可能性がある。 住居跡の形態が多くの点で共通するものが少ないのも、住居が同時に

なかったことを考え合わせれば理解しやすい。 ただ、そうなると遺物の廃棄の様子で出現した集落域中

央の広場的空間の説明が難しくなる。

最後に住居の性格について特徴的なものをみる こと にする。生業活動を推測させる石器の分布状況か

ら、わかりやすいものとしては植物質食料加工に関する石器である磨石@敵石以外製品石器が出ていな

い住居跡が2基ある。 3号・ 5号住居跡である。これは住居の使用者が特定の性別に片寄るものである

ことや、 あるいはその住居の使用目的、 使用時の季節などといった、特別な条件・制約を受けていた可

能性がある。 特に5号住居跡は遺構の南北で映状耳飾が出ており、周辺が女性の空間であった可能性が

あることはすでに述べた。

植物質食料加工という特定の生業に女性が特定の空間に集まって作業していた様子を想像させる。早

期のこの段階においてすでに分業のような概念があったのかも しれない。

〈周辺との関連〉

1.下ノ大窪遺跡(第二東名No.l46地点)との比較

本遺跡が存在した縄文時代早期末葉という時期は気候最適期と呼ばれる縄文時代の中でも特に温暖な

時代であり(安田1980、1993)、この時期、本遺跡の存在する愛鷹山周辺では遺跡が多く なることが知ら

れている(瀬)111986)。本遺跡南側には比高差約40mの谷を挟んで300m程度離れた尾根上に下ノ大窪遺

跡(第二東名No.l46地点)があり、本遺跡と同じく早期末葉の打越式土器を主体とする集落が発見されて

おり、放射J性炭素年代測定の結果LibbyAge 6630""'6410:t4匂rrBPという年代が得られたそうであるが(5)、

この値は本遺跡と近似する。これだけ近接していれば時期がずれていたと考えることが自然であるが、

同時に存在していた可能性もある。 時期の差はあったにしろこれだけ至近に占有する尾根をわずか一つ

違えて集落が存在することの意味が関われてくる。そこで本遺跡と下ノ大窪遺跡について若干の比較を

試みた。

まず、両遺跡の遺構数および石器組成の比較をしてみたい(第55表)。なお、下ノ大窪遺跡のデータは

整理作業時の概算であり、報告書刊行時には変化している可能性がある。詳しくは刊行予定の報告書を

ご参照いただきたい。 まず、遺構数であるが、住居跡もしくは住居であったと思われる竪穴状遺構と集

石遺構数は下ノ大窪遺跡が多い。遺物については、 石鍛、削器、模形石器といった狩猟具および動物質

食料加工具は本遺跡が圧倒的に多い。また石核、使用痕のある剥片、加_L痕の剥片も本遺跡が多い。

ところが植物質食料加工具については磨石・敵石、石皿・台石は下ノ大窪遺跡の方がはるかに多い。

ここからすると狩猟採集の集落としての本遺跡、植物質加工場としての下ノ大窪遺跡、という ように機

能分化があったかのように見える。

ただし、住居らしき遺構1基あたりの点数に直すと、磨石や石皿はそれほど圧倒的な差に見えない。

磨石等と石皿の関係も、本遺跡では石皿1点に対し磨石等は4.0点であ り、下ノ大窪遺跡は4.5点と狩猟

具に見られるほどの軍離ではないと も言える。 狩猟活動、植物質加工活動のいずれも両方の集落で行わ

れていたが、どちらかといえば本遺跡のほうが狩猟活動に重きを置き、 下ノ大窪遺跡は狩猟活動に比し

て相対的に採集活動が活発であった、というところが正確であろ う。立地条件が同一にもかかわらずこ

のような集落ごとの性格の違いは何に起因するのであろうか。
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第55表 下ノ大窪遺跡(第二東名NO.146地点)との比較

遺 構 悌ヶ尾(No.l47地点)※1 下ノ大窪(No.146地点)※2

竪穴住居跡 6基 11基

竪穴状遺構 3基 5基

集石 14基 37基

土坑(合む陥穴状士坑) 28基 15基

遺 物

石槍 1点 0点

石鍬(合む未製品) 158点(17.6点) 91点(5.7点)

削岩号 29点(3.2点) 18点(1.1，点)

掻器 1 4 

石匙 1 4 

石錐 3 3 

模形石器 82点(9.1点) 30点(1.9点)

3之1士宮j砧1fli口口口 耳飾2点 垂飾1点

石核 55点(6.1点) 21点(1.3点)

使用痕のある剥片 66点(7.3点) 13点(0.8点)

加工痕のある剥片 62点(6.9点) 17点(1.1点)

機器 24点(2.7点) 10点(0.6点)

打製石斧 7点(0.8点) 6点(0.4点)

磨石・ 磁石 272，点(30.2，点) 544点(34.6点)

石皿 ・台石 68点(7.6点) 120点(7.5点)

※ 1早期の造物のみ

)は住居 ・竪穴状遺構 1基あたりの数

※2鐙理作業時の概数

性格の違いには関わりがあるかはわからないが、双方において装飾品が出土している。本遺跡におい

ては映状耳飾が2点出土しており、 下ノ大窪逃跡では滑石製の垂飾が出土している。着装者の識別に威

力を持つ装飾品の違いは、何らかの集団の違いを想起させる。自他の違いを視覚的に認識させる装飾品

の有無は、そのような認識を互いにさせるような機会が多かったこと、つまり異なる集団同士が頻繁に

接触していたことの表れと見る ことも出来る。

本遺跡が耳飾を持ち、どちらかといえば狩猟活動にウエイトを置く集団であったのに対 し、下ノ大窪

遺跡が垂飾を持ち、相対的に採集活動にウエイトを置く集団であった。 周囲の環境が同じために基本的

には同じような生業を営みながらも若干の差異をもっ集落が愛鷹山山麓には複雑に入り組んで存在し、

自他を区分しながらも近い距離に生活が営まれていた様子が想像させられる。

このような複雑な集落の存在はどのように考えたらよいのであろうか。時期、場所が異なる事例では

あるが、縄文時代後期の下総台地では周辺の大きな集落ネットワークに所属する成員が季節ごとの 「生

業状況に応じて集落聞を移動する柔軟な居住・生業、ンステム」があったと考えられる例も報告されてお

り (樋泉2003)、本遺跡のある愛鷹山においてもそのようなネッ トワークのようなものが存在した可能性

もあろ う。

同一土器型式内での集落の同時性を証明するのは難しく詳細はわからないが、占地する場所をわずか

に変えて同じような時期に集落が形成される背景にはそれぞれの集団の差異が一つには考えられる。そ

うすると同一領域内でさまざまの集団が活動している ことにな り、テリトリ ーの占有といった概念は薄

くなる。この様子は入手石材の産地という観点からもうかがわれる。
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2.石材はどこから入手しているのか。

① 磨石、敵石、石皿および集石遺構の礁の入手先について

石材の入手先を検討するために、本遺跡周辺の、 l擦が採取できる 3つの川・沢に赴き、石材 ・形状。

大きさの様子を調べた。 得られたデータをもと に、石材の入手先を検討する。

地点 1は本遺跡から直線距離で南方向100m前後の距離にある、谷底を流れる小さい沢である(第168

図)。管見の限り特に名称はついていない。この沢を挟んで対岸に下ノ大窪遺跡がある。地点2は北東500m

の谷底を流れる谷津川である。地点3は東南東1600mにある黄瀬川である。水量は地点 1から地点3に

かけて順に多くなる。この3箇所で磨石、敵石に適すると思われる礁を採取した。採取時聞は5分とし、

成人男性4人が実験的に採取し、それぞれの地点での結果をまとめた。あわせてそれぞれの箇所で石皿

に適した石が採取できるかどうかの確認も行った。その結果と本遺跡で出土した磨石、敵石の石材と比

較してみる(第56"-58表)03地点を踏査して気づいたのは採取できる傑の顔つきがまったく異なる、と

いうことである。

i- Jm  

第168図 悌ヶ尾遺跡周辺石材入手候補地位置図

地点 1は亜角礁、角磯、板状牒ばかりで円牒は少ない。これは水量が少ない沢で、あることによるもの

と思われる。この地点で磨石、敵石の材料を入手する ことは出来ない。また、本遺跡で出土したような

石皿に使える大きい円礁は皆無であった。 円磯石器材料の入手場所ではなく、集石遺構あるいは旧石器

の磯群に使用される角礁などの入手場所に適当で、あると考える。

地点2は地点 1に比べ握り拳 1つから 2つくらいの大きさの円礁が散見する。磨石、敵石の石材入手

地としては地点 1よりはるかに有望である。その他の礁の様子は角あるいは亜角の大小の礁はあるもの

の、大きい円礁はこの地点も極めて少なく、石皿の材料として適するものは見当たらなかった。 磨石、

敵石用の石材または集石遺構、機群のための石は入手できるが、石皿の材料は入手することは出来ない。

地点3は冬期の渇水時でも川幅が10m程度はある河川の河原である。角様、板状礁は少なく、磨耗し

た円礁、亜円礁が主体であった。磨石、 敵石はもちろん、石皿に使えるような大きい円牒も見られた。

採取された礁の石材と、本遺跡内で出土した磨石類の石器石材とを比較してみる。 (第56表)まず、本

遺跡から出土した磨石、敵石等の石材では輝石安山岩 (An(py))が最も多く、その比率は6割に迫る。
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また、 磨石類は石材のバリエーションが豊富である。遺物の検討で判明したことだが磨石類は大きさ、

形状に傾向があり、 また石材のバリ エーションが豊富なことから一見、石材には晴好性はないように見

える。また集石遺構の礁については(第57表)輝石安山岩や玄武岩 (Ba)や多孔質玄武岩 (VBa)が措

抗した様子で、石材のバリエーションも少ない。石蒸し料理に使用したとするならば保温性を考えれば

大きい石のほう が好まれ、 形状は重要視されないので集落に持ち帰ることが出来る大きさを選択基準と

した場合にこのような石材比になったのであろ う。

一方、各地点で、実験を行った際の結果 (第58表)である。まず、本遺跡出土磨石類は輝石安山岩が非

常に多く他を圧倒しているが、これと同じようなデータとなったものは地点lであった。しかし、地点

1は採取数合計が少ないことからわかるように、磨石に適した円礎自体を探すことが困難であり、 また

平均重量が重いことから小さい円礁が少ないことがわかる。平均重量は遺跡出土石器の2倍以上である。

石材のバリ エーションも乏しい。採取地点の様子や重量などから、この場所では磨石等の石材を入手し

ていないと考える。一方で集石遺構の礁は入手可能である。

地点2を見る と多孔質玄武岩 (VBa)が圧倒していることが遺跡出土磨石類と異なる。また、地点 1

よりは円礁は多いが、 やはりサイズが大き く平均重量は重くなっている。この地点では多少磨石類の石

第56表 磨石等石材個数・割合

石 ヰオ イ回 数 割合(%)

An (py) 163 58.6 

VBa 38 13.7 

Ba 32 11.5 

VAn 27 9.7 

CSS 5 1.8 

Da 3 1.1 

FG 2 0.7 

MSS 2 0.7 

FSS 1 0.4 

FAn 1 0.4 

Di l 0.4 

Rhy l 0.4 

Ap l 0.4 

An (Ho) 1 0.4 

合計 278 100 

完形品重量平均 404g 

第58表 磨石採集実験地点別石材個数 ・割合

地点l 地点2 地点3

石 材 個数(%) 個数(%) 偶数

An ωy) 10(47.6) 10(26.3) 17(29.3) 

VBa 3(14.3) 21(55.3) 20(34.5) 

Ba 6 (28.6) 4(10.5) 6(10.3) 

VAn 2 ( 9.5) 2 ( 5.3) 11 (19.0) 

CSS o ( 0.0) O( 0.0) l( 1. 7) 

Da o ( 0.0) 1 ( 2.6) 3 ( 5.2) 

合計 21 38 58 

平均重£ 980 670 588 

第57表 集石遺構石材別個数・割合

石 材 f回 数 割合(%)

An ωy) 156 39.9 

VBa 88 22.5 

Ba 96 24.6 

VAn 41 10.5 

LT 2 0.5 

Tu 2 0.5 

不明 6 1.5 

iロ泳三ロ1- 391 100 

材は入手できるものの、やはり地点 1と同様に

集石遺構に使用される礁の供給地であったと考

える。地点3は平均重量も3地点のうちでもっ

とも軽く、また安山岩系 ・玄武岩系の溶岩質の

石材を主とし、且つデイサイト (Da)や組粒砂

岩 (CSS)が合まれていたことなど石材のバリ

エーションも豊富である。これらの点から磨石

等の石材入手地と して最も有望であると考える。

また先述したが石皿に使用できる大きい円離も

採取できる。これと対照的に、角1擦は探さなけ

れば採取できず、 集落からあえて離れたこの場

所から集石遺構に用いる礁を運んだと考えるの

は難しい。ただし、地点3の石材割合を見ると、

輝石安山岩が特に多いわけではなく、多孔質玄

武岩と措抗している。本遺跡から出土した石材

割合と大きく異なる。磨石・ 敵石と しては輝石

安山岩が好まれ、採取地において選択されてい
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る様子がわかる。

以上3地点の様子から集石遺構など、礁の形状が特段要求されない礁は本遺跡南側の沢(地点 1)も

しくは北側の谷津川(地点2)で採取され、磨Zコー.敵石・石皿に用いる礁は谷津川で採取されることも

あったであろう が、その多く が黄瀬川 (地点 3)において採取されたと考える。また磨石類の石材採取

においては輝石安山岩を主体的に選択していたことが推定された(61。

② 黒曜石

本遺跡における黒曜石は神津島思馳島群を主とし、信州系や伊豆、 箱根などの在地系をわずかに合む

という構成となっている。早期以降の分析対象392点の内、神津島思馳島群361点 (92%)、天城・箱根系

7点 (1.7%)、信州系6点(1.5%) となっている。しかし、石搬のところで触れたが信州系黒曜石は集

落と時期を異にする可能性があるので、早期末葉の集落に限って言えばほとんど全てが神津島思馳島群

であることになる。神津島産黒曜石が組成の主体となる状況は縄文時代では草創期後半以来の流れであ

ると考えられており (池谷2003)、本遺跡もその中に位置付けることが出来よ う。

ここで時期的にわずかながら本遺跡より新しいが箱根西麓に立地する早期末葉の集落である乾草峠遺

跡の黒曜石の出土状況についてみたい (鈴木2005)。分析対象313点中、神津島思馳島群235点 (75%)、

天城・箱根系32点 (10%)、諏訪星ヶ台群23点 (7%)、和田峠・夢科 6点 (2%)となっており、神津

島産が大勢を占めながらも信州系と天城・箱根系が各10%に迫るというように様子が異なる。乾草峠遺

跡は本遺跡に比べて相対的に近いという立地から天城・箱根系黒曜石が多いのは理解できるが、信州系

の割合が本遺跡と異なる理由が不明である。

付近の早期末葉の集落遺跡で黒曜石の多量な分析を行っている遺跡が少ないために、その傾向を理解

することは難しい。乾草峠遺跡の石器組成は石鍛が多く、それに次いで磨石・敵石が多いことなど本遺

跡に類似しており、生業の違いといったような集落の性格の違いは見えてこない。

信州系黒曜石の増減を読み解く鍵は本遺跡からは見えてはこない。集落ごとに信州系黒曜石を持つ集

団との関わりの度合いが異なるという ことが予想されるのみである。愛鷹山 ・箱根西麓周辺の集落は神

津島黒曜石を主体とするという大枠では同じであるのかもしれないが、 個別の集落同士の関わりについ

ては非常に複雑な様相が予想される。

③ ガラス質黒色安山岩、ホルンフエノレスについて

本遺跡で出土する石器石材では円礎石器を除くと黒曜石の次に多いのがガラス質黒色安山岩である。

ガラス質黒色安山岩は箱根山麓が付近では産地として挙げられる。しかし、同じ箱根山麓とはいえ採取

地により差があることが知られている (前嶋・森|嶋2004)。草創期の項でも触れたが、箱根山麓東側の岩

海岸や米神海岸で採取できる石質に似たものが草創期のガラス質黒色安山岩に見受けられた。縄文時代

早期に該当している遺物を観察したところ、同様に非常に撤密で石器石材として質のよいものが見受け

られる反面、組い気泡が入り、縞状の介在物が多く見られる質の異なるものがある。例えば遺物番号15673

(第120図2)の削器は非常に鰍密で良質で、あり、自然面に赤褐色の酸化した部分が多く残っていること

などから岩海岸等の産地が推定される。 一方、 4756(第128図2)の石核、7987(第141図 7)の打製石

斧などは大きな気泡が入ること、縞が入り互層状になっている ことから箱根西麓の、本遺跡に比較的近

い深良川流域で採取されるものに非常に似るというへ 肉眼観察であるため確実なことは言えないが、ガ

ラス質黒色安山岩は比較的遠方から求めているものと近在で採取するものとがあるようである。傾向と

しては削器には質の良い物が、石核の一部や戸製石斧にあまり質の良くないものが使用されており、 材

質による使い分けがあった可能性はある。
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ホルンフェルスは円磯以外の石器石材では3番目に多い。削器に3点見られる以外は石核や打製石斧

など比較的大型の石器に多い。風化による影響を受けやすいことから、小さいものは残りにくいという

可能性がある。近在でホルンフエルスの産地として知られるのは富士川流域と富士川により形成された

河口三角州の海浜、沼津市千本浜などである。 本遺跡から南西方向にあるこれら産地から採取され搬入

されたものと思われる。

以上①から③まで、石材ごとに産地等について述べたが、黒曜石の広範な流通は多く知られるところ

であるが在地の石材といわれるものにも東西広範囲にわたって移動してきでいるものが本遺跡に存在す

ることがわかる。

石器石材は縄文時代において重要な資源であったことは述ベるまでもない。このような貴重資源が広

範囲にわたって流通し、 Eつ遺跡ごと出現率には差があるにせよ複数の石材が複雑に絡み合って 1つの

遺跡から出土している様子は、 資源流通が活発で、あった証左である。また、存在時期のずれがある可能

性はあるが、早期集落が近接して立地する様子は、 現在も活動している狩猟採集民族の領域規模に比べ

て極めて狭いテリ トリ ーを予想させ、既に報告されている ところと合致する(向坂1970、水野正好1969、

泉拓良1985、谷口康弘1993)。民族学的な事例を繕けば他のテリト リーに侵入したことにより札機が生じ

るというよ うな事例は多数挙げられようが、 同じよう な狩猟採集民ではあ りながら も縄文時代は複雑な

関係を積極的に持ち合う社会で、あったと考えるほうが自然だろう (81。本遺跡の報告が更なる研究の深化に

役立てれば幸いである叱 (野田)

《注釈》

(1) 未製品認定は各報告書作成者の視点によるところが大きい。しかし、報告書‘ごとに貫かれている報告者の視

点であるので、遺跡ごと に未製品の出現率は変化していても、遺跡内の未製品の産地別出現率について変化

はないと考えるので、傾向として捉えることはできると考える。

(2) 実験者自身が整形を目的として磨っているために、実際の製粉作業より も効率よく凹むはずであろ う。しか

し、結果からは研磨ではほとんど凹まない、とい うことになる。

(3) 中期以降になると男性の着装例が増加する(春成1983)。

(4) 周辺の集落同士の関係円滑化や緊張の緩和のため、装飾品が取り結ぶ複雑な交易関係が存在することは民族

学的には広く知られる ところである。古典的であるが、 ニューギニアの トロブリアント諸島で行われている

「クラ」交易は首飾りと腕輪を贈りあう ことにより周囲との関係を維持している (マリ ノアスキー1967)。ま

た北米カナダのブリティ ッシュ・コロンビア州のアメリカ先住民ク ワキウトルによる「ポトラッチ」も現代

日本人的な感党では理解しがたいが関係円滑化のために行われる贈与であり、 同様の狩猟採集であった縄文

時代においても複雑な贈与関係が存在したことは十分考えられよう。小杉康は前期諸磯式土器段階では有孔

鍔付き木の葉文浅鉢形土器が特殊な器物と して交換 ・複製され、儀式等で使用するこ とで集団聞の結束や関

係維持に機能した可能性を論じている(小杉2005)。このよ うな交換、交易関係の行動原理が明らかになれば

縄文時代社会の理解がさらに深まるものと考える。

(5) 下ノ大窪遺跡については報告書執筆中であ り、データ等は調査担当者から提供された大まかなものである。

そのため正確な数値ではなく、あくまで傾向として捉えていただきたい。 報告書は近年刊行予定。

(6) 石材入手先の実験に関しては、森lli!~富士夫にご協力いただいた。 森嶋は本遺跡の磨石類の石材入手先と して、

黄瀬)11 (地点 3)の可能性を認めつつも、本遺跡出土の磨石類の中に流紋岩、角閃石安山岩、アプライトな

ど、黄瀬川で見られない石材が混在することを指摘し、磨石類の石材入手地点として、当時の富士川または

その転石が採取できる千本浜(沼津市)である可能性を指摘している。

(7) 石材の観察は森11府富士夫による。
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(8) 北米先住民の事例では、集落ごとの領域が存在する一方で・、その領域内に復数の異なる集団が入り漁労採集

活動を行うことを容認する社会もあった (T.クローパー1970)。領域という概念も地域や時期によ りかなり

複雑な様相を呈しているようである。

(9) 領域と集落の関係については、時期が異なるが池谷信之が愛鷹山縄文中期の集落の石器組成と遺構から小規

模集落と中規模集落の関係と領域について検討されている(池谷1994)。早期におけるこのような研究の深化

に本報告書が一助となればと願っている。
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分析」に譲るが、 放射性炭素年代測定を行った炭化物が付着していた土器を一括して詳細は「附編

掲載する。

放射性炭素年代測定土器一覧

資料番号 遺物番号 測定年代(yrBP) 資料番号 遺物番号 測定年代(yrBP)

1 8361 6350::t40 6 7679 6560:1::40 

2 8158 6450::t40 7 2879他 6700::t40 

3 7250 6460士40 8 7936 6430士40

4 2312 6520士40 9 5206f也 6520士40

5 4495 6450土40

第59表

1"'"'6は第皿群A類の打越式土器である。 7・8は早期末葉の東海系土器の無文胴部である。 7は器

壁が東海系無文土器の標準的なものよりもやや厚い。石山式のより早い段階から入海E式に遡る可能性

も否定できない (小崎 晋氏の御教唆による)0 9は石山式である。これらの土器の観察表は、「第 5章

2節 1 土器」に村した観察表の末尾に掲載している。
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分析1

悌ヶ尾遺跡 (第二東名No.l47地点)黒曜石産地分析

独立行政法人沼津工業高等専門学校 望月明彦

産地推定法

得られた蛍光X線スベクトル強度を元素記号で表すとする。

二つの方法とも以下の指標を用いる。

指標 Surn = Rb + Sr + Y + Zrとする。

Rb分率=Rb/Surn 

Sr分率=Sr/Surn

Zr分率=Zr/Surn

Mn勺OO/Fe

log (Fe/K) 

産地のシー トに上げた黒曜石産地から、産地原石を採集し、測定する。

測定結果から上記の指標を算出する。

以上から、産地原石に関するデータベースを作成する。

下記の二つの方法で産地推定を行う。

① 判別図法 (判別図のシート参照)

用いる指標 :図1 横軸:Rb分率、縦軸 :Mn/Fe 

図2 横軸:Sr分率、縦軸 :log (Fe/K) 

特 長 :簡単な計算であり、誰にでも作成可能

視覚的に確認でき、分かりやすい。

推定方法 :遺跡出土試料を蛍光X線分析し、指標を計算。

指標を図にプロッ トする。

重なった原石産地を推定結果とする。

② 判別分析 (推定結果表参照)

用いる指標:算出された指標全て

特 長 :各産地との類似度を距離で算出

既知の産地のどれに類似しているかを判別する方法である。

→ 未知の産地の判別はできない。

推定方法 :遺判別図法では遺跡出土試料と重なっている産地を推定結果とする。

この産地は試料と二次元的に最も距離が近い。

判別分析ではこの距離を数学的にn次元で計算する。

試料と最も距離(マハラノビス距離)が近い産地を推定結果とする。

この距離から、各産地に属する確率を計算する。
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佐々木繁喜氏提供試料(まだ地図には入れていない)
都道府県 エリア やl別併 但号 原石 鋒 取 地 ( 分 析 散 )

情 務小泊 折腰内僻 KDOK 

指 手北 lニJII 北上折J;!il昨
IkEKKO0l 2 

水沢市折居 (36)、花巻目形回/沢(36)、雫石小赤沢(22)

北上折 鴎2昨 水沢市折居 (23) 、 :{E~注目7静岡/沢 (8)、牢石小赤沢 (2)

北上折 居3群 KK03 水沢市折居 (5)

{ 話 城宮崎 場/童併 MZYK 宮崎町場ノ倉(54)

色 麻 秘Ji! ~干 SMNG 色麻町岐伴(48)

仙台 秋保 l 群 SDAI 仙台市秋保土蔵(17)

秋保 2 群 SDA2 仙台市秋保土量産(35)

極地 溢磁鮮 SGSG 抱也市出他漁港(22)
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-黒曜石産地

産地原石判別群CSEIKOSEA-2110L蛍光X線分析装置による)
都道J(.fM j也t"'No. エリア 新1司)1リIn 旧m)IJfJl¥ 新自己勾 旧肥号 原石採取地(分析数)

臼 iiJ 
八 57沢 1昨 STJ-IG 赤石山山頂(19)，八号沢露顕(31)、八号沢(79)、県咽

1 
の沢(6)、幌加林道(4)I!.¥II掘の ifU鼎 STKY 

2 上上似 ニ 11止 l鼎 KS恥仏4 十ーノ沢(16)

3 F・安打僻 ODAZ 安住(25)、情水ノ沢(9)

北 海 道 地 JlI 
i'，':j 砂台~~ AKTS 

前砂台(6)、i有紛台(5)，11光台(5)4 
{~光台 111' AKSK 

5 名 布 )11 併 NYJ-IK 布川(10)

6 新ーh.ll}1[ 主1 111 1押 sτ'SD 須田(6)

戸， 品;ヲl'}II !lu JII e， AIMK 山川(25)、士木川 (15)

B ~ illi ~~山昨 TUTr 盛』品(16)

9 木 巡 111米 刈 I庁 KDDK 出来島i印昨日(34)
11; ‘ ti 

10 皆、 illi 八森山 111' 八務山公園(8)、六角沢(8)，岡崎浜(40)HUHM 

秋 lfIi 
{t>.ケ崎邸 OGKS 金ヶ崎極成(37)、脇本海伸(98)

111 11 クj
!凶本肝 l協本海舟(16)OG¥VM 

Jr~ 
}'J 111 1咋 J-1GGS 月山荘1間(30)、朝日町田代沢(18)、1苗号l町中沢(18)

1勾 12 :日 11¥ 
今野 川 昨 今野川 (9)、大網川(5)I-lGIN 

13 新 金 Ilt 昨 NTKT 金浦(29)
新 ?幻

新~凶 銀 山 l昨 SBIY 板山牧均 (40)14 

栃 '(::i b;t山
甘 内沢f，下 山lht山 11昨 THAY TKHI 目沿沢(50)，桜沢(20)

木 15 
七 件沢 l昨 l::jb">i 1112 Vl 七~沢 (9) 、 自然の窓(9)THNH TKI-I2 

嵐 山 l昨 fllfIJ帥 11洋 WDTY WDT1 

小 深 iR 1咋 和凶府~ 21伴 WDKB WDT2 

土b!橋北 1昨 和 凶 峠31拝 正月mTK 日IDT3
嵐山(53)、小深沢(54)、東餅鹿(36)、笑啓ライト (87)、

16 
和 田

Ic b!偏西 l咋 和且l峠41芹 WDTN 日'DT4 古峠(50)、土昆線北 (83)、土虚構西(29)、土周桶南
(¥VD) 

(68)、丁字御領(18)
二t Hl鏑 i~íl碍 和 凹 峠5併 WDTM WDT5 

'!Iどtメフイト昨 WD!-lY 

出 峠併 WDI-IT 

ブドウ沢 l押 ljJ女合H昨 ¥VOBD OMGl 
長 ~f III 凶

牧ヶ ir~ 1昨 別女合21拝 WOMS OMG2 
ブ ドウ沢 (36)、ブドウ沢右岸(18)、牧ヶ沢上(33)、牧

(WO) ケ沢下(36)、間松沢(40)
?バ』怯 沢 抑 ゲ』女合31拝 丸NOTM OMG3 

島ヶ佑~，1鉱区 (36) 、 毘ヶ熔第2鉱区 (36) 、 亙ヶ台A

17 :.l ~j 1m ヶ台 1呼 錫ヶ峠 系 SWJ-lD KRM (36)、旦ヶ台B(11)、水月霊園(36)，ホ月公園(13)，墨
ケ熔のり こし(36)

冷 lli In' ぶ科系 TSTY TTS 
冷山(33)、愛車帥(36)、変革峠JI!(33)、渋/湯(29)、'曜
し森(心、八ヶ岳7(17)‘八ヶ岳9(18)，双子池(34)

18 宮込 i、下 双 子 山 l障 TSHG 双子池(26)

主iI鉢 山 l障 TSSB 捕鉢山(31)、亀甲地 (8)

L旦一 iムノ内 u下 )J / i埼 HNAY ASY 芦ノ湖(34)

神奈 川
制1i'i群 知l l1i I I-IN!-I] HTJ 剣初(71)

20 
桜 1.1.¥ ~~I\ 橘 1芹 新線系A昨 !HNJG m岩松(9)首t HKNA 

卜一一一一一
鍛冶b!1伴 鍛冶尽 HNJ<] KJY 鍛冶虚(30)

ト一一一一一一 21 
上多賀 1咋 上多賀 上多賀(18)トJN1<T KMT 

. 白P 同「τγ 天 城 Il'I 峠 1坪 柏 峠 AGKT KSW 柏峠(80)

神 ilt" 
}且 司直 ιI~ U~ 事l'i;fl);b1 Dl KZOB 1<021 恩鴨島(100)、長浜(43)、沢坑i茸(8)

lIr 23 
砂世長崎 1洋 ドi'i.ltM2昨 I<ZSN KOZ2 砂量産崎(40)、長浜(5)

久見 併 OK!-IM 久見パーライト中(30)、久見採掘現場(18)

';:1 以 24 隠 敵:n iJU 1坪 OKMU 箕浦泌州(30)、!JII1$i(19)、出浜(35)

山1' 1耳 OKMT 師地区(16)

その他 N K 1咋 NJ< 中ッ原IG‘5G(泣跡飲料)原石産地は未姥見

p。
『誌
にD



官lJi性
36 . ~5 

34 

KZOB 1 K20B 1 8.96 1 1 11 KZSN 1切 鈎 o
l KZOB 1 KZOB 1 7日 1 11 KZSN 1 66.33 1 0 

l測定不可 1i国定不可 11測定不可

‘欄定不可 |測定不可 | 11測定不可|

KZOB 1 KZO直 13.491  11 KZSN 169.461 0 
測定不可 |湖定不可| 11測定不可

KZOB 1 KZO旧 15.31 1 1 11 KZSN 143.621 0 
~~【【百 戸司戸 1 11 KZSN 1 48.0:l 1 0 

1 11 KZSN 155.851 0 

推定不可司

KZS削 152.941 0 KZOB 110.1<11 1 

KZOB 1 KZOB 110.251 1 11 KZSN 152お o
KZOB 1 KZOB 1 15凶 |1 11 KZS剖 67.541 0 

醐定亦可 1測定不可 | I1棚定不可

| KZOB 1 KZOB IU.261 1 I1 KZSN 印 281 0 
1 K20B 1 KZO也 117制 1 '1 KZSN 珂 281 0 

性;宅自;2王宮|::;|!
日;ト器|;;j岸 日jsjjii 
E 制定ガ可 1 i闇定不可 一一一一'1面否末苛寸 「一一一一

日;:IE-
H器干潟計誌とどは表世盟ゴ一
同社 号器十剖 LJた;;:iz: 

1信引曲E」

測芋謹仁七

tZSN 133曲 |

!長品i::;;戸時監トト

分 自斤

1II 2候補産地

両扇扉寸 距橿 |碕箪

I，ZSN 135鎚 1 0 

EZSN 140.351 0 
測定不可 l

KZSN 1 31.27 1 0 

43.89 
43.67 KZSN 

測定不ωJ

KZSN 

KZSN 

KZSN 

農耕ヰ」

1 
1 

判別図 l 判 別
川開;血 1 lI! 1候補産地

i iii品 r

KZOB 1 KZOB 114.311 1 
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18.39 KZOB 1 KZOB 
測1主不叫 測定司吋

K20B 1 KZOB 1 6.25 
劃定不可 |制定不可 I

措定不可 |推定不可

1 KZOB 1 KZ口B 1 8.64 
I KZOB 1 KZO也 l_li

l 定布可 刈定不可|

l KZニB I KZCB I 7.97 

I KZOB 1 KZOB 1 3.58 

KZOB 1 KZOB 1 6.31 
推定小町 |推定小初I

時詰円宮町 5.61

KZOB 

f量定不司

KZOB 

KZコB

推定車地遺物語弓分析番号
研 究 室

年間通番

判別図j去による推定結果と判別分析による推定結果

判 別図
判 ~~ 骨 街

判別群
第 1幌補 産l地 玄 第 2候補 産 地

判別群 距躍 判別僻 距健 値 平

AGKT AGKT 1 2.96 l HNKT 133.78 。
SWHD SWHD ! 11.98 1 SBIY 60.3 。
澗定不可 測定不可 測定不可

KZOB K20B 13.13 1 KZSN 41.2E 。
健定不可 l推定不可 推定不可

KZOB KZOB 14.31 1 KZSN 34.61 。。
K20B KZOB 11.09! 1 KZSN 35.39 

KZOB KZOB 10.381 KZSN 35 。
LlEk2Z2O三B一

K20s 
95801 1 

l KZSN 51.29 。
KZOB 1 KおN 138.51 。

KZOB KZOB 11.94 1 KZSN 63.57 。
調定不吋 湖定不可 劃定不可

制定不可 調定不可 i測定不可

出KZOEB 
抱定不可

トτ一
雄定不可

KZOB 10.7 KZSN 33.14 。
}議事正

KZOB 6.15 1 KZSN お 52 。
測定不可 画定不可

推定不可 指定不可 推定不可

KZOB KZOB 1.33 1 
制KK定ZZS不5NN 可

55.62 ~ 
測定不μJ iIM定不可

KZOB KZOB 12.51 l 54.98 。
KZOB KZOB 5.67 1 KZSN 36.25 。
KZOB KZOB 22.7 l KZSN 45.42 。
KZOB KZOB 9.47 l KZSN 58.39 。
KZOB KZOB 8.44 

にと
KZSN 83.55 。

ト長業rKZOB 7.24 KZSN -14.07 。
測定不可 il"1定不可

推定不可 指定不可
ト一一一一一

撞定不可

潮定不可 測定不可

測IKE定ZZ5S不NN 可KZOB KZOB 5.25 1 39.64 。
KZOB KZOB 11.281 0.9叩S 25.92 0.0002 

KZOB 1 KZOB 12.49 0.9985 KZSN 23.2 0.0015 

KZOB KZOB 1 3.8 1 K7.sN 44.44 。
割定不可 測定不可 劃定不可

KZOB KZOB 7お 1 II〈〈ZSN 643977 5 
。

KZOB KZOB 3邸 l 7..SN 。
KZOB KZOB 9.03 0.9998 KZSN 235300。002 
KZOB KZOB 11.39 l 

禰K定zs不N可 48.83 

測定不可 測定不可

KZOB KZOB 5.07 l KZSN <14.34 。
KZOs KZOB 4.73 l K7$N 30.79 。
KZOB KZOB 0.65 1 I<ZSN 62.04 。
KZOB KZOB 8.44 1 

IIEEZおSNN 
59.02 。

KZOB KZOB 8.6 1 30.1 。
KZOs ' KZOB 21.79 l KZSN 81.96 。

S制定不可 測定不可

制劃K定定ZS不不N可可置制定不可 測定不可

KZOB KZOB 20.33 l 69.88 。
調測M定定不可 測定不可 測定不可

不可 百固定ィ、'!if 謝定不可

KKZZOOB B 
KZOB 9.67 KZSN 36.59 。
KZOB l 11.53153 l K KZSNZSN 6 61.69169 。

指定小""1I 権定不可 推定不可

K KZOBZOB K KZOBZOB 9 9.99 I K KZSNZSN 3 39，65965 。
I KZOB〈ZOB K KZOBZOB 9 9.67 1 16711  K KZSNZSN 3 32.95295 。
K KZOBZDB K KZOBZOB 6 6.1616 l I KZSNtZSN 3 36.99699 。
A AGKTGKT A AGKTGKT 0 0.65.55 1 H HNI<TNKT 1 113.011301 。
K KZOBZOB K KZOBZOB 6 6.03.03 l I KZSNtZSN 3 32.412i41 。
K KZOBZOB K KZOBZOB B 8.83 83 1 I KZSNfZSN 3 37.76776 。
KKZZOOB B 

K KZOBZOB 3 3.1111 1 I包SSNN 3 33.63363 。
K KZOBZOB 7 7.3434 0 0.999995E9 I KZSNfZSN 2 23.51351 O 0.0001OCD1 

測KK定ZZO口不BB 可

K KZOBZOB 6 6.6868 1 K KZSNZSN 2 29.36936 。
I KZOBEZOB 1 11.616 1 E KZSNZSN 3 33.66366 。
間定不可 測定不可

判別図法 ・判別分析からの最終推定結果

研 究 笛
骨折番号 遺物需号 指定量地

年間通審

M MOK4-6570OK4-6570 L L147-1147-l 5 510lO 王犠柏峠群

M MOK4-6571OK45571 L Ll47147叩2 話4 観勧盟ヶ台昨

M MOK4-6572OK46572 L Ll47-31473 1 118191819 測定不可

M MOK4-6573OK4-6573 L Ll47-4147-4 1 11824lE24 神樟島思馳島僻

M MOK4-6574OK46574 L Ll47-5147m5 1 118281Bn 推定不可

M MOK4-6575OK46575 L L147-6147-6 1 118511851 神障品且馳府群

M MOK4-6576OK4-6576 L Ll47-7147-7 1 118521852 神樟島恩司直島酔

I MOK4-6577LfOK46577 L Ll47-81478 1 130303030 神樟島車種島群

M MOK4-6578OK46578 L Ll47-91479 1 130313031 神坤島恩義島群

M MOK4--6579OK46579 L Ll47-1014710 1 130433043 神障島車司鹿島軍事

M MOK4-6580OK46580 L L147-1114711 1 130473047 神樟島血艶8・群
M MOK4-6581OK46581 L L147-12147-12 1 130603060 測定不可

M MOK4-6582OK46582 L Ll47-13147-13 1 130923092 測定不可

M MOK4.6583OK46583 L Ll47-14147-14 1 13100310D 被定不可

M MOKOIE合66584584 L L147-15147-15 1 137323732 神摘島車粧品野

b MOK4-6585fOK46585 L Ll47-1G147-15 1 137333733 神神島車'鹿島僻

M MOK4-6586OIU-6586 L Ll47-1714717 1 137343734 調定不可

b MOK4-6587fOK4-6587 L L147.1814718 1 137353735 推定不可

r MOK4-6588 fOK46588 L Ll47-1914719 1 137363736 神樟島血艶島鮮

T MOK4-6589fOIE46589 L L147-2014720 1 137433743 画定不可

? MOK4-6590fOK46590 L Ll47-2114721 1 13737印 神神高血馳品群

E MOK4-6591 fOK46591 L L117 2214722 1 137613761 神神島且司鹿島昨

E MOK4-6592vIOK46592 L Ll47-23147-23 1 137693769 神神島凪艶島騨

M MOK4-6593OK46593 L L147-24147-24 1 137703770 神障島坦睡島僻

M MOK4-6594OK46594 L Ll47-2514725 1 137733773 神柿島E1¥¥，'鹿島僻
M MOK4-6595OK46595 L L147-21472日 1 1377377呂 神挿島朗唱鹿島僻

M MOK4-6596OK4-6596 1 LI47-274147-27 1 137793779 測定不可

M MOK4-6597OK46597 L Ll47-281472B 1 137813781 推定不可

E MOK4-6 fOK4-6田8 L Ll47-2914729 1 137823782 調定不可

b MOK4-6599fOK46599 L Ll47-3014730 1 137843784 神障島皿'鹿島僻

M MOK4-6600Olt4-6600 L L147-3114731 1 137893789 神樟島皿'鹿島酔

M MOK4-6601OK44601 L Ll47-3214732 1 137953795 神障島且穐島野

M MOK4 6602OIE46602 L L147-33147-33 1 1379637EE 神神島且軍鹿島隣

M MOK4-6603OK4-6603 L LI47--3414734 1 1379737E7 測定不可

2 MOK4-660440K4-66B4 L L147-35147-35 1 138183ElB 神神島車馳晶鮮

M MOKOK十66605605 L Ll47-3614736 I 13831U31 神神島車馳島鮮

M MOKOK合66606606 L Ll47-3714737 l沼3366 神神島阜'鹿島騨

M MOK4-6607OK46607 L Ll47-3814738 1 138373837 神陣島周聴島酔

2 MOK4-6608fOK4-6608 1 Ll47-39147-39 1認3388 測定不可

? 110K4-6609fOK466C9 1 Ll47-40 14740 1 138413841 神樟島皿穐島E草

M MOK4-6610OIU6610 L Ll47-4114741 1認4433 神構島血軍鹿島群

M MOK4-6611OK46611 L L147-4214742 1 138463S46 神樟島車馳島群

M MOK4-6612OIE4661Z L L147-4314743 1 138513851 神神島車馳島昨

M MOK4-6613OIt46613 L L147-4414744 1 138563856 神棉晶単馳晶群

E MOK4-6614vIOIE46614 L L147-4514745 l混同 神柿島車'鹿島群

M MOK4-6615OK4-6615 L Ll47-46I47-46 1 138773877 劃定不可

M MOK4-6616OK4-6616 L L147-17147-47 l 138U位 測定不可

M MOK4-.6617OK46617 L Ll47-48147m48 1 138933893 神神高車艶島郡

M MOK4-6618OK4-6618 L L147-49147-49 1 138973897 制定不可

L MOK4-661940It4-5619 L L147-50147-50 1 141074lO7 開E~E不可

M MOK4-6620OIU-6623 L L147~51147-51 1 141084108 神抽鳥単車鹿島群

M MOK4-6621Olt46621 L L147-5214752 1 141224122 神神島恩馳品群

b MOK4fOIt4似立2 L L147-5314753 1 141454145 植定不可

IML10OIIUU 回回お2 244 
L L147-5414754 1 14148414E 神神島車'鹿島m
L Ll47-55147-55 1 141534153 神神島凪'鹿島群

M MOK4-6625Olt4-6625 L L147147】5566 1 141544154 神博晶岨鴨島醇

M MOI<4-6626OIU6626 L L147-57147-57 1 141614161 天嫌柏崎鮮

M MOK4OK4ω2277 L L147-58147-5g 1 141784178 神樟島皿n.a鳥僻

M MOK4OK4・“2288 L Ll47-5914759 1 14180418D 神向島皿'鹿島昨

M MOK4OK4・66629629 L L147..6014760 1 141864186 神神島車艶島野

M MOK4-6630OK4-6630 L L147147←6611 1 141944194 神神島且'鹿島群

M M0K4-6631Olt4-6631 L L147-6214762 1 142754275 神樟島岨馳島野

M MOK4.-6632OIU 6632 L Ll47-63147-63 
什器;-神障局凪'鹿島僻

M MOK4-6633OK4-6633 L Ll47-(;4147-64 劃定不可

E、コ
C白
Cコ
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<I'IMI;岨品

~IOK4 飴98 L147 129 

MOI<'1邸99 L1'I7130 

~IOK4 61凹 L147-131 

ゐ10K'16101 L147-132 

~IOK'I 670~ L14H33 

MOK'16703 L1<I7-134 

~IOK4 670.1 11<17.135 

~IOK ，I 6705 L1-I1-136 

~IOK' I 67曲 L147-137 

~I01(.1 - 6701 Ll'li-l38 

~10l(4 61飽 L141-139 

~IOK .I 67!冶 L147-JojO 

MOl付.6110 Ll47-141 

~10 1< ' I 6111 LH71012 

~IO l(4 6712 L]'17 1'1:1 

MOK'I6713 Ll，I7 1<¥11 

MOK'I 6111 nl7 1015 

"'101<'1 6115 L1'J7 146 

民IOK46116 L147-147 

民10K，16117 Ll47-148 

MOK'I'6118 Ll<17-149 

1¥[OK46719 1147 150 

MOK4 6720 L147 151 

~IOK4- 6121 1147 152 

MOK.16722 1147 1幻

MOK.I6723 11<17 15'1 

M01(J 612，1 Ll47寸55

MOK4 6725 L147-156 

MOK小6726 Ll47-157 

MOK4 6727 L147 1詔

MOK'I6128 L1<I7 159 

~IOK" 6729 L1<I7 1曲

~IOK4 6730 L147 161 

MOK4-6731 L1'i7 162 

ト¥.IOKII6732 L147-163 

MOK4 6733 L147-164 

~IOK4 6734 L1<I7 165 

MOl付師35 L14H66 

~IOK ' I 6736 L1<17-167 

i¥'JOJ('1.6737 Lll11・168

MOI('I-613S L1<I1 169 

MOI<'I 6139 L1<I1-170 

れlOK4-6140 L1<I7'171 

おIOK461'11 Ll41-172 

MOK4-6742 L1<I1-113 

~IOK4 61<13 L147-174 

MOK'16744 L147-115 

込IOK4.6745 Ll47 176 

MOK4-6746 L1<11 111 

MOK.I67<11 L1<I1 178 

MOK4 6748 L147-179 

~IOMC6149 I LH7 180 

M01<4-67同 Ll41-181 

M01<4-6151 L141-182 

MOM-6752 L141-183 

MOl<'167臼 I.W 18'1 

MOl<45754 1.1'17 185 

MOK4 6755 L1117 186 

，0101(4 6756 I L141 181 
iMOKII ~ 6751 L1，11 188 

M01<4-5158 1.1<11 189 

五101<'ト6159 Ll47-190 

[¥101(41 6760 L147 191 

，101<46761 1.147-192 

遺物昨吋

15<119 神i l\.(~~・~1t 1:!Ii1\
15，130 神il叫
155凶l ![)i:司、IIJ

15547 神ilIM.tt聴刈l昨

15570 神ill品目提山昨

15511 !t)正イ、irl

15512 和l'ill" !l1馳X~I押
155田 同Ijlt^~tt穐X，昨

15593 神ill'(!J.~馳刈棉

15596 畠{，!，ljJ，lヶf11l'1

15曲5 神iIIX，1'l1l向邸

15606 神山品目睡品昨

15614 神illXjl:l.刈UI
15619 神m~t\.J:， UI
15回5 神il'''CJlI刈併

15日活 神il，Xl忠男世向昨

15凪8 神tlt，(.~邸穐 J:lUI
15674 湖，ヒイ之百I

15677 タ〈酢

15618 神I11品思用車ぬ附

15679 /lf<illX，tl馳向111¥

15飽5 1・ jlt !!J~馳品JI1\
151回 神山向思馳品昨

157lJ 神ill"CJ馳μ昨

15112 N'ill刈邸馳刈昨

15740 TI'ilIXW馳品UI

15741 TTillXW馳品11'1

151<12 神i11 J:~CJlIJ:， 111-

1574'1 れl'il¥XH¥!馳J:h昨
15746 同IjI~品目艶J:lI再

1自国l 部，主不iiJ

l部S.I 争l'il\.(，1:I馳J:~1l'I
l岱 55 神iÞ J:fJI~鴨向隣

15856 仲11¥刈思馳ぬUI
l出51 神;JtW!I穐山僻

15858 湖;主可、引I

1日59 割A:不μ

15866 帥iIt.(~ tuI ^.j昨

15861 測定不可

日8砧 神i"l t....~出用車向帥
16119 神;1¥刈且種山昨

161回 | 欄λ:司、"iJ
16182 1・il ! ~!J血馳品昨
16448 !['"不可
16<187 神ilIA!J思現品昨

1刷出 神illJ:WII向肝

16<189 神ilt';:，思種山昨

16-190 ÞI'ilIX~思礎J:，昨
同ω。 神。Itt!J胤艶J:m
16530 剤定不可

16532 神ill~~.\:!"ぬ昨
l回49 神il'~~ tJ現，~昨
I回50 湖iJi不可

16651 帥il!M阻馳刈僻

16郎4 .，Jj~ ll ヶ台昨

16657 神il' ，~tl骨量品昨
167臼 澗~司、 "f

16803 仲jll X1/J!l鳴.c~r:唱

l邸os 仲iltX:J且1~草刈昨

168凹 ~I'ill品以馳品昨
16810 神o，x:，tJ甲車山昨

16839 神ill~W現品昨
l砕 12 神jJI，W穐，~昨

1曲43 桁棋倒liiJn

判別悶 1~ 自IJ

第 1帳 補疎 地
判):'JU干

判別昨 距僧 備車

KZOB KZOB 14.31 0.9995 

KZO白 K20B 9.78 1 

擢IE不可 f量化不可

K20B KZOB 6.47 
1 1 

KZOB KZOB 2.02 

4IIK定ZO不B可 推定不可

K20B 2.32 1 

KZOB KZOB 21.36 

KZOB KZOB 9.16 1 

SIVHD s、NHD 2.64 1 

KZOB KZOB 9.2 l 

K20B KZOB 3.5 1 

KZOB K20B 9.16 l 

KZOB KZOB 17.53 l 

KZOB KZOB 14.19 1 

KZOB KZOB 7.11 1 

KZOB KZOB 2.79 1 

調定不可 割lE不.1

民事 う〈帯

K20B KZOB 10.92 l 

KZOB KZOB 4.19 1 

KZOB KZOB 8.84 l 

げ器子
ltZOB 2.96 1 

1<2OB 3.96 1 

KZOB KZOB 2.58 1 

KZOB KZOB 1.18 1 

K20B KZOB 6.89 1 

I<ZOB KZOB 5.95 1 

lく20B KZOB 1.54 l 

KZOB 1<20B 13.02 1 

割程不可 測定不可

KZOs KZOB 5.72 

KZOB KZOB 4.36 l 

I<ZOs I<ZOB 日制 l 

I(ZOB KZOB 10四 l 

欄lE不可 潤定不可

剖~不可 調定不可

KZOB KZOB 3.95 l 

繭定不可 測定不可

I<ZOB KZOB I 2 ! 
KZOB KZOB I J 9 

欄鬼平可 綱定不可

KZOB KZOB 12.76 l 

』量)E不可 抗IlE不“I

KZOB KZOB 11.61 0凹18

J<ZOB KZOB 6.81 1 

KZOB K20B 1.1.23 0四99

KZOB KZOB 10.73 

KZOB KZOB 6.75 1 

調)E不"1 湖1主/f'W
KZOB KZOB 11.86 1 

K20B KZOB 10.97 O使英治

劃定不可 自瞬定不可

K20B KZOB 14.61 1 

日叫iD 5丸IIHD 2.45 1 

KZOB KZOB 3.43 l 

自制定不可 謝定不可

KZOB KZOB 1.62 l 

KZOB KZOs 5.85 1 

J(ZOB I<ZOB 4 1 

KZOB KZOB 1.01 1 

KZOB KZOB 1.32 1 

KZOB K20B 7.22 l 

HNHJ HNHJ 7.45 I 

判別図 判 別 分 祈
第 1j;l植産 地 冒¥2幌捕 直地

判別僻
判別稗 距姐 確率 判別昨 距阻 確率

分 析

首12幌補 蔵地

判別昨 距組 曹巳耳

KZOB KZOB 10.02 

1 1 1 

KZSN 50.03 。

KZOB KZOB 5.63 
IK〈ZZSSNN 

56.3 
0 0 

KZOB KZOB 7.04 83.94 

KZSN 27.29 0.0005 

KZSN 46.5 。

推定不可

KZSN 54.9 。 劃定不可 測定不可 測定不可

KZSN 49.04 。 KZOB KZOB 6.09 1 KZSN 71.65 。

権活不可 KZOB KZOB 1.43 1 KZSN 41.58 。

KZOB KZOB 12.16 1 KZSN 34.67 

仁仁KZOB J<ZOB 7.13 1 KZSN 43.33 

KZOB KZOB 8.53 1 KZSN 38.58 

! KZSN 68.49 。

KZSN 59.85 。

KZSN 49.89 。

SBlY 71.59 。 KZOB KZOB 3.14 l KZSN 45.91 。

KZSN 59.9 。 KZOB KZOB 17.52 0.9957 KZSN 26.12 0.0043 
KZSN 61.53 。 KZOB KZOB 4.97 l KZSN 38.27 。

KZSN 33.21 。 KZOB KZOB 9.1 l KZSN 33.1 。

KおN お 6 。 KZOB KZOB 6.76 1 KZSN 62.58 。

KZSN 45.04 。 KZOB KZOB 9.87 l KZSN 30.63 。

KZOB ](ZOB 2.17 トト KZSN 49.09 。

KZOB ](ZOB 4.06 KZSN 46.4 
。。

](ZOB KZOB 4.33 1 KZSN 45.46 

KZSN 59.18 。

KZSN お剖 。

調定不可

か〈番 推定不可 挽定不可 推定不可

KZSN 46.22 。 KZOB KZOB 13.52 1 KZSN 34.51 。

KZSN 44.29 。 KZOB KZOB 8.11 0.9999 KZSN 23.65 0.0001 
KZSN 2可 93 。 KZOB KZコB 13.64 ] KZSN 67.34 。

KZSN 78.65 。 KZOB KZコB 1.23 l KZSN 60.82 。

KZSN 52.42 。 KZOB KZコB 10.65 1 KZSN 32.58 。

KZSN 55.45 。 KZOB KZOB 6.1 l KZSN 26.65 。

KZOB KZOB 13.41 l KZSN 32.89 
。。

KZOB KZOB 4.89 1 KZSN 56.36 

KZSN .15.28 。

KZSN '16.48 。

KZOB KZOB 14.86 。由自7 KZSN 23.96 000 033 
KZOB KZOB 6.51 1 KZSN 35.88 

I<ZSN 42 。

I(ZSN 53.28 。

KZSN 66.68 。 KZOB KZOB 6.31 KZSN 25.31 。

測定不可 KZOB KZOB 1.98 l KZSN 53.44 。

I<ZSN 27.39 。 測定不可 潤定不可 湖定不可

1 1 
KZOB KZOB 3.79 KZSN 

32768C8 B 
。

KZOB KZOB 7.88 KZSN 。

KZSN 30.81 。

i_lくおN 42臼 。

KZOB KZOB 7.42 l KZSN 36.46 。

調瓦:不可 劃定不可

測制IKf定定ZZS不不SN N 可可
S固定不可 測定不可

卜一一一一

KZOB KZOB 15.64 

091 1 999 
6737210385 3 8 E長KZOB KZOB 8.89 

KZOB KZOB 15.31 KZSN 

淵定不可 制定不可 測定不可

測劃K定定ZS不不N可可

33.65 。

KZSN 43.61 。

調定不可

KKZZSSN N 
日 96 。

57.44 。

1 KZOB KZOB 4.58 
測K定ZS不N可

33.11 
ト土ー

測定不可 測定不可

KZOB KZOB 6.38 1 KZSN 
3325941 6 
~ 

KZOB ](ZOB 8.09 1 KZSN 。

測定不可

KZSN 33二主斗よ ー
判E定不可

KZSN 21.57 0.0022 

KZSN 35.94 。 KZOB KZOB 6.64 1 KZSN 32.41 。

KZOB ](ZOB 17.11 1 KZSN 34.87 

トトKZOB KZOB 6.57 1 KZSN 41.76 

KZSN 29.86 0.0001 

KZSN 53.51 。

KZSN 50.43 。 KZOB KZOB 6.28 1 KZSN 49.89 。

剤fE不可 KZOB KZOB 4.33 1 KZSN 49.33 。

KZSr、J 67.09 。 KZOB KZOB 19.81 0.9978 KZSN 29.79 0.0022 
KZSN 28.02 0.0001 湖定不可 測定不可 測定不可

日韓定不可 KZOB KZOB 1.48 1 KZSN 56.86 。

KZSN 13.'19 。 KZOB KZOB 7.86 1 KZSN 54.68 。

SBlY お 45 。 測定不可 灘定不可 測定不可
KZSN 39.94 。 KZOB KZOB 6.06 1 I包SN 42.88 。

調定1.、百I 推定不可 推定不可 推定不可

KZSN 48.48 。 KZOB KZOB 4.08 1 KZSN 印 02 。

KZSN 58.72 。 測定不可 潤定不可 測定不可

I<ZSN 35.49 。 KZOB KZOB 19.17 0.9996 KZSN 32.66 0.0004 
KZSN 46.92 。 K20B KZOB 6.99 1 KZSN 28.56 。

KZSN 57.25 。 KZOB KZOB 10.91 l KZSN 49.77 。

KZOB KZOB 22.16 l KZSN 75.86 。

KZOB KZOB 7.89 l KZSN 61.35 。

KZSN 
13131671 9 。。

HNKI 



判別図
判 s!J 骨 析

第 l幌構 産 地 !I! 2融情 産地
判別群

判例群 距・ 確率 判別鮮 距帽 確 率

品 IKfZZODB B 
12.69 l KZSN 日 ，69 。
7.66 l KZSN 47.38 。

測定不可 劃定不可

書草測制K定定Z不不DB可可

劃定不可

10.42 0.999 KZSN 21.88 0.001 

割定不可

劃定不可 調定不可 制定不可

KZOB KZOB 4.52 1 KZSN 51叩 。
KZOB K20B 10.82 0，9997 KZSN 25.03 0，0凶3

糊定不可 割E不可 測定不可

KZOB K20B 12.3 I 1 KZSN 61.74 。
KZOB KZOB 3.9 ! 1 KZSN 55.49 。
KZOB ! KZOB 7.73 l KZSN 35.4 。

制定不可 測定耳、"1 iII定不可

測定不可 劃定司、凶I 測定不可

K20B KZOB 7.04 1 ほ鈴 54，57 。
推定不 可 推定不可

KZOB KZOB 8.33 l KZSN 41.33 。
KZOB KZOB 11.63 1 KZSN 62.07 i 0 
KZOB KZOB 20.32 l KZSN 81.7 

片品τKZOB KZOB 12.39 0.9984 KZSN 22.93 

KZOB KZOB 14，85 1 KZSN 56臼 。
KZOB KZOB 14.22 1 KZSN 36.24 。
K20B K20B 12，99 l KZSN 51.52 。
KZOB K20B 17.65 0.9997 KZSN 31.58 00003 

KZOB K20Fl 6.79 l KZSN 56，02 。
KZOB K20B 15，27 1 KZSN 40.87 。

副定不可 測定不 可 測定不可

調定不可 湖定不可 測定不可

KZOB KZOB 10，44 0.9999 KZSN 26.67 0.0001 

KZOB KZOB 8.61 1 K2SN 58.17 。
劃定不可 剥定不 可 測定不可

KZOB KZOB 13.39 1 KZSN 31 。
KZOB KZOB 1l.21 l KZSN 31.88 。
KZOB KZOB 7.7 l KZSN 55.95 。

推定不可 推定不可 彼定不可

制定不可 測定不可 測定不可

制定不可 割定不可 測定不可

KZOB KZOB 4.6 1 KZSN 43，08 。
副定不可 測定不可 測定不可

KZOB KZOB 17.9 0.9991 KZSN 29.73 0.0009 

KZOB KZOB 14，67 l KZSN 43.77 。
K20B KZOB 2.79 1 KZSN 52偲 。
KZOB KZOB 11.1 1 KZSN 60.42 。
KZOB KZOB 14.38 1 KZSN 51.92 。
KZOB K20Fl 10.94 l K2SN 68.69 。
KZOB K20B 12，3 1 KZSN 41.35 。

柵定不可 測定不可
権測定定不不可可 ト一一一一『

推定不可 措定不可

KZOB KZOs II ，45 l KZSN 29.71 。
百固定不可 自制定不可 劃定不可

KZOB K20B 5.52 1 KZSN 56.55 。
KZOB KZOB 15.33 1 KZSN 33.49 ト o

劃定不可 劃定不可 調定不可

制定不可 調定不可 測定不可

測定不可 劃定不可 調定不可

測定不可 劃定不可 測定不可

ョ;3子 KZOs 13，78 1 KZSN 56侃 。
KZOB 15.25 0.9842 KZSN 21.21 0.0158 

推定不可 推定不可 推定不可

K20B KZOs 5.03 l KZSN 37.18 。
K20B K20B 3，83 l KZSN 30.21 。
KZOB KZOs 7.16 1 KZSN 37.07 。

I KZOB KZOB 16.9 l KZSN 49.66 。

研 究 室
年開通番 分析番号 遺物番号 推定草地

百翫
!l!2候補轟 地

有mf"寸五百下確率
KZSN 140.94 I 0 

制見罫:jL十

:lit21院討-十

粧品問同唱同士

必討izi院はゴ曜日iLjE了

H器計 22:出升→→日雲剖33|: 

間iI1111崎監

号引ヰ堕
58.481 0 

釦は-

KZSN 128.11 1 0.0077 

KZSN 1 22.32 1 0.0339 

0 

0 
0 

0.001 

KZSN 193.991 0 

KZSN 133.211 0 

湖定不可

測定不可

KZSN I出 iζ

KZSN 153.06 

KZOB 1 KZOB 1 4.48 11  11 KおN I 43，4 

陪剖 雫Zh討H→崎県出
l K20B 1 K20B 1 11，3 1 1 [1 KZSN 159，91 

I KZOB 1 KZOB 110，751 1 I KZSN 130.53 

KZSN 164.46 
推定不可ι

37.72 

KZSN 160，35 

ぱ品義 1イ議書
KZSN 123，69 

60，65 

64，46 

54，91 

57，92 

68，42 

38.07 

49.95 

山
一間
一同
一
一

KおN 194.01 I C 
KZS剖 20.B I 0.001 

kZSN I 58.28 I 0 

単主主主‘ l 

KZSN 

KZSN 

KZSN 

KZSN 

KZSN 

KZSN 

KZSN 

KZSN 

KZSN 

KZSN 

KZSN 

20.48 

27，28 

8.58 

16.57 

KZSN 

KZOB 

割定不可

調定不可 |測定不可

l KZOB 1 KZOB117.921 0.9661 

I KZOB I KZOB I 5.5 I 1 

19日5I 0.9942 

1 

1 

0.999 

KZOB I KZOB 123.39 I 1 

KZOB [16，9 I 1 

KZOB I 14.11 I 1 

KZOFl I K 

8.28 KZOB 

KZOB 

iltl定不可

測定不可

KZOB 

B
一
B
一司

初
一

m一割

K
一K
一勝

町
一山
↑F

13.08 

16.02 

6，78 

8.47 

13.11 

KZOB 

2.77 

KZOB I KZOB I 5.39 

I包 08 I 7，72 

KZOB 1 K 

l KZOB I KιJO 

I KZOB I KZOB I 1.82 
4.75 

2.75 

19.4 

10.3 

6.77 

6.57 

推定産地遺物番号分析番号
研 究 益

年間通番

9.41 

5.55 

KZOB I KZOB I 7.41 

KZOB I KZOB I 8.41 

KZOB I KZOB I 2.66 

KZOB 

測定不可

KZOB 

推定不可

KZOB 

KZOB 

KZOB 

K20B 

KZOB 

K20B 

KZOB 

KZOB 

KZOB 

KZOB 

KZOB 

KZOB 

KZOB 

KZOB 

撒定不μJ

K20B 

KZOB 

KZOB 

KZOB 

KZOB 

KZOB 

KZOB 

KZOB 

KZOB 

K20B 

KZOB 

KZOB 

KZOB 

KZOB 

KZOB 

KZOB 

トJ。。
E中



M 
C泊
むJ

判 削

~， 1融 楢疎地
判別昨

判別僻 距掴 硝 1都

1<20B 9.18 l 

K20B K20B 29.21 1 

潤定不可 割定平1fT

I<ZOB KZOB 6.39 

1<ZOB K20B 6閃

KZOB KZOB 10.29 0.9999 

S¥VHD SWHD 2.62 1 

1<20B KZOB 13.48 l 
、，VDI-]Y 、VDHY 5.89 0.8犯6

K20B KZOB 14 l 
澗Jι不il[ 湖~E不 ïiI

I-INI-IJ HJぜ子日 1.58 1 

J<2Os K20s 1.95 l 

S¥VHD s、，VHD 19.35 l 

J<ZOB 1<20B 10.14 1 

¥VDI<B WDKB 0.86 1 

¥VDTY 、.vDTY 3.23 1 

I-JNJ卜U I-INI-IJ 0.26 l 

I<2OB KZOB 11.78 l 

J<ZOB KZOB 5.41 l 

S¥VI-ID s、，VHD 10.13 l 

J<ZOB I<2OB 16.18 I 
制定イ、百I 直属定不可

HNHJ HNI-IJ U 6 l 

WDTY 、VDTY 6.05 0.9906 

WOTY 、，VDTY 5.76 0四97

¥VDTY ¥VDTY 5.75 1 

KZOB KZOB 3.37 1 

K20B I<2OB U6  1 

制定不自if t潤a不可
制定コf、百I 測定不可

I<ZOB KZOB 1.94 l 
開花イ、μI 割:.:E司、μl

制;正不il[ 剖ll:司、"1

KZOB Iく20B 6.36 1 

欄iir平日I 調定不υI

割~イミ可 割程イ、可

置聞記不可 欄jE不可

剖定不可 測定不可

欄定'1'、“I 測定不可

欄~耳、百I 輔佐平川 |

KZOB J<ZOB 15.64 1 

1<20B KZOB 8.94 l 

K20B KZOB 0.18 1 

I<ZOB I<2OB 6.8 1 

J<ZOB J<2OB 6.56 1 

KZOB K20B 13.41 l 
権定'f、可 fftii'不可

I<ZOB KZOB 2.78 1 

I<ZOB KZOs 8.57 1 

lくZOB KZOB I 5お l 

KZOs KZOB 10.17 l 

KZOB 
IIEtZZOOB B 

9.21 l 

KZOB 8.22 。開98

KZOB I<ZOB 6.82 1 

I<ZOB I<ZOB 4.64 1 

I<ZOB I<ZOB 15.04 1 

I<ZOB I<ZOB 9.76 1 

KZOB I KZOB 8.61 1 

I<ZOB KZOB 21.2 I 

I<ZOB K20B 28.93 l 

I<ZOB K20B 1.19 l 

K20B KZOB 11.46 l 

K20B I<ZOB 21.18 l 

分 析

首¥2 ~槽躍地

判別昨 距踊 E量車

KZSN ωω  。

KZSN 49.11 。

制定不可

KZSN 40.89 。

KZSN 50.21 。

KZSN 26.19 0.0001 

SBIY 凹 19 。

KZSN 53.7 。

、VDTY 12.58 0.1064 

KZSN 58.48 。

i:l!;i:布、"f

I-INIU 167お 。

I<ZSN 41.22 。

SBlY J.J2.88 。

K7.5N 55鎚 。

¥VDTI< 30.82 。

、VDlくB お 15 。

HNKl 106.5 。

KZSN 33.65 。

KZSN 21.89 。

SBIY 105.8 。

KZSN 53.5 。

百周1i:不可

HNKI 1121.69 。

¥VDI-fY 12.94 0.0094 

¥VDHY 19.42 0.0003 

WDHY 25.51 。

l也SN 付随 。

J<ZSN .6お 。

湖lli不可

測定耳、'IJf

I<ZSN 38.16 。

澗正司、ilj

調1と不可

KZSN 28.05 。

測定不可

調jif不可

欄1i:不可

潤iif不可

測定不可

繍定不可

J<ZSN 臼 2 。

KZSN 69.15 。

J<ZSN 53.38 。

KZSN 76.05 。

KZSN 56.7-J 。

I<ZSN 91.19 。

推定不可

KZSN 43.4 。

KZSN 44.76 。

KZSN "16.9 。

I<ZSN 59.78 。

l<ZSN 45.49 。

I<ZSN 22ω 0.0002 

KZSN 36.89 。

KZSN 52.65 。

KZSN 97刷 。

KZSN 39.71 。

KZSN 37.64 。

I<ZSN 69.36 。

lくZSN 18.04 。

I(ZSN 30.55 。

KZSN 32.21 。

I<ZSN 94.31 。

研 究 誠

年1111過酷
分析需号 遺物需司 推定J1li1也

判別問

判別昨

KZOB 

推定不可

KZOB 

撞定不可

K20B 

KZOB 

KZOs 

KZOB 

KZOB 

SWHD 

KZOB 

KZOB 

KZOB 

KZOB 

調χ不可

KZOB 

KZOB 

KZOB 

KZOB 

KZOB 

SWHD 

AGKT 

KZOB 

KZOB 

KZOB 

KZOB 

KZOB 

KZOB 

I<ZOB 

KZOB 

KZOB 

KZOs 

KZOB 

KZOB 

KZOB 

KZOB 

KZOB 

KZOB 

KZOB 

KZOB 

HNHJ 

KZOB 

KZOs 

KZOB 

KZOB 

KZOB 

KZOB 

KZOB 

KZOB 

KZOB 

KZOB 

KZOs 

KZOB 

KZOB 

KZOB 

K20B 

KZOB 

J(ZOB 

I<ZOB 

KZOB 

KZOB 

KZOB 

KZOB 

1<2OB 

判 別

冒11悼惜1liJ由

判別昨 距檀 司‘ ・8
KZOB 8.79 1 

推定不可

KZOB 1.6 1 

植定不可

KZOB 5.74 1 

KZOB 16.8 0.9991 

KZOB 6.68 。鈎拍

KZOB 16.16 l 

KZOB 5.14 
1 1 

SWHD 14.3 

KZOB 29.81 l 

KZOB 10.01 l 

KZOB 3.4 1 

KZOB 8.32 l 

測定不l耳

KZOB 18.64 l 

KZOB 8.27 l 

KZOB 1.2 1 

KZOB 6.47 l 

KZOB 9.44 1 

SWHD 16.36 1 

AGKT 0.86 1 

KZOB 8.37 1 

KZOB 12.28 l 

KZOB 3.59 l 

KZQB 1.61 l 

KZOB 6.29 l 

KZOB 8.86 1 

KZOB 1.81 1 

KZOB 2.8 1 

KZOB 4.16 1 

KZOB 8.94 0.9999 

KZOB 4.36 1 

KZOB 3.75 l 

KZOB 2.38 1 

KZOB 1.45 1 

KZOB 8.12 1 

KZOB 3.06 1 

KZOB 1.49 1 

KZOB 5.06 1 

HNHJ 6.65 l 

KZOB 5.31 1 

KZOB 5.55 1 

KZOB 17.42 1 

KZOB 7.3 1 

KZOB 8.08 1 

KZOB 9.93 1 

KZOB 11.81 

1 1 1 KZOB 7.56 

KZコE 3.97 

KZOs 4.86 l 

KZコB 8.35 1 

KZOs 3.64 1 

KZOs 4.59 1 

KZOs 5 1 

IαOB 15.4 1 

KZOB 13.28 l 

KZOB 2.61 

KZOB 5.52 l 

KZOB 5.16 1 

KZOB 9.54 0.9俊治

](ZOB 3.31 1 

K20B 3.51 l 

I<ZOB 0.71 l 

分 冊

部 2械情聴地

判別昨 距鰻 帥 $

KZSN 35.27 。

推K定ZS不N司
43.25 。

推定不可

KZSN 27.98 。

KZSN 28.56 0.0009 

KZSN 23.ω O.目泊l

KZSN 39.48 。

KZSN 38お 。

WDTN 153.45 。

KZSN 76.53 。

KZSN 82.28 。

KZSN 83.01 。 l

KZSN 59.84 。

制15E不可

KZSN 66.58 。

KZSN 58 喜トトKZSN 51 

KZSN 59.45 。

KZSN 49.65 。

SBIY 85.47 。

HNKT 114.64 。

KZSN 55.41 。

KZSN 59.93 。

KZSN .10.3 。

J<ZSN 57.34 
。。

KZSN 35.83 

KZSN 39.19 。

KZSN 42.81 。

lくZSN 55.96 。

KZSN 45.63 。

KKZZSSN N 
剖 65 OO0 C D1 
45.8 

KZSN 団 32 。

KZSN 40.9 。

KZSN 52.9 。

KIIEEZZZ5SSN N N 

52.72 。

4師29383 。。

KE4ZNSItN I 
52.51 。

邸 08 。

KZSN 46.08 。

KZSN 38.18 。

lKtZZSSN N 
99.2 。

26.22 。

KZSN 40.85 。

KZSN 37.02 。

KZSN 41.41 。

KZSN 65.99 トトKZSN 72.57 

KZSN 52.83 。

KZSN 55.52 。

KKZZSSN N 
65.3 

トト46.19 

KZSN 43.21 。

KZSN 83.16 。

KZSN 107.32 。

KZSN 62.25 。

KZSN 44.33 。

KZSN 46.15 。

KZSN 25.94 0.0001 

KZSN 55 。

KZSN 47.57 。

KZSN 回 32 。



判Bリ図 判 別 分 軒

第 1棋補草地 明 2候補 産地
判刷i時

!間目。群 距.

E・'" 判別鮮 距岨 確率

KWB KZOB 2.3 l KZSN 43.97 。

KZOB KZOB 4.12 1 KZSN 62 。

KZOB KZOB 9.19 l KZSN 41.08 。

KZOB KZOB 17.03 1 KZSN 99.79 
トト](20B KZOB 9.2 l KZSN 63.68 

](ZOB KZOB 7.02 1 KZSN 39.51 ト」ー

器 推KK定ZZOO不BB 可

推定不可

7.54 1 KZSN 27.55 。

3.22 1 KZSN 44岨 I 0 

サ器E-KZOFl 13.87 1 KZSN 56.78 。

KZOB 9.55 l K2SN 33.57 。

KZOB 
II〈tZZOOBB 

12 l KZSN 77.64 。

KZOB 。日 1 KZSN 52.2 。

KZOB K20B 1.51 1 KZSN 44.9 。

サ器E-K20B 10.39 1 KZSN 37.77 。

KZOB 3.19 1 KZSN 39.28 
OUO D01 I<ZOB KZOB 13.22 0.9999 KZSN 30.44 

KZOB KZOB 16.06 l KZSN 98.67 。

KZOB Iζ20B 3.11 1 ](ZSN 53.72 。

KZOB KZOB 8.81 l KZSN 62.7 
。。

KZOB I KZ口B 6.89 1 KZSN 46.86 

時詰γ 非K凪ZO曜B石
2.71 l IくZSN 54.91 。

1ド胤臨も

KZOB KZOB 15 1 KZSN 52.29 
。。

KZOB KZOB 8.94 1 KZSN 35田

措定不可 他定不可 推定不可

。KZOB K20B 3.37 1 KZSN 70.48 

KZOB KZOB 8.04 l KZSN 62.6 。

K20B KZOB 7.19 l KZSN 31.56 。

KZOB KZOB 8.05 1 KZSN 78.98 。

司法 SAWGHItD T 
10.35 l SBIY 67.91 。

1.93 l HNKT 87.6 。

SWHD s、，vHD 5.13 l WDTN 101.62 。

K20B KZOB 6.42 l KZSN 38.39 。

、，VDHY 、，vDHY 3.25 1 WDTY 34.34 。

帯主5AK1GVZOHlfB D T 
3.62 1 HNKT 132.32 。

6.77 l WDTN 77.74 。

6.37 1 KZSN 60.58 。

指定不可 権定不可 推定不可

KZOB KZOB 1.69 1 KZSN 60.92 。

KZOB KZOB 12.78 1 KZSN 69.93 。

置器官一 KKZZOOB B 
13.41 1 KZSN 48.81 。

2.67 1 KZSN 39お 。

KZOB KZOB 6.28 KZSN 53.52 。

噌gt KZOB 1.95 l KZSN 49.73 。

1(7.08 1.7 l KZSN 53.95 。

KZOB K20B 2.65 1 KZSN 4'1.9 。

KZOB KZOB 5.84 1 KZSN 40儲 。

KZOB KZOB 4.4 1 KZSN 57 。

KZOB KZOB 5.3 l KZSN 78.29 。

KZOB KZOB 2.14 l KZSN 49.95 。

KZOB KZ08 4.88 1 KZSN 63.21 。

K20B KZOB 5.68 1 KZSN 50幻 。

同法 KKZZOOB B 3472 2 
1 KZSN 33.37 。

l KZSN 73.73 。

KZOB KZOB 6.69 l KZSN 36鉛 。

KZOB K20B 3.2 1 KZSN 58凶 。

日器E-KZOB 12.56 l KZSN 52.94 。

KZOB 2.73 l KZSN 58.07 。

KZOB KZOB 8.78 l KZSN 26.72 。

KZOB KZOB 7.23 1 KZSN 44.54 。

KZOB KZOB 12.41 1 KZSN 36.71 。

KZOB KZOB 6.89 1 KZSN 24.45 。

KZOB KZOB 2.03 KZSN 55.51 。

研 究 :lil
骨折番号 遺物需骨 措定車地

年IlII;iIi番

M04-11766 L147-577 13688 神神島恩鹿島群

1¥104-11767 L147-578 138日9 神醐島思馳島野

1¥104-11768 L141 579 14020 神叫1島朗礎島昨

1¥104-11769 1.147-580 14087 神坤I白血現品野

1¥10.1-11770 L147-581 14836 神田2島思現品群

1¥10-1-11771 L147-58<! 14558 神油励且蝿島醇

M04-11772 Ll47-583 14559 推定不可

M04-11773 Ll47-584 14566 神神助血艶島群

M04-11771 L147-関与 14嗣4 神rぶ品且馳馳僻

ヘlI04-11775 1147-586 14，ヲ4 神坤品且蝿島鮮

M日01776 1147-587 14974 仲坤品血蝿島"

M01-11777 L147-5槌 14934 神神島思蝿島昨

1¥104..11778 L147-5剖 15299 神坤島周鴨島昨

M()<I-11779 1-147-5叩 15320 紳神島串馳島郡

M04-11780 L147-591 15425 紳樟XIJ思'鹿島僻

M04-11781 L141-592 15545 神樟励車司鹿島帥

M04"11782 L141-593 15728 神坤島血.島僻

M04-11783 L117-5倒 15739 I神樟島且馳島静

M()<I-ll7剖 L117-595 15759 神障向車.""僻

M04-1178E L147-596 15801 神樟島串馳島野

M04-11786 U47-597 159師 仲坤島恩'鹿島昨

MOt¥..1l787 LI47-598 16170 神神島皿鴨島酔

M04-11788 L141-5田 1臼49 ザ1'111噸石
M()<I-11789 LI17曲。 l臼田 神坤尚恩.""酔

M04 11190 Ll47-印l 1臼05 神補助岨蝿.，~
M04-11791 

UL1 44 77 -曲凪23 
165鈍 推定不可

M04-11792 16799 神捕動車馳島郡

M倒 11793 L147-604 169佃 神博品皿'鹿島群

M何一11794 L147ω605 17682 I神神均単馳島瞬

M04-11795 Ll47-606 17824 神坤拘血馳島町草

1¥104-11796 L147.607 18661 I 限動血ヶ省僻

1¥10'1-11797 1147-608 1凪D5 究瞳柏峠際

M()<I-ll7郎 1147-609 18811 織防皿ヶ台俳

ゐ404-11799 L117 610 18813 神補助岨穐島開

1¥104'-11800 L1-I7-611 18814 和問責i曹ライ ト昨

M04-11801 1141-612 18821 主埴柏峠僻

M04-11802 L141-613 19193 開肪血ヶ台昨

M加ー11鈎3 Ll47-614 19418 判l神向皿粧品野

M倒 11804 1147-615 19531 措定不可

M04-11鈎5 Ll47-616 487 神坤均車馳駒郡

M04-11806 L147-617 1046 神補助掴礎島都

M04.1l807 L147-618 lH9 仲神島皿'鹿島併

M削 11803 LHI-619 1383 神障鳥車輸血隣

恥404-11809 L147-620 1440 仲樟助思'鹿島郡

M04-11810 L147-621 1648 神神品思馳島昨

M04-11811 L147-622 1701 仲坤島鵬'鹿島醇

M白一11812 L141-623 197J 神補助血馳島昨

M04-11813 L147..624 2012 神障島周馳島脚

M04-11814 L!47-625 2355 神坤均腫艶鳥時

M()<I-11815 L147 626 お04 神神均車.~blll

M帥・11816 1147-627 29郎 |神悼品思'鹿島野

れ404-11817 Ll47-628 3291 I神神島串鴨島町

M刷ー11818 L14.7-'629 3986 神障励血'鹿島群

1¥104-11819 L147-630 4207 神捕品思馳島郁

あ404-11820 LI47-631 48田 |神陣島皿馳品群

M日H 1821 Ll47.632 5040 神障島且融品群

M04-11822 LI17-633 5289 神~，島血馳品群

M白 11823 LH7-634 日89 神障品思蝿品群

M倒寸1824 L1-47-635 5604 神岡1刈血!Il品騨

M倒ー11825 Ll47-636 56抽 神障島凪輪島僻

M白血11826 Ll47-637 5843 神神島思馳島府

M04-11827 Ll47-638 回37 |紳棒高血制昨

M04-l1828 1147-639 7054 仲神品IU鹿島群

M削ー11829 1147-640 7621 仲樟島恩馳尚僻

判別図
判 ~~ 分 析

!IIl候補 産地 明12候補産地
刷別群

判例昨 距餓 車車 判別僻 距幌 硝車

KZOB KZOs 3.57 KZSN 33.01 。

KZOB KZOB 8.06 ](ZSN 26.13 。

KZOB KZOB 10.54 1 KZSN お 82 。

KZコB KZOB 5.64 l KZSN 59.03 。

推定不可 措定不可 相[)瓦不可

KZOB KZOB 2.93 1 KZSN 60.63 。

KZOB KZOB 3.12 l KZSN 59.44 。

KZOB KZOB 2.58 l KZSN 40.59 。

KZOB KZOB 1.76 l KZSN 42.05 。

KZOB KZOB 3.25 1 KZSN 

嶋
。

ll|I f::TKKEEZZZZC C D3B B B B 

KZOB 3図 1 ltZSN 。

KZOB 6.38 l KZSN 。

KZOB 3.89 l KZSN 30.73 日

KZOB 1.44 1 KZSN 51.74 D 

KZOB KZOB 日25 l KZSN 29.32 。

日告号-KZOB 1.6 1 !I KZSN 56.64 。

KZOB 2.21 1 11 KおN .16.76 。

KZOB I<ZOB 3.8 1 :1 KZSN 1 -13.02 。

KZOB KZOB 7.7 1 :1 KZSN 146.15 。

KZOB KZOB 1.36 I iI KおN 66 。

KZOB KWB 2.81 1日芸
51.78 。

ハl くくZZ OO BB | KK ZZOOB B 
7.01 

岨29368 
。

9.94 。

s、円{D s、，VHD 11.71 1 SBIY 119.24 。

KZOB KZOB 0.94 l KZSN 42.28 。

劃定不可 測定不可 調iiZ不司

KZOB K20B 2.18 l KZSN 56.78 。

j動 KZOB
4.8 I 1 四舗目KZOB 

13ゴ拘τ| 1 I 
KZSN I 46 

KZOB KZSN 130 

a i kkZZOOB B 
KZOB 7.57 I KZSN 153 

KZOB 1.06 1 KZSN 148 

K20B KZOB 1.79 1 KZSN 162 

KZOB ](20B 4.66 l KZSN 134 

KZOB KZOB 1.99 1 I<ZSN 44.46 
。。

KZOs KZOB 2 1 KZSN 59.77 

KZOB KZOB 3.44 1 KZSN 36.17 。

KZOB KZOB 15.35 1 KZSN 95.8 。

KZOB KZOB 6.46 1 KZSN 51.42 。

サ詰 KZOB |135622 9 0.9988 KおN 26.41 0.0012 

HNHJ I HNKI 96.55 。

KZOB KZOB 8.81 1 KZSN 52.66 。

推定不可 推定不可 推定不可

i KZO~ KZOB 1l.47 1 KZSN 1l.d8 。

I 1<20B KZOB 4邸 l KZSN 38.99 。

指定不可 推定不可 権定不可

KZOB KZOB 2.04 l KZSN 38.01 。

KKZZOOB B 
KZOB 1.41 l KZSN ω.56 。

KZOB 7同 0.9999 KZSN 24.761 0.0001 

KZOB KZOB 2.29 1 KZSN 34.25 。

KZOB KZOB 7.38 1 KZSN 66.11 。

KZOs KZSN .15.67 。

測定不可 測定不可 測定干可

KZOs KZOB I 8.58 I 0.9999 KZSN 25.56 0同01

KZOs KZOB 1.42 1 KZSN 55.55 。

KKKZZZOOOB B B 

KZOB 3関 1 K2SN 70.39 。

KZOB 6.02 1 KZSN 30.34 。

KZOB 2.96 1 KZSN 加 66 。

HNHJ HNHJ 11.21 1 HNKI 131.49 。

KZOs KZOB 2.34 1 KZSN 66.14 。

KZOB KZOB 9.56 1 KZSN 39.92 。

KZOB KZOB 10.33 1 KZSN 36.52 。

KZOB KWB 3.49 1 KZSN 59.06 。

主主♀!L..L五五主主 1(05Jo蜘 3 _KZ?N _l_2LQl_l_Q醐7

研 究 説
分斬番号 遺物需骨 批定産地

年開通番

M04-11702 LI47.513 6294 神神高血'鹿島僻

M04ι11703 L147-514 日38 神坤島凪'鹿島畔

M04"1l701 L147-515 6979 神坤島胆'鹿島群

M04-11705 L147-516 72回 神坤~串腫品開
M04-11706 L147-517 7324 推定不可

M04-11707 L147-518 7367 神沖均単鴨島僻

M04-11708 Ll47-519 7512 神埠刈皿.品群

M04-1l709 Ll47-520 75日 神神島車礎島昨

M04-1l710 Ll47-521 7604 神神刈車種品群

M04-1l71l Ll47-522 7734 神神助恩馳品群

M04-1l712 LH7.523 7739 神樟島凪'豊島群

M04 11713 Ll47ョ524 お剖 神神高j且瞳島町干

M011l714 LI47-525 8434 神坤晶皿睡島群

11 44D744--111177 15 
Ll47-526 8673 神間a鳥皿'鹿島俳

16 L147-527 邸 前 神神Ib胤艶島Iff.

M04-1I717 L147-528 飽59 神障島皿艶品群

MOH17l8 Ll47-529 槌76 神障島皿県島Iff.

M04-11719 Ll47 530 叩24 神同2島血礎島群

恥104-11720 L147日l 9202 神障晶車馳島Iff.

M04-11721 Ll47日2 9307 神坤血血馳島群

M04-11722 Ll47日3 9413 神坤島皿'鹿島群

M04-11723 Ll47←534 9429 神油品岨馳崎群

MOH1724 L147-535 9559 神坤血血種島酔

M04-11725 Ll47-臼6 9575 .防車ヶ古郡

MOHl726 L147幻7 9597 神津島皿鴨島昨

M04-11727 L.147一日S 98ω 調定不可

M04-1I728 L147.539 100却 神神島凪睡.昨

M04-11729 L147-540 102鎚 神障島凪艶島群

恥104-11730 Ll47-541 1035'1 神掴i晶皿..群

恥104-11731 Ll47-542 
110m4677 9 

神陣拘凪腿島群

恥104-11732 Ll47-513 神沖島血鴨島群

民104-11733 Ll47544 ¥06..11 神神高血蝿島群

恥.. lO4-1l734 LJ47 545 1同70 神伸島凪聴島群

M04-11735 LI17 546 ¥06鉛 神i*島血'鹿島昨

MOH1736 Ll47..547 I 1.0745 神神助凪馳島野

MOH1737 Ll47仔 518 11025 神神島凪用鹿島酔

MOH1738 LI47-549 11041 神博晶皿馳島鮮

M01-l1739 Ll47'550 11042 神障島岨'鹿島隣

M01 11740 LJ17.551 11397 神樟島胤睡助群

恥104.11741 L147-552 11481 神坤島凪.品群

恥1104-11742 L147-553 115幻 | 箱制畑柏叫

M04-1l743 Ll47-554 11546 神障島胞馳島郡

M04-11744 L147-555 11581 措定不可

MOH1745 Ll47 556 11595 神悼島凪'豊島群

MOH1746 L117.557 11740 神博晶皿'鹿島野

MOHl747 L147-558 11863 措定不可

MOHI748 L147-559 11970 神坤晶凪馳島昨

M04-1I749 L147-560 12067 神悼正面阻艶島昨

M04-1I750 L147-561 12147 神坤刷出艶鳥群

M04-11751 Ll47-562 12270 神i1.品瓜馳抽昨

M04-11752 Ll47-563 12452 神fぷ島凪馳，(:，Il'!

M04-11753 Ll47-564 12750 神油島血種.Q，U;

M04-11754 Ll47-565 12848 測定不可

五40411755 Ll47-566 12981 神油晶車'鹿島僻

M04-11756 L147 567 13028 神障島車'鹿島騨

M04-11757 L147-568 13321 神坤島車'鹿島俳

M04-11758 L147-569 13322 神沖助血粧品昨

M04"1l759 L14i..570 13430 神捕島凪'鹿島鮮

M04..n760 L¥47-'571 13441 縮機知宿l昨

日記η
L147-572 13447 神捕島皿'鹿島昨

1762 Ll47..573 13474 神障助凪.111醇

乱40会 11763 Ll47-574 13492 神油島血馳島昨

M04 11764 Ll47-575 13路9 神障島凪艶島鮮

M04-11765 Ll47-576 13臼O 神神島皿馳島俳

-
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判別図
判 ~~ 分 祈

都 1敵補廠 i由 曹I2候 補 産 地
判別邸

判別群 距履 砲 車 判別冊 距拘置 E産車

ば君子
KZOB 7.41 1 KZSN 44.73 。
KZOB 7.06 1 KZSN 62.69 。

KZOB K20B 24.51 KZSN 48.54 。
KZOB KZOB 11.84 KZSN 52.12 ト判KZOB KZOB 7.25 1 KZSN 37.17 

KZOB KZOB 8.64 1 KZSN 26.99 。
KZOB KZOB 14.53 KZSN 34.32 。
KZOB KZOB 6.02 事:27.07 

。
KZOB KZOB 11.17 

庁
26.83 0.0001 

KZOB KZOB 12.8 69.04 

国三KZOB KZOB 3.8 31.76 
措定不可 措定不可

KZOB K20B 5.14 l KZSN 34.9 。
KZOB KZOB 5.67 l KZSN 57.76 。
KZOB KZOB 4.2 l h諜 r

54.19 。
措定不可 推定不可

KZOB KZOB 4.26 l KZSN 56.39 。
KZOB KZOB 16.42 0.9日99 KおN 32.43 0.0001 
KZOB KZOB 11.02 KZSN 36.74 。
KZOB KZOB 6.96 l KZSN 36.82 。
KZOB KZOB 1.3 1 KZSN 45.76 。
KZOB KZOB 18.37 1 KZSN 51.29 。
KZOB KZOB 13.41 0.9961 KZSN 22.2 0.0039 

同法 KZOB 1.84 l KZSN 64.04 。
KZOB 12.84 l KZSN 92.55・ 0

KZOB KZOB 7.71 KZSN 69.55 。
KZOB KZOB 2.95 l KZSN 42.04 。
KZOB KZOB 18.85 1 KZSN 39.76 。
KZOB KZOB 4.52 1 KZSN 50.47 。
KZOB KZOB 5.26 l KZSN 36.27 。
KZOB KZOB 3.2 1 KZSN 44.92 。
KZOB KZOB 3.85 1 KZSN 51.3 。
KZOB KZOB 

51008 1 
1 KZSN 44.37 。

KZOB KZOB l ! KZSN 81.69 。
KZOB IαOB 1.34 KZSN 陪子

。
KZOB KZOB 5.47 l KZSN 。
KZOB KZOB 11.51 l KZSN 70.42 。
KZOB KZOB 3.54 KZSN 45.48 ト判KZOB KZOB 16.12 1 KZSN 46.08 
KZOB KZOB 3.28 1 KZSN 62.34 。
KZOB KZOB 8.32 l KZSN 48.89 。
KZOB KZOB 14.46 1 KZSN 60.21 。
KZOB KZOB 15.19 

ITー
KZSN 67.93 。

KZOB KZOB 3.48 KZSN 61.59 。
IαOB KZOB 14.37 1 KZSN 68.12 。
KZOB KZOB 10.06 l KZSN 68.54 。
KZOB KZOB 13.4 KZSN 83.07 。

日告子 KZOB 20.67 l 
サ雲t-52.77 。

KZOB 9.97 l 42.07 。
KZOfl KZOB 2.76 1 KZSN 58.35 。
KZOB KZOB 3.87 1 KZSN 37.26 。
KZOB KZOB 9.73 1 KZSN 49.71 。
KZOB KZOB 4.03 1 KZSN 43.52 。
KZOB KZOB 12.4 1 KZSN 41.39 。
KZOB KZOB 2.54 l KZSN 41.11 。
KZOB KZOB 4.52 1 KZSN 51.08 。
KZOB KZOB 12.55 

仁ド
KZSN 臼.75 。

KZOB KZOB 3.66 KZSN 45.12 。
KZOB KZOB 1.64 KZSN 48.39 。
KZOB KZOB 14.14 1 KZSN 37.74 。

日告3-KKZZODBE 45954 4 
1 KZSN 32.09 。
1 KZSN 52.81 。

K20B KZOB 5お KZSN 46師 。

研究車
舟析番号 遺物需時 推I.E車地

"問通量

MOHl世94 L147-705 9343 神伸砧岨'鹿島仰

M04-11895 L147-706 9480 紳t.jt晶血穐品群
MOII-l1回6 Ll47-707 9484 神坤均単'鹿島郡

M04-11897 L147-708 9628 神t激励阻!Ilthl干
MOHI鈎8 L147-709 10721 神ill~b皿!l~blll
M04・118倒 L147-710 11363 神r.~助皿睡品僻
M例ー119凹 L147-711 11469 神坤品血種晶11
民I倒-11901 Ll47-712 11511 争Isi"lt品且馳島民

M04-11902 L147-713 11934 神r.II島凪艶島群

M04・11903 LI47-714 12369 神坤島卑!l!島僻

~lO4・ 11904 LI47-715 12401 神神島血!l!島群

M04-11叩5 LI47-716 12418 継定不可

?、.404-11906 LI47-717 12475 神坤島車艶島僻

恥104-11907 L147-718 12560 神持品皿礎~h僻
M04-11叩8 Ll47-719 14549 神持品目'鹿島併

MOHl置問 L147ー720 14597 推定不可

M04-11910 L147-721 15439 制1坤島阻馳品群

M04-l1911 Ll47-722 15730 判1抑砧車噂助脚

M04-11912 Ll47-723 1民35 神障助血'鹿島昨

M04-11913 Ll47-724 118 神神A~皿穂高昨
M04-1I914 L147 725 328 神坤働凪艶砧昨

M04-1l915 L147-726 4曲 神同I&~血鴨島野
M04-11916 Ll47-727 617 神体島盟艶t~ 1!I
込404-11917 LW -728 回7 神吋2品思穐品昨

M04-1191S L147-7犯 922 神作品皿'鹿島昨

MOI-1l919 Ll47-73Q 1222 神州島血艶島鰐

MOH1920 L147ー731 1223 神障thlU鹿島僻

M04-11921 L147-732 1335 神剛島車砲島昨

M04-1l922 LI47-7:ロ 1790 神神島車粧品群

M04-1l923 Ll-17-734 2192 神神島車砲晶醇

MO'I-I1924 LI47-735 2お3 神I~高血聴助叫
M帥ー119お L147-736 2693 神l1t島且'鹿島勝

MU'1 11926 L147-737 3281 神i.II烏血馳品群

M04-l19:幻 L147-738 4262 ーl'￥11島且!l&.1l'I
M削ー11928 L147-739 4329 制ltlt島且艶島昨

M04-l1929 Ll47-740 4559 やl'河島理'鹿島昨

M制 119初 Ll47-741 4876 神神島車'鹿島昨

M帥 11931 L147-742 日32 判lfll励凪司豊島昨

れ.104-11932 LI47-743 5626 神地助組担助昨

MO<I-l1933 Ll47匂 744 7α10 神油』出血'鹿島群

M04..11934 Ll47-745 7696 神悼高血馳島昨

M04-11935 L147-746 S517 神神K6思馳島昨

M04-11936 L147-741 8916 神州島且・島醇

M04-11937 L147-748 8979 神111品坦睡烏群

M04-l193S L117-749 9023 神山島掴艶島昨

M04-11939 1147-7印 9641 神tll晶車陵高野

M04'.1I940 L147-751 !(刷6 神神品車!l!~崎僻
M04-11941 L147-752 11お5 神坤島恩馳島&1
M倒 11倒2 L147-7臼 12072 神坤島l!.!l!品群

MO'I-11剖3 Ll47-754 12731 神I~島恩馳島昨
M04..1I944 L147-755 12753 神i1t高血'鹿島昨

込104-11945 Ll47-756 13由。 神作品且睡島昨

M04-1I946 L147-757 14067 有l'坤島坦馳品群

M04-11947 L147-758 14377 神油島凪艶品群

恥104-11948 L147-759 14961 神坤品恩馳品昨

M04-119，j9 Ll47-760 l路02 神障品且蝿高野

M04-11950 L147-761 l曲78 神出品雌穂高際

M04-11951 Ll47-762 16712 神障島B・.l61lf

M04-11952 L147ー763 17123 神i~島阻艶島野
M04-11953 L147-764 18i18 神油島組艶島僻

恥104.11954 L147-765 24邸 神i~島盟艶島僻
MOH 1955 L147-766 153凹 神坤島車'豊島群

M04-l1956 L147-767 19565 神油島即刻鹿島昨

判別凶
判 別 分 析

郎 1候補届地 官12融情 産地
判明町

判別昨 距幌 値 串 判別昨
距・ 35斗1(ZOB KZOs 1.1.05 l KZSN 

KZOs 1(Z03 20.9 守ム TSTY 89.5 

K20B 1(20B 10.25 ド L KZSN 57.37 。j
潮見:不可 樹;Qi不可 澗定不可

KZOs 1(ZOB 5.49 l KZSN 53.56 。
IltiE不可 推~if不可

1 
推定不可

KZOB K20B 11.2 KZSN 43.13 。
1(20B KZOB 9.3'1 l 1(ZSN 51.67 。
K20B KZOB 12.66 1 KZSN 手U4 。
K20B KZOB 8.03 I 1 KZSN 69.77 。
KZOB KZOB 10.7'1 1 KZSN 52.15 。
KZOB KZOB 3.16 1 KZSN 49幻 。
KZOB KZOB 7.64 l I<ZSN 48.44 トトイKZOB K20B 3.07 l KZSN 76.34 

K20B KZOB 9.27 l 1(ZSN 40.S 。
K20B K20B 2.92 l KZSN 65.53 。
KZOB KZOB 6.27 l KZSN 34.51 。
KZOB KZOB 11.68 1 KZSN 57.94 。
KZOB K20B I 14.91 0.9838 KおN 20.82 0.0162 
K20B KZOB 9.'1 1 時雲十l~~トH1<20B 1(20B 9.4 1 臼 18

1<20B KZOB 6.08 1 KZSN 叩 14 。
KZOB K20B 8.52 I KZSN 95.01 。
KZOB J(ZOB 19.35 1 KZSN '18.57 。
KZOB KZOB 1.26 l KZSN 51臼

片 イKZOB K20B 6.5 l KおN 32.08 

KZOB K20B 3.9，1 1 lαSN 部 品 。
KZOB KZOB 20.S7 1 KZSN 46.58 。
KZOB KZOB 6.68 1 KZSN 49.27 。
KZOB KZOB 17.17 1 KZSN 18 号トトイKZOB KZOB 0.9 l KZSN 56 

KZOB KZOB 25.42 1 KZSN 
7275257 9 ト千十KZOB lくZOB 3.6 l KZSN 

1(20s KZOB 8.86 1 1<ZSN 31.89 。
K20B KZOB 2.93 l KZSN 32.16 。
K20B KZOB 6.76 l )(ZSN 63.99 。
KlOB KZOB 加 s8 l KZSN 59.19 。
KZOB 1(ZOB 6.18 l I匂SN 35.05 。
s、VHD s、.VHD 3.83 l SBIY 55.6 。
KZOs KZOB 6お 1 KZSN 5<開 。
)(ZOB KZOB 7幻 l KZSN 57.37 。
KZOB KZOB .1.05 KZSN 29.35 。
KZOB KZOB 4.23 KZSN 61拍 。

拙起不可 推定不可 指定不可

KZOB 1(ZOB 21.96 l 1(2SN 話 06 。
)(ZOB K20B 5.38 1 KZSN 30.13 。
KZOB KZOB 7.31 l 1(ZSN 79.86 。
1(20B KZOB 7.43 1 KZSN 48.17 。
K20B K20B 15.52 l KZSN 50.'18 。
I!li!不可 11Ili!不rr1 推定不rrI

1(ZOB KZOB 4.91 l KZSN 42.31 。
KZOB KZOB 28.25 0.9953 KZSN 36.68 0.0047 

K20B KZOB 3.27 1 KZSN 67.39 。
K20B KZOB 1.37 1 KZSN 59.87 。
KZOB KZOB 15.55 l KZSN 67.38 。
KZQB KZOB 4.19 i KZSN 55鑓 。
KZOB KZOB 12.0.. 1 KZSN 83.71 。
KZQB KZOB 2.37 1 KZSN 44蝿 。

J量定不可 推定不可 措定不可

KZOs KZOB 8.99 1 KZSN 40.89 
トトKZOB KZuB 3.53 1 KZSN 51.93 

KZOB KZOB 2.07 1 KZSN 41.49 。
KZOB KZuB 6.24 1 KZSN 71.34 。
KZOB KZOB 14.58 1 KZSN 41.85 。l

Hi~i'y' J'自遺物需り分1';昨け
研究可t

'!'1m;曲酔

i
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分析2

悌ヶ尾遺跡(第二東名No.147地点)年代測定結果報告

1 )年代値の算出には、Libbyの半減期5568年を使用しています。

2) B P年代値は、 1950年からさかのぼること何年前かを表しています。

3)付記した誤差は、次のように算出しています。

加速器分析研究所

複数回(通常は4回)の測定値について ピ検定を行い、通常報告する誤差は測定値の統計誤差から

求めた値を用い、測定値が1つの母集団とみなせない場合には標準誤差を用いています。

4) a13Cの値は、通常は質量分析計を用いて測定しますが、AMS測定の場合に同時に測定される a13C

の値を用いることもあります。

a13C補正をしない場合の同位体比および年代値も参考に掲載しておきます。

同位体比は、いずれも基準値からのずれを千分偏差 (出。 ;パーミル)で表したものです。

a 14C = [(I4As-l'AR) /l'AR] X 1000 (1) 

a13C = [(I3As_13ApDB) /13ApDB] X 1000 (2) 

ここで、J'As:試料炭素の14C濃度:(I，ICrC)sまたは(I'Cj13C)S 

J4AR:標準現代炭素の14C濃度(I'crC)Rまたは(I4Cj13C)R

a13C は、質量分析計を用いて試料炭素のa13C濃度(13As=13crc)を測定し、 PDB(白亜紀のベレムナ

イト(矢石)類の化石)の値を基準として、それからのずれを計算します。

但し、 lAAでは加速器により測定中に同時に13C j12Cを測定していますので、 標準試料の測定値との比

較から算出したが3Cを用いることもあります。この場合には表中に 〔加速器〕と注記します。

また、d.l'Cは、試料炭素が a13C = -25.0(%0)である としたときの14C濃度(14AN)に換算した上で計算

した値です。 (1)式の14C濃度を a13Cの測定値をもとに次式のように換算します。

14AN=14AsX (0.975/1+ a13C/1000))2(14Asとして14Cj12Cを使用するとき)

または

=14AsX (0.975/1+ a13C/1000)) (1'Asとして14Cj13Cを使用する とき)

d. 14 C = [ (I'AN -l'IAR) f!4AR] X 1000 (出。)

員殻などの海洋が炭素起源となっている試料については、海洋中の放射性炭素濃度が大気の炭酸ガス

の濃度と異なるため、同位体補正のみを行った年代値は実際の年代との差が大きくなり ます。多くの場

合、同位体補正をしない a14Cに相当するBP年代値が比較的よくその員と同一時代のものと考えられる

木片や木炭などの年代値と一致します。

日 C濃度の現代炭素に対する割合のも う一つの表記として、pMCωercentModem Carbon)がよく使

われており、 d.14Cとの関係は次のよ うになります。

d. I'C = (pMC /100-1) x 1000 (%0) 

pMC = d. 14C /10+ 100 (%0) 

国際的な取り決めにより、このd.14CあるいはpMCにより、放射性炭素年代 CConventionalRadiocar-

bon Age; yrBP)が次のように計算されます。

T = -8033 x In[ (d. 14C /1000) + 1] 

= -8033 x In (pMC /100) 

-286-



I 9，t，t Code No. 試 料

6，350土 40

!試料形態 ; 炭化物 I d. 14C (%0) = -555.7::t 2.4 

1試料名(番号):土器6(遺物番号 2312) I pMC (%) = 44.43土 0.24

a 14C (%0) = -559.6::t 2.3 

pMC (%) 44.04:t 0.23 

lAAA-50806 I試料採取場所:静岡県裾野市大畑字悌ヶ尾

試料形態 : 炭化物

試料名(番号):土器2(遺物番号 8361)

(参考) a 13Cの補正無し

#978-2 

lAAA-50808 I試料採取場所:静岡県裾野市大畑字悌ヶ尾

!試料形態 : 炭化物

陸型名(番号):土器4(遺物番そ型堕

(参考) a 13Cの補正無し

i#978-4 

I lAAA-50809 I試料採取場所 :静岡県裾野市大畑字悌ケ尾

拭料形態 : 炭化物

陸型空(番号):土器5(遺物番号 7空旦

(参考) a l3Cの補正無し

#978-5 

1 凶AA-50810I試料採取場所:静岡県裾野市大畑判弗ケ尾

(参考) 8 l3Cの補正無し

#978-6 

凶 A-50814I試料採取場所 :静岡県裾野市大畑字悌ケ尾

試料形態 : 炭化物

試料名(番号):土器 10(遺物番号 4495)

(参考) a l3Cの補正無し

#978-10 

移~~
BP年代および炭宗の同位体比

Libby Age (yrBP) 

a 13C(恥)、(加速器) = -29.35:t 0.94 

d. 14C (%0) 

pMC(%) 

a l4C (%0) 

pMC(%) 

Age (yrBP) 

ILibby Age (yrBP) 

-546.3 :t: 2.3 

= 45.37:t: 0.23 

- -550.4:t: 2.1 

- 44.96:t 0.21 

6，420士 40

6，450土 40

a 13C(%o)、(加速器) = -28.42:t 0.92 

d. 14C (恥)

pMC(%) 

a 14C (%0) 

pMC(%) 

IAge (yrBP) 

一一551.8:t 2.4 

= 44.82土 0.24

= -555.0土 2.3

= 44.50土 0.23

6，500土 40

Libby Age (yrBP) : 6，460土 40

d 13C (%0)、(加速器) = -26.57土 0.88

d. J1C (恥) = -552.4:t 2.3 

pMC (%) = 44.76土 0.23

8 l4C (%0) 

pMC(%) 

iAge (yrBP) 

Libby Age (yrBP) 

ニ -553.9:t 2.2 

- 44.61:t 0.22 

6，480:t: 40 

6，520::t 40 

d 13C (%0)、(加速器) = -29.24::t 0.80 

IAge (yrBP) 

Libby Age (yrBP) 

6，590:t: 40 

6，450:t: 40 

d l3C(恥)、切口速器) = -24.64土 0.94irc(弘)

pMC(%) 

18MC(%。)

pMC(%) 

IAge (yrBP) 

- -552.1::t 2.3 

= 44.79土 0.23

= -551.8土 2.2

= 44.82土 0.22

6，450土 40

ヴ

t
円

δつム



IAAA-50815 I試料採取場所:静岡県裾野市大畑字悌ヶ尾

l試料形態 : 炭化物

試料名(番号):土器 ll(遺物番号 7679)

(参考) a 13Cの補正無し

#978-11 

IAAA-50818 I試料採取場所;静岡県裾野市大畑字悌ヶ尾

試料形態 : 炭化物

試料名(番号):土器 14(遺物番号 2879)

(参考) a 13Cの補正無し

#978-14 

IAAA一蹴21I試料採取場所 :静岡県裾野市大畑字悌ヶ尾

|試料形態 : 炭化物

l試料名(番号):土器 17(遺物番号 7936)

(参考) a 13Cの補正無し

#978-17 

仙 l¥A-50822I試料採取場所:静岡県裾野市大畑字悌ヶ尾

試料形態 : 炭化物

随筆(番号):土器 18(遺物番号臼

(参考) a 13Cの補正無し

#978-18 

凶 A-50823I試料採取場所:静岡県裾野市大畑字悌ヶ尾

l試料形態 : 炭化物

試料名(番号):炭化物 1(遺物番号 9214)

(参考) a l3Cの補正無し

#978-19 

-288-

'lAA  

Libby Age (yrBP) : 6，560 + 40 

d 13C(%o)、(加速器) = -28.54土 0.98

企14.C(%0) = -557.9土 2.4

pMC (%) = 44.21::!:: 0.24 

a 14C (%0) 

pMC(%) 

|Age (yrBP) 

Libby Age (yrBP) 

士 一 561.1+ 2.2 

43.89::!:: 0.22 

6，610:::!::: 40 

6，700:::!::: 40 

a 13C (%0)、(加速器) =ー25.46+ 0.95 

d.14C (%0) 

pMC(%) 

a l4C (%0) 

pMC(%) 

-565.6土 2.4

- 43.44土 0.24

一 一566.0:::!::: 2.2 

= 43.40:::!::: 0.22 

Age (yrBP) : 6，710士 40

Libby Age (yrBP) : 6，430士 40

d 13C (%0)、(加速器) - -30.72:::!::: 0.93 

d.14C(%o) 

pMC(%) 

a 14C (%0) 

pMC(%) 

|Age (yrBP) 

ILibby Age (yrBP) 

-550.8:::!::: 2.4 

= 44.92:::!::: 0.24 

-556.1 + 2.3 

44.39:::!::: 0.23 

6，520土 40

6，520士 40

d 13C(%o)、(加速器) = ー22.32士 0.98

d. 14C(%o) 

pMC(%) 

a 14C (%0) 

pMC(%) 

lAge (yrBP) 

Libby Age (yrBP) 

= -555.6土 2.4

← 44.44士 0.24

= -553.2土 2.3

= 44.68 + 0.23 

6，470:::!::: 40 

7，920:::!::: 50 

ej 13C (%0)、切口速器) = -27.26 + 0.91 

d.14C(%o) 

pMC(%) 

o 14C (%0) 

I pMC(%) 

IAge (yrBP) 

-626.9士 2.1

37.31土 0.21

= -628.6ごと 2.0 

= 37.14:::!::: 0.20 

7，960土 40



分析3

イ弗ヶ尾遺跡(第二東名No.l47地点)出土炭化材の樹種

財団法人静岡県埋蔵文化財調査研究所 西尾太加二

梯ヶ尾遺跡から出土した炭化材 1点の樹種同定を行った。この炭化材は縄文時代早期の住居跡と思わ

れる遺構の覆土より検出された。出土した地点は炭化物が集中しており、周辺から出土した土器や石器

との共伴関係も明瞭であるため樹種同定を行った。判明した樹種はニレ科のケヤキである。

炭化材の大きさは約1.5cm大のフ守ロック状であった。遺跡から出土する炭化材は一般的に非常に脆弱で、

指で触れるだけで粉状に崩壊するものが多い。今回の炭化材は比較的残存状態が良好であったが、アク

リル樹脂パラロイドB72、3"'5%キシレン溶剤を 3回減圧合浸して試料の強化処置を行った。

樹種同定用のプレパラート標本の作製は研磨法で行い、断面方向の異なる木口 2点、柾目 2点、板目

1点の計5点を作製した。研磨法とは、試料小片を透明なエポキシ樹脂で包埋した後、透過光で検鏡で

きる厚さまで研磨して薄くする方法である。研磨は耐水サンド、ペーパーと研磨粉(アルミパウダー)を

使用する。耐水サンドペーパーは#200、#400、#800、#1500の順に番数を上げて研磨し、最終的に#

3000と#4000のアルミパウダーを溶かした水を含ませた布の上で、鏡面仕上げの研磨を行う。なお、作製

したプレパラート標本は当研究所保存処理室で保管している。

樹種同定は、研磨法により作製したフ。レパラート標本を生物顕微鏡によって40"'400倍で観察し、現生

標本および文献資料と比較しながら行った。以下に同定に利用した材の解剖学的特徴を示す。

ケヤキ Zelkova seηata Makino ニレ科

道管要素、木繊維、軸方向柔細胞および放射柔細胞の 4種類の構成要素からなる。

接線方向280μmX放射方向250μmの大型の大道管が年輪界に沿って 1"-'2列ならび、孔圏外の小道

管は薄型多角形で多数集まって円形、ときに接線状、斜線状の塊をつくる環孔材。道管は単穿孔。道管

相互の壁孔は小孔紋で交互状、小道管にはらせん肥厚が存在する。放射組織は異性でほとんどが平伏細

胞であるが、上下縁辺部に方形細胞があり、ときに大型のシュウ酸石灰の結晶を含む。放射組織は 8"-'

10細胞列のほぼ大きさが一様で、、背があまり高くない紡錘形を呈する。大道管の列数が少ないこと、大

型の結晶細胞をもつこと、鞘細胞がないことなどからエノキ属と区別される。以上の形質によりケヤキ

と同定した。ケヤキは本州、四国、九州の暖温帯から冷温帯にかけて広く分布する落葉広葉樹で、樹高

20"-'25m、幹径60"'70cm。材質に優れ、木目も美しく、加工も容易であることから出土材としては引物、

高杯、漆椀の木地などに多用される。

‘ 11. I 

写真 1 エポキシ樹脂i二包埋した状況 写真2 プレパラート標本
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写真3 木口 40X 

写真6 柾目 400X 
道管相Eの壁孔

参考文献

写真4 柾目 100X 

写真7 柾目 400X 
小道管のらせん肥厚

島地 謙 ・伊東隆夫 1982 W図説木材組織』 地球社

写真5 板目 100X 

写真8 板目 200X 
大型の結晶細胞

鈴木三男 ・能城修一 1997 r石川条里遺跡出土木製品の樹種J W石川|条里遺跡 第 3分冊』 長野県埋蔵文化財

センター

岡田文夫 1995 W古代出土漆器の研究一顕微鏡で探る材質と技法一』 京都書院

-290-



写真図版



(1)土層堆積状況(谷部)

表土~休場層中層

(2)土層堆積状況(丘陵部)

休場層~第 Iスコリア層

(3)土層堆積状況

第Eスコリア層~

中部ローム

写真図版 1



写真図版 2

(1)休場層遺物出土状況

(2)南斜面テストピット完掘



写真図版 3

(1)旧石器時代 1号機群

(2)旧石器時代 4号機群

(3)旧石器時代土坑



写真図版 4

(1)縄文時代 遺物出土状況

(2)縄文時代 北西部遺物出土状況



写真図版 5

(1)縄文時代 1号住居跡

(2)縄文時代 2号住居跡



写真図版 6

(1)縄文時代 3号住居跡

(2)縄文時代 4号住居跡



写真図版 7

(1)縄文時代 5号住居跡

(2)縄文時代 6号住居跡



写真図版 8

(1)縄文時代 1号竪穴状遺構

(2)縄文時代 2号竪穴状遺構



写真図版 9

(1)縄文時代 3号竪穴状遺構 (2)縄文時代 1号住居跡遺物出土状況

(3)縄文時代 3号住居跡遺物出土状況 (4)縄文時代 8号陥穴状土坑

(5)縄文時代 9号陥穴状土坑(半裁状況) (6)縄文時代 9号陥穴状土坑

(7)縄文時代草創期 石器ブロック (8)縄文時代 3号集石遺構



写真図版10

(1)縄文時代 5号集石遺構 (2)縄文時代 13号集石遺構

(3)縄文時代 14号集石遺構 (4)縄文時代 1号焼土跡

(5)縄文時代 2号土器集中 (6)縄文時代 4号土器集中

(7)縄文時代 4号住居跡床面直上打越式土器検出状況 (8)縄文時代遺物包含層 打越式土器検出状況
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写真図版 12
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写真図版22
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ふりがな ふりがな コー ド

所収遺跡名 所在地
北緯 東経 調査期間 調査面積 調査原因

市町村 遺跡番号

世界測地系

静しずお岡かけ県ん 20030401 

11' 53' 5，630ni 
す裾そ野の市し 20040322 

道路建設(第
ほとけがおいせき 22" 22" 二東名建設に
{弗ヶ尾遺跡 お大おは畑た

22220 
旧日本測地形 伴う埋蔵文化

20040401 
350 1380 2，270ni 

財発掘調査)
279-1他

11' 53' 20040731 
10" 33" 

所収遺跡 種別 主な時代 主な遺構 主な造物 特記事項

ナイフ形石器7・尖頭器 休場周期を主体とす

散布地 旧石器時代 牒群5・土坑] 3 .掻器2・石刃・細石 る。AT下位からは 3
核・細石刃・削器・彫器 点のみ。

散布地
縄文時代

石器ブロック 1
石槍6・有舌尖頭器 1・ 該期の土器は出土し

草創期 半月形両面体・石鯨3・ ていない。

石嫉・削器・掻器・石

住居跡 6・竪穴状
核-両面調整石器・模形 打越式期と思われる

併ヶ尾遺跡
縄文時代 遺構3・陥穴状士

石器・狭状耳飾2.打製 住居跡 6基及び竪穴

早期 坑 9.土坑 6・小
石斧・離器・磨石類・石

状遺構3基を検出。打
集落

前期 穴13・集石14・焼
皿類

越式と併行する東海
縄文土器(茅山式・打越

中期 土跡 5・石器ブロ
式-石山式・天神山式・ 系土器との良好な共

ック 1
諸磯式・北白川下層式・ 伴関係が見られた。

五領ケ台式)

散布地
弥生時代以

円形土坑3 土師器・灰紬陶器・砥石 なし。
降

併ヶ尾遺跡は、愛府東南麓に立地する遺跡である。旧石器時代から縄文時代中期までの遺物

があるが、主体となるのは集落の属する縄文時代早期である。集落はほぼ環状を呈し、打越式

要約 土器の検出が多い。また、打越式土器に併行する東海系の石山式や天神山式土器も数多く出土

Lヘ良好な共伴関係を示している。旧石器時代は休場居期を主体とし、ナイフ形石器などが検

|出された。
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